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序

我 が 国 の 国 土 は 、 亜 寒 帯 か ら亜 熱 帯 に わ た る大 小 の 島 々 か ら成 り、 長 く屈

曲 に 富 む 海 岸 線 、 起 伏 の 多 い 山岳 、 深 い 峡 谷 等 の 変 化 に 富 ん だ 地 形 や 、 温 暖

湿 潤 な 気 候 風 土 に 育 ま れ た 多 様 な 動 植 物 相 が 見 られ る 。

日本 人 は 古 来 、 これ らの 自然 や 風 景 を 、 山紫 水 明 、 白砂 青 松 と呼 び な らわ

し、 国 の 誇 り と し、 ま た 、 緑 豊 か な ふ る さ とを 地 域 の 共 有 財 産 と して 創 り育

て て き た 。

しか し、 高 度 経 済 成 長 に 伴 う急 激 な 社 会 の 変 化 は 、 国 民 に豊 か な 物 質 的 恵

み を も た ら す 一 方 、 国 土 の 大 規模 な 開 発 、 土 地 利 用 の 高 密 度 化 、 大 量 廃 棄 に

よ り、 公 害 と 自然 環 境 の 破 壊 を 引 き起 こ す こ と と な っ た 。

環 境 庁 は 発 足 以 来 、 国 民 各 層 の 理 解 と協 力 を 得 て こ れ らの環 境 問 題 の 解 決

に 真 剣 に取 り組 ん で き た 。 自 然保 護 の 分 野 に お い て は 、 自然環 境 保 全 法 の 制

定 に よ り我 が 国 の 自然 環 境 を保 全 す る た め の 法 的 基 礎 が 確 立 さ れ 、 同 法 に 基

づ き 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査(緑 の 国 勢 調 査)が 開 始 さ れ る こ と に な っ た 。 国

土 の 自 然 の 全 容 を 明 らか に す る こ と を 目 的 とす る こ の よ う な調 査 は 、.科 学 的

知 見 に 基 づ く 自然 保 護 施 策 の 展 開 を 図 る 上 で の 画 期 的 な成 果 の 一 つ で あ る と

と も に 、 生 物 多 様 性 の保 全 を 確 保 す る上 で の 重 要 な基 盤 で も あ る 。

こ の 報 告 書 は 、 開 始 以 来 第4回 を 終 え た 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 の 結 果 を と

り ま と め た も の で あ る 。 日本 列 島 に お け る 自然 の 改 変状 況 、 植 生 や 野 生 動 物

の 分 布 等 に つ い て 科 学 的 に把 握 さ れ た 結 果 が あ りの ま まの 姿 で 示 さ れ て い る。

本 報 告 書 を 通 して 一 人 で も 多 くの 人 々 が 我 が 国 の 自然 環 境 に つ い て 理 解 と

認 識 を 深 め ら れ 、 国 民 各 層 の 自然 保 護 活 動 が よ り一 層 推 進 され る こ と を期 待

す る と と も に 、 こ の 調 査 の 結 果 が 国 、 自治 体 、NGO等 の 保 全 施 策 の 形 成 や

調 査 研 究 あ る い は 環 境 ア セ ス メ ン ト等 の 基 礎 資 料 と して 活 用 さ れ 、 自然 環 境

保 全 、 生 物 多 様 性 の保 全 の た め に 役 立 つ こ と を願 う次 第 で あ る。

お わ りに 、 こ の 調 査 の 実 施 に 当 た り多 大 の 御 協 力 を い た だ い た 関 係 各 位 に

心 か ら謝 意 を表 す る もの で あ る。

平 成7年3月

環 境庁 自然保護 局 長



は じめ に

本 報 告 書 は 、 第4回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 の 総 合 解 析 結 果 を と り ま とめ た

も の で あ る。

自然 環 境 保 全 法 の 定 め る と こ ろ に基 づ き、 お お む ね5年 ご と に 実 施 さ れ て

き た 「自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 」 も4回 を 数 え 、 そ れ に よ って 得 られ た 我 が 国

の 生 物 的 自 然 及 び 陸 水 域 、 海 岸 域 に 関 す る 情 報 の 蓄 積 は 膨 大 な も の と な っ

た 。 ま た 、 世 界 的 に も あ ま り例 の な い 全 国 土 に わ た る5万 分 の1現 存 植 生 図

が 完 成 し、 広 く、 一 般 に 活 用 さ れ る な ど 我 が 国 の 自然 環 境 に 関 す る情 報 及 び

そ の 整 理 ・加 工 ・公 開 シ ス テ ム は 、 先 進 諸 国 に 比 肩 し う る と こ ろ へ 到 達 した

とい え よ う。
一 方 、 情 報 の 利 用 を 見 る と、 環 境 ア セ ス メ ン ト等 に お い て 、 「貴 重 な 自

然 」 の 有 無 に 着 目 して 個 別 の デ ー タ が 単 独 で 利 用 さ れ る 場 合 が 多 く、 各 種 調

査 結 果 を 総 合 し 自 然 環 境 総 体 を把 握 す る 試 み は 、 少 数 に と ど ま っ て い る 。 ま

た 、 各 調 査 に お け る 評 価 ・選 定 基 準 や デ ー タ の 持 つ 意 味 が 十 分 理 解 さ れ ず に

利 用 さ れ て い る例 もみ られ る 。

現 在 急 速 に 進 行 して い る 開 発 を 考 え る と 、 こ う し た 残 さ れ た 「貴 重 な 自

然 」 を 、 先 ず 保 護 の 優 先 順 位 の 高 い も の と す る こ と が 必 要 で あ る が 、 さ ら

に 、 国 土 の 自然 環 境 の 体 系 的 な保 全 を 図 る た め に は 、 自然 環 境 を総 体 と して

と らえ 、 全 国 あ る い は 地 域 ご との 特 性 を 十 分 把 握 し た上 で 、 そ れ ら に 応 じた

積 極 的 、 予 防 的 な 保 全 施 策 を 進 め て い くこ とが 求 め られ て い る。 そ の た め に

も 、 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 に よ る 情 報 シ ス テ ム の 充 実 と 活 用 は 不 可 欠 で あ

る 。

こ の よ う な 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 の 情 報 に 対 す る 要 請 と そ の 蓄 積 状 況 を 踏

ま え、 本 調 査 で は 、 以 下 の2点 を 主 な 目標 と した 。

1.自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 の経 過 と成 果 を 総 括 し、 得 ら れ た 結 果 と して 何

が あ り、 ど の よ う に 利 用 で き る か を 前 述 の 視 点 に 立 っ て 再 整 理 し、 把 握 す る

こ と。

2.こ れ ま で 蓄 積 さ れ た 情 報 を 相 互 に 関 連 づ け 、 総 合 す る こ と に よ り、 原

生 自然 の み な らず 、 農 林 業 地 域 、 都 市 地 域 に 至 る ま で 、 我 が 国 の 自然 を 総 合

的 に把 握 し、 体 系 的 ・積 極 的 な 保 全 の た め の 基 礎 資 料 を作 成 す る こ と。

本 報 告 書 は 、 上 記1に 係 わ る 「総 括 編 」 及 び2に 係 わ る 「解 析 編 」 か ら構

成 され る。 本 書 は 、 そ の 「総 括 編 」 で あ る 。

な お 、 同 時 に 第4回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 に お い て 各 種 作 成 さ れ た 磁 気 デ
ー タ を 整 理 し、 自 治 体 等 で の 利 用 に 資 す る た め 「磁 気 デ ー タ フ ァ イ ル の 概

要 」 を作 成 した 。

ま た 、 本 報 告 書 の 作 成 に あ た り情 報 の 集 計 、 と り ま と め 業 務 に つ い て は 、

環 境 庁 自然 保 護 局 か らの 請 負 業 務 と して(財)自 然 環 境 研 究 セ ン タ ー が 実 施

した 。

最 後 に、 本 調 査 の 企 画 立 案 か らま とめ に 至 る まで 御 指 導 頂 い た 検 討 会(分

科 会)の 学 識 経 験 者 の 方 々 並 び に、 貴 重 な 時 間 を さ い て 分 布 情 報 の 提 供 に御

協 力 頂 い た専 門 家 の 皆 様 に 心 か ら感 謝 の 意 を 表 す る次 第 で あ る 。

平 成7年3月

財 団法 人 自然環 境研 究セ ンター

理事長 大島 康行
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1自 然環境保全基礎調査の概要

自然環 境保 全基礎調 査(以 下 、基礎 調査 とい う。)は 、 「自然環 境保全 法 」第4条 の

「国 はおおむ ね5年 ご とに、 地形 ・地 質 ・植 生及 び 野生 動 物 に関 す る調査、 その他 自然環

境 保全 のた めに講 ずべ き施 策 の策 定 に必要 な基礎 調査 を行 な うよ う努め る もの とす る」 と

の規定 に基づ き実施 してい る もので、 一般 に 「緑 の 国勢 調 査」 と呼 ばれて い る。

第1回 調査 は昭和48年 度 に実施 され、 その結果 は20万 分 の1の 「現 存植 生 図」、 「植 生

自然度 図」、 「す ぐれ た 自然図 」及び 「自然環境 保全調 査 報告 書」 等に と りま とめ られ 、

昭 和49、50年 度 の2ヵ 年 にわた り公表 した。

第2回 調 査 は、昭和53、54年 度 の2ヵ 年 にわ た り実施 され、 その結 果は 「5万 分 の1現

存 植生 図」(全 国の2分 の1の 地 域)、 「20万分 の1動 植 物分布 図 」、及 び各調 査項 目別

の 都道府 県版 や全国版 の調 査報 告 書 に と りまとめ ると ともに、 ア トラス 「日本 の 自然 環

境 」や調査 全体 の主要 点 を解 説 した 「第2回 自然環 境保 全基 礎調査 報 告書」 等 に と りまと

め 、昭和55、56年 度 にわ た り公 表 した。

第3回 調 査 は昭和58年 度 以 降、調 査項 目 ごとに逐 次実施 され、 その結 果は 「5万 分 の1

現 存植生 図」(第2回 調 査 の残 りの地域)、 「20万分 の1自 然環境 情報 図」及 び調 査項 目

ご との都道 府 県版や全 国版 報 告書 に と りま とめ る ととも に、調査 全体 の主要 点 を解 説 した

「第3回 自然環 境保全 基 礎調査 総 合解析 報告 書」 等 に と りまとめ、昭 和60年 度か ら平成 元

年度 にわ た り公 表 した。

そ して第4回 調査 は昭和63年 度 以降、 調査 項 目ごとに逐 次実施 され、そ の結果 は 「250万

分 の1現 存 植生 図」、 「250万 分 の1植 生 自然度 図 」、 「5万 分 の1植 生 改 変図」(第2、

3回 調 査 の改 変地域)、 「20万分 の1自 然環 境情報 図」、 「10万分 の1サ ンゴ礁 分布 図 」

及 び各調査 項 目別 の都 道府 県版 や全国版 の調査 報 告書等 に と りまとめて公表 す ると ともに、

環境指標 種 調査 の結果 は、 参加 者及 び 関係機 関 に送付 し、併 せ て 「20万分 の1生 きもの地

図 コ ンピュー タ打 ち出 しサー ビス」 を行 った。

1.基 礎 調 査 の 目的 と 目標

この調査 は、 次の よ うな 目的 をも って 進 めてい る。

① 全国 の植 生 、野生 動物 、地 形、 地質 等、 あ るいは、 これ らが生 息、存在 する陸域 、 陸

水 域、 海域 の 自然 の状 態 を調査 し、 わが 国 にお ける 自然環境 の現 状を 的確 に把握 す る。

②調 査 はおお むね5年 ごとに実施 し、 そ の積 み 重ね に よ って 長期 的な視 点 か ら自然 の 時

系列 的な変化 状況 を把 握 す る。

③調 査 の結果 を記録 、保 存 す る とともに、 それ らを公 開 す るこ とに よって、 自然環 境 の

デー タバ ンク と して の役割 を果 た す。

④ 自然環境 保全 地域 、 自然公 園、 鳥獣保 護 区、保 安林 、 天然記 念物 、近郊 緑地 保全 区域

等 各種 の 自然保 護 計 画、 あ るいは、 環境 アセ ス メ ン トの実施 、 開発計画 の立案 に際 し

ての基礎 資料 を提 供 す る。

しか しなが ら、 全国 土 にわ た る、 あ るいは 周辺 海域の 生 物的環 境 や地質 ・地形 的環 境 を
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網 羅 的に調 査 ・記録 し、 それ らを集 計解 析 して、 わが 国の 自然環 境 の実態 を詳 細 にわ た り

把 握 するの は大 変困 難 な こ とであ る。 そ こで当面 は、行 政 の基 礎資 料 として の必要性 と現

実 に可能 な調 査 能力 とを考 え合 わせ る と、次 の よ うな点 が 目標 とされ るであ ろ う。

① 自然 環境 の 最 も基 本 的な情報 と して、 常 に最新 の植 生 の状況 を把 握 する と ともに、5

万分 の1現 存 植 生 図 を更新 す る。

② 自然保 護 上重 要 な 動植 物 に関 す る評価基 準 を確 立 し、 それ らの存 す る地 域 を抽 出 する

と ともに、 その 変化 状 況や変 化 要 因を把 握 す る。

③ わが 国 に産 す る動 植 物 の全種 リス トを作 成 し、 それ らの分 布情 報 を継続 的 に収 集 ・蓄

積 する。

④ 主要 な動物 につ い ては、 生息 密度 や個体 群動 態 に関 す るデ ータ を整備す る。

⑤ 都 市及 び その周 辺 地域 におい て、 地域住 民 の豊 かで う るお いの あ る生活環 境 を維持 す

るた めに 必要 な 自然環 境 につ いて 明 らかに した うえで 、 それ らの現状 と推 移 を把握 す

る。

⑥ 海岸 、 河川 、湖 沼 の 自然環 境 が どの程度 人為 的 に改 変 され てい るかにつ いて把 握 す る。

また、 これ らの う ち、 人為 に よ り改 変 されて い ない、 自然状 態 の ままの地 域の リス ト

を作 成 し、保 持 す る。

⑦ す ぐれ た 自然景観 、 古来 自然へ の人 間の働 きかけ によ り形 成 さ れ たわ が国 の風 土 を特

徴 づけ る歴 史的 自然 環境 や田 園景観 につ いて把 握 する。

⑧ 植生 、動 物 等個 々 の要 素 の現状 や変化 状況 を把 握 する だけで な く、 それ らが相 互 に関

連 して成 立 して い る多様 な生態 系 について 、 タイ プ毎 の特 性及 び変動 の実態 と要 因等

の メカ ニズ ム を把 握 す る。

⑨ 以上 の諸 情報 を体 系的 ・総合 的に整理 し、 わ が国の 自然環 境 の現状 と変化 の方 向及 び

その要 因 を把 握 す る とともに、 わが 国にお け る 自然環 境保 全上 重 要な地 域 を明 らかに

する。 ま た、 これ らの デ ータ が行 政機 関 だけ でな く、 国 民一般 が 利用で きるよ うに公

開 す る。
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II第4回 自然環境保全基礎調査の概要

第4回 基 礎調 査 で実施 され た各調査 に ついて、 大 き く次 の2項 目に分けて以 下 に整 理 し

た 。

1.調 査の概要

調査 項 目別 に次の事 項等 につ いて整理 した。

(1)調 査 目的

(2)調 査実施 者

(3)調 査対 象地 域

(4)調 査実施 期 間

(5)調 査 内 容

(6)調 査 方 法

(7)全 国集 計(と りまとめ)の 概 要

2.調 査結果の概要

調 査項 目別 にそ の結果 の概 要 を整理 した。
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1.植 生調査

1.1調 査 の 概 要

(1)調 査 の 目的

第2回(昭 和54年 度)・3回(昭 和58年 度 ～61年 度)植 生 調査 で全 国的 に整備 した5万

分 の1現 存植 生 図 を更新 す るた め、 第2回 ・3回 植 生調査 以 降 の全 国の植 生 改 変状 況 を、

リモー トセ ンシ ング技術 に よる画像 解析 や、 その他 の資料 及 び現地 調査 に よ りを把 握 す る

目的で 実施 した。

(2)調 査 実施 者

調査 は各都 道府 県 に委 託 して 実施 した 。

(3)調 査 対象 地域

北方領 土及 び 一部の 離 島 を除 く国土の 全域 を対象 と した。

(4)調 査 実施 期 間

平成 元年度 か ら平成5年 度 の5ヵ 年 で実施 した 。

(5)調 査 内容

地球 観測 衛星 画像 の解 析 によ って抽 出 した植生 改 変地 の デ ータ を利用 して 、都道府 県に

委 託 し現地 調査 と資料 調査 を行 い、既存 の5万 分 の1現 存植 生 図 の経年 変化 状 況 を把 握 し、

図 示 内容 の修正 ・補完 を行 った。 また、 これ らの調 査デ ー タ と国土 数値情報 な どの既 存 情

報 を組 み合 せ総 合的 な解 析 を行 い、現存 の植 生か らみ た 自然 環境 とそ の経 年 的動態 に つい

て 明 らか に した。

(6)調 査方 法

植生調 査 は、 大 き く次 の4つ の行 程 に分 けて実施 した。(図1.1)

1)人 工衛星 画像 の解析 に よる植 生 改変地 の抽 出

2つ の異 な る時期 の 人工衛 星画 像 を重 ね合 わ せ るこ とに よ り、 その間 に伐採 や造 成 な

どの人為 改 変に よって植 物量 が 減少 した箇所 を抽 出 した。

旧画像撮 影年 次1979年 か ら1984年

新 画像撮 影年 次1986年 か ら1990年

2)都 道府 県委託調 査(平 成2～4年 度)

人工衛 星画像 に よ り植 物量 が減 少 した と考え られ る改 変地 を対 象 として、補 完調 査 を

各都 道府 県 に委託 して実施 した。各都 道府 県に おいて は、 植 物生 態学、植 物 社会 学 な ど

の専 門 家あ るいは、 自然 保護 部局 等 の職 員が、 前述 の人 工衛 星画 像解析 で抽 出され た植

物量 の減 少箇 所の分 布 図 を参 考 に して、 資料調 査、現 地調 査 、空 中写真 判 読 な どに よ っ

て改 変箇 所及 び改 変内容 を確 認 し、植 生 図の修 正 が必要 な箇 所 を抽 出 ・図 示 した。
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3)植 生 改 変図 の作成

既存 の5万 分の1現 存植 生 図 を複 製 した図版上 に、各 都 道府 県 の調査 に よ り確認 され

た 植 生 図 の修正 箇所 を、 くく り線 と新植 生番 号 に よってオ ーバ レイ表示 した植 生改 変図

を 作 成 した。

4)総 合解 析

植 生 改変 地情 報 を数値 化 し、 自然公 園、 自然環境保 全 地域 等 の指 定地域 や、 国土 数値

情報 、 メ ッシュ気候 値 、 メ ッシ ュ統 計 な どの既存 の数 値 情報 と ク ロス集 計 を行 い、 全 国

の植 生 と保 護指 定、 自然環境 要素(気 候 、地 形、 地質、 土壌 な ど)、 社会 環境 要 因(人

口、道 路密 度、 指定 地 域 な ど)と の関 連 を解 析 した。 さ らに、植 生改変地 について は、

上 記 のメ ッシュデー タ とは別 に、植 生 改変 図上 に表示 され た修 正箇 所の実 面積 を集 計 し

た植 生 改変 地解 析用 フ ァイル を作成 して、解析 を行 った 。

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

植生 改 変図 上 に示 され た現 存植 生 の情報 を、標 準地域 メ ッシュ シ ステム(昭 和48年 ・行

政 管理 庁告 示 第143号 「統 計 に用 い る地域標 準 メ ッシ ュ及 び標 準地 域 メ ッシ ュコー ド」)に

よ る第3次 地域 区画(約1km×1km。 「基準 地域 メ ヅシュ 」 また は 「3次 メ ッシュ」 とも

い う)の 数値 情 報 に置 き換 え、 全 国的 な レベルで 集計 ・解 析 を行 い 『植 生調査 報告書(全

国版)』 と して と りま とめ ると ともに、 基礎情 報 と して数 値 情報 フ ァイル を全 国 的な レベ

ル で整備 した。 また、 「250万 分 の1現 存植 生 図」 と 「250万 分 の1植 生 自然度 図」 を作成

した。

平成元年度 平成2年 度 平 成3年 度

衛星画像解析による植生改変地の抽出

平成4年 度

都道府県委託 による改変地の確認

重要な小群落等の補完調査

平成5年 度

植 生 図修 正箇 所 の

オ ーバ ー レイ 図の作 成

全国 レベルの

集 計 ・解 析

図1,1第4回 自然環境 保全基 礎調査 ・植 生調 査 の概 要
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1.2調 査 の 結 果

(1)全 国的 な植生 の現況

1)全 国 の植生 区分別 の現 況

寒 帯 ・高 山帯植 生 は、 高山低木 群 落、 高 山ハ イデ 、雪 田草原 な どを含 み、 全 国の0.3%

で あ った(表1.1)。 亜 寒帯 ・亜高 山帯植 生 は主 に北海道 と中部 地方 に集 中 してお り、

この うち 自然植生 の割合 は4.4%で あ るの に対 して、代償 植生 は0.3%と 少 なか った 。 ブ

ナ ク ラス域植 生 は全 国の23.4%を 占め、 自然植 生 と代 償植 生の割合 が ほぼ 同 じであ り、

そ の分布 は 北海道 、東北 地方、 中部 地 方に集 中 し、他 地域 は点在 す る程度 であ った 。ヤ

ブ ッバ キ クラス域植 生 は、全 国の17.1%を 占め、 ブナク ラス域に 比較 して 人為 に よる影

響 を受 け た植 生 が著 し く多か った。 河辺 ・湿地 ・塩 沼地 ・砂 丘植 生は、 全 国の0.7%を 占

め るのみ で 、限 られ た環境 に成 立 す る植 生 とい える。なお、 本州 以西 にお け るこの植 生

区分 と して は、海 岸の砂 丘植生 が代 表 的な もので ある。

2)自 然度 の視 点で見 た全 国の植 生

自然林 、 二次林(自 然林 に近 い もの)、 二次 林、植林 地等 を含 め た森林 の 占め る割合

は全 国 土の67.1%に 達 してい た(表1.2)。 日本 の植 生 の現 状は 、 自然性 の高 い植 生

(自 然草 原 、 自然林 、 自然林 に近 い二 次林)、 人為 の影響 を受 けた植生(二 次林 、二 次

草原)、 人 為的 に成 立 した植生(植 林 地)、 土地改 変の進 んだ植 生(農 耕 地 、市街 地 ・

造成 地等)が 、 ほぼ4分 の1ず つ 占め てい る状 態で あ った。第2回 ・第3回 調査 と出現

メ ッシュ数 の増減 を比較 す る と、二 次林 の減 少が最 も多 く、 これ に 自然林 の減少 が続 い

て い た。逆 に、植林 地、 市街 地 ・造成 地等 、二 次草原(背 の低 い草 原)は 増加 してい た。

3)地 方 別 の 植 生 現 況

北 海 道 は 、 自然 林 の 構 成 比 が47.1%と 最 も高 く(図1.3)、 全 国 の59.5%を 占 め 、 自

然 草 地 は 道 内 の 構 成 比 で は2.2%に 過 きな い が 、 全 国 の46.8%を 占 め て い た 。 東 北 地 方 を

植 生 自然 度 別 に見 る と、 二 次 林(28.7%)、 植 林 地(26.5%)に 対 し、 自然 林 は14.3%

とな っ て い た 。 自然 林 は 全 国 の14.5%を 占め て い る。 関 東 地 方 は 、 農 耕 地(36.3%)、

市 街 地 ・造 成 地 等(11.6%)の 割 合 が 高 い こ と が特 徴 で あ っ た 。 代 償 植 生 は 合 せ て19.4

%を 占 め(図1.2)、 そ の う ち約3分 の2が ヤ ブ ヅバ キ ク ラ ス 域 の 代 償 植 生 で あ っ た 。

中部 地 方 は 、 北 海 道 に次 い で 高 山 帯 の 植 生 の 割 合 が 高 く、 全 国 の28.4%が 残 存 して い た 。

近 畿 地 方 は 、 市 街 地 な どの 占め る 割 合 が8.1%と 高 く、 自然 草 地 と 自然 林 を 合 わ せ た 自然

植 生 は3.4%と 小 さか っ た 。 植 生 区 分 別 に 見 る と、 ヤ ブ ツバ キ ク ラ ス域 代 償 植 生 が 近 畿 地

方 全 体 の31.5%を 占 め て い た 。 中 国 地 方 は 、 ア カ マ ヅ林 を初 め と す るヤ ブ ヅバ キ ク ラ ス

域 代 償 植 生 の 割 合 が50.9%を 占 め 、 ま た ブ ナ ク ラ ス 域 の も の も含 め た 二 次 林 全 体 で は51.

2%と な り、 全 国 で 最 も 二 次 林 の 割 合 の 高 い地 方 で あ っ た 。 四 国 地 方 は 、 二 次 林(31.3

%)、 植 林 地(41.9%)を 含 め た 森 林 植 生 は 全 体 の76.8%を 占 め 、 全 国 で 最 も 高 い 占有

率 で あ っ た 。 九 州 地 方 で は、 ブ ナ ク ラ ス域 自然 植 生 は1.1%と わ ず か で あ っ た 。 植 林 地 の

構 成 比(37.2%)は 四 国地 方 に 次 い で 大 きか っ た 。 沖 縄 地 方 の 自然 林 の 割 合 は42.5%で 、

北 海 道 と と も に 他 の 地 方 よ り飛 び 抜 け て 高 く、 自然 草 地(5.6%)を 含 め る と、 沖 縄 地 方

全 体 の約5割 が 自然 植 生 で 占め られ て い た 。 ま た 、 河 辺 、 湿 原 ・塩 沼 地 ・砂 丘 植 生 は 、

他 地 方 に 比 較 し際 立 っ て高 い 比 率 とな っ て い た(図1.2、1.3)。
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表1.1全 国の植 生区分別出 現頻度

植 生 区 分

寒 帯 ・高山帯 自然 植生

亜寒 帯 ・亜高 山帯 自然植 生

亜寒帯 ・亜高山帯代償植生

ブナクラス域 自然植 生

ブナクラス域代償植生

ヤ ブッバ キク ラス域 自然植 生

ヤ ブツバ キク ラス域 代償植 生

河辺 ・湿原 ・塩沼地 ・砂丘植 生

植林地 ・耕作地植生

そ の 他

計

第3回 調査

メ ッ シ ュ数

1,158

16,147

1,050

45,148

42,232

s,070

57,886

2,513

169,460

26,806

368,470

比 率(%)

0.3

4.4

0.3

12.3

11.5

1.6

15.7

0.7

46.0

7.3

100.0

第4回 調査

メ ッ シ ュ 数

1,158

16,110

1,074

44,704

41,612

5,964

57,131

2,488

170,824

27,545

368,610

比率(沿

0.3

4.4

0.3

12.1

11.3

1.6

15.5

0.7

46.3

7.5

ioo.o

増 減

メ ッ シ ュ 数

0

一37

24

一444

一620

一106

一755

一25

1,364

739

140

比率(沿

o.o

o.o

o.o

一〇
.1

一〇
.2

o.a

一〇 .z

o.o

0.4

0.2

o.o

植生区分凡例

その他

植林地 ・緋作地植生
(各クラス共通)

セカA辱ケラス域

代償植生

升ケラス這代償植生

亜寒帯 ・亜高山絡

代償植生

数 字 は%

寒帯 。蔑山帯自然植生

亜寒帯・亜高山帯
自然植生

フナ,ラス」謹駐自然植生

セフ7A辱,ラスまヨE

自然植生

河辺 ・温原 ・塩沼地 ・砂丘植生

(各クラ ス共通)

中国

◎O

中部

0.3
0.3

北海道

ro.s

よ1
4.8

aa.o

東北

:12.4i諺

21.5

o.s

O.6

o,1

10.4

2/
0

0

全 国

0.34.4

まヒロぬ

飾.5

隆 ・

46.3

雪羅 塗1・6
0.7

0.311
.3

㎡

。型1:
0.0(.-rO .

。 ノao繕
聡ll

〔遼.

四国

ヲ

近 畿
o.o 関東

0.5

0.1
s.s

〈〉げ

沖縄
一〇.0

'0.0

8:1よ6

o

a

図1.2地 方別 に見 た植 生区分 の構成 比
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表1.2全 国 の植生 自然度 別出現 頻度

植 生

自然度

10

9

8

7

6

5.

4

3

2

1

区 分 内 容

自然草原

自然林

二次林(自 然林 に近 いもの)

二次林

植林地

二次 草原(背 の高い草原)

二 次 草原(背 の低い草原)

農耕地(樹 園地)

農耕地(水 田 ・畑)

市 街地 ・造 成地等

自然裸地

開放水域

不明区分

計

第3回 調査

メ ッ シ ュ 数

4,038

66,979

20,046

70,484

91,029

5,737

5,939

6,798

76,945

14,841

1,392

4,170

72

368,470

比率(紛

1.1

18.2

5.4

19.1

24.7

1.6

1.6

1.8

20.9

4.0

0.4

1.1

o.o

100.0

第4回 調査

メ ッ シ ュ 数

4,011

66,394

19,733

69,030

92,072

5,626

6,498

6,817

77,311

15,420

1,416

4,211

71

368,610

比 率(%)

1.1

18.0

5.4

18.7

25.0

1.5

1.8

1.8

21.0

4.2

0.4

1.1

o.o

100.0

増 減

メ ッ シ ュ 数

一27

一585

一313

一1
,454

1,043

一111

559

19

366

579

24

41

一1

140

比率(笥

o.o

一〇 .2

一〇 .i

一〇 .4

0.3

o.o

0.2

o.o

o.i

o.z

o.o

0.0

o.o

0.0

北海道

植 生 自然 度 凡例

不明区分10 .

開放水這

蕪襲

数字は%

自然草原

3.農 蓼井地(6歯 園地)

4.二 次草原(背の低い草原)

翼 。7麗3

憲 。・.

9.自 然林

8.二 次榊

(自然林に近いもの)

7.二 次鉢

6.植 林地

5.二 次草原
(背の高い葦原)

中部

粛

………籍

o.s

盤

中国

0.3
1.4
2.7

14.2;7
.1難

2.5

5.2-

0.9
もO

麟
1.3

轡紗
6

L9_E:

2.3

1.0

5.51.8

1.8

2ノ
リ
o全 国

㎡

ノ

巡

麟 ・3.8-F

1幽1

2.5

九州

レ・・

8.5

11.2

繊欝

四国

課 ・3

ま1鎌

饗 撫 幽

近畿

。超"021♂M

襯'磁 霧

関東

謬 翫博
..量竃1・6 ◇ げ

紗
1.警9

5.4

沖縄
a
(プ 。

図1.3地 方別 に 見た植 生 自然度 の構成 比
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(2)植 生 の 改 変状 況

1)全 国 の植 生 改 変状 況

5万 分 の1植 生 改 変図上 に示 され た植 生図修 正箇所 の 面積 を、 改 変前 の群落別 に集計

し、 解析 を行 った。緑 被地 の改 変 面積 は 日本 の緑被地 の1.22%に あ た り、 改 変地 中で最

も広 い範 囲 を 占め た のは森 林 であ り、 改 変地率 は1.42%で あ った(表1.3)。 改 変 地率

で見 る と草 原 が1.85%と 最 も高 か った。 全国の植 生改 変地 の分布 図 を図1.4に 示 した。

表1.3全 国の緑 の改変状況

区 分

緑 被 地

森 林

草 原

農 耕 地

非 緑 被 地

全 国

A

改 変 地面積

(ha)

426,004

353,317

29,000

43,687

22,992

448.996

B

第3回 調査

メッシュ数

347,995

248,538

15,714

83,743

20,475

368.470

(A*100)/

(B*100)

改 変 地 率(%)

1.22

1.42

1.85

0.52

1.12

1.22

(注)緑 被地 とは、森林 と草原 と農耕地 の合計 であ る。森林 は、植 生 自然 度9の 自然林 、植 生自然度
8・7の 二次林 、植生 自然度6の 植 林地 の合計で ある。草原 は、植 生 自然度10の 自然 草原 と植

生 自然 度5・4の 二次 草原の合計 であ る。農耕地は、植生 自然度3・2の 合 計か ら、緑 の多い

住 宅地 を除 いた もので ある。

2)植 生 区分別 改 変状 況

改 変地 面積 が最 も広 か った のは植林 地 ・耕 作 地植生 で144,085haあ り、 改 変地全体 の3

2.1%を 占めて いた(表1.4)。 次 いで、 広 い面積 を 占めたの はヤ ブ ツバ キクラ ス域代償

植 生 で あ り、 改変 面積 は121,087haで 、 改変地 率 では2.09%と 最 も高 か った。中 国地方 や

近 畿 地 方、 四国地 方 では、 ヤ ブ ツバ キ クラス域代 償植生 の改 変が 改 変地全 体の50%を 占

め、 植林 地 の改変値 を大 き く上 回 って い た。 ブナ クラス域 の改変 は全体 の31.0%を 占め、

自然 植 生、 代償 植 生 とも改 変地 は北 海 道、 東北地 方、 中部地 方 に片寄 って い た。

3)植 生 自然 度 別 の 改 変 状 況

改 変 地 面 積 が 最 も 大 き い の は 、 二 次 林 で 植 生 自然 度8、7合 せ て182,652haあ り、 改 変

地 面 積 全 体 の40.6%を 占 め て い た(表1.5)。 二 次林 の 改 変 地 は 全 国 に 分 布 してお り、

中 で も 東 北 地 方 や 中 国 地 方 の 改 変 地 面 積 が 大 き か った 。 これ に 次 い で 改 変 地 面 積 が 大 き

い の は 植 林 地 で 、97,954haが 改 変 さ れ 、 改 変 地 面積 全 体 の21.8%を 占 め て い た 。 自然 林

は72,711ha改 変 さ れ て お り、 改 変 地 全 体 の16.2%を 占め 、 そ の 改 変 地 率 は1.09%で あ り、

他 の 自然 度 区 分 と比 較 して 、 保 全 状 況 は あ ま りよ くな い 。 自然 草 原 は3,472haが 改 変 さ れ 、

改 変 地 率 は0.86%で あ り、 そ の44%が 北 海 道 で 占 め られ て い る 。 この 他 、 植 生 自然 度2、

3の 農 耕 地 で 合 せ て45,738haが 改 変 さ れ て い た 。
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この図で は、小円選択法で 、3次 角シュごとに改変地が

小円内 にわずかで も含 まれれ ば抽 出す る方法 によ り、ん
シュを選 び、1ん シュを1F舜 として表示 した。
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図1.4全 国の植 生改変地の分 布
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表1.4植 生区分別 の改変地面 積 と改 変地 率

植 生 区 分

寒帯 ・高 山帯 自然植 生

亜寒帯 ・亜高山帯 自然植生

亜寒帯 ・亜高山帯代償植生

ブナ クラス域 自然植 生

ブナ クラス域代償植 生

ヤ ブッバ キ クラス域 自然植生

ヤ ブツバ キクラス域 代償植生

河辺 ・湿原 ・塩 沼地 ・砂丘植 生

植林地 ・耕作 地植生

そ の 他

計

a.改 変 地 面 積

ha(毘)

30(0.0)

6,781(1.5)

824(0.2)

55,169(12.3)

83,814(18.7)

11,243(2.5)

121,087(27.0)

2,973(0.7)

144,085(32.1)

22,992(5.1)

448,996(100.0)

b.第3回 調 査

メ ッ シ ュ 数

1,158

16,147

1,050

45,148

42,232

s,070

57,886

2,513

169,460

26,806

368,470

改 変 地 率(紛(a×

100)/(bx100)

0.03

0.42

o.7s

1.22

1.98

1.85

2.09

1.18

0.85

o.ss

1.22

表1.5植 生 自然 度別の 改変地面積 と改変地 率

植 生
自然度

10

9

8

7

s

5

4

3

2

1

区 分 内 容

自然草原

自然林

二次林(自 然林 に近 いもの)

二次林

植林地

二 次草原(背 の高い草原)

二 次草原(背 の低 い草原)

農耕地(樹 園地)

農耕地(水 田 ・畑)

市 街地 ・造成地等

自然裸地

開放水域

計

a.改 変 地 面 積

ha(瓢)

3,472(0.8)

72,711(16.2)

32,474(7.2)

150,178(33.4)

97,954(21.8)

12,697(2.8)

12,831(2.9)

5,200(1.2)

40,538(9.0)

10,708(2.4)

760(0.2)

9,472(2.1)

448,996(100.0)

b.第3回 調 査

メ ッ シ ュ 数

4,038

66,979

20,046

70,484

91,029

5,737

5,939

6,798

76,945

14,841

1,392

4,242

368,470

改 変 地 率(沿(a×

100)/(bx100)

o.ss

1.09

1.62

2.13

1.08

2.21

2.16

o.7s

0.53

0.72

0.55

2.23

1.22

改 変 地率 は第3回 調査 のメ ッシュ数 を面積 に換算 して算出(1メ ッシュを100haに 換 算)
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(3)代 表 的植 生 の改 変状況

わが 国 を代 表 す る植 生 と して、 ブナ林(自 然林)、 照葉 樹林(自 然林)、 ミズナ ラ ・シ

デ林 及 び コナ ラ林 、 シイ ・カ シ萌芽林 、 アカ マ ツ ・クロマ ヅ林 を と りあ げ、 これ らの改 変

状況 を表1.6に まとめ た。

ブナ林(自 然林)で は、 ブナ林(自 然 林)全 体 の1.17%が 改変 され、太 平 洋側 の ブナ林

と 日本海側 の ブナ林 を比較 す る と、改 変地 面積 で は 日本 海側 の ブナ林 の方 が圧 倒 的 に大 き

か ったが 、改 変 率で は逆 に太 平 洋側 の ブナ林 の方 が高 くな ってい た。 また、 改 変地 面積 は

東北 地方 、次 いで 中部 地 方で大 き く、 ブ ナ林(自 然林)の 改 変地 の うち、37・9%が 背 の低

い二 次草 原 に、37.5%が 農耕 地(水 田 ・畑)に 改 変 されて いた(表1.7)。 照葉樹 林(自

然林)の 改 変 は、照葉 樹林 全体 の1.40%に あ た り、九州 地 方南部 に集 中 して お り、改 変 地

の48.2%が 背 の低 い二 次草原 に、26.3%が 農耕 地(水 田 ・畑)に 改 変 されて い た。代 償植

生 の改変 地率 は、 ミズナ ラ ・シデ林 で は1.95%、 コナ ラ林 では2.20%、 シイ ーカシ萌 芽林

で は1.36%、 アカ マツ ・ク ロマ ヅ林 で は2.34%の 改 変 がみ られ た。 ミズ ナ ラ ・シデ林 の改

変 は全 国 にみ られ たもの の、 改 変地が 多 く分布 してい たの は東 北地 方か ら北 陸地 方 にか け

て であ っ た。 コナ ラ林 の改 変地 は東北地 方太平 洋側 か ら中 国地 方 にかけて 多 くみ られ 、改

変地 の うち、26.0%が 農耕 地(水 田 ・畑)に 、23.9%が 植 林地 に、21.3%が 二 次林 に、19.

6%が 背 の低 い二 次草原 に改 変 されてい た。 シイ ーカ シ萌芽林 の改変地 は、 近畿 地 方、 四国

地 方の太 平 洋側 か ら九州地 方 に点在 して お り、 改 変面積 で は九州地 方が最 も大 きか っ た。

アカマ ツ ・ク ロマ ツ林 の改 変地 は東北 地 方の太 平 洋側、 北 関東、 中国地 方に 多 く見 られ、

改 変地 の うち、23.8%が 植林 地 に、23.7%が 二次林 に、22.7%が 農 耕地(水 田 ・畑)に 、

17.9%が 背 の低 い二 次草原 に改 変 されて い た。

表1.6代 表的 な植 生の改 変地面 積

代 表 的 な 植 生

自

然

植

生

代

償

植

生

ブナ林 (自 然 林)

太平洋側のブナ林

日本海側のブナ林

照葉樹林(自 然林)

シイ林

タ ブ林

カシ林

海岸風衝低木林

ミズナ ラ ・シデ林

ブナニ次林

ミズナ ラ林

シデ林

コナ ラ林

シイ ・ カシ萌芽林

ア カ マ ツ ・ク ロ マ ツ 林

アカマ ツ林

クロマツ林

計

a.改 変 地 面 積

(ha)

16,898.2

2,745.8

14,152.4

5,083.2

2,723.7

142.0

2,115.0

102.5

59,179.2

17,540.2

40,074.5

1,564.5

50,796.3

12,049.5

79,541.0

74,223.6

5,317.4

223,547.4

b.第3回 調 査

メ ッ シ ュ 数

14,486

1,455

13,031

3,622

1,995

174

sg7

766

30,378

9,260

20,121

997

23,140

8,874

33,950

31,396

2,554

114,450

改 変 地 率(%)(a×

100)/(bx100)

1.17

1.89

1.09

1.40

1.37

0.82

3.08

0.13

1.95

1.89

1.99

1.57

2.20

1.36

2.34

2.36

2.08

1.95
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rn

i

表1.7代 表的な植生の改変による推移
上段:面 積(ha)下 段:比 率(%)

改変後の植生自然度

改変前の代表的な植生

自

然

植

生

代

償

植

生

ブナ林(自 然林)

太平洋側のブナ林

日本海側のブナ林

照葉樹林(自 然林)

シイ林

タブ林

カシ林

海岸風衝低木林 .

ミズナラ林 ・シデ林

ブナニ次林

ミズナラ林

シデ林

コナラ林

シイ ・カシ萌芽林

ア カ マ ツ ・ク ロ マ ツ林

アカマツ林

クロマツ林

計

io

自然草原

1

17.5

0

0

0

14

0

13

4

9

自然林

103

0

26

i

76

0

23

0

1

0

0

0

22

i

0

0

205

0

65

i2

i

io

4

361

34

i

85

i

4

4

4

8

二次林(自

然林に近

いもの)

84

0

a

O

84

0

36

0

31

i

4

9

5

4

12

1

20

7

1

i

177

2

56

7

二次林

510

3

88

3

421

3

348

s

192

7

2

i

7

5

57

479

90

381

2

0

5

2

7

z

i

74

4.7

io7ss

21

2646

is8

isa

19

379

2

3

4

z.o

4.0

3.7

1

2

2

s

0

17

s

植林地

816

4

20

0

796

5

287

5

zio

7

38

27

24

1

15

14

7331

iZ

2204

12

5085

is

41

2

12147

2

iss

i

1891

iii

17

413

1

3

7

2

i

is

8

8

5

7

3

s

5

7

0

7

5

1

O

i

O

s

2

4

7

s

5

7

4

4

8

z

1

2

7

9

5

5

二次草原

(背の高い

草原)

17

a

0

0

17

0

14

i

27

2

25

73

1

5

1

0

0

5

1

5

3

0

4

0

0

5

i

4

368.1

3.1

909.2

i.i

893.7

1

15

0

2318

i

4

二次草原

(背の低い

草原)

6401

37

1255

45

5146

36

2451

48

1234

4

1

i

119

5i

7

6

18840

31

467

2

1351

3

64

41

995

i

303

2

6

9

5

7

i

4

8

2

7

3

5

7

4

7

9

7

a

4

i

1420

17

13743

is

465

8.7

54894.0

24.6

3

農耕地(樹
園地)

540

3

16

0

524

35

s

27

i

295

80

7

7

4

2018

5

134

8

3366

s

451

3.7

2244.1

219

5

990

4.4

2

農耕 地(水

田 ・畑)

6331

37

133

4

49

13

7

i

521

24

io

9

22249

69

147

6

131

35

180

173

7

7

9

O

s

i

9

9

6

4

9

5

2

3

3

s7i

12

64728

as

3

5

7

7

0

8

O

s

i

5

9

7

0

7

4

0

9

8

0

7

8

4

2

s

5

0

i

市街地 ・

造成地等

51

0

0

0

51

0.4

8

0

i

O

0

0

4

0

2

2

427

0

267

1

156

0

4

0

244

0

14

0

3950

5

3595

4

354

s

4695

2

0

2

5

i

7

2

5

0

4

0

3

2

5

O

i

4

0

9

8

5

7

1

i

自然裸地

1379

8

1

a

1378

9

203

4

171

s

24

17

20

201

1

5

2

5

i

0

7

5

0

0

3

5

3

0

4

0

0

5

4

5

i

8

0

0

a

24

0

io

o.i

1462.4

1

1443

i

is

a

3288

1

開放水域

sso

3

i

O

659

4

18

0

17

0

0

0

1

0

0

0

1777

140

34

2

1

86

9

9

5

1

4

7

0

4

7

0

5

0

7

0

3

0

391

0

390

0

1

0

2937

i

1

5

i

5

0

0

7

3

合 計

16898.2

ioo.o

2745.8

ioo.o

14152.4

100.0

50

1

27

i

3.2

0.o

3.7

0

142

ioo

2115

ioo

io2

ioo

59179

100

17540

100

40074

ioo

15

i

507

1

1204

io

4

79541

ioo

74223

ioo

5

5

0

5

0

3

0

5

5317.4

100.o

223547.4

ioo.o



(4)全 国 的に み た植 生 の保 全状況

1)自 然植 生の 保全 状況

全国 の 自然 植生 の うち29.7%は 自然 公園あ る いは 自然環 境保全 地域に指定 され てお り

(表1.8)、 内訳 は 、 自然公 園に含 まれてい る地 域 が28.9%、 自然環境保 全地域 に含 ま

れ る地 域が0.8%と な って いた。 自然植生 の保 全 状 況 を植 生 区分別 にみ ると、寒 帯 ・高山

帯 自然植 生 と亜寒 帯 ・亜 高山帯 自然植 生 を合わ せ た領 域 はその49.6%が 指定 区域 内 にあ

り、他 の植生 区分 に比べ 著 し く高い割合 とな って い た。特 に、寒 帯 ・高 山帯の 自然 植生

は、 その89.5%が 自然公 園あ るいは 自然環境保 全地 域 に含 まれ、 国立公園 内に は64.9%

が含 まれて いた 。 ブナ クラス域 自然植 生は、 自然植 生 全体 の63.5%を 占め 、面積 的 に最

も広 か った が、逆 に指 定 され てい る割合 は22.1%と 最 も低 く、ヤ ブ ヅバ キク ラス域 自然

植 生(28.1%)が 次 いで低 か った。一 方、特殊 な立地 に生 育す る固有な 自然植生 で あ る

河 辺 ・湿原 ・塩沼 地 ・砂 丘植生 は、31.3%と 高 くな って いた。

2)自 然公 園等 の植 生 自然度

自然 公園及 び 自然 環境保 全地 域全体 で、植生 自然度10・9の 構 成比が高 く、 中で も 自

然林(植 生 自然度9)の 割合 が34.8%(表1.9)と 最 も高 く、全 国の構成 比 と比較 して、

その約2倍 であ った。 自然公 園別の森林 植生(植 生 自然度9・8・7・6)の 割 合 をみ

ると、 国立公 園82.1%、 国定公 園78.2%、 都道 府 県 立 自然 公園81.0%で 、 いつ れ も80%

前 後 とな ってお り、 全 国平均 の67.1%を 上 回 ってい た。原 生 自然環 境保全 地域お よび 自

然環境保 全地 域 は、 ほ ぼ全域 が 自然草 地あ るい は 自然林 で 占め られてお り、指定 区域 内

に農耕 地(植 生 自然 度3・2)や 市街 地 ・造成 地(植 生 自然度1)を 含む 自然公 園 との

差 が表 れて い た。都 道府 県 自然 環境保 全地域 で は、森林 植 生の割 合は85.3%と 高 か った

が、 自然林32.6%、 二次林30.0%、 植林 地22.8%と 自然林 の割合 が低 くか った。

表1.8自 然植 生の保 全状 況

植生区分の計に対する構成比(%)

植 生 区 分

亜 寒帯 ・高山帯 ・亜 寒帯
・亜高 山帯 自然植生

ブナク ラス域 自然植 生

ヤ ブツバキ クラス域 自然植生

河 辺・湿原 ・塩沼地 ・砂丘植 生

全 国

国立公園

36.4

9.6

13.3

13.8

16.7

国定公園

7.7

s.7

7.5

7.4

7.0

原生 自然
環境保全
地域

0.2

o.o

0.2

0.0

0.1

自然環境
保全地域

0.2

0.4

0.1

0.0

0.3

都 道 府 県

自然環境

保全地域.

0.4

0.4

0.5

0.9

0.4

都道府県
立自然
公園

4.6

5.0

6.5

9.1

5.2

左記合計

49.6

22.1

28.1

31.3

29.7
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表1.9 植生自然度別の保全状況
!7＼ ヒ × の 雪 こ ・

0

植 生
自然度

10

9

8

7

s

5

4

3

2

1

区分内容

自然草原

森 林 植 生(9,8,7,6)

自然林

二次林

(自然林に近いもの)

二次林

植林地

二次草原

(背の高い草原)

二 次草原

(背の低い草原)

農耕地(樹 園地)

農 耕 地

(水 田 ・畑)

市街地 ・造成地等

その他

計

国立公園

4.5

(82.1)

51.4

6.4

9.5

14.8

2.8

1.5

o.s

3.7

0.7

4.1

ioo.o

国定公園

2.8

(78.2)

33.5

5.4

16.5

22.8

i.s

1.8

0.3

4.0

o.s

10.2

100.0

原生自然環
境保全地域

3.4

(93.2)

93.2

o.o

o.o

0.0

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

3.4

ioo.o

自然環境
保全地域

3.7

(93.5)

90.8

1.4

o.o

1.4

1.4

0.5

o.o

o.o

o.o

o.s

ioo.o

都道府県
自然環境
保全地域

4.9

(85.3)

32.6

4.9

25.1

2z.8

1.0

1.7

0.3

5.4

0.3

1.3

ioo.o

都道府県立
自然公園

i.s

(81.0)

17.2

8.0

22.7

33.2

1.2

z.o

1.7

7.7

1.4

3.2

100.0

指定地域
左記計

3.1

(so.s)

34.8

6.7

is.i

23.3

2.0

1.7

o.s

5.2

1.0

5.2

100.0

全 国

i.i

(s7.i)

is.o

5.4

18.7

25.0

1.5

i.a

1.8

2i.a

4.2

1.5

100.0
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2.巨 樹 ・巨木林調 査

2.1調 査 の 概 要

(1)調 査 の 目的

悠久 の時 に よって育 まれ た 巨樹 ・巨木 林 は、わ が 国の森林 、樹 木 の象徴 的存 在て あ り、

良 好 な景観の形 成 や野生 動物 の 生息環境 、 地域 のシ ンボル と して 人 々の心の よ りどころ と

な るな ど、生 活 と 自然 を豊 か にす る上 で かけが えの ない価値 を有 して いる。 しか し、 その

全 国的 な実態 は十分 に は把握 され てお らず、 多 くの 巨木 が あ ま り知 られ ずに失 われ つっ あ

る。 この ような状況 に あ る巨樹 ・巨木林 の全国 的な現況 を把 握 す る 目的 で実施 した。

(2)調 査 実施 者

調 査 は各都 道府 県に委 託 して 実施 した。

(3)調 査 対象地 域

北方領 土及 び一部 の離 島 を除 く国 土の全域 を対 象 と した 。

(4)調 査 実施 期 間

昭和63年 度 か ら平成 元 年度 。

(5)調 査 内容

調 査 内容の概 要 は以 下 の とお りで あ る。

1)調 査対 象

次の調査 対 象基準 に該 当す る樹 木 又は樹林 を対 象 と した。

① 調査 対象基 準

地上 か ら約130cmの 位 置 での幹 周(囲)(以 下、胸 高 直径 とい う。)が300cm以 上の

樹 木。 なお、 地上 か ら約130cmの 位 置 におい て幹 が複 数 に分 かれて い る場合 には、個 々

の幹 の幹 周 の合 計 が300cm以 上 であ り、 その うち の主幹 の幹 周 が200cm以 上 の もの と し

た。

②調 査対 象 の類 型 区分

単木:巨 木 が単体 で 生育 してい る もの。 これ には、 巨木 の周 囲には他 に樹木 が 生育

して いな い場合 と、周 囲 に も樹 木 が生 育 して い るが、 これ ら周 囲 一帯 には調

査対象基 準 以 上 の樹 木 が ない場合 とがあ る。

樹 林:巨 木及 び これ に準 ず る樹 木 が複数生 育 してお り、 面的 な広が りをもつ もの。

(社 叢 等 小規模 の もの も含 む)

並木:巨 木及 び これ に準 ず る樹 木 が複数生 育 して い る ものの うち並木 をな して い る

もの 。

2)調 査項 目

①基 礎的項 目:位 置 、 単木 ・樹林 の別 、所有 者(管 理 者)、 樹齢 、林 内 の 巨木 本数、 巨
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木 測定 値(樹 種 名、幹 周、樹 高 、枝 張 り、株 立状 況)

② 生 態的項 目:周 囲 の状況 、 根元 の状 況、 欠損状 況、 動物 生息 、着 生植 物等、 健全 度

③ 人 文的項 目:信 仰対 象、 独 特 の呼称 ・名称 、故 事 ・伝承 、視 認性、 直接 利用

④ 保護 の項 目:保 護 制 度指 定 、解説 板 等の有 無

⑤ その他項 目:特 記事 項(保 護 対 策事例 等)

(6)調 査 方法

調査 は、 昭和63年 度 に都 道府 県 にお いて、 市町 村、専 門 家等 の協 力 を得 な が ら、 文献調

査 、現 地調 査等 によ り、 環境 庁 が定 め た調査 対象 基準 に合 致 する 巨樹 、 巨木 林 を抽 出 した。

都 道府 県 は、抽 出され た 巨樹 、 巨木林 につ いて調 査票 を作 成 する と ともに、都 道府 県別報

告 書及 び分 布 図 を作成 し環境 庁 に報 告 した 。

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

各都 道府 県 の調査 の結 果得 られ た 巨樹 ・巨木林 調査票 及 び分布 図 に よって得 られ たデー

タに つい て基礎 的 な集 計 を行 い、 わが 国の 巨樹 ・巨木林 の 分布状 況 、あ るい は保 護制 度等 、

人 との関 わ り等 の実 態 につ いて 現 況 を把 握 し 『巨樹 ・巨木林調 査 報 告書(地 方別 ・8分

冊)』 に と りまとめた 。そ して 、全 国 的視 点 か ら、 巨樹 、 巨木 林 の類 型別、 樹種 別集 計、

全 国集 計及 び解析 を実施 し、 『巨樹 ・巨木林調 査報 告書(全 国版)』 を作成 した。

2.2調 査結果 の概 要

(1)基 礎 的項 目

全 国で報 告 され た 巨木 の樹 種 別 の本数 を上位50種 につ い て集 計 した(表2.1)。 実 測 さ

れ た巨木 の うち最 も多 か ったの は スギで あ り、次 いでケ ヤ キ、 クス ノキ、 イチ ョウ、 スダ

ジイ の順 であ った。

次 に、 各都 道府 県毎 に類 型別(単 木 ・樹 林 ・並木)の 報 告件 数 を集 計 し、 さ らに、 各類

型 を通 して、 実測 に よ り確 認 され た 巨木 の総 数 を測定 巨木 総数 と して集計 した(表2.2)。

全 国 で測定 され報 告 され た巨木 の総 数 は55,798本 であ り、各類 型別 の報告件 数 と測定 本数

は、 単木 が28,800件(28,800本)、 樹林 が7,365件(25,103本)、 並木 が579件(1,895本)

で あ った 。な お、 実際 に測 定 され た 巨木 本数 とそれ以外 の樹林 ・並 木等 にお け る巨木 の推

定 本数 とを合 せ る と、 わが 国 の 巨木 の本数 は約124,000本 程度 か それ以上 と推 測 され るもの

の、 山間 部の 巨木数 につ いて は不 明 の点 もあ り、 今後 の情報 の蓄 積 が必要 で あ る。測定 巨

木 総数 が2,000本 を超 える都 道府 県 は、茨城 県、栃木 県、 千葉 県、新 潟 県、長 野県 、静岡 県

で あ り、 関東 地方 で測定 数 が多 い傾 向が見 られ た。

今 回報 告 され た巨木 の うち、 胸 高直径 が 記載 され てい た 巨木本 数 は、52,812本 で あ った 。

そ の うち、胸 高 直径1～2mの もの は約5万 本 あ り、90%が 直径2m以 下 で あ った。 次い

で胸 高直 径2～3mの ものが約2,000本 、3～4mの ものが300本 とな ってお り、5m以 上

の もの は19本 で あ った。
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表2.1全 国 の樹種 別巨木総 数

順位

1

2

3

4

5

s

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

樹 種

スギ

ケヤキ

クスノキ

イチ ョウ

スタジイ

タ ブ ノ キ 、 イ ヌ グ ス

ムクノキ

モ ミ

エ ノキ

クロマ ツオマ ツ

カヤ

ア カ マ ツ 、 メ マ ッ

ヒノキ

ミズナラ

トチノキ

カツラ

ブナ

イチイガシ

シラカ シ

エ ド ヒ ガ ン 、 ア ズ マ ヒ ガ ン

アカガシ

ハ ル ニ レ 、 ニ レ

ツブラ ジイ

シイノキ

サワラ

アコ ウ

本 数

13,681

8,538

5,160

4,318

3,286

1,907

1,465

1,364

1,221

933

854

736

681

665

647

508

504

420

363

323

296

292

268

244

240

239

順位

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

37

37

40

41

42

43

44

45

46

47

48

48

50

樹 種

ツ ガ 、 トガ

イヌ マキ

ホ ル ト ノ キ 、 モ ガ シ

ヤマザ クラ

サク ラ

イチイ

ウラジ ロガシ

ク ロガネモチ

イ ブ キ 、 ビ ャ ク シ ン

ク リ

コ ウヤマキ

ヤマモモ

ガジ ュマル

カシ

セ ンダ ン

アラカ シ

サイカチ

コ ナ ラ 、 ハ ハ ソ

ハ リ ギ リ 、 セ ン ノ キ

カシ ワ

デイ ゴ

シダ レザクラ

ソメイ ヨシノ

アベマキ

その他の樹種

合計

本 数

236

214

204

198

190

190

187

182

166

163

140

140

140

139

138

132

130

127

120

107

100

98

98

82

3,024

55.798
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表2.2都 道府 県別 巨木本数

都道府県名

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山 ロ

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

合計

全市町

212

67

sz

71

ss

44

90

88

49

70

93

80

64

37

iiz

35

41

35

64

121

99

75

88

ss

50

44

44

91

47

50

39

59

78

86

56

50

43

70

53

97

49

79

98

58

44

96

53

3269

巨木有

119

54

so

si

45

44

82

85

49

70

87

77

62

37

99

31

41

34

si

98

86

73

71

65

50

40

35

84

42

49

36

56

46

82

53

46

39

52

53

ss

47

ss

83

52

44

70

35

2819

単木測定
X

472

342

755

476

450

835

372

1545

1042

696

1085

694

1078

689

1374

457

425

262

498

920

663

945

772

743

389

243

260

485

457

467

426

720

196

ssi

605

984

240

453

383

682

288

714

733

686

sis

275

227

28800

樹林

55

104

282

測定数

307

216

1024

64 209

154 461

94 242

70 131

2731054

2171033

143 569

ios 327

3461433

103 559

7 8

2811085

138 336

4961305

4231091

141 500

296 976

243 795

3681244

46

114

268

185

105

402

903

438

71 185

233 881

158 592

147 s7s

130 499

100 584

39 iii

150 398

57 167

19 117

ss 286

so 232

121 268

137 527

149 479

64 196

177 462

188 625

izi 490

133 495

24 77

736525103

並木

2

15

55

測定数

9

15

188

31 152

26 92

17 36

7 8

20 88

14 47

iz 48

9 37

10 64

7 is

z z

30 121

19 61

5 17

5 Zo

9 21

36 115

18 37

21 sz

17 38

5 12

16 62

6 28

0 0

8 23

12 23

7 35

14 35

is sz

5 10

13 32

10 38

0 a

2 4

i 17

s 11

12 39

2 4

13 39

10 27

9 is

2 7

17 sg

4 9

5791895

小計

57

119

337

測定数

316

231

1212

95 361

iao 553

111 278

77 139

2931142

2311080

155 sip

117 364

3561497

iio 575

9 io

3111206

157 397

5011322

4281111

150 521

3321091

261 832

3891306

63 143

119 414

284 965

isi 466

71 185

241 904

170 615

154 714

144 534

118 646

44 121

163 430

67 205

19 117

70 290

61 249

127 279

149 566

151 483

77 235

187 489

197 641

123 497

150 563

28 86

794426998

測定巨木

X88

573

1967

837

1003

1113

511

2687

2122

1313

1449

2191

1653

699

2580

854

1747

1373

1019

2011

1495

2251

915

1157

1354

709

445

1389

1072

1181

960

1366

317

iiii

810

1101

530

Boa

ssz

1248

771

949

1222

1327

1113

838

313

55798

推定本数

536

557

466

148

900

fizz

1016

706

11086

827

100

217

302

24415

1070

s2s

580

933

282

1888

1036

1072

81

64'

1329

562

228

729

1472

1550

izis

926

40

328

80

250

90

605

1118

60

131

1146

2017

480

3093

ssoss

※単木測定 数は、 幹周 が測定 され た巨木の うち単木 として報告 され た ものの数で あ り、地方版報告書 に掲 げられ

てい る単木 の調査 件数(1件 の調査 報告に複数 の単木の測定値 が含 まれて いる場合 があ る)と 異 なる場 合があ る。

(2)生 態 的項 目

巨木 の周囲 の状 況 の集 計結 果 を表2.3に 示す。 巨木 の周 囲 は、樹 林 が62.1%と 最 も多 く、

次 いで建 物群 が21.8%の 順 であ った。樹 林 の内訳 の うち、 社叢林 等 に 巨木 が多 い とい う結

果 は、社 叢林 等 は小 面積 で あ って も 自然環境 が守 られ た広 が りのあ る場所 であ り、 巨木 の
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生 育環境 の多 くを 占めて い るこ とを示唆 してい る。

表2.3巨 木周 囲の状況(重 複 回答 あ り)

区 分

樹 林

山 林 等

社 叢 等

公 園

耕 地

建 物 群

道 路

水 面

そ の 他

無 回 答

合 計

件

34,633

9,ZZO

24,623

2,791

7,655

12,182

10,568

1,255

8,286

3,808

81.178

0

s2.1

16.3

44.1

5.0

13.7

21.8

18.9

2.2

14.8

s.s

巨樹 ・巨木 林 にお け る鳥類 あ るい は獣 類 の生息 状 況の集 計 結果 を表2.4に 示 す。 生 息が

有 りと報 告さ れて い る巨樹 ・巨木林 は、 いずれ も2～3%と 少 なか った。鳥類 や獣類 の よ

うに移動能 力 の大 きな生 物 の生 息に 関 して は今回 の よ うな1回 だ けの調査 では なか な か生

息状 況 を把握 す るまで には至 らず、経 年的 な調 査 が 必要 で ある。 これ らの巨樹 ・巨木 林 の

うち特 に鳥獣 の種類 名 が記入 してあ った ものは、 鳥類974件 、獣類739件 で あ った。 鳥類

で記 入 の多か った のはこ フク ロ ウ(213件)、 ヒヨ ドリ(108件)、 カラス(91件)、 獣 類

で記 入の多 か った のは、 ム ササ ビ(287件)、 リス(133件)、 サル(95件)の 順 であ った 。

表2.4特 記す べ き鳥類及 び獣 類 の生息状 況

鳥類の生息

区 分

無 し

有 り

不 明

無回答

合 計

本

37,762

2,118

11,785

4,133

55.798

a

73.9

3.0

18.7

4.4

100.0

獣類の生息

区 分

無 し

有 り

不 明

無回答

合 計

本

39,115

1,521

10,737

4,425

55.798

a

70.1

2.7

19.2

7.9

100.0

(3)人 文 的項 目

信 仰 対 象 等 の 有 無 に つ い て み る と、 「無 し」 が36,703件(63.6%)と 多 い が 、 信 仰 対 象

物 が 有 る も の は12,456件(21.6%)、 禁 忌(タ ブ ー 等)が あ る 場 合 が716件 、 巨木 に まつ わ

る祭 事 等 が あ る場 合 が1,230件 とな っ て お り、 何 ら か の形 で 人 と の 結 び付 きが 強 い 巨 木 は1

4,402件 報 告 さ れ た(表2.5)。 樹 種 別 にみ る と ブナ 、 ミズ ナ ラ は ほ とん ど信 仰 等 の 対 象 と

な っ て い な い 点 が 目 立 っ て い た 。 ま た 、 独 特 の 呼 称 ・名 称 の あ る 巨 木 は 全 体 の13%程 度 で

あ っ た が 、 特 に イ チ イ 、 サ ク ラ 、 マ ヅで は30～40%が 呼 称 ・名 称 有 りと報 告 さ れ た 。 巨木

に ま つ わ る故 事 ・伝 承 が あ る と報 告 さ れ た もの は 全 体 の6%程 度 で 、 大 半 の 巨木 に つ い て

は 故 事 ・伝 承 等 は あ ま りな い よ う で あ る 。
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表2.5信 仰 対象等 の 有無(重 複 回答 あ り)

信仰対象等

区 分

信仰対象無し

信仰対象有 り

禁忌 タブー あ り

祭事 あ り

不 明

無 回 答

合 計

件

36,703

12,456

716

1,230

2,690

3,891

57.686

%

63.6

21.6

1.2

2.1

4.7

s.7

(4)保 護 の項 目

巨木 の保 護 制 度指 定 の状 況 は、 指定 無 しの もの が50.2%、 有 りの ものが28.7%と な って

お り、 そ の保 護 方策 の拡 充 整備 が今後 の課 題 と言 え る。指 定 されて い た保 護 制度 の内容 と

しては 、 天然 記 念物 等 の指定 が最 も多 か った 。胸高 直径 別 に保護制 度 指定 の 有無 をみ る と、

樹 林 、並 木 で は保 護制 度指 定 の割合 は胸 高 直径 に拘 わ らず 高い とい え る。 一 方、単木 で は

直径2mを 境 と して、2m以 下の単木 で 大半 が保 護制度 等 の指 定 が無 いの に 比べ、2mを

超 え るもの に つい ては 保護制 度指 定 の割合 が高 くな るこ とが明 らか にな った 。樹 種別 にみ

る と、 イ チ イ、 カ ヤ、 サ クラ は天然記 念物 の指 定 が多 く、 ブナ、 ミズ ナ ラは 自然公園 と し

て の指 定 され てい る地 区で 多か った。

表2.6巨 木 の保 護制度 指定の有無

保 護 制 度 指 定

区 分

保護制度無 し

保護制度有 り

天然記念物等

自然公園

自然 瑞境保全 地 。

保安林 ・学習 参考保護 等

都市公園

風致地区等

その他制度

不 明

無回答

合 計

本
27.986

15.991

6.774

2.506

275

911

542

1.468

5.066

691

11.821

55.798

0

50.2

28.7

12.1

4.5

0.5

1.6

1.0

2.6

9.1

1.2

21.2

100.0

(5)そ の他 の項 目

巨木 の健全 度 と周 囲 の状 況 との関連性 につ いて検 討 した結果、周 囲の状 況 が道路 の場合

に やや 健 全度 が悪 くな る こ とが うかが わ れた 。 また、健 全度 と保護 制度 指定 の有無 との関

係 につ い てみ る と、 天然 記念 物 あるい は 自然環境 保全地 域 の指 定 の場合 には他 の保護 制度

の指 定 に 比べ て健 全度 がやや 悪い傾 向が うかが われ たが、十分 明 らか であ る とはい えない。

保 護 制度 指定 無 しの場 合 は、保 護制度 指 定有 りの もの とほ とん ど健 全度 に違 いはなか った。

ま た、信 仰 対 象の 有無 と健 全度 につ いて は禁 忌(タ ブー)有 りとされ て い る場 合 にやや健 全

度 が 悪 い傾 向 が うかが わ れた。
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(6)解 析

1)巨 樹 ・巨木林 を取 りま く環境 特 性

巨木 の位 置 する標 高 を見 る と、 ブナ、 ミズナ ラの巨木 は標 高500～1200mの 範 囲に分布

してお り、 また、 温量指 数 も50～80と 山地帯 に分布 して いた 。イ チイ、 カ ヅラ、 トチ ノ

キ、 ニ レの 巨木 は、 温量指 数 で はい ずれ も100以 下 に分布 の 中心 が あったが、標 高 は900

m以 下 であ る点 で前 二者 と幾 分異 な る分布 を示 していた。残 りの樹 種の多 くは 温量指数

で暖温 帯に位 置 し、標 高 も500m以 下の ところが多か った。 巨木 の樹 種 と降水 量 との関係

につ いては、概 ね年 間 降雨量2,000皿m前 後 の とこ ろに分布 が集 中 してい た。年 平均 気温、

及 び年 間最高 ・最低 気温 との関係 あ るいは寒量 指数 との 関係 は、 概 ね温量指 数 との 関係

で見 られ る特徴 と類似 して いた。

一方、 巨木 の周 囲の状 況 の集計 結果 に よれ ば、周 囲の状 況 の約30%は 樹林 で あ り、 そ

の うち単木 では約36%が 、 樹林 、 並木 等で は約52%が 社 寺 の境 内や社 叢林 等の 小面積 の

樹林 で あ った。 また、周 囲 の状 況 が樹林 以外 の建物群、 道路 な どで あ る割合 も樹林 に次

い で高 く(建 物 群約11%、 道 路約9%)、 人 々の生活域 の 中で 人 との関わ りを深 く保 ち

なが ら長 い年 月 を経 て きて い るもの も多い と思われ る。

巨木 を取 り巻 く環境 を整 理 し、樹 種 に よって類 型化 す る と以下 の とお りにな った。

①人 里主体 型 の樹 種:ア コ ウ、イ チ ョウ、 エ ノキ、 カヤ、 クス ノキ、 ケヤ キ、 シイ、

ムク ノキな ど

② 人里 一山地主体 型:イ チ イ、サ ク ラ、 サ ワラ、 ニ レ、 マヅな ど

③樹林 主体 型:カ シ、 カ ヅラ、 スギ、 ヒノキ、 タ ブノキ、 ホル トノキ、 モ ミ

な ど

④社叢 林 主体 型:シ イ、 カ シ、 ス ギ、 ヒノキ、 ホル トノキ な ど

⑤ 山地 主体 型の樹 種:ヅ ガ、 トチ ノキ、 ブナ、 ミズナ ラな ど

2)巨 樹 ・巨木 林 の分布 特性

報 告 のあ った巨木 の全て を2次 メ ヅシュ ご との本数で 示 した のが 図2.1で あ る。 これ

らの 中で特 に幹 周の大 きな もの につい てみ る と、 全国1位 は鹿 児 島 県浦 生町 のクス ノキ

で幹 周24.2m(胸 高直 径7.7m)で あ った 。 また、都 道府 県別 に上位3位 までの樹種 をみ

る と、樹種 は限 られて お り、 クス ノキ、 スギ、 ケヤキ、 イ チ ョウが代表 的 な樹 種で あ っ

た。樹 種別 に上位10位 まで を整 理 した結果 を表2.7に 示 す。

表2.7全 国 巨木 上位11件

順位

1

2

3

3

3

s

s

8

9

10

10

都道府県名

鹿児島県

静岡県

福岡県

佐賀県

鹿児島県

福岡県

佐賀県

大分県

福岡県

高知県

鹿児島県

市町村名

蒲生町

熱海市

築城町

武雄市

大口市

宇美町

武雄市

大分市

朝倉町

須崎市

志布志町

樹 種

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

エ ドヒガ ン

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

幹 周(cm)

2,422

2,390

2,100

2,100

2,100

2,000

2,000

1,850

1,800

1,710

1,710

独特の呼称

蒲生の大楠

来の宮の大楠

大楠

川古の大楠

無

衣掛の森、湯蓋 の

森、蚊 田の森

武雄の大楠

無

隠家の森

大谷の クス ノキ

志布志の大楠

保護指定

天然

天然

天然

天然

己念物等(国)

己念物等(国)

己念物等(国)

己念物等(国)そ の他制度

保安林 ・学術参考保護等

天然 記念物等(国 、都道府 県)

天然記念物等(市 町村)
その他制度

天然

天然

天然

己念物等(国)

己念物等(国)

己念物等(国)

自然公園(都 道府県立)

天然記念物等(国)

注)株 立ち して いない場合 は幹 周が300cロ 以 上のもの、株立 ちしてい る場合 は主幹 が200cロ 以 上の もの を選 んだ。

沖縄 県のガ ジュマルは、特 異 な幹形状 であ るため省略 した。
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2次 メ ッシュ(約10kmX10km)

内 の巨木本数

□o本 ～4本

圏5本 ～9本

睡10本 ～14本

■15本 ～19本

■20本 以上
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図2.1 巨木の分 布図(全 樹 種)
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3.動 植物分布調査 ・全種調査

3.1調 査 の 概 要

(1)調 査 の 目的

自然 環境保 全施策 の 対象 とな るべ き野 生 動物種 の選定や、 野生動 物 に関 す る各種 保全施

策 の検 討 のた め の基 礎 的かつ 客観的 資料 を整備 す る 目的で 、究極 的 には我 が 国 に産す る動

物 群 の全種 に 関 す る全 国的分 布の現状 及 び経 年 変化 の状況 を把握 す る こ とを 目指 して・ 第

3回 調 査 と同様 の調 査 を実施 した。

但 し、 鳥類 につ いて は、 これ まで、 日本 産鳥類 全種 を対 象 に、 第2回 調 査(昭 和53年 度

実施)で 繁殖 分布 を、 第3回 調 査(昭 和59年 度 実施)で 越 冬分布 を明 らかに して きたが、

第4回 調査 で は、特 に集 団繁殖 地又 は集 団ね ぐらを形 成 す る鳥類 に焦 点 を当 て・ これ らの

分 布 の現状 を把 握 す る とともに、併 せて その規模 、環 境条件 等 に関す るよ り詳細 な情 報 を

得 る ことを 目的 と した。

(2)調 査 実施 者

1)動 物群(鳥 類 を除 く。)

環 境庁 が 設 置 した 自然環 境保全 基礎 調 査検 討会 や、学 会等 か ら推 薦 され た専 門研 究者

に対 し、環:境庁 が 直接調査 協 力要請 を行 った。協 力 いた だいた専 門研 究者(調 査 員)数

は 全分類 群 を通 じ、 延ぺ2,521人 であ った。

2)鳥 類

(財)日 本 野鳥 の会研 究セ ンタ ー に委託 して実施 した 。

ア ンケー ト調査 は、全 国 の(財)日 本野 鳥 の会会 員、 鳥獣保護 員及 び 各地 の研 究者 を

対 象 に実施 し、 回答者 は864名 。 また、現 地 調査 は、 日本野 鳥の会 支部 、 地元 自然保 護 団

体 、地 元施 設 職員 等が行 い、参 加者 は 延べ170名 で あった。

(3)調 査 対象 地 域

全 国 。

(4)調 査 実施 期 間

1)動 物 群(鳥 類 を除 く。)

平成 元 年度 か ら平成3年 度 。

平成 元 年度 か ら2年 度 に、 哺乳類 にお い て鳥獣 保護 員 の参加 や(社)大 日本 猟友 会の

協 力 を求め る等 、調査 体制 の再検 討及 び体制 整 備 を図 った。次に 平成3年 度 に専門 家 を .

中心 と した 調査 員か らの情報 収集 を実施 、 そ の後 中間集計 の うえ補 足調 査 を実 施 した。

2)鳥 類

平 成2年 度 か ら平 成3年 度 に、 ア ンケー ト調 査 を実施 した。

また、平 成4年4月 か ら8月 に かけ てサ ギ類 、 コア ジサシ、チ ョ ウゲ ンボ ウ・ ヒメア

マ ヅバ メ、 ツバ メ類 の集 団繁殖 地 につ い て、 平成3年6月 か ら平 成4年3月 に かけて サ
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ギ類、 ヒメ アマ ヅバ メ、 ツバ メ類 の集 団ね ぐらに つい て、 それ ぞれ現地 で の確 認 に よ り

分 布情報 を収集 した 。

(5)調 査 内容

1)動 物群(鳥 類 を除 く。)

生態 系の 主要 な位 置 を 占め 、生物 学 的知 見 の蓄 積 が あ る等 の要件 を満 た し、 さ らに調

査 実施体 制 の構 築 が 可能 とい う観点 を加 味 して、 次 の分類 群 に属 す る全 部 ま たは一 部 の

種 ・亜種 を対象 と し、 各調 査 員が 自らの フィール ドで調査 ・研 究 す る際 に得 た分 布 に 関

す る情報(「 誰 が」 「い つ」 「どこに」 「何 が いた か」 を確認 した もの)を 収集 した。

表3.1調 査 対象種数(鳥 類 を除 く。)

分類群

哺乳類

両生爬 虫類

淡水魚 類

昆虫類

・チ ョウ類

・トンボ類

・セ ミ類

・ガ類

・甲虫類 ハ ン ミョウ・クワガタ

ハ ナカ ミキ リ類

陸産 及 び淡水産 貝類

合計

調査対象種数

135種(全 種)

147種(全 種)

278種(全 種)

868種(一 部)

295種(全 種)

203種(全 種)

32種(全 種)

119種(一 部)

59種(全 種)

160種(全 種)

1,028種(全 種)

2,456種

なお 、 ガ類及び 甲虫類 については、前 回調査(第3回 調査 ・昭和59年 度)か ら、

調査 対象 種 に以 下の異動 があ った。

ガ類(前 回対象種) ガ類(今 回対象種)

イボ タガ科
ヤマ マユ ガ科

スズ メガ科

シャチ ホコガ科
Catecala属(ヤ ガ科)

環 境指標 種

ヤ ママユ ガ科

ス ズメガ科

Catecala属(ヤ ガ科)

上 記以外 の レッ ドデータ ブ ック掲載 種

甲虫類(前 回対象種) 甲虫類(今 回対象種)

ハ ン ミョウ科

ク ワガタ ムシ科

オオ キノ コム シ科

ハ ン ミョウ科

ク ワガタ ムシ科

ハ ナ ヵ ミキ リ亜科

2)鳥 類

集 団繁殖 地又 は集 団ね ぐらを形成 す る こ とが知 られ てい る 日本産 鳥類 の うち、 ミズナ

ギ ドリ類 、 ウ ミス ズ メ類等 の 海鳥類 を除 く鳥類22種 を対 象 とし、種 ご との属性 に応 じ、

以 下の調 査 を実施 した。現 地 調査 の対象 種は、 近 年急 激 に個体数 が減少 した り分布 が変

化 して い る可能性 が高 い と指 摘 されな が ら、詳 しい情 報 がほ とん ど得 られて い ない種 を
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中心 に選 定 した。 なお、 海鳥類 を除 いた のは、 離 島等 を中心 に生息 するた め、調 査 が 困

難 で情報 を得 に くい と判 断 したた めであ る。

表3.2調 査 対象 種数(鳥 類)

分 類 群 又 は 種 名

カ ワ ウ

サ ギ 類(コ"イ サギ 、ササゴ イ、アマサギ 、コサギ 、チュウサギ 、

タ"イサキ"、アオサキ")

コ ア ジ サ シ

チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ

ヒ メ ア マ ツ バ メ

ツ バ メ

シ ョ ウ ド ウ ツ バ メ 、コ シ ア カ ッ パ メ 、イ ワ ヅ バ メ

セ キ レ イ 類(バ クセキレイ、セグ ロセキレイ)

ス ズ メ

ム ク ド リ

カ ラ ス 類(ミ ヤマガ ラス、ハシボ ソガ ラス、ハシプ トガ ラス)

調査項目及び調査方法

集団繁殖地

アンケート

0

0

0

0

0

0

現 地

0

0

0

0

0

集 団 ね ぐら

アンケート

0
0

0

0
0

0

現 地

0

O
O

※ ヒ メアマツバ メの集 団繁 殖地 と集 団ね ぐらは結 果的に同一であ った。

(6)調 査 方法

1)動 物群(鳥 類 を除 く。)

各調 査 員 には、調 査 実施要 項、調 査 票、 メ ッシュ地形 図 を送付 し、 各調査 員 は 自 らの

フィール ドで調査 ・研 究 する際 に得 られ る分 布 に関 す る情報(「 誰 が」 「いつ 」 「どこ

に」 「何 が いたか 」)を 調査 票 に記入 し、 原則 と して平 成4年3月31日 まで に調 査 票 を

環境庁 あて に返送 す るよ う依 頼 した。

調査 票 は、 分類群 別 に2種 類 の様 式 のもの を使 用 した。 「調 査地 」 ごとの情報 整理 に

はタテ 型 の調査 票(E票)(資 料3.1)、 「種 」 ごとの情報整理 にはヨコ型 の調査 票

(N票)(資 料3.2)を 自由に選択 して使 用 で きる こ とと した。

また、.調 査 地(分 布地)の メ ッシュ コー ドを読 み とるため に、5万 分 の1地 形 図上 に

3次 メ ッシ ュ区画線 等(「 標 準地域 メ ッシュ ・システム 」に よる第3次 地 域 区画、 大 き

さは概 ね1k阻 ×1km)を 加刷 した 「5万 分 の1メ ッシ ュ地形図」'(資 料3.3)を 作 成 し、

各調査 員か ら申告 の あった調査 地域分 を配 布 した 。

2)鳥 類

① ア ンケー ト調 査

全国 の(財)日 本 野 鳥の会会 員、都 道府 県が 委嘱 して い る鳥獣 保護員及 び各 地 の研 究

者 を対象 に 、 ア ンケー ト用紙(資 料3.4)に よ る情報 提供 を依頼 し、平成 元年及 び 平成

2年 にお い て確 認 され た情報 を収集 した。

② 現地調査

サ ギ類 、 コ ア ジサ シ、 チ ョ ウゲ ンポ ウ、 ヒメ アマ ツバ メ、 ヅバ メ類 の集 団繁殖 地 にっ

いては平成4年4月 か ら8月 にかけて、 サ ギ類 、 ヒメアマ ツバメ、 ツバ メ類 の集 団ね ぐ

らにつ いて は平成3年6月 か ら平 成4年3月 に かけ て、 それぞれ現 地での確 認 に よ り分

布 情報 を収集 した。 調査用紙 は資 料3.5～3.10の とお り。

なお、 現 地調査 の 対象 県は、対 象種 の分 布域 全体 ではな く、環境 変化 が と くに著 しい
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と予想 さ れ た関東、 東海 、関 西地方 の12都 府 県(栃 木 県、群 馬県、 茨城 県、 千 葉県 、埼

玉 県、 東京 都、 神奈 川県 、静 岡県、奈 良 県、京 都府、大 阪府 、兵庫 県)及 び比 較対 象 と

して、環 境 が 安定 して いる と予想 され た北 海道 に限定 した。

また、 と りま とめ に 当た っては、文 献調査 に よ り、昭 和61年 か ら平成3年 までの 間に

確 認 され た 分布情 報 もデ ータ として用 い た。

③ 生 息環境 調 査

分布 情報 の現地調 査 と合 わせ、 各集 団繁殖 地、集 団ね ぐらご とに、 種構 成、 個体 数 、

環境 特 性等 を調査 した。

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

1)動 物群(鳥 類 を除 く。)

調 査 対象 種 ごとに、三次 メ ッシ ュ(約1k皿 ×1k皿)単 位 で集計 す る とと もに、全 国版

の分 布 図 を、次 の観 点か ら二次 メ ヅシ ュ(約10k皿 ×10k皿)単 位 で作 成 した 。

・全 国的 分布 図 と して見 る場合 、見 や すい ものであ る こ と。

・生 息地 の公表 に よ る乱獲 を防止 す るため、 生息地 が特定 され ない よ うにで きるだ け

大 きい 単位 であ る こと。

・各 種 開発 に 当た り、配慮 すべ き地 域(貴 重種 の生息 地等)に 関す る基 礎 的情報 をあ

らか じめ提供 す る ことは、 自然環 境 保全 上重 要であ るの で、前記 の観 点 も踏 まえ公

表 可能 な表示 単位 であ る こと。

これ らの集 計結果 及 び分布 図 に専 門 家に よ る考察 を加 え、分類 群別 の 『動植 物分 布調

査報 告 書』(9分 冊)と して と りま とめた。

2)鳥 類

5万 分 の1地 形 図1枚 分の範 囲 を単 位 と した メ ッシュ ごとに分 布情報 調 査 の結果 を と

りま とめ、 種別 に全 国 レベル の集 団繁 殖 地分 布図、集 団ね ぐら分 布図 を作 成 した。 また、

今 回の調 査 によ って得 られた分 布情報 及 び個 々の集 団繁殖 地又 は集 団ね ぐらの状況 につ

いて 、過 去 の文 献情報 をも とに生息状 況 の変化 等 につ いて検 討 し、 『動 植 物分 布調 査報

告 書』(鳥 類 の集 団 繁殖地 及 び集 団ね ぐら)と して と りま とめ た。
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i

鍵
i

アンケー ト調査調査票

集団繁殖地及び集団ねぐらの全国分布調査調査票

一 。一 一 ・キ リ ト リ セ ン

集団繁殖地用
▼

環 境 庁 自然 保 護 局
集団ねぐら用
▼

1集 団繁殖地調査票

フ リガナ

A位 置[コ コ 都・道・騨

E寸

=[

昨 市

B確 認した日1年[エ コ月[エコ 日

C利 用種および個体数(海鳥類は除く)

1●サ ギ類(a.ゴ イサギb.サ サ ゴイc.ア マサ ギd.ダ イサギ

e.チ ュウサ ギLコ サギg.ア オサギ)

2.カ ワ ウ3.コ ア ジサ シ4.チ ョ.ウゲ ンボ ウ5.ヒ メ ア マ ツ バ メ

6.イ ワ ツ バ メ7.シ ョ ウ ドウ ッバ メ8.コ シ ア カ ツ バ メ

9.そ の 他()

1織 号1一,を記入、□ □ □ 叡 は下樋 記号國
□lll日

成鳥個体翫 数一 鯛 ・・数1・羽 ・・数百羽 ・・数千羽L師 羽)□

D集 団繁殖地 の利用 鯛 □ 月 一 □ 月

II集団ねぐら調査票

キ リ ト リ セ ン

=
フ リガナ

A位 置 ロ コ コ 都・道・府・県

E集 団繁殖地の規模及び環境

規模 約1

旺 寸
郡 ・市

1耐(約[エエ コm・約ロ ココm)

環境1.雑 木林2.竹 林3.街 路樹4.孤 立 木5.建 物

6・橋桁7・ 鉄塔8・ 河原9・1毎 岸10・ 崖 □

11.ア シ原12.そ の 他()

B確 認した日1年[エ コ月ロ コ ・

0利 用 種 お よ び 個 体 数(海 鳥類 は除 く)

1.ツ バ メ 類(a.ツ バ メb.イ ワ ツ バ メ)2.ヒ メ ア マ ツ バ メ

3.ム ク ド リ4.セ キ レ イ類(a.ハ クセ キ レイb.セ グ ロセ キ レ イ)

15● ス ズメ6● カラス類(a.ハ シプ トガラス戊ぴハシポソガラスb.ミヤマガラス,)1
リ.7。 そ の 他()リ
セ セ

ン灘
番号1一,を記入)□ □ □ 禰 続 鮒 ・綴 菱は!

皿 □
個体数(・・数羽 ・・1・数羽 ・・数1・羽 ・瀟 羽 ・・数千羽 ・・数珈 ロ

ロ 集 団 ね ぐ らの利 用 期 間 □ 月 一 □ 月

E集 団ねぐらの規模及び環境

規模 約 日1口 ㎡(約[エ エ コm×約[エココm)

環境 」.雑 木林2.竹 林3.街 路 樹4,孤 立木5.建 物

6・橋桁7・ 鉄塔8・ 河原9・ 海岸10・ 崖 □

11.ア シ原12.そ の他()

● 記 入⊥の注意

・調査票 は、1ヶ 所 について1

枚 です。

・ 「A位 置」 は、重要な分布情

報 とな ります。大字名などで

きるだけ詳 しく記入 して下 さ

い。(フ リガナ も必ず記入 して

下 さい)

・ 「B確 認 した日」今回調査対

象は、1989年 及 び1990年 に確

認 された ものに限定 します。

それ以前の情報は必要あ りま

せん。

・ 「C利 用種及び個体数」確認

した鳥の種(類)の 番号を選

び記入す るとともに、サ ギ、

ッバメ、セキレイ、 カラス類

については、そのほか種の記

号 も選び記入 して下 さい。

・なお、今回調査では、海鳥類

は調査対象 となっていません

●調査票は、1990年12月3旧 まで

に返送 して下 さい。

●調査票の追加の希望については

環境庁 自然環境調査室までご

連絡下さい。

資料3。4ア ンケ ー ト調 査調査 票(集 団繁殖地 及 び集団ね ぐらの全 国分布調 査調 査票)



チ・ヨ ウ ゲ ン:オ ぐウ 繁殖地調査用紙

調査時刻 時 分～ 時 分

集団繁殖地(営 巣場所)と して使われている建築物などの特徴

19年 月 日 天候

調査地名: 都 ・道 ・府 ・県 市 ・郡 町 ( 川 橋)

環 境 観周 査

集団繁殖地(営 巣場所)を 中心とした半径2kmの 円内の環境

1.下 の環 境要 素 が,半 径2k血 の 円 内に 占め る面積 の剤 合 を記入 して くだ さい.

森林 %

畑 %

果樹園 9b

草地 %

住宅地 % 水田 96

裸地 %開 水面 %

i

誤
1

2.上 の環 境 要素 が,同 じ半 径2kmの 円 内 に どの よ うに配 置 されて い るの か を下

の 円内 に記 入 して ください.ま た,巣 の位 置 も記 入 して くだ さい.

3.巣 の あ る建築 物 な どの種 類

a.団 地,マ ンシ ョンb.倉 庫 な どの大 き なビルc.煙 突 や 塔 な ど

d.高 架 道 路や鉄 道 な どの 下部e.崖f.そ の 他()

4.巣 の あ る 建 築 物 な ど の 地 上 か ら な ど 高 さ

a.0・5皿b.6・10田c.ll-15口d.16-20皿 e.21ロ 以 上

5.巣 の 地 上 か らの 高 さ

a.O・5ロb.6・10血 c.11・15皿d.16・20面e.21皿 以 上

6.巣 の あ る建 物や が けな どの 形状 を,簡 単 に図示 して くだ さい.

巣がつくられている部分の特徴

6.巣 穴 の直 径 COX cm

7.巣 穴 と して 使われ てい る部分 の材 質

a.鉄 な どの金属b.コ ンク リー トc.そ の他( )

8.巣 穴の形状

巣穴の形を,わ かる範囲で結構ですから図示してください.

縮 尺率1:50,000の 地形 図 を複 写 して,は りつ け て くだ さい. う らに続 きます.

資料3.5繁 殖地調査用紙(チ ョウゲンボウ)



営巣地の保護状況

9.営 巣地は,法 的な銃猟規制や開発規制が行なわれているか.

a.行 なわれているb.近 い将来行なわれる可能性がある

c.今 後,法 的な規制が行なわれる予定はない

9でaま たはbを 選択した場合のみ記入してください.

10.集団繁殖地が指定されている(指 定される予定の)保 護区などの租類

a.鳥 獣保護区特別保護地区b.鳥 獣保護区

c.そ の他()

営巣地を中心とした半径10k皿の円内の地勢

11.さ らに遠 くをみ渡 し,営 巣地 が どん な地 勢 にあ るの か を選 んで くださ い.

a.平 野b.盆 地c.扇 状 地d.丘 陵e.山 地f.海 辺g.そ の他()

i

霧
1

個 体 数 調 査

営巣している個体数が確謬できていない場合は,2時 聞,そ の場所に滞在し,確

縁できたチョウゲンボウの数を記入してください.個 体数がすでに確認できている

場合は,2時 聞滞在する必要はありません.

確詔した個体数 成鳥オス 羽 成鳥メス 羽 幼烏 羽

幼鳥の成鳥段階 a.巣 立 ち前b.巣 立 ち後c.そ の 他( )

調 査 参 力ロ者

調査参加者(貴 任者をのぞく)

調査貴任者 電話番号 ()

これ で終 わ りです.お 疲れ さ まで した.

資料3.5(続 き)



i

零
1

サ ギ 類 集団繁殖 地調査 用紙1メ ッンユNo。
J...._U_

1融 日:1992年 月

一 一
日1碕 刻:・ ～ ・ 日没時刻:

集団繁殖地として利用されている区域の特徴について

3:集 団繁殖地に利用されている区域の環境の種類を選んでください。

コ

i調査地: 都 ・道 ・府 ・県

1 区・町・村一
市 ・郡 天候:!
一l
i
朧 な號 搬 轟 鎌雛鷺 懸 禰鰹樹林
:

)

環 境調 査:集 団繁 殖地 を中心 と した半径1kmの 円内の 環境

1:下 の環境 要素 が、 半径lkmの 円 内に 占め る面積 の割合 を記入 して ください。

一
4:集 団繁殖地に利用されている区域の高木の優占種を多い順に、記号で記入し

て下さい。

1河川の開網

1海

%

%

湖沼池・遊水池の開水面

水田

%

%

畑 %樽 いた草地 i i %

湿性草地

建物

竹林

%

%

96

スギ ・ヒノキ林 %

裸地

広葉樹林

松林

その他

%

%

ib

%

a.ハンノキ類b.ヤ ナギ 類c.aとb以 外 の 落 葉 広 葉 樹d.常 緑 広 葉 樹e.マ ツ頬

f.スギ ・ヒノキ穎g.タ ケ・ササ穎h.そ の 他()

m

コ

:②
● i③

1

53集 団繁殖地に利用されている区域の高木の高さを遺んでください。

a.0-Smb.6-IOmc.ll-15m d.16-21口 e,2h以 上

2:上 の環境要素が.同 じ半径1kmの 円内にどの様に配置されているのかを.

下の円内に記入して下さい.ま た集団繁殖として利用されている範囲も記

入してください。右の枠内には集団繁殖地の垂直断面図を記入して下さい。

6:集 団繁殖地に利用されている区域の低木の優占種を多い順に.記 号で記入し

て下さい。

、

'

し ゴ

＼/＼/

一 ・〆

ダ

'

①

a.ハ〃キ類b.ヤ ナギ類c.aとb以 外の 落葉広葉 樹d.常 緑広 葉 樹e.マ ツ類

f.マツ以外 の針葉樹g.タ ケ・ササ類h.そ の他()

4
:②
o

:③
●

7:集 団繁殖 地に利 用され てい る区域の、 高木 と低木の それ ぞれの被 度 を選ん で

くださ い。

a.0・25駕 b.26-50男 c.51-75∬ d.76-100漏

高木の被度 低木の被度

*被 度とは、植物のそれぞれの層にある葉が地表面を橿う剤合のことです。

83集 団繁殖地に利用されている区域の面積を紀入してください。

長さ: 皿X 面積 ㎡

9:集 団繁殖地に利用されている区域を含む林の面積を記入してください♂

長 さ: WX 皿 面積 ㎡

10:集 団繁殖地の成立している場所の標高

を記入してください.

皿

裏へ続きます

資料3.6集 団繁殖地調査用紙(サ ギ類)



集団繁殖地に利用されている場所の保護状況

11:集 団繁殖地の場所は、法的な猟銃規制や開発規制が行われていますか。一
c.今 後、法 的な規 制が行わ れ る予定 は ない

12:10でa.ま たはb.を 選択 した時、 その保 護区 などの種類 は何 ですか。

ia.鳥 獣 保護区特別保 護地 区b.烏 獣 保護 区c.そ の他( )

個 体 数 貫周査

集団繁殖地に滞在しているサギの個体数
→集団繁殖地に留まっている個体の数を数えて下さい。一

1種 名
個 体 数

集団繁殖地を中心とした半径10㎞の円内の地勢

13:さ らに遠くを見渡し、集団繁殖地がどのような地勢にありますか。

1一 1コ サ ギ 羽 i

チ ュウサギ

i

器
i

ダイサギ

羽

羽

アマ サギ 羽

集団繁殖地の利用年月、開発などの影響と鳥書の発生について

14:調 査地点が集団繁殖地として何年前から利用されているのかわかる場合は、

識別できない白サギ類 羽

記入して臨[一
15:集 団繁殖地 の場所 の環境 が変化 してい る場合、 その 内容を記入 して下 さい。

一アオサギ 羽一ゴイサギ 羽

ササゴイ 羽

i
識別できないサギ類 羽

鯛 査 参 カロ者

回

16:集 団繁殖地 のサギの 関係 している鳥.寄等、地 域の 人 との聞題 が発生 してい

る場 合は、その 内容 を記入 して下 さい。

i

ii
i

調査参加者名(貴 任者を除く)

「一一一一一 一一一一 「
i一

以上 で絡 わ りです。 御協 力有難 うござい ま した。

サ ギ類 集 団繁殖地 調査用 紙2!2

1992.04.01.

資料3.6(続 き)



サ ギ 類 集団ねぐら調査用紙 集 団 繁殖 地 ・集 団 ね ぐ らと して使 わ れ て い る区 域の 特 徴

1991年 月 日 天候 調査時刻 時 分～ 時 分

調査地名: 府 ・県 市 ・郡 町 日の入り時刻 時 分

i

呂
i

環 境 獄周 査

集団繁殖地 ・ねぐら場所を中心とした半径1k皿 の円内の環境

1.下 の 環境 要 素が,半 径lkoの 円 内 に 占め る面 積 の 創 合 を 記 入 し て くだ さい.

河川の開水面

海

畑

湿性華地(ヨ シ原など)

建物

竹林

ス ギ ・ヒ ノ キ林

'竃

z

驚

零

驚

竃

驚

湖池沼 ・遊水地の開水面

水田

乾いた草地

裸地

広葉樹林

マツ林

その他( )

竃

驚

竃

竃

竃

鑑

鑑

2.上 の 環境 要 素 が,同 じ半 径1k● の 円 内 に ど の よ うに 配 置 さ れ て い るの かを,下 の

円 内 に 記 入 して くだ さい,ま た,集 団 繁 殖 地や ね ぐ らと して利 用 され て い る範 囲

も 記 入 して くだ さい,

3.集 団 繁殖 地 や ね ぐ らに使 わ れ て い る区 域 の 環 境の 種 類

a.マ ツ 林b.ス ギ ・ヒノ キ林c.川 原 な ど の湿 地 以 外 の 場所 に あ る広 葉 樹 林

d.川 原 な どの湿 地 に あ る広 葉 樹 林e.竹 林f.そ の 他 の 林()

→ こ こ でa～fを 選 ん だ 場 合 は,4～9の 項 目 を 調 査 し,次 に 進 ん で く だ さい.

9.そ の 他()→9の 項 目 だ け 調 査 し,次 に 進 ん で く だ さい.

4.集 団 繁殖 地 や ね ぐ らに 使 わ れ て い る 区域 の 高 木 の優 占 種 を 多 い 順 に,記 号 で 下の

欄 に 記 入 して くだ さい.

a.ハ ンノ キ 類b.ヤ ナ ギ 頬c.aとb以 外 の落 葉広 葉 樹d.常 緑 広 葉 樹e.マ ツ類

f.ス ギ ・ヒノ キ 頬8.タ ケ ・サ サ 頬()

①
1

i③

5.集 団 繁 殖 地 や ね ぐ ら に 使 わ れ て い る 区 域 の 高 木 の 高 さ

a.0-50b.6-10●c.11-158d.16-20ge.21駒 以 上

6.集 団 繁 殖 地 や ね ぐ ら に 使 わ れ て い る 区 域 の,樹 冠 う っ べ い 度'.

a.O-25Xb.26-SOXc.51-75Xd.76-100X

7.集 団繁殖地やねぐらが成立している区域の面積

長さ gx帽 ■ 面積 s2

8.集 団繁殖地やねぐらが成立している区域を含む林の面積

長さ ■ × 帽 口 面積 ■2

9.集 団繁殖地やねぐらが成立している場所の標高 謄

ゆ3樹 冠 う っべ い 度 と は,林 を 下か らみ て,林 の 天 井 が 高 木 の 枝 葉(樹 冠)に 覆 わ れ て い る

割 合 で す.

集 団 繁 殖 地 ・ね ぐら に使 わ れ てい る場 所 の 保 謹 釈 況

10.集 団 繁殖 地 や ね ぐらの 場 所 は,法 的 な 銃 猟 規 制 や 開 発 規 制 が 行 な わ れ て い る か

a.行 な わ れ て い るb.近 い将 来 行 な わ れ る可 能 性 が あ る

c.今 後,法 的 な 規 制が 行 な われ る予 定 は な い

10でaま た はbを 遺 択 し た場 合 の み 記 入 して くだ さ い ・

ll.集 団繁 殖 地 や ね ぐ らが 指 定 され てい る(指 定 され る予 定 の)保 護 区 な どの 種 類

a.鳥 獣 保 護 区 特別 保 譲 地区b.鳥 獣 保 護 区

c.そ の 他()

資料3.7集 団ね ぐら調査用紙(サ ギ類)



i

躰
O

i

集 団 繁殖 地 ・ね ぐ らの 場 所 を 中心 と した 半径10k皿 の 円 内 の 地 勢

ll2.さ ら に遠 くを 見渡 し,ね ぐ らが ど んな 地 勢 に あ るの か を 選 ん で くだ さ い.

a.平 野b.盆 地c.扇 状地e.丘 陵f.山 地g.海 辺h.そ の 他( )

集団繁殖地やねぐらの利用年月,開 発などの影響と鳥害の発生について

13.調 査 地 点 が 集 団 繁 殖 地 ・ね ぐら と して,何 年 前 か ら利 用 され て い る の か 分 か る場

1合 は'記 入 し て く だ さ い.

年前

1弘 集 団 繁殖 地 や ね ぐ らの 場 所 の 環 境 が 変 化 して い る場 合,そ の 内 容 を 記 入 して くだ

さい,

15.集 団 繁殖 地 や ね ぐ らの サ ギ の関 係 して い る鳥 害 な ど,人 との 問 題 が 発 生 して い る

堀 合 は,そ の 内容 を記 入 して く だ さ い.

{固 体 数 調 査

集団繁殖地やねぐらに滞在しているサギの個体数
・集団繁殖地やねぐらに滞在しているサギの個体数を,日 の入り時刻に数えてください,

数えるのに時間がかかりそうな大きいねぐらの場合は,日 の入り30分 前か ら日の入り

30分 後までの間にすべてのサギを数えるようにしてください.

数 え始めの時刻 時 分i数 え終わりの時刻 時 分

種名

コ サ ギ

チ ュ ウ サ ギ

ダイサギ

アマサギ

識別できなかった臼サギ類

アオサギ

ゴイサギ

ササゴイ

識別できなかったサギ頬

個体数

羽

羽

羽

羽

羽

羽

'羽

羽

羽

羽

調査参加者

調査参加者(賀 任者を除く)

調査責任者 電話番号 ( )

以 上 で環 境 調 査 は終 わ りで す.個 体 数 調 壷 も頑 張 っ て くだ さ い,
こ れで 終 わ りで す.お っか れ さ まで し た.

サ ギ類 集 団繁 殖 地 ・ね ぐ ら調 査 用 紙2!2

資料3.7(続 き)



コアジサ シ 繁殖地調査用紙

■ 採 食 環 境 冠周 査

コロニ ーを中心とした半径5koの 円内の1則π

1.下 の1双境要素が半径5k麟 の円内に占める面捕の割舎

河川1運 河を除く》の湖水面

湖池沼 ・遊水池の開水面

畑

乾いた珍地

裸地

籍林

驚

%

%

運河

淘

7k田

濃性摩地(ヨ シ原)

鎚物

その他

X

髪

2.コ ロ ニ ーか ら聞 水 面へ の最 坦額 離 m

3.1の 環壌要素の同 じ半径5k● の円内の配置状況15万 分の1地 図 をはって下 さい)

コロニ ーとして利用されている範囲 も紀入して下さい。

主な採食場所がわかれば罷入して下さい。

、

＼

＼

資料3.8繁 殖 地調 査用紙(コ アジサシ)

一41一



i

ら
N

i

2 コ ロ ニ ー 環 境 言周査

1992年 月 日 天候 調査時刻 時 分、 時 分

皿.コ ロニ ーとして使 われてい る区域の特 徴

【.コ ロ ニ ーの は しか ら50恥 内 の 環 墳

1.下 の環贋要素がコ ロニ ーの は しか らSOO皿内に占める面積の 割合

詞川(運 河を除Gの 開水面

湖池沼 ・遊水池の開水 面

畑

乾い た:草地

裸 地'

轟林

驚

運河

海

水田

湿性草地

建物

その他( )

0

累

%

2.上 の環塊要素の、 同 じコロニ ー周 辺500陽内の配置状況

コロニ ーと して利用 されている範囲も記入 して下 さい

1.コ ロニ ーとして使 われて いる区域の面 積

艮 さ ・: mx m

2,標 高

面積: ㎡

m

3.地 形 a.平 地 b.台 地c.傾 斜 地 d.そ の 他( )

4.地 面の形状

5.土 質

4曳

貝殻

その他( )

驚

踏

6.地 面め 色

7.緑 披 率

砂

粘土

%

9G

黒 ・褐 色 ・白

8.植 物 の優占種

0 ② ③

9.植 物 の平均の高 さ m

10.今 後の土地利用計画

資料3.8(続 き)



皿.コアジサシの 個休数

1也而に降 りている

飛んでいる

成 馬

羽

羽

幼 、鵬

羽

羽

ヒ ナ

羽

不 明

羽

羽

鉗.営飢地 に使われてい る場所 の保級状幌

1,コ ロニ ーの鵬所におけ る法的 な5κ猟規 制や開 発規 制

a,行 なわれて いるb.近 い伺来 待なわれ る可能住がある

c.今1灸 法的 な規制が行なわれ る予定 はない

1でo衷 たはbを 遇 択 した場合のみ肥入

2.コ ロニ ーが指足 されて いる(指 定され る予足の)保 贋区 などの㎝飢

1

ら
W

i

a,煽 猷保服区紡別 保置則也区

c.・ その他1

b.馬 獣 保1隻 区

}

鯛血'任 婚氏 名

・.所

電話番

鯛 、加婚名{鳳 任逝 を除 く》

資料3.8(続 き)



i

置
i

ヒ メ ア マ ツ バ メ ・ コ シ ア カ ツ バ メ
・ イ ワ ツ バ メ 集騰 肋 ・ねぐ棚 査鷹 集 団繁 殖 地 ・ね ぐ らと して使 わ れ て い る場 所 の特 徴

1991年 月 日 天候 調査時刻 時 分～ 時 分

1調 査 地 名:
1

府 二県 市 ・郡 町 日の入り時刻 時 分

環 境 副同 査

集団繁殖地 ・ねぐら場所を中心とした半径1kコ の円内の環境

1.下 の 環境 要 素 が,半 径1k● の 円 内 に 占 め る面 積 の割 合 を 記 入 し て くだ さ い.

畑

水田

果 樹 園 ・公 園 な ど の 森林

河川

海

一般住宅地

商店街

竃

竃

竃

竃

竃

零

z

乾燥 した草地

湿性草地(ヨ シ原など)

その他の森林

湖池 沼 ・遊 水 地

裸地

高層団地 ・高層ピル街

その他( )

零

竃

X

z

竃

竃

零

2.上 の 環境 要 素が,同 じ半 径1k皿 の 円 内 に どの よ うに 配 置 され て い るの かを 下 の 円

内 に記 入 して く だ さ い,ま た,ね ぐら と し て利 用 され て い る範 囲 も記 入 し て く だ

さ い,

3,巣(ね ぐ ら)の あ る 場所 の 種類

d.団 地,マ ン シ ョンb.一 般 住 宅c.商 店d.デ パ ー ト

9.学 校,幼 稚園h.市 場i.高 架 道 路 な ど の 下j.橋 桁

1.そ の他()

o.倉 庫f.工 場

k.歩 道 橋

4.巣(ね ぐ ら)の あ る 建 造 物 の 高 さ

a。0-5薗b.6810ロc.11-15図 d.16-20ge.20ロ 以 上

5.巣(ね ぐ ら)の 高 さ

a.0。5ロ b.6-looc.11-15m d.16-2098208以 上

6.巣 が 着 い て い る 部 分 の材 質

a.コ ン ク リー トb.金 属c.木 d.そ の 他( )

7.巣 の 着 き方

a.台 な ど の 上 に の っ て い る b.か べ な ど に 着 い て い る だ け

8.建 造 物 の縦 断 面 を 描 い て,巣(ね ぐら)の あ る 位置 を示 して く だ さ い.

9.巣(ね ぐ ら)の あ る場 所 の 標高 m

裏 に 続 く ヒ メア マ ツバ メ ・コ シア カ ツ バ メ ・イ ワ ツバ メ集 団 繁 殖 地 ・ね ぐ ら調 査用 紙112

資料3.9集 団 繁殖地 ・ね ぐら調査 用紙(ヒ メアマ ツバ メ ・コシアカ ツバ メ ・イ ワツバ メ)



1

.P
cr,

1

集団ね ぐらに使われている場所の保護状況

10.集 団 繁殖 地 ・ね ぐ らの 場 所 は,法 的 な銃 猟 規 制や 開 発規 制 が 行 な わ れ てい るか.

a.行 な われ て い るb.近 い 将 来 行 な わ れ る 可能 性 が あ る

c.今 後,法 的 な 規 制 が 行 な わ れ る予 定 は な い

10でaま た はbを 遡 択 した 場合 の み 記 入 し て くだ さ い.

11.集 団 繁 殖 地 や ね ぐらが 指 定 さ れ て い る(指 定 され る 予 定 の)保 護 区 な ど の 種 類

a.鳥 獣 保 護 区特 別 保 護 地 区b.鳥 獣 保 謹 区

c.そ の 他()

個 体 数 調 査

集 団 繁 殖 地 や ね ぐ らか ら,出 入 り して い る個 体 数

・日没 の40分 前 か ら日没 の20分 後 まで の60分 間,巣 か ら飛 び 出 し た り,飛 び 込 ん だ り し

てい る個 体 数 を記 録 す る 。'

・時 刻 は,個 体の 出 入 りの少 な い,余 裕 の あ る時 に だ け記 入 し て く だ さ い,

集 団 繁 殖 地 ・ね ぐ らの 場 所 を 中 心 と した 半径10k国 の 円 内の 地 勢

12,さ ら に遼 くを 見渡 し,ね ぐ らが ど ん な地 勢 に あ るの か を 選 んで くだ さ い,

a.平 野b.盆 地c.扇 状地e.丘 陵f.山 地g.海 辺h.そ の 他( )

開発などの影響と鳥害の発生にっいて

13.調 査 地 点が 築 団 繁 殖 地 ・ね ぐら と し て,何 年 前 か ら利 用 され て い るの か分 か る場

合 は,記 入 し て くだ さい.

年前

14.集 団 繁殖 地 や ね ぐ らの 場 所 の 環 境 が 変 化 して い る場 合,そ の 内 容 を 記 入 し て くだ

さ い.

15.集 団 繁殖 地 や ね ぐ らの 鳥 が 関 係 し て い る鳥 害 な ど,人 との 問 題 が 発 生 して い る場

合 は,そ の 内 容 を 記 入 し て くだ さ い.

時刻

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

時 分

巣から出た個体数 巣に入った個体数

も

調査参加者

調査参加者(貴 任者を除く)

調査責任者 電話番号 ( )

以上で環境詞査は終わりです,
こ れ で 終 わ りで す.お っか れ さ まで し た.・

'ヒ メ ア マ ツバ メ・・コシ ア カ ツバ メ ・イ ウ ツバ メ 策 団 繁 殖 地 ・ね ぐ ら調 査 用 紙2!2
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ッ バ メ ・ シ ョ ウ ド ウ ッ バ メ 集団ねぐら調査用紙 集団ねぐらとして使われている区域の特徴

1991年 月 日1天 候 調査時刻 時 分～ 時 分

調査 地 名: 府 ・県 市 ・郡 町 日の入り時刻 時 分

i

艀
①

i

あてはまる記号をOで 囲んだり,適 当なや数値を記入したりしてください.

環 境 識周 査

ねぐら場所を中心とした半径1kロ の円内の環境

1・ 下の 環 境 要 素 が,半 径1k皿 の 円 内 に 占 め る面 積 の 割 合 を 記 入 し て くだ さい.

畑

水田

果樹園 ・公園などの森林

河 川

・海

一般住宅地

商店街

竃

竃

竃

竃

z

z

竃

乾燥した草地

湿性草地(ヨ シ原など)

その他の森林

湖 池 沼 ・遊 水 地

裸地

高層団地 ・高層ビル街

その他( )

z

竃

竃

z

竃

竃

竃

2.上 の 環境 要 素が,同 じ 半 径lkロ の 円 内 に どの よ うに 配 置 され て い る の か を,下 の 円 内

に記 入 して く だ さ い.ま た,ね ぐ ら と し て利 用 され てい る 範 囲 も 記 入 して くだ さい.

3.集 団 ね ぐ ら に使 わ れ て い る区 域 の 環 境 の 種 類

a.湿 性 草 地(ヨ シ原 な ど)→4～9の 項 目 を 調 査 し,次 に進 んで く だ さ い.

b.乾 燥 し た草地 →5～9の 項 目 を 調査 し,次 に進 ん で く だ さ い.

c.そ の 他()→9の 項 目 の み 調 査 し,次 に進 ん で くだ さい ・

'

4.集 団 ね ぐ ら に 使 わ れ て い る 区 域 の 中 で,水 中 に 生 育 し て い る ヨ シ 原 の 割 合

a.0-2596b.26-5095c.51-7596d.76-10096

5.集 団 ね ぐら に 使 わ れ て い る 区域 の 優 占植 物 を,多 い順 に,下 の 欄 へ 記 号 で 記 入 し

て くだ さ い.

a.ヨ シ類b.ガ マ 頬c.カ ヤ ッ リグ サ類d.ス ス キ 顛e.そ の 他(.)

O ;ｮ :③

6.ね ぐ ら に 使 わ れ て い る 草 地 の 高 さ

a.O-0.5mb.0.6-1.Omc.1.1-1.5md.1.6-2.Om e.2.1-2.5田f。2.6層 以 上 ・

7.集 団 ね ぐ らが 成 立 してい る区 域 の 面 積

長 さ ox幅 皿 面積 ●2

8.集 団ねぐらが成立している区域を含む草地全体の面積

長さ 鵬 × 幅 0 面積 82

9.集 団 ね ぐ らが 成 立 して い る場所 の 標 高 m

集団ね ぐらに使われている場所の保護状況

10.集 団 ね ぐら の 場所 は,法 的な 銃 猟 規 制 や 閲 発 規 制が 行 な わ れ て い るか

a.行 な わ れ て い るb.近 い将 来 行 な われ る 可能 性 が あ る

c.今 後,法 的 な 規 制 が 行 な わ れ る予 定 は な い

10でaま たはbを 選 択 し た場 合 の み 記 入 し て くだ さ い,

11.集 団 ね ぐ らの 場 所 が 指 定 さ れ て い る(指 定 予定 の)保 護 区 な ど の 種 頬

a.鳥 獣 保 護 区 特 別 保 護 地 区b.鳥 獣 保 護 区

c.そ の 他()

襲 に 続 く ツバ メ ・シ ョ ウ ドウ ツバ メ 集団 ね ぐら調 査用 紙1!2
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1

膳
刈

1

集団 ね ぐ らの 燭 所 を 中 心 と した 半 径10kmの 円 内の 地 勢

12.さ ら に遠 くを 見渡 し,ね ぐ らが どん な 地 勢 に あ るの かを 選 んで くだ さ い.

a.平 野b.盆 地c.扇 状 地o.丘 陵f.山 地g.海 辺h.そ の 他( )

集団繁殖地やねぐらの利用年月,開 発などの影響と鳥害の発生にっいて

13.調 査 地 点 が ね ぐ ら と し て,何 年 前 か ら利 用 さ れ て い るの か分 か る場 合 は,記 入 し

て く だ さい,

年前

14.ね ぐ ら場 所 の 環 塊 が 変 化 してい る場 合,そ の 内容 を 記 入 して く だ さ い.

15.ね ぐ らの ツ バ メが 関 係 して い る鳥 害 な ど,人 との問 題 が 発生 し て い る 場 合 は,'そ

の 内容 を記 入 して くだ さ い.

以 上 で 環 境 調 査 は終 わ りです.個 体 数 調 査 も 頑 張 って くだ さい.

{固 体 数 言周 査

ね ぐら 上空 を 飛 ん で い る ツバ メの 個 体 数

・日没 の40分 前 か ら 日没 の20分 後 までの60分 間120分 ご とにね ぐら上 空 を飛 ん て い る ツ

バ メ の数 を 数 え て くだ さい.

・個体 薮 を 実 際 に 数 え る の は ,難 しい と思 わ れ ま す の で,下 の 記 号の 中 か ら,も っ とも

適 当 な個 体 数 を 選 ん で,記 号 を記 入 して く だ さ い.大 ざ っぱ に見 積 っ た数 で結 構 で す.

・も っ と も 個体 数 の 多 か った時 刻 をOで 囲 ん で く だ さ い,

カ ウ ン ト時 刻

1回 目3日 没40分 前 時 分

2回 目2日 没20分 前 時 分

3回 目 言 日没 時 刻 時 分

4回 目:日 没20分 後 時 分

ね ぐら上空を飛んでいる個体数

記 号a.1～100羽b.100～500羽c.500～1,000羽d.1.000～5.000羽

e.5,000～1万 羽f.1万 ～5万 羽g.5万 ～10万 羽h.10万 羽 以 上

ね ぐ ら上 空 を 飛 ん で い る シ ョウ ドウツ バ メ の 個体 数

・も し.シ ョ ウ ドウ ツバ メが 確 認 で きた 場 合 は,そ の 最 大個 体 敗 と確 認 時 刻 を記 入 して

くだ さ い.

確認時劇: 時 分 確認した最大個体数= 羽

調査参加者

調査参加者(責 任者を除く)

調査責任者 電話番号 ( )

終 わ りで す.お っ か れ さ ま で した.

ッバ メ ・シ ョ ウ ドウ ツバ メ集 団 ね ぐ ら調 査 用 紙2!2
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3.2調 査 結果 の概要

(1)動 物群(鳥 類 を除 く。)

調査 対象 種2,456種 の うち、2,253種 につ いて分布 情報 の報告 があ り、報告 の あ った種 に

つ いて は、 それ ぞれ全 国 レベ ルの分 布図 を作 成 した(表3.3、 図3.1～3.3)。

また、 そ れ ぞれの分 布 図が どの程度 従来 か ら知 られてい る分布 パ ター ンを表現 で きてい

る かにつ い て、各 分科 会検 討員 に よ り判定 を行 った ところ、 約60%の 分布図 が分布 パ ター

ン を十分表 した もの とな った。

分類 群 ご との結果 事例 は次 の とお り。

1)哺 乳 類

今 回の調 査 に よって、 多 くの種 で は前 回 の ものに比 して著 し く情 報量 が増加 した。

特 に前 回全般 に情 報 が少 なか った広域 分布種 や全 国的 に普通 に見 られ る種 につい ての

分 布情報 が増 加 した結果 、 それ らでは既存 の知 見 に近 い分 布状 況 を示す もの とな った。

ジネズ ミ、 ヒメ ヒ ミズ、 ヒ ミズ、 ニホ ン リス、 エ ゾ リス、 シマ リス、 タイ ワン リス、 ナ

キ ウサ ギ、 ムサ サ ビ、 ノ ウサ ギな どがそ れであ る。

情報 が著 し く不足 して い るもの としては、 回遊 性の ト ド、 ゼ ニガ タアザ ラシ、 ゴ マフ

アザ ラシ、 ワモ ンアザ ラ シな ど専門研 究者 や分布 情報 が きわ めて 限 られ てい るものが あ

げ られ る。

我 が 国あ るい はそ の一 部 にお いて本来 の土着 動物 でな い もの、 すなわ ち、移入 動物 が

帰化定 着 してい る情報 が 多数 寄せ られ た。タ イ ワ ンザ ル、 カ イ ウサ ギ、 タイ ワ ン リス、

シ マ リス、 ヌー トリア、 ア ライグ マ(カ ニクイ ア ライグ マを含 む)、 テ ン、チ ョウセ ン

イタ チ、 ミンク、ハ ク ビシ ン、 イ ン ドマ ングー スな どが それで あ る。

今 回の調 査 で新 た に確 認 され た分布 域 を持 つ種 は、 ニホ ンザル(宮 城 県牡鹿 半 島、福

島県南 部太 平 洋岸、 茨城 県)、 チ ョウセ ンイタ チ(本 州 中部 以北)、 ニホ ンイ ノシ シ

(青 森 県、 岩手 県)で あ る。 ニホ ンザ ルにつ いて は群 れ の生 息 を示 すものか 、チ ョウセ

ンイタ チに つい ては イ タチ との混 同が なか ったか を今後確 認 す る必要 があ る。
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表3.3分 類群 別調査 状況(鳥 類 を除 く。)

分類群

哺乳類

両生類 ・爬 虫類

淡水魚類

昆虫類

トンボ類

チ ョウ類

セ ミ類

ガ類

甲虫類

ハンミョウ・クワガ タ類

ハナカミキリ類

陸産及 び淡水産 貝類

計

0
調査対象
種数

135

147

278

203

295

32

119

59

160

1,028

2,456

②
報告の
あった
種 数

126

130

266

203

259

32

101

57

156

923

2,253

0
延ぺ報告件数
分布情報総数

229,710

11,886

60,361

22,836

167,439

6,146

8,925

4,094

12,663

92,306

616,366

④
延 ぺ報告
3次 メ ッシ
ュ数

225,542

10,407

44,202

18,413

128,424

5,563

6,063

3,440

10,600

71,174

523,828

⑤
報 告2次
メ ッシュ数

全 国;4,730

4,154

1,600

2,331

1,778

2,715

1,311

538

976

949

2,774

19,126

⑥
調査員数

1,370

7s

192

61

421

32

65

46

37

221

2,521

注)① 調査対象種数 調査対象種(亜 種を含む)の 数

②報告 のあ った種数:本 調査の結 果、分布 に関す る報 告がされた(分 布図 が作 成 された)種(亜 種 を含

③延ぺ報告件数

④延べ報 告メ ッシュ数

(三 次 メ ッシ ュ)

⑤ 報 告 メ ッシュ数

(二 次 メ ッシ ュ)

⑥ 調 査 員 数

む)の 数

:各 調査票 に記 載 され た報 告 を、 「種 一調査者 一メ ッシ ュコー ドー(分 布 情報総数)

一調査年 月日」 という単位で整理 して得 られ た分布情 報の総数

:上 記表か ら同一種、 同一メ ッシュにお ける報告 を統 合 し、 「種 一 メ ッシュコー

ド」 という単位で整理 して得 られた数

:当 該分類群 において、 いずれか の種の報告が得 られ た2次 メ ヅシ ュの数

:各 分類群笹 に、報告 を寄せ られ た調査員の数

分布 の拡 大 を示 す と思わ れ る種 は、 テ ン(北 海 道の道 央以南 以外)、 ニホ ンイ ノ シシ

(群 馬県、 富 山県)、 ニホ ンカ モ シカ(福 島県太 平洋岸 、静 岡県 南西 部、 兵庫 県北 部、

四国西 部)が あげ られ る。テ ンについ て は クロテ ンとの 混同が な か ったか を今後 確 認 す

る必要 があ る。

2)両 生類 ・爬 虫類

今 回の調 査 によ って分布 の傾 向がほ ぼ把握 で きたもの として は、 ヅシマ サ ンシ ョ ウウ

オ、 イ モ リ、ナ ガ レヒキガエル 、 キ ノボ リ トカゲ、 サキ シマカ ナヘ ビな どがあ る。

前 回 の調 査 に比べ、 情報 量 が著 し く増 えた もの と して は、 ヒバ カ リ、 ヤ マカ ガシ、 マ

ム シ、 エゾ サ ンシ ョ ウウオ、 ブチ サ ンシ ョ ウウオ、 アマ ガエル、 ウシガ エル 、 シュ レー

ゲル アオ ガ エル な どがあげ られ る。

新情報 の追 加 と しては、 タ カチ ホヘ ビ(島 根 県)、 シ マヘ ビ(四 国)、 ジム グ リ(関

東、東 海、 四国)、 アオダ イ シ ョウ(九 州東 部、 四国 、近畿 か ら関東)が あげ られ る。

分 布域 の縮 小の 傾 向を示 す もの と して は、 カス ミサ ンシ ョウウオ(香 川 県、兵庫 県)

での報 告 の減 少、 トノサマ ガエル(福 岡 県、青 森 県)、 ダル マ ガエル(近 畿)、 トウキ

ョウダル マ ガエル があ げ られ る。

ア カ ウ ミガメに つい ては依 然情報 不 足 であ る。

ミシシ ッピアカ ミ ミガメは、 今 回、 東海 地 方か ら初 めて報 告 さ れ た。

3)淡 水 魚類

分布 域の 拡大 の傾 向 を示 す もの と して 次の よ うな種 があげ られ る。 コイ 科魚類 は 西 日
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本要 素 の東 日本へ の 分布 域 の拡 大 が顕 著で あ り、 コイ科 のオ イカ ワ、 カワ ム ヅ、 ハ ス、

ヅチ フキ、 モ ヅゴ、 ア ブ ラボテ、 イ チモ ンジタ ナ ゴ、 シ ロヒ レタ ビラ な ど多数 の魚種 が

東北 方 向ば か りでな く一 部 は西方 へ も分布 を拡 げて い る。 ナ マズ 目では、 ギギ科 の ギギ

が前 回 よ りも分布 域 を拡 げ、 本来 異所 的 に分 布 す るネ コ ギギの分 布 域で あ る濃 尾 平 野に

分布 の拡 大 を示 して い る。

外来 種 に つい ては 、 タイ リクバ ラ タナ ゴは分布 域 を拡 大 す る傾 向にあ り、北 海道 に ま

で 出現 して い る。 オ オ クチバ ス は北海 道か ら沖 縄 県 にい た る日本 全 土 に分 布 を拡 げ てい

るこ とが わ か った。 ブル ー ギル につ いて も、 今 回岩手 県、 山形 県で も報告 が確 認 され た。

分 布範 囲が 顕著 に減 少 して い るのは 、 リュ ウキュ ウアユ、 ミヤ コタナ ゴ、 アユ モ ドキ、

メ ダカ、 陸封 型 イ トヨな どで あ る。

4)昆 虫類(チ ョウ、 トンボ、 ガ、 セ ミ、 甲虫 の一部)

チ ョウ類 につい て は、 前 回調 査時 の情報 空 白地域 を補 う ことが で き、分 布図 の精 度 は

格 段 に向上 した。 ナ ガサ キア ゲハ は前 回調 査時 に四国、 九州 か ら兵庫 県南 部 まで北進

(東 進)の 経過 が報 告 された が、今 回調査 で は、 さ らに東方 に分 布 を拡 げ 、兵庫 県 下、

三 重 県南部 で 比較 的普 通 に見受 け られ るよ うにな った との報 告が あ った。 ク ロコ ノマチ

ョウは前 回調査 に比 べ る と、 中部地 方太平 洋側 か らさ らに東 方へ の分布 の拡 大 が著 しく、

神 奈川 、千葉 県 下へ の進 出の様 子が 明瞭 に読み とれた。

下 ンボ類 につ いて は、 十 分 な情報 に よって分 布パ ター ンが 示 された と思 われ る ものが

全体 の過 半数 を超 え、 この中 には多数 の希 少種 及び重 要種 が含 まれてお り、 あ る程 度 の

成 果が 得 られ た と思 わ れ る。

ガ類 につ い ては、 他 の昆 虫類 とは異 なった調 査事情(移 動 しな が らの 目撃 確認 に よ り

一度 に何 ヶ所 もの情 報 を得 られな い こ と、 夜 間の灯火 採集 調査 に よ り得 られ る情 報 がほ

とん どで あ る こと、 種 に よ って夜間 光 に飛 来 す る時 間帯 が限 られ る こ と等)が あ り、 あ

る程度 以上 に分 布 の確 認地 点 を増や してい くこ とが困難 で あ る。全 国 的に見 て比較 的均

一 に分 布情 報 が得 られ た時 点 で調査 の成果 とすべ きもの と思 われ る。

セ ミ類 につ いて は、 産地 の局 限 され る種 が多 い ため、 「分 布パ ター ンを 表 して い る」

と評価 で きるもの が 多か った が、全 国 的に普通 に見 られ る種 につ いて は、分 布状 況 を十'

分 に把 握 す るには至 らな か った。

甲虫類 は約1万 種 と種 数 が 多 く、 全種 を対象 とする こ とが 困難 であ るた め、ハ ン ミョ

ウ、 ク ワガタ、 カ ミキ リムシ科(ハ ナ カ ミキ リ亜科)を 対象 と した。ハ ン ミョウ類 で は、

既 存 の知 見 に照 ら して そ の5割 以上 の地域 か ら情報 が得 られ た ものは12種 に とど まった。

また、 ク ワガ タ類 は全体 と して、前 回調査 の 「情報不 足 」 の段 階 か ら、 今 回は 「やや情

報 不足 」の段 階 へ達 した と言 え る。 さ らに、ハ ナ カ ミキ リ類 につ いて は、 よ く調べ られ

た ものは分 布範 囲が 狭 く、特 定 の都道 府 県に分 布情報 が 限定 され てい る種 が大部分 で あ

り、全体 の 半数 以上 が 「や や情報 不足 」 あ るい は 「情 報 不足 」 とい う結 果 であ った。

5)陸 産 ・淡水 産 貝類

前 回の陸 産貝類 の調査 対 象種 は、調 査 開始時 は4科324種 ・亜種 で あ ったが、 途 中で

「陸産 貝類 の全種 を対 象」 に 変更 され たため に、4科 以外 は情報 が極 めて 少なか った。

しか し、今 回は 当初 か ら 「全種 対象 」 とされた た め、4科 の情報 が さ らに増加 したほ か、

多 くの科 で 多数 の情 報 が寄 せ られた 。
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我 が国 の 陸産貝 類 の大半 の種 ・亜種 は 日本 固有種 で あ り、分 布域 の狭 い 種 が多 い こ と

も特徴 で あ る。分 布域 の狭 い、例 えば、 「島喚産 」や 「石灰岩 地産 」な どは ほぼ分 布 情

報が把 握 で きた。 また、そ の他 の種 につ いて も、今 回の調査 であ る程度 の分 布の 現状 の

把握が で きた。

淡水 産貝 類 にお い ては、新 た な分布 が 判明 した り、 カ ワシ ンジュガイの よ うに分 布 が

減少傾 向 に あ るこ とが認め られ るな ど成 果が あ った。

一51一



1

＼

書

＼

哺乳類分布 図
第4回 自然 環 境 保 全 基 磁 國 査(1993)

0057ム サ サ ビ

Petauristaleucogenys

1,009メ ッ シ ュ

分布 パ ター ンを 表 して いる

糺文島
oa
利

択提畠

国物
　 島
・ヌ自働臨D

8

`

げ

?

陽娘0

φ

講繊
● ～

.,、

・ 二塁
曜1

謬'

負夙畠6

・渡φ

・・'● ゐ

　 ほロド

..,、 串

rgrf

.●

、9.,」

鴛'・

、

●

8●,■'

/9

ノ

・曹髄

麸

塞,、.

■.
け　つ も

。...ノ
●'

,.喬

覧..・

蘇 ・

2

鞘轡

表

対鳥1

壱鮫%'"?ゆ

・島》'● 嶺

'餉 列聖

.大隅曽

＼

吻 、

や'レ
毒.

弓 Ψ 。久乗島

も窩古島

●

豊

♂㌦.r戸嚇

o大

。三 島

り
A丈 畠

ヒ、

δ・

◎

ご61肝畠

ら

唱嘲列畠"

菰 島 奏・
煽 之島 緒
、騙承飾 島

静 縄・

大東階島
0
需大粟島

・鳥島

'、・

牡 ㍉・

極 、父畠

瞬 、鴫

蜘

,ti

.累 覗賃畠
9・

x

㌦ 嘉.擢魏

L
躍「 帽「 o写 量

図3・1哺 乳 類分 布図(ム ササ ビ)

一52一



温 1"' 簡『 1鰯'

K

両生類 ・爬 虫 類分 布 図
第4回 自然環境保全基礎■査(1993)

㎜ トウホクサンショウウォ

κyηρb葦肱5hc㎞ £1」5

139メ ッシュ

分布パターンを表 している

糺文島
穐o

鱒

ノ ニ
帆促島

国綾D

み 舳
・ア●繭鰭島

良戻島G

1

対属1

・

,.1

隠敏
0

ノ で'気.

、㌧ノ'/ゴ
*:

㌧.'

L

'};

壱岐鬼 ・∴ 雛
.

瑚 曾'
.,」7

μ 脚 駆

ヨ融 ご誰 袖

乏

《
勲 潮
r」

●

鴫 頓殉畠0。

孟 奏
・.も 徳之島 諸
9

、 ㌻ 頼 鶴 島

◎避..夢1・
久索島

■

り

.申 ろ!♂
　 ユ

%轟 β

'δ

e

勉 。

費 ・察

雀・鰯 欝

・'

竃

、.`躍
。.・7.τ 卸

...

一噛.、'

a

r

ご'

穴鼠階島
e
繭穴粟島

さン
・'き

大

～ ・デ 島

八逃

o

・島島

'、・

雪'・

極 ・父島

蜻 、・㊤島

の コ

Φ ・硫賃島

,・

も實古島

・・ 鈍}メ ・埴

与賜国島.日 覆畠

偲 1プ 線「 r

図3.2両 生類 ・爬 虫類 分布 図(ト ウホクサ ンシ ョ ウウオ)

一53一



コおコ

＼ ＼

貯/

昆虫(チ ョウ)類 分布図
第4回 自 然環 境 保 全 基 礎 鯛 査(四93)

0038ウ ス バ シ ロチ ョウ

Pαγπα55fu59乙 αCごαεf5

599メ ッ シ ュ

分 布 パ ター ンを 表 して い る

礼文島 ピへ
穐o

判

臥
●

1賜'

00

'

、ノグ'択捉茅

国7

　 島
・ヌ禽貝鰭島

■5'

a

奥尻島d
●.・9.響'

σ/

/

//瘤
壱岐%

… 曾'"
!'rご

'鵬 列島ノ

酵.幾
r.

●●.
,,.Ω・'o●

'の げ
。

毒
oゴ

φ

リロごニ

　 　

鋤 ・.騨

慈鎌
げ で1ρ・/'

　コほ

ρQ

ノ ほ

δ 藪 隔、ミ・詳1む
。。＼"卜

=言,・・ 隔

曾

大』躍 ごぐ』愈糧子島

喝嘲列島帰

徽
・、 も徳之島

櫓膳 飾
久米島

奄

美

諸

島

大棄諸島
0
串大東島

ご9・

.・ 亀璽

翻 む　

～。デ 島

八遜

a

・鳥島

'、・

野.'㌧

係 、父島

蟹 、母島

・》玉

瀕 ・硫黄島

伽 ・

罫'

ノ

欝

も宮古島

・・ 些 釜鐡

与痴国島.西 衰島

1

15' 1" 1ぢ 曾げ

図3.3昆 虫(チ ョ ウ)類 分 布 図(ウ ス バ シ ロチ ョ ウ)

一54一



(2)鳥 類

ア ンケー ト調査 の結 果か らは 、864名 の調査 員 か ら、1,815件 の集 団繁殖地 又 は集 団ね ぐ

らの分 布情報 が得 られ た。現 地 調査 では、 合計521ヶ 所 の集 団繁 殖 地又 は集 団 ね ぐらを確 認

した。 今 回の調査 で得 られ た分 布情報 の概 要は、 表3.4の とお りであ る。

また、 分布 情報 の他 に、 現 地調 査 を実施 した521ヶ 所 の集 団繁 殖地 文は集 団ね ぐらにつ い

て は、 それ ぞれ について、 各集 団繁殖 地及 び集 団 ね ぐらご との、個 体数 や環 境条 件等 に関

す る詳細 な記録 が得 られ た。

分 類群 ごとの結果事 例は 次 の とお り。(図3.4～3.6)

表3.4鳥 類 の分布情報 の概要

種 名(分 類群 名)区 分
ゆ 　ゆ ユ

報 告 件 数 分布メッシュ数 都道府 県数

アンケート 現 地 の べ

カ ワウ

サギ類

コアジサシ

チ ョウゲ ンボ ウ

ヒメアマツバ メ

ツバ メ

イワツバ メ

コシアカツバ メ

シ ョウ ドウ ツバ メ

セ キレイ類

ス ズメ

ム ク ドリ

カ ラス類

繁

繁

ね

繁

繁

繁ね

ね

繁

繁

繁

ね

ね

ね

ね

12-12

43375508

ゆヨー153153

272855

82432

401252

8246128

216170386

721183

26228

112-112

226226

178178

383383

158

ゆる
64546

　る
2349

7731

1812

2614

7229

12232

3819

131

9434

10236

9136

19244

繁:集 団繁殖地 ね:集 団ね ぐら

※1:報 告件数はあ くまで情 報の件数 であ り、 重複も含むため箇所 数 とは一致 していない。

※2:メ ッシュ数は5万 分 の1地 形図単位で あ り、 同一メ ッシュに複数の集 団繁殖地 又は

集 団ね ぐらが含 まれ るこ ともあ る。

※3:サ ギ類のア ンケー ト調査 では混 同を避 けるため集 団繁 殖地 のみ を対象に した。

※4:サ ギ類 のメ ッシュ数は、各 種の合計数 となって いる。

1)カ ワウ(集 団繁殖 地)

15メ ッシ ュ(1メ ッシ ュは5万 分 の1地 形図1枚 の範 囲 、以 下 同 じ)で 集 団繁殖地 が

確認 され、 そ のほ とん どが 数 百羽 か ら数 千羽の規模 であ った。

昭和40～50年 代 の記録 で は全 国 で上野不 忍池、 愛知県 鵜 の 山等2～5ケ 所 しか知 られ

てお らず、 これ らと比較 す る と、集 団繁殖地 の箇所数 が 増 え分布 が拡大 して い る。 ほ と

ん どが雑 木林 、 アカマ ッ林 、 スギ植林 地等 の林 地 に作 られ てい るが、 その規模 は0.5ha未

満の 小さい孤 立林 か ら10ha以 上 の もの まで様 々 であ った 。 カ ワ ウは フ ンに よって営巣木

を枯死 させ て しまうた め、 小 さい林地 では集 団繁殖地 を維 持 しに くい。

2)サ ギ類(集 団繁殖地 及 び集 団 ね ぐら)

1ヶ 所 に複数 の種 が集 まった集 団繁殖 地 を形 成 する場 合 が 多い 。 この よ うなサギ類全

体 の集 団繁殖地 と しては206メ ッシュ、種 別の繁殖 地の合 計 で は645メ ッシュが確認 され

た。
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集 団繁殖 地 の分布 を過 去 の調 査 等 と比較 する と、 ササ ゴイ(確 認 メ ッシュ数26)、 チ

ュ ウサ ギ(同65)に つ いて は、 消滅 した と考 え られ る箇 所 が多 く、分 布は縮 小 して い る

と考 え られ る。 また反 対 に アオサ ギ(同113)、 アマサ ギ(同80)は 、新 たに確 認 され る

箇所 が増 えてお り、分 布 が拡大 してい る と考 え られ る。 ゴイサ ギ(同168)、 コサ ギ(同

134)、 ダイサ ギ(同59)に つい ては、 分布 の縮 小 ・拡 大傾 向 は明 らかで はなか った。

集 団繁殖 地及 び集 団ね ぐらの作 られて い る環境 と しては、竹 林 や広葉樹 林 が多 く、約

半 数 が1ha以 下の 小規模 な林 地 だ った。

複数 の種 によ って形成 されて い る場合 の構成 種 として は、 ゴ イサ ギ、 コサ ギ、 アオサ

ギが含 まれ るもの が多 か った。多 くは数 十 羽か ら数 百羽 の規模 で あ ったが 、1000羽 以上

の規 模 の もの が21ヶ 所報 告 された 。

生態 系の 高次 消費 者で あ るサギ類 の集 団繁殖 地 は、 営巣環 境 と採食 環境 が共 に残 され

た豊か な 自然 を示 して い るといえ る。

集 団繁殖 地 の継 続 年数 は1年 目24%、2～3年 目24%、4～9年 目26%、10年 以上26

%で 、 と くに関東地 方で は継続 年数 が短 い傾 向があ った。集 団 ね ぐらは集 団繁殖 地 よ り

継続 年数 が 長 い傾 向があ った。 継続年 数 は、環境 の変化 や鳥 害 に起 因す る人か らの干 渉

と密 接 な関係 が あ る。

かつ て国 の天然 記念 物 であ った埼玉 県 の野田 のサギ 山は、 約250年 間継続 してい た数 万

羽 の 大規模 な集 団繁殖地 で あ ったが、 昭和47年 に消滅 した。 この例 は、 繁殖地 の林 を保

全 して も、 採食 で きる水 田や湿地 が減 少 すれば集 団繁 殖地 は維 持 で きない こ とを示 して

い る。

3)コ ア ジサ シ(集 団繁 殖地)

77メ ッシュで集 団 繁殖地 が 確認 され た。海岸 付近 ばか りで な く河原 や 中州で も繁殖 し

て い る。 個体 数 は500羽 未満 の ものが ほ とん ど(現 地調査 で は92.0%)で 、1,000羽 以 上

の規模 の ものは文 献調 査 も含 め全国 で4ヶ 所(福 岡県響 灘、 宮 崎 県宮 崎港 、千葉 県幕 張、

茨 城 県豊 が浜)だ け で、い ず れ も埋 立地 であ った。現地 調査 の結果 か らも、ほ ぼ半数

(55.2%)が 埋 立 地や 造成 地 な どの 人工 的な環境 を利用 してお り、緑 被率 が低 く、植 生

が50cm以 下 の場 所 を好 む こ とか ら、長 期 間安定 して繁殖 で きる場 所 は きわ めて 少なか っ

た。高度 経 済成 長期 には、 コ アジサ シの繁 殖 に適 した埋 立地 が 多数 出現 したが、 近年 は

それ らの草 原化 や施 設 の立地 によ って、営 巣 に適 した環 境が 減 少 しつ つあ る。

4)チ ョ ウゲ ンボ ウ(繁 殖 地)

1980年 以 前 は本州 中部 か ら北部 に か けての崖地 で10～20つ が い程度 の集 団繁殖地 が知

られて い たが、 今 回の調査 で 報告 され た18メ ッシュでの 情報 に つ いて は、 いずれ も単独

又 は少数 の 繁殖 地で 、現地 調 査で も集 団繁殖 の事例 は確 認で きなか った。確 認 された繁

殖 例 で は、 主 に河川 沿の橋 梁 や高架 な どの 人工構 造物 に営巣 してい た。都市 域へ の進 出

が進 む とと もに、 人 工構造 物 への営 巣例 が増 加 し、集団 繁殖 地 が少な くな って きて い る

とい う傾 向 がは っ き りと裏 付 け られた 。

5)ヒ メ アマ ツバ メ(集 団繁殖 地 及 び集 団ね ぐら)

1967年 に静 岡市 で初 め て 日本で の繁殖 が確 認 され、そ の後1980年 代 にか けて急速 に繁

殖 分布 を広 げた種 で あ る。 今 回 も福 島 県以西 の26メ ッシ ュで確 認 され たが、現 在 も分布

が広 が りつつ あ るか どうか の傾 向 は明確 に はで きなか った。お もにイ ワ ツバ メや コシア
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カ ツバ メ の作 った巣 を利 用 してお り、集 団繁殖 地 の場所 がその ま ま冬期 の 集 団ね ぐらに

も利 用 され て い るこ とが分か った。 すべ てが 人工 建築物 に作 られ てお り、 約6割 が50個

体以 下 の小 規模 な もので あ った。 継続 年数 で は、10年 以 上長期 に わた って利 用 され て い

る場 所 も多 か った。

6)ヅ バ メ(集 団ね ぐら)

ツバ メは 人家 の軒下 等 につがい で営 巣 す るが 、繁殖 期 前の3月 下旬 か ら繁殖 期 終 了後

の10月 上旬 まで、 河川 や湖沼 周辺 の湿 性草原 に集 団ね ぐらを形成 する。 今 回の調査 では

72メ ッシュ で集 団ね ぐらが確 認さ れた 。主 に福 島県、 新 潟県以 南の平 野部 に分布 してい

た。個 体数 が1万 羽以 上の大規模 な集 団ね ぐらは、 面積1ha以 上 の大 規模 な ヨシ原 で の

み 確認 され 、10年 以 上継続 してい るも のが多 か っ た。 ヅバ メの減 少 には、 採食 場所 で あ

る水 田等の 減 少 と共 に、 大規模 な ヨシ原 の減 少 も関 わ って い る可能 性 が示 唆 され た。

7)イ ワツバ メ、 コ シア カヅバ メ、 シ ョウ ドウ ヅバ メ(集 団繁殖 地)

イ ワ ヅバ メの集 団繁殖地 に ついて は、 中部 地方 以北 を 中心 に、九 州北 部 まで にわ た る

122メ ッシ ュで確認 され た。 これ らの ほ とん どは、50巣 以 下の 小規模 な もの であ った 。

コ シアカ ヅバ メの集 団繁殖 地 につ いて は、38メ ッシュで確認 され た。 現地 調査 を実施

した関東 地 方、東 海 地方、 関西地 方 では、 お も に1巣 だけで 繁殖 して い るもの が多 く、

全体 に50巣 以下 の小規 模 な ものが 多 か った。

イ ワヅバ メ、 コ シアカ ツバ メの集 団繁殖 地 は ほ とん どが建 築物 の コンク リー ト壁 面 に

作 られて お り、 コシ アカ ヅバ メの 方が 高 い位 置 に作 る傾 向が あ った。

自然 の崖 に営 巣 す る個 体 との比較 は、 今 回の調 査 では 明確 にで きなか った 。

北 海道 に分 布 す るシ ョウ ドウヅバ メ の集 団繁殖 地 について は、得 られた 情報件 数 が少

な く、13メ ッシュで しか確認 され なか った。

これ ら3種 につ い ては、 いずれ も、 分布 域 の変化 は明 らか では なか った 。

8)セ キ レイ類(集 団ね ぐら)

セ グ ロセ キ レイ とバ クセキ レイ は夜 間に識 別 す る ことが困難で 、 一緒 に ね ぐらを とる

こ ともあ る ため㍉セ キ レイ類 と して と りま とめた。 ほぼ全 国 の94メ ッシュ で確 認 され た。

最 大で数 千 羽規模 の もの もあ ったが 、数 十 か ら数 百 羽規模 の もの が 多 く(74%)を 占め

て いた 。集 団ね ぐらは森林 や河原 な ど幅広 い環 境 に作 られ ていた が、 街路樹(38%)、

建築 物(24%)な どの人工 的 な環 境 に も多 か った。

9)ス ズ メ(集 団ね ぐら)

集 団 ね ぐらについ て、 ほぼ全 国にわ たる102メ ッシ ュで確 認 され た。個 体数 か ら見 る と、

数 百 か ら多 い ものは数 万羽 に も及 ぶ大 規模 な ものが多 く(74%)、 立 地環 境 では雑 木林

や竹林 な どの林地 が 多い(62%)。 面 積 では、 半数 以上 が0.1ha以 下 の 小面積 の 集 団ね ぐ

らで あ った(57%)。

10)ム ク ドリ(集 団ね ぐら)

集 団ね ぐ らにつ いて、 ほぼ 全国 にわ た る102メ ッシュで確 認 され た。 約7割 が 数 百か ら

数 千羽 程度 の規模 であ ったが 、1万 羽 以上 の大 規模 なもの も13ヶ 所 か ら報 告 され た。竹

林 や雑 木林 に作 られて い るものが 多 か ったが、 建築 物 や鉄塔 な どの人 工構 造物 に作 られ

てい る もの もか な りあ った(14.6%)。

北海 道や 東 北地 方で は夏ね ぐらが多 く、 四 国や九 州 では 冬ね ぐらが 多 い傾 向が あ った。
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ム ク ドリは全 国 で1年 中見 られ る留 鳥で あ るが、冬 には南 下す る個体 が多 い こ とが、 ね

ぐらの数 か らも裏 付 け られ た とい える。

11)カ ラス類(集 団ね ぐら)

ハ シボ ソ ガラ ス とハ シ ブ トガ ラス は夜 間 に識別 す るこ とが 困難 で、一緒 にね ぐ らを と

る こ ともあ るた め、 カ ラス類 と して と りま とめ た。 ほ ぼ全国 にわ た る192メ ッシ ュで確 認

され た。数 百 羽規模 の もの が もっ とも多 く(45%)、 大 部分(87%)が 雑 木林 や ア カ マ

ヅ林 な どの森林 に作 られ て いた。森林 の面積 は0.1ha程 度の 小 さい緑地 か ら5ha以 上 の も

の まで様 々 で あ った が、孤 立木 や街 路樹 な どに はほ とん ど確 認 され なか った。
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4.環 境指標種調査(身 近な生 きもの調査)

4.1調 査 の 概 要

(1)調 査 の 目的

居 住地 周辺 の 身近 な 自然環境 の動 向を表 して い る種(環 境指標 種)に つい て、 その 分布

を把 握 し、 また、調 査 を通 じて 国民の 身近 な 自然 への 関心 を高 め、 そ の保 全 の必 要性 につ

い ての理 解 を深 めて い くことに役 立て よ う とす る 目的 で実施 した。 調査 は環境 庁 が募集 し

た一般 ボラ ンテ ィア によ って行 われ、数 少 ない専 門研 究者 だけで は困難 な、 全国 一律、 一

斉 の調 査 が実施 され、 いわゆ る普 通種、 広域 分布種 の分 布の状 況 が把握 で きた。 今回実 施

した身近 な生 きもの調査 は、環 境指 標種 とな る48種 類 の分布や 生態 を調べ 、 国土 や身 近な

自然 を判 断 しよう とする もの で、 前 回調 査(昭 和59年 度)以 来2度 目の実施 となった 。

(2)調 査 実施 者

環境 庁 が募集 した一般 ボ ラ ンテ ィア。

(3)調 査 対象 地域

全 国 の居住 地周辺 ・身近な地 域 。

(4)調 査 実 施 期 間

平 成2年 度4月1日 か ら同 年11月30日 まで 。

(5)調 査 内 容

「標 準 地 域 メ ッシ ュ ・シ ス テ ム 」(昭48・ 行 政 管 理 庁 告 示 第143号 「統 計 に 用 い る標 準 地

域 メ ッ シ ュ 及 び標 準 地 域 メ ッ シ ュ コ ー ド」)に よ る第3次 地 域 区 画(「 基 準 地 域 メ ッ シ

ュ 」 ま た は 「3次 メ ッ シ ュ 」)を 単 位 と して 、10の コ ー ス に 分 け られ た48種 類 の指 標 性 を

持 つ 動 植 物(表4.1)に つ い て 「見 つ か った 」 、 「見 つ か らな か っ た 」 、 「わ か ら な か っ

た 」 の い ず れ か の 情 報 を収 集 した 。

(6)調 査 方法

調査 参加 者 は、環境 庁 で選 定 した48種 類 の動植 物(表4.1)を 「てぴ き」 を参 照 して確

認 し、 その情報 を 「5万 分の1メ ッシ ュ地形図 」で読 み取 った メ ッシュ コー ドと ともに

「調査 票 」に記 入後、 環境庁 に送付 した 。環境庁 で は この 「調 査 票」 のデー タ をコ ン ピュ

ー ター に入 力、集 計、 解析 した。 なお、調査 に必要 な 「て ぴ き」 、 「5万 分 の1メ ッシュ

地 形 図」、 「調査 票 」は環境 庁 よ り調 査者 全員 に配布 した。

'(7)全 国集 計(と りまとめ)の 概 要

寄 せ られた情報 をも とに、 参加 者数 、調査 メ ッシュ数 等 の調 査体 制 に関す る集計 の ほか、

48種 類 の調査 対象 種 につ いて 、種 別確 認 メ ッシュ数の集 計 や 「身 近 な生 きもの地 図」 を作
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成 した。 また、特 に大都 市周 辺で の状 況 につ いて、 身近 な生 きものか らみ た環 境 診断 を試

み た。 これ らの結果 は、調 査参 加者へ の報 告で あ る 『身近 な生 きもの調査 ・調 査 結果 』 に

と りま とめ た。

表4.1第2回 「身近 な生 きもの調査」調 査対 象種48種

コ ー ス 名

春 の花 コー ス

秋 の花 コース

鳥の声 コース

虫の声 コー ス

タ ンポポ コー ス

ッ バ メ コ ー ス

水辺 の動物 コース

淡水 魚 コー ス

夏 の虫 コー ス

南の 島コース

種 名

ス ギナ

オオ イヌノ フグ リ

キ ブシ

ニ リ ン ソ ウ

カタ ク リ

セイタカ アワダチソ ウ

ヒガ ンバ ナ

カラス ウ リ

ミズ ヒキ

オ ミナエ シ

ヒバ リ

アオバ ズ ク

カ ッコウ

オオ ヨシキ リ

アオマ ツムシ

クマゼ ミ

ヒグ ラシ

ミン ミンゼ ミ

マツム シ

アカ ミタ ンポ ポ

セイヨ ウタンポ ポ

在来 タ ンポポ

シロバナ タンポポ

イワツバ メ

ツバ メ

コシアカ ツバメ

カ ワセ ミ

コサ ギ

ゲ ンジボ タル

ヘイ ケボタル

サ ワガニ

オオ クチバス

ウナ ギ

ヨシ ノボ リ

ウグ イ

ギ ンヤ ンマ

オニヤ ンマ

アオス ジアゲハ

オオム ラサキ

カブ トムシ

カラスパ ト

リュ ウキ ュウツバ メ

シロガ シラ

キノボ リ トカゲ

オキナ ワチョウ トンボ

アフ リカ マイマイ

サクラ ツッジ

リュ ウキ ュウシャジ ン

特記すべき指標性

表土の改変

明治時代の帰化植物の動向

薮、 マン ト群 藩

雑木林

雑木林

戦後の帰化植物 の動向、河原、 空地

背が低 く広い草原、 土堤

薮、マ ン ト群落

林縁、 竹薮

背の高い乾性草原

背 が低 く広 い草原

巨樹

高原、草原

背の高い湿性草原

近年急速に分布 を拡大 している帰化動物

北上傾向

樹林

クマゼ ミとの競合 、樹木

明 る く乾いた草原

土壌のアルカ リ化(舗 装 の拡大)

表土の改変

昔 と同 じ土地利用、 草原、 土堤

分布状況

都 市への進出

都市での減少

減少傾向

子魚の多い きれ いな水辺

北上傾向

清流

清流、きれいな止水

清流

近年急速に分布を拡大 している帰化動物

川 、 池 、 湖 沼 、 水 田

川 、 池 、 湖 沼 、 用 水

川 、 池 、 湖 沼

池 、 沼

流水

樹林

雑木林

雑木林

常緑広葉樹林

水辺、畑

林

緑

水生植物の豊富な水辺

外来種の進入

常緑樹林

原野
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4.2調 査結 果の概要

(1)解 析 の 内 容

全 国 図 上 に 対 象 の 動 植 物 が 「見 つ か っ た 」 とい う情 報 を 種 類 毎 に 打 ち 出 した(身 近 な 生

き もの 地 図)を 作 成 した 。 ま た 、 顕 著 な 特 徴 の 見 られ た6種 類(オ オ ヨシ キ リ、 ヒバ リ、

ゲ ン ジ ボ タ ル 、 イ ワ ツ バ メ 、 在 来 タ ンポ ポ 、 カ ワ セ ミ)に つ い て は 、 よ り詳 細 な 解 析 の た

め に5都 市(東 京 、 大 阪 、名 古 屋 、 福 岡 、 金 沢)を 選 ん で 、 身 近 な 生 き も の の 分 布 変 動 か

らみ た これ らの 都 市 の 環 境 珍 断 を試 み た 。

(2)全 国 傾 向

参 加 者 が 調 査 した3次 メ ッ シ ュは 全 国 で74,658メ ッシ ュ あ り(図4.1)、 お よ そ 全 国 の

6分 の1の 地 域 で 調 査 が な され た こ と に な る。 寄 せ られ た デ ー タ(「 見 っ か っ た 」 及 び

「見 つ か らな か っ た 」)の 多 か っ た 上 位10種 、 発 見 率(寄 せ られ だ デ ー タ の うち 「見 つ か

っ た 」 デ ー タ の 割 合)の 高 か っ た 上位10種 及 び未 発 見 率(「 見 っ か らな か っ た 」 デ ー タ の

割 合)の 高 か っ た 上 位10種 を 表4,2に 示 す 。 ス ギ ナ 、 セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ 等 は 探 した 人

も 多 く 、 見 つ か っ た 率 も高 か っ た が 、 逆 に カ タ ク リ、 ニ リン ソ ウ等 は 探 した 人 は 多 か っ た

も の の 、 そ の 割 に 見 つ か らな か っ た こ とが わ か る。

表4.2寄 せ られ たデー タ数 、発見率 、未発見 率の 多か った 上位10種

デー タ数 の多か った

上位10種

種 名

スギナ

オオイ ヌ ノフグ リ

セイ タカ ア ワダチ ソ ウ

ヒガンバ ナ

カ タク リ

ニ リ ン ソ ウ

キブシ

ミン ミンゼ ミ

カラス ウリ

ミ ズ ヒ キ

単位:件

64,376

51,835

51,526

49,753

48,653

45,916

45,226

44,483

43,292

42,606

発 見率の高か った

上位10種

種 名

ス ギナ

ツバ メ

セイ ヨウタンポポ

ミ ン ミン ゼ ミ

セイ タカア ワダチ ソウ

ヒグラシ

オオイヌ ノフグ リ

オニヤンマ

コサギ

在 来 タンポポ

単位:%

92.4

91.9

87.4

85.0

79.1

73.1

72.2

71.2

69.8

68.1

未発見率 の高かった
上位10種

種 名

コ シ ア カ ツ バ メ

アオバズ ク

シ ロバナ タンポポ

イ ワ ツ バ メ

オオムラサ キ

カタ クリ

ニ リ ン ソ ウ

アオマツム シ

オオ ヨシキ リ

アカ ミタンポポ

単位:%

80.8

76.1

75.9

75.5

75.0

73.8

66.1

64.5

64.2

62.6

都 市域 にお い て分布 域 の縮 小 が著 しい種 類 として ゲ ンジボ タル 、 オオ ヨシ キ リ、 ヒバ リ、

在 来 タ ンポ ポ等(図4.2)が あげ られ る。 これ らの結 果は都 市周辺 及 び内部 か ら清流 、 自

然 の河川 敷 、草原 、 土堤 の ほか 、古 くか ら土地利 用 の変化 がなか っ た広 場 、畑 、庭 園 等 が

減 少 して い る こ とを示 してい る。

本来 郊外 の 良好 な 自然地 のみ に生息 してい たが 、近 年都 市内部 へ の進 出 が 目立 つ動 物 と

してカ ワセ ミ(図4.3)と イ ワ ツバ メが あげ られ る。 カ ワセ ミは も とも と郊 外 の丘 陵地 等

にあ る 自然 の崖 地 に営 巣 して いた ものが 、開発 に よってや む な く都 市内 に残 る崖 地 、例 え

ば大 きな ゴ ミ捨 て穴や 狭 い水路 の壁 に営巣 す る よ うにな った もの と推 測 され るが 、都 市内

の河川 、 池 の水 質が 良好 に なって カワセ ミが捕食 す る小動物 が増 えた こ とも大 きな要 因で

あ る。 イ ワツバ メは本 来 山 間部 の岩場 に営 巣 して いたが 、近年倉 庫 や橋桁 等 人 工物 に も営
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上 の図 はデー タをお寄 せい ただ いた メ ッシ

ュ をすべ て表示 した もので す。 海岸線 沿 いの

平 野部 や盆地 な ど、 多 くの 人 々が暮 らす地域

はよ く調1査されて いる こ とが わか ります。

また、 くまな く調べ られ た所 は塗 りつぶ さ

れた よ うに兄 え ますが 、図 を拡 大 す る と、一

つ ひ とつ の点 は左 との図 の よ うに並 んで い ま

す。1つ の点が1メ ッシュで す。

'

・

も ・

図4」 全 調 査 地 メ ッ シ ュ図(全 調 査 メ ッシ ュ数74,658メ ッ シ ュ)
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巣 す る よ うにな り都 市 内に分 布 を広 げて い る。

ア オ マヅム シ、 オオ クチバ ス(ブ ラ ックバ ス)(図4.4)、 セ イタカ ア ワダチ ソウ等 の

外来 種 は、 分布 域 が全 国に及ぶ様 子 が明確 に把 握 された 。オ オ クチバ ス は釣 りの対 象魚 と

して人 気 があ り、移植 等 が盛 んに行 われ た結果 、全 国的 に分布 す るよ うにな った と考 え ら

れ るが、在来 の淡水 生物相 へ の影響 が懸 念 され る。 アオ マ ツムシの分布 域拡 大 は、競 合 と

までは い かな い ものの生 活域 の類 似 した種(ウ マオ イの 一種)と の関係 や果樹(特 に カ

キ)へ の被 害等 が懸 念 され る。 セイ タカ ア ワダチ ソ ウは前 回の調 査で全 国制 覇 が確認 され

たもの で、最 近 は減 少気味 とされ るもの の本調査 で は依 然勢 力 を保 って い た。我 が 国に本

来生 息 す る動 植 物が遠 ざか り、 こう した外来 種 が身近 な 自然 とな りつつ あ る現象 にも注 目

すべ きであ る。

(3)都 市の環 境 診断

東 京、 大阪 、 名古屋 、福 岡、金 沢周辺 の 身近 な 自然環 境 につい て、オ オ ヨシ キ リ、 ヒバ

リ、 ゲ ンジボ タル、在 来 タ ンポ ポ、カ ワセ ミ、 イ ワヅバ メの6種 類 につ いて 、前 回調 査 と

の 比較 も含 め検 討 した。

分 布 を解析 した5地 域の うち、金 沢以 外 は、 いずれ も全 国傾 向 と同様都 心 部 か らオ オ ヨ

シ キ リ、 ヒバ リ、 ゲ ンジボ タル、在来 タ ンポ ポ とい った 自然 の河川敷 、草 原 、 土堤、 広場、

畑等 に依 存 す る種 が減 少 してい た。特 に、東 京 と大阪 では この傾 向が顕著 で、 東 京の 中央

線沿線 を 中心 に畑 地 の宅地化 に よ りヒバ リの見 られ な くな った地域 が増加 したの をは じめ、

多摩 丘 陵で は在 来 タ ンポポ の見 られな くな った地 域が増加 してい た。名古 屋、 福 岡で は、

これ らの種 は 全体 に減 少 して はい るもの の、 その傾 向はそれ ほ ど顕 著で はな く、福 岡 の ヒ

バ リの よ うに都 心を一 歩出 る とまだ広 く分布 して い るもの もあ った。金沢 で は、金 沢大 学

や兼 六 園をは じめ とす る緑地 や犀川、 浅 野川の 河 川敷 な どが 比較的 安定 して残 ってい る こ

とか ら、 これ らの種 も広 く分布 してお り、 情報 に 目立 った変化 はな か った 。一 方、 カ ワセ

ミ、 イ ワツバ メ は、 全 国傾 向 と同様、5地 域全 て にお いて都 心部へ の進 出傾 向が認 め られ,

た。 これ らの結 果 か ら、 各都市 の 身近 な 自然 を概 観(環 境 珍断)す る と次 の とお りで ある。

/

東 京:ゲ ンジボ タルが都 心部 の皇居 、 自然 教育 園(港 区)等 で み られ るな ど、 大阪

に比べ 大都 市に しては 身近 な 自然 が 比較 的残 って い るといえ る。 これ は、都

内 に皇 居 をは じめ公園等 の緑 地が多 いため と考 え られ る。

大 阪:中 心部 に はも とも と身近 な 自然は少 なか ったが、 さ らに在来 タ ンポ ポ な どが

中心部 か ら大 幅 に減少 してお り、周 辺部 で も身近な 自然の減 少 が進 んで い る。

名 古屋:顕 著 な傾 向では ない もの の、 中心部 か ら身近 な 自然が 減少 しつ つあ る。

福 岡:中 心部 では 身近 な 自然が減 少 しつつ あ るが、周辺 部 には まだ広 く残 って い る。

金 沢:中 心部、 周辺 とも まだ身近 な 自然が 豊か に残 ってお り、 自然 と都 市生 活 との

調和 の 面で注 目され る。
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人里近くの畑の周りや土手などに多く生え

るタンポポで、セイヨウタンポポなどの帰化

種にくらべると、昔ながらの土地利用が続い

ている田園的な環境を示す種類です。日本列

島にはいろいろな特徴を持ったタンポポが自

生していますが、今回の調査では帰化種に対

する在来種として一括して調査しました。

全国的な結果を見るとセイヨウタンポポと

の差はほとんど現れていませんが、細かく地

域ごとに見ると、大都市の周辺で減っている

ことが確かめられました。北日本や沖纒では

実際の分窃よりも多くデータが寄せられてい

るようなので、今後も注意深い縫麺 査が必

要です。

心

図4.2在 来 タ ンポポの全 国 分布 図
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水辺で小魚 を採食 する、ほとんどスズメと

同 じ大 きさの鳥で、全国に分布 します。河川

や湖沼 だけでなく、波のあまりたたない内湾

ならば岸近 くの海面でも採食 します。河川の

水質汚染のひどかった1960年 代 には都市近郊

から姿 を消 しま したが、近年は東京都内など

都市部 での生 息が確紹 されるよ うになりまし

た。 しか し、都市化の進んだ場所では営巣に

適する土の露出 した巌は少 なく、繁殖は困難

な場合 が多いで しょう。

全匡的には広範囲に分布 しているはずです

が、「見つかった」 メッシュはかなり少 なめ

です。体が小 さく、動 きも早いので、気がつ

かなかった場合 も多い と考えられます。

o

図4.3カ ワセ ミの全国 分布図

一73一





馨盤欝 矯
・
,.嚢:㌔ .

.7r懸 纏

・残 樗
.

噸ぐ

・一嫉 寓 一
一 、

・
汚1≒譲 鷺 畿 瀬 謡,、, .

メツシュ数

`

1

二 ・汽

ぎ ・ ・〆
.● 二～:.{・ ・ い

、5,

凡 例 データ数

婚 見つかつた

轡 昆つからなかった1

i2.258件
一一 一

6、579件
_-__

1.882件

5,173件

響,.

㌔Lぐノ'

・・盛

唱匪,・,'.
'ゴ}虹'こ

纏塁
ぺ'・

.'y毛

,ジ.・

'

r

諭縛
欝 纂鱈 ご
磁:言'で
'

,芋 ・

今包の匹査ではデータがない

が、文赦によれば沖65本£}に

も分宿する。

..

S

グ コ

　 コ リ ロ の

、:・}

'

》1

曳'～l

ll瀞
、:1

畑 、.こ賦
ロリや コロ

ち 縛 ※
,5㌔ ・」.£鱈 鵠

㌧ ヒ,り ご

.・ 》 ● ℃.乙母 噸

銃

1925年にアメリカから移入されて以来、遊

漁の目的で関東地方から各地に放流されてき

ました。悪食なので在来の淡水生物がどんど

ん減少し、爵ヶ浦や琵琶湖のような大きな湖

沼でもその繁殖ぷりが問題となっています。

1983年の環境庁資料では全国で26県に分布が

確認されていましたが、今回の9魁 宕果では

沖縄を除く全県に分布することがわかりまし

た。闘東、濃尾、大阪、岡山、広島、福岡地

方には分布域が集中しています。データ数は

まだ少ないですが、東北地方や北海道にも分

布域はのびています。この分布状況がすべて

人為的に行われてきたということには大きな

蘭 があります。日本の淡水魚姦相や地賎の

固有樋を守るためにも、この鶴査結果をおお

いに役立てたいものです。

図4.4オ オ クチバ ス(プ ラ ックパ ス)の 全 国分布 図
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5.環 境指標種調査(海 の生 きもの調査)

5.1調 査 の 概 要

(1)調 査 の 目的

この調査 は 、ス キュー バダ イ ビン グや シュ ノー ケ リングの愛好家 か らの情 報提 供 に よ り、

日本沿 岸海 域 の魚類 を 中心 とす る海 の生 物 の地埋 的分 布 を調 べ、そ の分 布 を示 した 「海 の

生 きもの地 図 」 を作成 する ことに よ り、、 沿岸 域の 環境把 握及 び保 全 に資 す る基礎 資料 を得

よ うと した もので ある。 あわせ て、 一般 の ダイバ ー等 に 自然観 察の 具体 的 目標 を提示 し、

海 中で の 自然観 察の普 及 を図 った。

(2)調 査 実施 者

スキ ューバ ダイ ビングや シュ ノーケ リング等 海 中を観察 す る技術 と機会 を有 す るボ ラ ン

テ ィア。

(3)調 査 対象 地域

ボ ラ ンテ ィア が観 察 した 日本 の沿 岸域 。

(4)調 査実施 期 間

平成2年 度7月 下旬 か ら同年11月 末 まで。

(5)調 査 内容

「標 準地 域 メ ッシュ ・システ ム」(昭48・ 行 政 管理庁 告 示第143号 「統計 に用 い る標 準地

域 メ ッシ ュ及 び標 準地 域 メ ヅシュコ ー ド」)に よ る第三 次地域 区画(「 基 準 地域 メ ヅシ

ュ」 または 「三 次 メ ッシュ」)を 単位 と して、 日本沿岸 海域 でダイバ ー等 が よ く目にす る

下 記 の43種 類 つ いて の情報 が収集 さ れた 。

表5.1海 の 生 きもの調査 調査 対象種

i

2

3

4

5

s

7

8

9

0

i

トゲ チ ョウ チ ョ ウ ウオ

チ ヨ ウ チ ヨ ウウ オ

ハ マ ク マ ノ ミ

デ パ ス ズ メ ダ イ

ソ ラス ズ メ ダ イ

キ ュ ウ セ ン

リュ ウ グ ウ ハ ゼ

エ ゾ メバ ル

メ バ ル

キ タ マ ク ラ

イ シサ ン ゴ類

iz

13

14

15

16

7

コ ン ブ類

ア マ モ類

ア ラ メ ・カ ジ メ類

ホ ン ダ ワ ラ類

チカ

ゴ ンズ イ

カ ゴ カキ ダ イ

タテ ジマ キ ン チ ャ ク ダ イ

ウ ミタナ ゴ

ヤ マ ブキ ペ ラ

オハ グ ロベ ラ

3

4

5

s

7

3

ツ ノダ シ

キ ツネ メ パ ル

ミ ノ カサ ゴ

イ トマ キ ヒ トデ

アカ ヒ トデ

アオ ヒ トデ

オ ニ ヒ トデ

ヘ ラヤ ガ ラ

キ ジハ タ

フ ウ ライ チ ョウ チ ョウ ウオ

キ ンチ ャ ク ダ イ

34

35

36

37

3

3

4

4

4

4

ク マ ノ ミ

タ カ ノ ハ ダ イ

ネ ジ リ ンボ ウ

オ オ カ ミウオ

シ マ ソ イ

モ ン ガ ラカ ワハ ギ

ハ コ フグ

ム ラ サ キ ウニ 類

イ イ ジ マ フ ク ロ ウニ

ガ ン ガ ゼ
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(6)調 査 方法

環境 庁 で選定 した43種 類 の調 査対 象種 を 「てび き」 を参 照 して確認 し、 そ の情報 を 「5

万 分 の1メ ッシュ地 形 図 」 で読 み取 った調 査 ポイ ン トの メ ッシュ コー ドとともに 「調 査

票 」 に記 入後 、環 境 庁 に送付 した。環境庁 で は この 「調 査 票」 のデ ータ をコ ンピュー タ に

入 力、 解析 した 。

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

寄 せ られ た情報 を も とに、 調査 対象 とな った43種 類 の魚 類等 の地理 的分 布 を示 した 「海

の生 きもの地 図 」 を作 成 し、 これ らの分 布図及 び種 毎 の解 説 を載 せ たポ スタ ー形 式の報 告

書 を作 成 した。

5.2調 査結 果 の概 要

(1)調 査 状況

本 調査 に参 加 したボ ラ ンテ ィアは134グ ルー プで1,565人 で あ った。 この グルー プの 中に

は、 伊豆 海 洋公 園 等 の ダイ ビングサー ビス及 びNAUI等 の潜水 指導 団体 等 大規模 な グル

ー プ も含 まれ てい る。 これ らの参加 者か ら回収 され た調 査 票 は1,322枚 で、調 査 メ ッシ ュ数

は512で あ った。 図5.1に 都 道府 県別調 査 メ ッシ ュ数及 び 調査 メ ッシ ュ位 置 の分布 図 を示

す 。北海 道 か ら沖縄 まで 主要 な ダイ ビ ングポ イ ン トはカバ ー されてお り、 特 に情報 の 多か

ったポ イ ン トと して静 岡県 の伊豆 半 島(伊 豆 海洋 公 園、大 瀬崎)、 沖 縄 県の慶 良 間諸 島

(阿 嘉 島)が あ げ られ る。

調 査 票 に記載 され たデ ー タ数 は15,520件 で、調 査対 象種43種 全て につ いて デー タが得 ら

れ た。 中で も、 ソラ ス ズ メダ イ、チ ョウチ ョウ ウオ、 ヅノ ダシ、 キュ ウセ ン等 のデ ー タは

多 く寄 せ られ、 ダイバ ーや シュ ノー ケラー に とって特 に観 察 し易 く、 な じみ の深 い種 であ

る とい える。

(2)調 査 対象種 の分 布

調 査 対象 種 毎 の現 認 のデ ー タを 日本 全 国図 にプ ロ ッ トして、

成 した。

「海 の生 きもの地 図」 を作

1)分 布図

従来 、 魚類 をは じめ今 回 の調 査対 象種 とな った海 の生 物の分布 は、 全国 各地 の専 門家

の情報 、漁 業 中の採 取 記 録等 を集積 して把 握 さ れて いた が、確認 手段 や確 認時期 にバ ラ

つ きが あ った。 しか し、 今 回の調査 で は、比較 的限 られ た期 間 に潜水 に よ って 生 きた姿

を確 認 す る とい う統 一 的な方 法で分 布 図が作 成 され、 そ の分 布状 況 が確認 され た。

2)調 査 対 象種 の分 布

「海 の生 きもの地 図」 の うち情報数 の多か っ た2種 、 ソラス ズ メダイ及 びチ ョウチ ヨ

ウウオ の分布 図 を図5.2、 図5.3に 示 す。 これ らの分 布 図は、潜水 調査 によ って従来 考
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え られて い た分 布が は じめて確 認 され た例 であ り、学 術 的に もその価値 は高 い。 また、

これ まで 日本 海側 におい ての記録 が少 な く分 布 の確認 が不 十分で あ った ソ ラス ズメ ダイ、

ゴンズイ、 カ ゴカキ ダイ、 キ ンチ ャクダ才、 ミノカ サ ゴ等 につい て、は じめ て分 布 図が

作 成 され た。 図5.4に 示 した ゴ ンズイ は、 日本 海側 で の北 限 とされていた能 登(石 川

県)を 越 えて 佐渡(新 潟県)で も確 認 され た。 キ ンチ ャ クダイ、 ガ ンガゼ も、 通常 の 分

布域 よ り北 で確 認 さ れた。 これ らは、海流 の影 響 に よる一時 的な現象 であ る こ とも考 え

られ、 これ らの情報 が直 ちに種 の分 布の北進 につ なが る もの と断定 できない が、 今後 の

迫 跡調査 を必 要 とす る大変貴 重 な情報 とい え る。
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○ソラスズメダイ
南日本のソラスズメダイ属のなかでは普通

種で、体色も鮮やかな青色なので、観察 しや

すい種といえる。太平洋側は、生息数が少な

くなるが千葉県南東部まで分布 し、伊豆半島

付近では厳寒期を除いて周年見られる。日本

海側は新潟県以南からとされていたが、今回

の調査結果により分布地点の多様さが明確に

なった。奄美大島以南では、体色が類似する

ルリスズメダイ属のルリスズメダイ、シリキ

ルリスズメダイなどと誤認 されることもある。
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一83一





○チ ョウチ ョウウオ'
本州沿岸に分布するチョウチョウウオ類の

普通種として親しまれ、閲心を持たれている。

発見も比較的容易なので、調査結果は信頼で

きる。従来の分布範囲とほぼ一致 した結果が

得られた。日本海側での分布北限は島根県浜

田であるが、漁獲物による記録であって、確

実な分布は対馬までのようである。日本海以

外の分布域はカゴカキダイなどとほぼ同一で

あるので、今後対馬暖流域で発見されるなら

ば、単なる分布域の拡大を超える意義がある。
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○ゴンズイ
幼魚は浅所の転石の下などに密集してゴン

ズイ玉を作る。幼成魚とも種の識別は容易で、

調査結果は信頼でき、従来の分布範囲とほぼ

一致する
。従来の北限は松島湾(宮 域県)と

能登(石 川県)で あった。若狭湾では夏に幼

魚のゴンズイ玉が現われ、能登や加賀で成魚
コれ

が稀に採集されていたので、佐渡での分布の

可能性はあったが、それが、潜水窺査で発見

されたことに意義と価値がある。沖縄と小笠

原の 「ゴンズイ」は別種の可能性が大きいが、

本調査では同一種として扱った。
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6.河 川調査

6.1調 査 の概 要

(1)調 査 の 目的

わ が国の 河川 にお いて は、水 質 の悪 化 につい ては対策 が講 じられ て きて い るが、ダ ム等

の建設 、護 岸改修 、都 市 部にお け る河 川 の埋 立 ・暗 渠化 等 の著 しい改 変 に よる生 物相 の貧

困化、住 民 の憩 いの場 の 消失等 の間題 に対処 す るため の継続 的、 体 系的 な調 査は、 これ ま

で必 ず しも十 分 に行 わ れ てい なか った。 このた め、 第2回 及 び第3回 調査(昭 和54年 度 及

び昭和60年 度)で は、 全 国の一 級河川 の幹川 等 の現 況 を調査 して きたが、本調 査 にお いて

は、我 が国 の主要 な二 級河 川 の幹 川及 び一級 河川の 支流 等 の 中か ら選 定 した良好 な 自然 域

を通過 す る河 川、流 域 面積 が大 きい河 川 または動植 物相 が 豊か な河川 な どを対象 と して、

当該河川 の概 要、河 岸 の改 変状 況並び に魚類 の生息状 況 等 を把握 す る 目的 で実施 した。 ま

た、 第2回 及 び第3回 調 査 で抽 出 した、 集水 域が原 生状 態 を保 って い る河川(「 原 生流

域 」)の 改変状 況 につ いて も調査 した。

(2)調 査 実施 者

調 査 は各都 道府県 に委 託 して実施 した。

(3)調 査 対象地 域

全 国の 主要 な二級 河川 の幹 川及 び一級 河川 の支川 等 の 中か ら、良好 な 自然域 を通過 す る

河川 、流域 面積 が大 きい河川 または動植 物相 が豊か な河 川 と して、153河 川 を調査対象 と し

た(表6.1)。 また、原 生流 域調 査は、 前 回調査で 全 国 のすべ ての河 川 の 中か ら抽 出 した

101流 域 につ いて調査 した。

(4)調 査 実施 期 間

平成4年 度 。

(5)調 査 内容

1)河 川 改変状 況調 査 等

わ が国 の主要 な二 級河 川 の幹川及 び 一級河 川の支 流等 の 中か ら選定 した河 川 を対 象 と

して、 当該 河川 の概 要、 河岸 の改 変状 況並 びに魚類 の生 息状 況等 に ついて調査 した。

①河 川概 要調査

河 川流 路延 長、 降水 量、水 位 の変 動、流水 量の 変動 、水 質、 生物相 等 を調 査 し、

「河川概 要調 査 票 」 を作成 した。

②河 川改 変状 況調査

水 際線 の改 変状 況、 河原 ・河畔 の 土地利 用状 況 、 河川横 断物 工作 物の設 置箇所 数、

取 水施 設の有 無 、河 川 の利 用状 況、 河川環境 にお け る不 快 要因 、保 全地 域指定状 況

等 を調 査 し、 「河川 改変状 況調 査 票」 を作成 した 。
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③ 魚 類調 査

生 息魚 種名 、漁 獲 量、 放流 量、 天然 繁殖 の有無 等、魚類 相 に 関 す る記録 等 を調査 し、

「魚類 調査 票 」及 び 「漁獲 試験 調書 」 を作 成 した。

2)原 生流 域調 査

第2回 及 び第3回 調 査 におい て、 全 国の全 ての河川 の 中か ら登 録 された101原 生流 域

(面 積1000ha以 上 にわ た り人工構 築物及 び 森林 伐採 等 人為 の影響 の 見 られ ない集水 域)

につ い て その改 変状 況 を調査 し、 「原 生 流域調査 票」及 び 「原生 流 域 図」 を作 成 した。

(6)調 査方 法

1)河 川 改 変状 況調 査

① 河川概 要 調査

各種 資料 によ り河川概 要 を調査 した。

② 河 川 改 変状況 調査

各種 資料及 び 現地 観 察 によ り河 川改 変状 況 を調 査 した。

③ 魚類 調 査

既存 資 料、 漁獲 統 計、 漁協 か らの聞 き取 り及 び漁 獲試験 等 に よ り、魚類概 要 を調査

した。

2)原 生流 域調 査

行政 資 料 、空 中写 真等 によ り前 回調 査以 降 の人為改 変状況 を調 査 した。

(7)全 国集 計 ←と りま とめ)の 概 要

上 記 「調 査 内容 」の そ れ ぞれの項 目につ いて全 国、地 方 レベ ルで の集 計 を行 い、調査 対

象 河 川 の現 況 を把 握 した。 個 々の河 川単 位 のほか、 主要 島喚 と流入 海域 を組 み合 せ て命 名

した水 系群 とい う単位 で も集計 を行 い、 河川 の地域 特性 の把 握 に努 め た。

これ らの 結果 は 『河 川調 査報 告(地 方 別 ・8分 冊)』 、 『河 川調査 報 告書(全 国版)』 、

『河 川調 査 報告 書(全 国版 ・資料 集)』 に と りま とめた 。
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表6.1調 査 対象河川

河 川 コ ー ド

4010

4020

4030

4040

4050

4060

4070

4080

4090

4100

4110

4120

4130

4140

4150

4160

4170

4180

4190

4200

4210

4220

4230

4240

4250

4260

4270

4280

4290

4300

4310

4320

4330

4340

4350

4360

4370

4380

4390

4400

4410

4420

4430

4440

4450

4460

(4460)

4470

4480

4490

4500

4510

河川名

雪裡川

風蓮川

美々川

暑寒別川

別寒辺牛川

遊楽部川

厚田川

頓別川

朱太川

歴舟川

西別川

日高幌別川

千歳川

相坂川

赤石川

蟹田川

安家川

和賀川

気仙川

迫川

白石川

吉田川

江合川

粕毛川

岩股川

岩見川

石沢川

最上小国川

寒河江川

日向川

角川

夏井川

新田川

伊南川

野尻川

大北川

渡良瀬川

小貝川

箒川

鳥川

高麗川

小櫃川

一 宮 川

南浅川

浅川

酒匂川

鮎沢川(酒 匂川)

金 目川

三面川

羽茂川

加治川

鯖石川

幹川名

釧路川

勇仏川

石狩川

北上川

北上川

阿武隈川

鳴瀬川

北上川

米代川

白雪川

雄物川

子吉川

最上川

最上川

最上川

阿賀野川

阿賀野川

利根川

利根川

那珂川

利根川

荒川

浅川

多摩川

河 川 コ ー ド

4520

4530

4540

4550

4560

4570

4580

4590

4600

4610

4620

4630

4640

4650

4660

4670

4680

4681

4690

4700

4710

4720

4730

4740

4750

4760

4770

4780

4790

4800

4810

4820

4830

4840

4850

4860

4870

4880

4890

4900

4910

4920

4930

4940

4950

4960

4970

4980

4990

5000

5010

5020

河川名

長棟川

利賀川

熊野川

上庄川

犀川

大聖寺川

南川

足羽川

日野川

早川

笛吹川

王滝川

三峰川

奈良井川

依田川

上川

揖斐川

根尾川

武儀川

吉田川

飛騨川

牧田川

青野川

下小笠川

興津川

瀬戸川

鵜戸川

名倉川

巴川

乙川

宇連川

五十鈴川

員弁川

滝川

朝明川

安曇川

犬上川

宇川

佐々里川

芥川

水無瀬川

千種川

市川

武庫川

夢前川

川原樋川

高見川

竜田川

有田川

富田川

日高川

八東川

幹川名

神通川

庄川

神通川

九頭流川

九頭流川

富士川

富士川

木曽川

天竜川

信濃川

信濃川

天竜川

長良川

長良川

長良川

長良川

木曽川

長良川

菊川

木曽川

矢作川

矢作川

矢作川

豊川

宮川

淀川

淀川

淀川

由良川

淀川

淀川

新宮川

紀の川

大和川

千代川

河川 コ ー ド

5030

5040

5050

5060

5070

5080

5090

5100

5110

5120

5130

5140

5150

5160

5170

5180

5190

5200

5210

5220

5230

5240

5250

5260

527〔真

5280

5290

5300

5310

5320

5330

5340

5350

5360

5370

5380

5390

5400

5410

5420

5430

5440

5450

5460

5470

5480

5490

5500

5510

5520

河川名

小鹿川

甲川

赤川

中村川

三刀屋川

下府川

砂川

成羽川

宇甘川

吉野川

新庄川

黒瀬川

三篠川

御調川

錦川

木屋川

海部川

野根川

銅山川

財田川

香東川

広見川

小田川

下ノ加江川

新荘川

安芸川

室見川

今川

釣川

田手川

玉島川

徳須恵川

川棚川

佐々川

氷川

御船川

水俣川

万江川

玖珠川

堅田川

駅館川

臼杵川

福島川

清武川

五十鈴川

北川

万之瀬川

雄川

仲間川

仲良川

全 層河 川

幹川名

天神川

斐伊川

斐伊川

旭川

高梁川

旭川

吉井川

旭川

太田川

芦田川

吉野川

四万十川

肱川

筑後川

松浦川

緑川

球磨川

筑後川

番匠川

五ケ瀬川

153河 川
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一■用 語 の定 義

(1)河 川 区域:こ の調 査の河 川 区域 とは、 河 川法の規 定 によ るもの とす

る。河 川 区域 の境界 は、河 川管 理者が保 管 してい る河川

現 況台 帳の付属 図面(通 常、縮 尺2千5百 分 の1ま た は

5千 分 の1)に 表示 され てい る。

(2)水 際線:平 水 位 にお ける水面 が陸地 と接 す る部 分 をい う。

(3)河 原:河 川区域 内 の陸部の うち、 比較 的平坦 な部分 をい う。

(4)河 畔:河 川 区域 の外側 幅100mの 区域 をい う。

(5)右 岸 左 岸:そ れ ぞれ上流 か ら下流 に向か った ときの呼称 であ る。

② 0 ① o

100m

河畔 河 川 区 域

①流水路

②堤防敷

③河 原

100m

河畔

1

OO ① 0 ①

釦
中州

100m

河畔 河 川 区 域 河畔
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6.2調 査結果の概 要

(1)河 川 改変状 況調査

1)河 川概 要調査

調査 対象 と した河 川 は、 「主要な二 級河川 の幹川及 び一級 河川 の支 川等 の 中で、 良好

な 自然地 域 を通過 す る河川 、流 域面積 が大 きい河川 または動植 物相 が豊 か な河 川等 」 と

の基準 で選定 した153河 川 で あ る(表6.2)。

調査対 象河 川にお い て、 河川 流路部(調 査 流路延 長)の 長 い河 川の分 布 は、本 州の太

平 洋/中 南 と瀬 戸 内海 の水 系群 が圧倒 的 に多か った。 また、 河川 の最 も大 きい屈 折 率 は、

日高川(和 歌 山県)に お いて認 め られた。 次いで、三峰 川(長 野 県)、 新 田川(福 島県)、

広見 川(高 知 ・愛媛 県)の 順 に続 い ていた 。そ して 、河 川流 路上 の湖沼(ダ ム ・貯水 池

合 む)は 、 調査 対象 の48河 川 におい て81湖 沼 認め られ、 河川 の取水 施設 は139河 川で報 告

され た。

表6.2調 査対 象河川 の種類(幹 川 ・支川)

河川区分

一級河川

二級河川

二級+普 通河川

小 計

普通河川

総 言

河川数(%)

76(49.7)

72(47.1)

3(2.0)

151(98.7)

2(1.3)

153(100.0

河川流路延長km(紛

概要票記載数値

3,330.3(53.2)

2,775.9(44.4)

81.8(1.3)

6,188.0(98.9)

67.1(1.1)

6.255.1(100.0

河川流路数値

3,336.0(53.4)

2,764.0(44.2)

84.0(1.3)

6,184.0(98.9)

67.1(1.1)

6.251.1(100.0

*河 川 内 の 自 然 湖 沼 の 分2.1kmを 含 む 。 し た が っ て 、 集 計 解 析 の 調 査 流 路 延 長

は6,249.Okmで あ る 。

2)河 川 改 変 状 況 調 査

① 水 際 線 の 改 変 状 況

調 査 対 象 と し た153河 川(総 延 長6,249.Okm)の 水 際,線 を 改 変 状 況 区 分 別 に み る と、

改 変 さ れ た 自然 地 は4,585.6km(73.4%)で あ った(表6.3)。 そ の う ち、 崖 地 は

1,656.1km(26.5%)で あ っ た 。 自然 地 率 に注 目 して み る と、 「沖 縄 一東 シ ナ 海 」 水 系

群(2河 川)で ほ ぼ100%に 近 く、 次 い で 、 「北 海 道 一太 平 洋 ・北 」 水 系 群 、 「四 国 一

太 平 洋 ・中 南 」 の 順 で 自然 地 率 が 大 きい 状 況 とな っ て い た 。 ま た 、 調 査 対 象153河 川 を

個 別 に み た と き、 人 工 構 造 物 化(護 岸 設 置)率 が10%以 上20%未 満 の 河 川 が36河 川 で

最 も 多 く、 次 い で 、0%以 上10%未:満 の 河 川 が33河 川 、20%以 上30%未 満 の 河 川 が22

河 川 で 、30%未 満 の 河 川 の 計 は91河 川 と調 査 対 象 河 川 全 体 の59%と な っ て い た 。

表6.3水 際 線 の 改 変 状 況(153河 川 ・総 延 長6,249.Ok皿)

水 際 線

人工構造物化

自 然 地

崖 地

その他の自然地

距 離(km)

1,663.4

4,585.6

1,656.1

2,929.5

(瓢)

26.6

73.4

26.5

46.9
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② 河 原 の 改 変 状 況

調 査 対 象 河 川 の 河 原 の 総 延 長 は1,680.3kmで あ り、 調 査 流 路 延 長 に 対 す る 河 原 の 存 在

率 は 、26.9%で あ っ た 。 河 原 の 土 地 利 用 の 内 訳 を み る と、 自然 地1,379.3km(82.1%)、

人 工 改 変 地301.Ok皿(17.9%)で あ っ た(表6.4)。 自然 地 率 に 着 目 して み る と、84河

川 の 河 原 に お い て は10%以 上 の 自然 地 が 存 在 して お り、 この う ち24河 川 で は 自 然 地 率

が100%と な って い た 。

表6.4河 原 の 改 変 状 況(153河 川 ・総 延 長6,249.Okm)

河原がある

河原がない

計

距 離(km)

1,680.3

4,568.7

6.249.0

(%)

26.9

73.1

100.0

自然地

人工改変地

距離(km)

1,379.3

301.0

(器)

82.1

17.9

③ 河 畔 の 改 変 状 況

調 査 対 象 河 川 の 河 畔(両 岸)の う ち、 自然 地 は5,664.2k皿(45.3%)、 農 業 地 は5,0

27.3km(40.2%)市 街 地 ・工 業 地1,806.5km(14.5%)で あ っ た(表6.5)。 自然 地率

に 注 目 して み る と、 「沖 縄 一東 シナ 海 」 水 系 群 で96.9%と 最 も 高 い 値 を 示 して お り、

次 い で 、 「北 海 道 一太 平 洋 ・北 」 水 系 群 の61.4%、 「北 海 道 一 太 平 洋/中 南 」 水 系 群

の60.3%と 続 い て い た 。 こ こ ま で の 順 位 は 、 自然 地 に 注 目 した と きの 水 際 線 の 改 変 状

況 や 河 原 の 土 地 利 用 状 況 の 水 系 群 別 順 位 と ほ ぼ 同 一 で あ っ た 。 河 畔 自 然 地 率 の 高 い 河

川 の 地 理 的 分 布 に つ い て は 、 上 位15河 川 を み る と、 首 都 圏 か ら本 州 の太 平 洋 沿 岸 一名

古 屋 圏 一 大 阪 圏 一瀬 戸 内 海 沿 岸 一九 州 に 至 る 国 土 の 人 ロ集 中 ベ ル ト地 城 に係 わ る 河 川

で は 比 校 的 少 な く、 「本 州 一 日本 海 」 水 系 群 の 河 川 が 多 い こ とが わ か っ た 。

表6.5河 畔 の 改 変 状 況(153河 川 ・総 延 長6,249.Okm)

右岸

左岸

両岸

自然地 距 離km(%)

2,838.4

(45.4)

2,825.8

(45.2)

5,664.2

45.3

農 業 地 距 離km(%)

2,504.1

(40.1)

2,523.2

(40.4)

5,027.3

40.2

市 街 地工業地 距離km(箔)

906.5

(14.5)

900.0

(14.4)

1,806.5

14.5

計 距 離km(%)

6,249.0

(100.0)

6,249.0

(ioo.o)

12,498.0

100.0

一94一



④ 自然 性 の高 い河 川 区間

「自然性 の高 い河川 区 間」の定義 を、 ① 区間の水 際線 にお いて 自然 地 が80%以 上 で

あ るこ と、② 区間 に河 原が あ る場合 は河 原 土地利 用 にお いて 自然 地 が80%以 上 で あ る

こ と、③ 区間 の河 畔 の土地利 用 にお い て両岸 ともに最 も卓越 して い る土地 利用 が 自然

地 で あ る こと、④ 河川 工作物 が存在 しない ことと した 。 「自然性 の高 い河 川 区間 」率

が高 い上位25河 川 は表6.6の 通 りで あ った。 全 区間が 自然性の高 い 区間 であ る河 川は

別 寒辺 牛川(北 海道)、 岩股 川(秋 田県)、 長棟 川(富 山県)、 仲 良 川(沖 縄 県)の

4河 川 で あ った。 自然性 の高い河川 区間が連続10以 上(10km以 上)の ものを 「自然性

の高 い連続 す る河 川 区間帯 」 とす る と、26河 川 の33区 間帯 に認 め られ、北 海道 、 東北、

中部地 方 山岳地域 に多 く見 られた 。

表6.6自 然性 の高 い河川 区間率 の高 い上位25河 川

順位

1

1

1

1

5

s

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

Zo

21

22

23

24

25

河川名

別寒辺牛川

岩股川

長棟川

仲良川

銅山川

仲間川

川原樋川

安家川

暑寒別川

美々川

早川

大北川

三峰川

赤石川

王滝川

日高幌別川

雪裡川

海部川

歴舟川

三面川

野根川

錦川

風蓮川

粕毛川

甲川

総区間数

56

5

19

7

s2

9

28

29

26

18

s7

30

62

51

55

34

59

36

65

42

20

111

100

22

20

自然性の高い連続区間

区間数

56

5

19

z

57

8

22

22

19

13

46

20

38

31

33

20

33

20

35

22

10

54

48

10

9

総区間数比%

100.0

100.0

100.0

zoo.o

91.9

88.9

7s.s

75.9

73.1

72.2

68.7

ss.7

61.3

so.s

so.o

58.8

55.9

55.6

53.8

52.4

50.0

48.6

48.0

45.5

45.0

都道府県

北海道

秋田県

富山県

沖縄県

徳島 ・愛媛県

沖縄県

奈良県ノ

岩手県

北海道

北海道

山梨県

茨城県

長野県

青森県

長野県

北海道

北海道

徳島県

北海道

新潟県

高知 ・徳 島県

山 口県

北海道

秋田県

鳥取県

⑤ 河川 の保 全地域

調 査 対象 河川 の総 区間数6,307の うち、何 らか の保全地 域 の指定 を受 けてい る区間 は

1,000区 間で、 全体 の15.9%が これに該 当 して いた(表6.7)。 第3回 調査 対象河 川で

は 、全 体 の19.1劣 が保 全地域指定 該 当区間で あ ったが、 これに比較 して若 干 小 さい値

にな って い る。

保 全 地域 指定 の内訳 をみ る と、国 立公 園145区 間(保 全 地域指定総 区間数 比14.5%)、
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国定 公 園322区 間(保 全地域指 定総 区間数 比32.2%)、 都 道府 県立 自然公 園497区 間

(保 全 地域指 定総 区間数 比49.7%)、 自然環:境保 全地域17区 間(保 全地 域指 定総 区間

数 比1.7%)、 都 道 府県 自然環境 保全地 域19区 間(保 全地 域指定 総 区間数 比1.9%)と

な ってお り、都 道 府 県立 自然公 園の指 定 を受 けて い る区間 が保全 地域指定 を受 けて い

る総 区 間のお お よそ半数 を占めてい た。 なお、原 生 自然環境保 全地 域の指 定 に該 当 し

てい る 区間は なか った。

河川 毎 に、河 川総 区間数に対 す る保 全地域 の指 定 を受けて い る区間数 の比率 の大 き

い河 川 を抽 出 してみ る と、その所在 地域 は全 国 に分散 する傾 向がみ られた 。水 系群 別

で は、 「本州 一太 平 洋 ・中南」水 系群 の河川 がほ ぼ半数 で、 次 いで 「北 海道 ・本州 の

日本海 」水 系群 、 「九州 ・沖 縄の東 シナ海」水 系群 の順 とな って い た。

表6.7河 川の保 全地域 指定状 況

保全指定

保全地域指定有 り

保全地域指定無 し

計

区間数

1,000

5,307

6,307

0

15.9

84.1

100.0

公園 ・地域

国立公園

国定公園

都道府県立自然公園

自然環境保全地域

都道府県自然環境保全

地域

計

区関数

145

322

497

17

19

1,000

a

14.5

32.2

49.7

1.7

1.9

100.0

地 区

特別保護地区

特別地区

普通地域

特別保護地区

特別地区

普通地域

特別地区

普通地区

特別地区

普通地区

特別地区

普通地区

計

区関数

42

75

28

17

240

65

177

320

14

3

3

16

1,000

a

4.2

7.5

2.8

1.7

24.0

6.5

17.7

32.0

1.4

0.3

0.3

1.6

100.0

3)魚 類調 査

今 回の調 査対 象 河川 にお いて、40種 以上 の生 息魚 類 が報 告 されて い る河川 は18河 川 で

あ ったが(表6.8)、 その傾 向をみ る と比較 的流 路 長 が長 い河川 で ある こ と、二 級河 川

の幹 川 で ある こ と、 水 系群 で は 「本州 一太平 洋 ・中南 」あ るい は 「本州 一瀬 戸内 海」 の

河川 で あ る こと、 西 日本 の河川 であ る ことな どにそ の特徴 が認 め られ た。調査 対象 の15

3河 川 のおお よそ1/3で あ る50河 川以 上 で生息 が報 告 されて い る魚種(広 城 の生 息分 布 が

報 告 され て い る魚 種)数 は23種 で あ り、 そ のなか の アユ ・オ イカ ワ ・ウグイ は純 淡 水魚

であ り、上 流 か ら下流 まで広 い行動範 囲を もつ とされ てい る。逆 に、 生息 が報告 され て

い る河 川 が3河 川 以下 であ る魚 種(分 布限 定魚 種)を 抽 出 した結果、117種 の魚種 が整理

され た。 ゴギ の よ うな天然記念 物の種 の他 に、移 入 種(ア オ ウオ ・コク レ ン等)や 沿岸

回遊魚種 等 が多種 にわ た って出現 して い た。
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表6.8生 息魚種 数の 多い河川(40種 以 上 の生息魚種 報告 河川)

順位

1

2

3

4

5

5

7

7

9

10

11

11

13

14

14

16

17

17

河川名

有田川

揖斐川

新荘川

室見川

瀬戸川

千種川

大聖寺川

富田川

高川

三面川

錦川

下 ノ加江川

川

犀川

今川

白石川

渡良瀬川

前川

生息魚類

83

65

63

58

56

56

54

54

51

50

48

48

47

46

46

42

41

41

調査実施流路長
103.0

111.5

25.1

22.6

26.4

72.2

37.8

46.5

119.2

41.0

110.3

27.5

77.1

34.0

40.6

69.7

107.5

37.9

級 別 幹 ・支

二級 幹
一級/支

二級 幹

二級 幹

二級 幹

二級 幹

二級 幹

二級 幹

二級 幹

二級 幹

二級

二級 幹

二級 幹

二級

二級 幹
一 級

一 級

二級 幹

水系群名

本 州一瀬戸内海

本 州一太平洋/中 南

四 国一太 平洋 中南

州一 日本海

本 州一太 平洋 中南

本 州一瀬戸内海

本 州一 日本海

本 州一太平洋 中南

本 州一太平洋 中南

本 州一 日本海

本 州一瀬戸 海

四 国一 平洋 中

本州 一瀬戸内海

本州 一日本海

州 一瀬戸内海

州 一太 平洋 中

本州 一太 平洋 中南

本州 一瀬 戸内海

都道府県

和歌山県
三重 ・岐阜 県

高知県

福岡県

静岡県

兵庫県

石川県

和歌山県

和歌山県

新潟県

山口県

高知県

兵庫県

石川県

福岡県

宮 県

埼 玉 ・茨 ・群 馬 ・栃 県

兵庫県

(2)原 生 流 域 結 果

原 生 流 域 は 全 国 で99流 城 、 総 面 積 で205,634haが 登 録 さ れ た 。 これ らを 地 域 別 に 見 る と、

北 海 道 が36流 域 、 総 面 積 で81,497ha、 東 北 地 方 が30流 域 、61,953ha、 関東 甲 信 越 地 方 が19

流 域 、38,301ha、 そ の 他 の 地 方 が14流 域 、23,833haと な って お り、 東 日本 に 偏 在 して い た 。

都 道 府 県 別 で 最 も原 生 流 域 の 面 積 が 広 か っ た の は 北 海 道 、 次 い で 新 潟 県 、 秋 田 県 、 山 形 県 、

福 島 県 、 青 森 県 とな っ て い た 。

第3回 基 礎 調 査(昭 和60年)以 降 面 積 の 減 少 した原 生 流 域 は 以 下 の13流 域 で あ っ た(表

6.9)。 ま た 、 そ の う ち3流 域 が原 生 流 域 の 要件 を 満 た さ な くな っ た た め 今 回 の 調 査 に よ

っ て原 生 流 域 か ら除 外 さ れ た 。 総 面 積 は 、5,936ha減 じて205,634haと な っ た 。 原 生 流 域 の

う ち保 全 地 域 に指 定 さ れ て い る原 生 流 域 は79流 域 で あ っ た 。

表6.9面 積 の減 少 した原 生流域

道県名

北海道

秋田県

山形県

石川県

計

原生流城名

忠別川上流部
クワウンナイ川上流部

元浦川上 流 ソエ マツ沢

豊似川上流部

左股川上流部

利劉川上流部

芦別川上流部

トナ シベ ツ川上 流部

成瀬川上流部

西大鳥川上流部

金目川上流部

銅山川上流部

目耐谷上流部

13流%

面積

5.780

3.400

1.900

1.050

1.114

1.590

826

674

2.345

2.175

1.255

615

1.320

24.044

減少量

30

370

300

1.850

196

190

584

446

25

225

1.505

675

900

7.296

改変状況 要 因

砂 防

・ダ ム

●

1

択伐
・伐採

●

●

●

●

●

●

s

道 路

作業路
・林道

●

●

●

●

4

国道

●

1

取水堰堤

●

1

備 考

除外

除

除
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7.湖 沼調査

7.1調 査 の概 要

(1)調 査の 目的

本調査 は湖 沼の 自然環境 保 全 のた めの継続 的 ・体 系 的調 査 と して、 第2回 及 び第3回 調

査(昭 和54年 度 及び60年 度)の 一環 と して実施 されて きたが、 第4回 調査 にお いて も全 国

の 天然 湖沼 につい て水 質や 透 明度 をは じめ湖岸 の改 変状況 等 を調査 し、 また代 表的 な湖 沼

(特 定 湖沼)に つ いては魚 類相 及 び プラ ンク トン相 の調査 を実 施 した 。 これ に基 づ いて、

全 国的 な観 点 か らの集 計 ・解 析 を実施 し、本調査 時 にお け る湖 沼 の現況把 握 を行 う ととも

に、 第2回 及 び第3回 調査 結果 との比較 に基 づ く経年 変化 を把 握 す る 目的で実施 した。

(2)調 査 実施 者

調 査 は各都 道府 県 に委託 して実施 した。

(3)調 査対 象地域

天然湖沼 で原則 的 に1ha以 上 の湖 沼 を調 査対象 湖沼 と して、 第4回 調査 にお いては480湖

沼 を調査 した(図7.1)。 しか し、 これ らの うち 「中の沼(北 海道)」 と 「上堰 潟(新 潟

県)」 は乾 澗 したため、調 査 が 実施 され なか った 旨の報 告が な され てい るので、 今回、 集

計 ・解 析 の対象 とな った湖沼 は478湖 沼 であ った。 また、 この 中か ら代表 的な60の 湖沼 を

「特定 湖沼 」 と し、詳細 な生 物相(魚 類 ・プ ランク トン)調 査 を行 った。

(4)調 査 実施 期間

平成3年 度 。

(5)調 査 内容'G

1)湖 沼 調査概 要

調査 対象 湖沼480湖 沼 の概 要 を把 握す るため、 次の事項 につい て調査 し、 「湖沼概 要

調 査 票」 を作 成 した。

1.成 因

3.位 置

6.水 面標 高

9.湖 岸 線 延 長

12.結 氷

15.水 質

18.湖 沼 の 利 用 状 況

21.そ の他 の特 記事項

2.湖 沼 型(栄 養 型 、 淡 水 ・汽 水 区 分)

4.保 全 地 城 の指 定 状 況

7.面 積

10.水 位 変 動

13.流 入 河 川 数 ・流 出 河 川 数

16.透 明 度

19.水 辺 環 境 にお け る不 快 要 因

5.鳥 獣 保 護 区設 定 状 況

8.最 大 水 深 ・平 均 水 深 ・容 積

11.水 温

14.埋 立 ・干 拓 面 積

17.利 水 状 況 及 び 水 位 操 作

20.夏 期 に お け る生 物 相
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2)透 明度 調 査

原 則 と して 夏 期 に 、 次 の 項 目 の調 査 を 実施 し、 調 査 結 果 か ら 「透 明 度 調 査 票 」 を作

成 した 。

1.透 明 度2.気 温3.水 温4.pH5.溶 存 酸 素(DO)

6.電 気 伝 導 度(EC)7.ア ル カ リ度

3)湖 沼改 変状 況調査

調査 対象 湖 沼480湖 沼 につ いて、 次に掲 げ る項 目の改 変状 況等 を調査 し、 「湖 岸改 変状

況 調査 票」 及 び 「湖 沼調 査 図」 を作 成 した。

1.前 回調査 との比較2.挺 水(抽 水)植 物 群落 の有 無 と区間距 離 ・沖 出 し幅

3.湖 岸改 変状 況区分 と区 間距 離4.湖 岸 土地利 用状 況 区分 と区間距 離

5.湖 岸 の保 全地 域指 定状 況6.湖 岸 の建築物 等 の状 況

7.埋 立 ・干 拓 の状 況8.そ の他

4)魚 類 調査

代表 的湖 沼 と して定 めた 天然湖 沼(特 定湖 沼)に おい て、 次 の事項 を調査 し、 「魚類

調査 総括 表 」 を作 成 した。

1.魚 類 相 に関 す る記 録2.現 在 の魚類相3.漁 獲量(年 平均漁 獲量)

4.放 水 量(年 平均 放 水量)5.天 然繁 殖の有 無

5)プ ラ ンク トン調査

代表 的湖 沼 と して定 め た天 然湖沼(特 定 湖沼)に お いて、 次 の事項 を調 査 し、 「プ ラ

ンク トン調 査 票」 を作成 した 。

1.植 物 プラ ンク トン2.動 物 プラ ンク トン

(6)調 査 方法 、

湖 沼 調 査 概 要:各 種 資料 をも とに調 査 を実施 した。

透 明 度 調 査:原 則 と して夏期 に、現地調 査 を実施 した 。

湖 沼改 変状 況調査:現 地 観察 によ り調査 を実施 した。

魚 類 調 査:既 存 資料 、聞 き取 り等 をも とに調 査 を実施 した。

プラ ンク トン調査:現 地調 査 を実施 した。

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

調 査 内容 の それ ぞれ の項 目について 全 国 ・地方 レベル で の集 計 を行 い、 そ の結 果 を 『湖

沼調 査報 告 書(地 方別 ・7分 冊)』 、 『湖沼調 査 報告書(全 国版)』 、 『湖沼調 査報告 書

(全 国版 ・資 料集)』 と して と りまとめ た。
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0800生 花 苗 沼

0810ホoカ ヤン ト沼

0820兜 沼

0830ベ ンケ沼:テ 河

0840」{ン ケ沼:テ シオ

0850長 沼

0860雨 竜 沼 池 塘 群

,'-
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訂 へd
ヘ メ

㌔033σ'

460

470036

550

56

590

亀

難 諮
0630×0620
0600

0870宮 島 沼

0880月 ヶ 湖

0890中 の 沼

0900幌 向 大 沼

0910長 沼

0920豊 似 湖

0930ベ ケ レ ッ ト湖

0940モ エ レ 沼

0950越 後 沼

0960万 計 沼

0970真 簾 沼

0980空 沼

0990オ コ タ ン ベ 湖

1000フ レ 沼

1010支 笏 湖 ※

1020丹 治 沼:醇 チ;ウコ

1030ウ ト ナ イ 沼

1040ロ 無 沼

1060朝 日 沼

1070弁 天 沼

1080長 沼

調査 対象 湖沼 位置 図 及 び一 覧表(そ の1)

420

0570

580

1090大 沼

1100マ ツ カ 沼

1110樽 前 大 沼

1120洞 爺 勘 ※

1130ポ ロ ト 勘

1140橘 湖

H50倶 多 楽 湖

1160大 溺 沼

5010千 畿 沼

1170当 丸 沼

n80イ ワオ,プ リ大 沼

1190長 沼:和 お711

亘200コ ッ ク リ 醐

1211半 月 湖

亘2量2神 仙 沼

1220大 沼 ※

1230円 沼

1240ジ ュ ン サ イ 沼

1250'」、 沼
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1550赤

1560長

1580中 ノ

1590藩 ロ ノ

1600日 暮 ノ

1610越 ロ ノ

重620王

1650糸 姻 ノ

1660金 山 ノ

1670長

1680濁

1690ノ 、 景 ノ

1710大

1720十 和 田

1740八 幡

1750御 在 所

1760募

1770大

1780夜

1790御 釜

1800御 苗 代

1810平 ケ 倉

1820三 角

1830八 郎

　 コ層
..1、 ・.噛/'

6000

,2810

2820

黛

1

1730d
lT40-F40
T50
780
zio
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1260野 牛 沼

1270小 沼

1280妹 沼

1290長 沼

1300大 沼

1310宇 曽 利 山 湖

1320左 京 沼

1330十 三 湖 ※

1340巫 子 沼

1350尾 較 沼

重360鷹 架 沼

1370市 柳 沼

1380田 光 沼

1390平 滝 沼

MOO田 面 木 沼

1410ベ ン セ 沼

1420大 滝 沼

1430内 沼

1440雁 沼

M60冷 水 沼

14701!3沼

1480長'沼

1490小 川 原 湖 ※

1510姉 沼

1520黒 ん 坊 沼

1530横 沼

1540蔦 沼

沼

沼

皇570鶏 頭 場 ノ 池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

1700面 子 坂 ノ 池

池

湖 ※

1730ヲ パ ケラ ノ池

沼

沼

沼

沼

沼

湖

湖

沼

沼

沼
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1840鞍 樹 沼

1850潟 沼

1860伊 豆 沼

1870内 沼

1880長 沼

1890蕪 栗 沼

1900魚 取 沼

1910相 野 沼

1920漆 沢 長 沼

1930長 面 浦

1940富 士 沼

1950白 沼

1970船 形 長 沼

1980桑 沼

1990万 石 浦

2000仙 台 大 沼

2010御 釜

2020鳥 の 悔

5020鬼 首 大 沼

5030商 人 沼

5040田 谷 地 沼

5050阿,51沼

5060作 並 大 沼

5070広 濡

5080赤 井 江

2040浅 内 沼

2060作 沢 沼

※破 線 囲 い 枠 内の 番 号 は 、 破線 地 域 内 の 点 に 対 応 す る
実 線 囲 い 枠 内 の番 号 は ・ 点 表示 に対 応 す る

(図 示 が1点 で も複 数 湖沼 を意 殊 して い る 》

2070八 郎

2080長

2090大

2100一 の 目

2110二 の 目

2120三 の 目

2130垂 天

2140男

2150女

2160空 素

2170田 沢

2180乙 越

2220蛭 藻

2250大 柳

2260貝

2270細

2280板 戸

2290苔

2300田 螺

2310桁 倉

2320河 原

2330沼 沢

2340鳥 の

2350鶴 面

2360鍋 越

潟

沼

沼

潟

潟

潟

池

潟

潟

沼

湖※

沼

沼

沼

沼

沼

沼※

沼

沼

沼

沼

沼

海

池

沼

2370若 娼 沼

2380沼 山 大 沼

2390沼 沢 沼

2400大 鳥 池

2姐0浮 島 大 沼

2420玉 虫 沼

2430荒 沼

2440苔 沼

2450曲 沼

2460娼 谷 大 沼

2470羽 竜 沼

2480三 本 木 沼

2490皿 沼

2500片 貝 沼

25董0盃 湖

2520白 竜 湖

2530玉 木 沼

5090御 浜 池

5量00今 神 御 池

5110長 沼

5120男 沼

2540半 田 沼

2550松 」呪 濡

2560五 色 沼

2570大 平 沼

調査対象湖沼位置図及び一覧表(そ の2)

2580鎌 沼

2590女 沼

2600無 行 沼

2610男 .沼

2620大 沢 沼

2630曽 原 湖

2640桧 原 湖 ※

2650'∬ 、 璽予,II湖

2660秋 元 湖

2670弁 天 沼

2680毘 沙 門 沼

2690深 泥 沼

2700瑠 璃 沼

2710龍 沼

2720柳 沼

2730弥 六 沼

2740川 上 青 沼

2750姫 沼

2760罎 国 沼

2770緒 苗 代 湖 ※

2780沼 沢 沼 ※

27908沼

28!0鰻 音 沼

2820鏡 沼

6000沼 尾 沼
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沼

沼
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沼

池

沼※

沼※

沼

3070大 峰 沼

3080湯 釜

3090大 沼 ※

3100'1、 沼

3110榛 名 湖 ※

3120多 々 良 沼

3130城 沼

3MO近 奮 沼

3150高 須 賀 沼

3160柴 山 沼

3170伊 佐 沼

3180馴 所 沼

3190五 駄 沼

3200与 田 浦

3210手 賀 沼 ※

3220印 簾 沼 ※

3230乾 草 沼

3240三 宝 寺 池

3250井 の 頭 池

3260浅 足 池

3270大 路 池 ※

3290震 生 湖 ※

図7.1
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3730精 進 湖 ※

3740本 栖 湖 ※

3750山 中 湖 ※

3760茶 屋 池

3770桂 池

3780中 古 池

3790」 ヒ 竜 湖

3800沼 漕

3810鎌 池

3820野 尻 湖 ※

3830大 泊(肘 プキ)

3840古 池

3850大 池(シoウ マ)

3860稚 児 池

3870建 池

3880琵 琶 泊.

3890丸 池

3900大 池({fブ ナ)

3910大 沼 池

3920木 戸 池

3930青 木 勘 ※

0

浪 逆

込

込

ノ

色

徳

ノ

禅 寺

瀬

衛 門

尻

3300芦

3310山

3320御

3330加

3340福

3350鳥

3360御

3370佐

3380上

3390雨

3400大

3410鏡

3420長

3430坂

3網0朝

3460鵜

諺470天

3480小

3490大

3500坊

35蓋0高

3520白

ノ

居

茂

鳥

屋 野

手 洗

堰

生

ケ

峰 ノ

田

日

ノ

ケ

ケ

湖※

池

池

湖※

潟

潟

潟

潟

潟

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

池

3530十 二二 町 潟

3540ミ ク リ ガ 池

3550泥 鱈 池

3560多 枝 原 池

3570刈 込 池

3580邑 知 潟

3590河 北 潟 ※

3600木 場 周

3610柴 山 淘 ※

5130赤 蒲 潟

3620ヨ ヒ 潟 勘

3630武 周 ケ 池

3640夜 叉 ヶ 池

3650久 々 子 湖

36608向 湖

3670菅 勘

3680水 月 湖 ※

3690三 方 湖 ※

3700四 尾 連 瑚

3710河 ロ 湖 ※

3720酉 湖 ※

調査対象湖沼位置図及び一覧表(そ の3)

3940中 綱 湖 ※

3950湧 池

3960柳 久 保 池

3970木 簡 湖 楽

3980大 池(ウ 瓶 テカミ)

3990大 池(ウ 爪ステシ蚤)

4000聖 湖

40置0鷲 羽 池

4020宮jll池1:ミ ョウヲンイケ

4030大

4040田

4050雄

4060雌

4070雨

4080長

4090蹟

4且00白

4110諏

4120二

4130三

4140深

正

代

名

駒

妨

の

の

見

池

池

池

池

池

勘

勘

池

湖※

池

池

池
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4290白 石

4300余 呉
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4320曽 根

4330小 松 内

4340伊 庭 内

4350西 の

4360離

4370久

4380阿

美 浜

蘇
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淵

湖

湖※

湖※

沼

湖

湖

湖

湖

湾

悔

4390蟻 ヶ

4400深 泥 ヶ

4410轡

4420奥

4430多 鎗 ヶ

4440湖 山

4450東 郷

4460男

4470女

4480中

4490宍 遺

4500神 西

池

池

池

池

池

池※

池※

池

池

海※

湖※

湖

4510蛇

452Q浮

4530嬬

4540青

4550海

布

竜

海

老 ヶ

1:ll杢奮讐 駕
4580下 江 津 湖

4590志 高 湖

4600小 田 の 池

4610立 石 池

池

池

湖

湖

池

4620不 動 池

4630六 眼 音 御 池

4640白

4650大

4660御

4670小

4680新

4690大

4700海

4710須

調査対象湖沼位置図及び一覧表(そ の4)

紫

幡

燃

浪

鼠

口

池

池

池※

池

池

池

池

池

4720貝

4730鍬 崎 池

4刊0藺 牟 田

4750住 吉

4760池 田

4770綬

4780鏡

4790内

池

池

池

湖※

池※

池

海

5160中 原 池(m画)

4800大 池 ※
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… ■ 用語 の定 義

(1)湖 沼 の区域:最 高 の水位 の時 の静水 面 が広 が ってい る区域(流 入 流 出 す

る河川 の 区域 を含 まな い)。

(2)水 際 線:最 高 の水位 にお け る水 面が 陸地 と接 す る部 分 。

(3)湖 岸:水 際線 よ り陸側100mの 区域 。

(4)自 然 湖 岸:水 際線及 び 水際 線 に接 す る陸域 が人工 に よ って改 変 され て

お らず、 陸側20皿 の 区域 内に人工構 造物 が存在 せ ず 自然 の

状 態 を保 持 して い る湖岸 。か つ、 水際線 よ り幅20mの 湖岸

の区域 に人 工構 築物 が存在 しない。 この区分 はさ らに 「崖

地 でな い 自然湖 岸」 と 「崖 地(高 さ3m以 上 の急斜 面)自

然湖 岸」 に細 分 され る。

(5)半 自然 湖岸:水 際線 は 自然状 態 で あ るが、水際 線 に接 す る陸域 の幅20m

の 区域内 が人 工 に よ って 改変 されて いる、 あ るい は人 工構

築物 が存在 す る湖 岸 。

(6)人 工 湖 岸:水 際線 が コ ンク リー ト護岸 、矢板 等の 人工構 造 物 でで きて

い る湖 岸 。

(7)水 面:流 出入 河川 の河 口部 や潟湖 の海へ の開 口部 等、 湖岸 の存在

しな い部分 。

湖岸
1QOm

湖沼区域水
面

島一
湖岸
100m一

湖岸地先 湖岸地先
」一一一》 ←

湖岸
100m

湖沼区域
水 面一

湖岸地先→

水際

線

水
際線

水
際
線
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7.2調 査結果 の概 要

(1)湖 沼 調査概 要

調査 した湖 沼 の成 因区 分 を表7.1に 示 す。 これ らの結 果 か ら、 湖沼 の規模 が そ の成 因に

規 定 され て い る こ とが わ か る。全 国的 な分布 の特徴 は次 の とお りで あった。 断層 湖 は 滋賀

県 を通 る断層 沿 い ・長 野 県 を通 る糸魚川 一静 岡構 造線沿 い な どに分布 し、 カルデ ラ湖 は北

海 道 ・東 北 にお け る地 質 時代 の活発 な火 山活 動 に よって形 成 された カルデ ラ に見 られ、 火

山湖 は北 海道 ・東北 ・中部 ・九州 地方 の火 山地域 に分 布 し、堰 止湖 は青森県 ・宮 城 県 ・山

形 県 ・長 野県 の20湖 沼 以 上 が この成 因で 出現 して お り、 海 跡湖 はそ の半数以 上 が北海 道 で

み られ た。

表7.1成 因区分 別 にみ た調査 対 象湖沼

1

成因別出現数順位
総湖沼478湖 沼

2

3

4

5

堰止湖

海跡湖

火山湖

カルデ ラ湖

断層湖

そ の他

不明

183

101

59

15

13

s2

45

(38.3%)

(21.1%)

(12.3%)

(3.1%)

(2.7瓢)

(13.0)

9.4

成因別湖沼面積順位
z

総 面2374.37km

1

2

3

4

5

海跡湖

断層湖

カルデ ラ湖

堰止湖

火山湖

その他

不 日

1,034.92

795.43

376.36

120.73

7.61

33.90

5.42

(43.6器)

(33.5)

(15.9器)

(5.1器)

(0.3器)

(1.4%)

o.z

成因別=1獺 迎 平均面積順位

1

2

3

4

5

位.km 湖}

断層湖

カルデ ラ湖

堰止湖

海跡湖

火山湖

その他

明

61.19

25.09

10.25

o.ss

0.13

0.55

0.12

栄 養型 区分 別 に湖 沼 をみ ると、 湖沼面 積 と湖沼栄 養型 の との相 関 は特 に認 め られ な か っ

た 。各 湖沼 型 の全 国 的分 布 をみ る と、富 ・中 ・貧 栄養型 湖 沼 は全国 に分布 してお り、 鉄 栄

養 湖 は福 島県 の1湖 沼 のみ で あった。火 山起 源の 無機酸 が 関わ って い る酸栄 養湖 は、 国内

の主要 な火 山地 域 で み る こ とがで き、腐 食栄 養湖 は主 と して 泥炭分布 地域 一東北 地 方 以北

及 び 中部地 方以 南 の標 高1,000m以 上の湿原 低地 で み られ た。第3回 調査 か ら第4回 調 査 の

間で 湖沼型 の 変化 した湖 沼 について は、 次 の通 りで あ った(表7.2)。

表7,2第3回 調査 か ら第4回 調査 の 間で湖 沼型 の変化 した湖沼

変化 した湖沼

貧栄養化が進んだ湖沼

富栄養化が進んだ湖沼

調和非調和の変化 した湖沼

湖沼数

9

9

s

内 容

富栄養湖から急激に貧栄養湖に変化した湖沼

富栄養湖から中栄養湖に変化 した湖沼

貧栄養湖から中栄養湖に進んだ湖沼

中栄養湖から富栄養湖に進んだ湖沼

調和型から非調和型に変わった湖沼

ヲ調 和型か ら調和 型 に"わ った湖沼

湖沼数内訳

1

8

5

4

3

3

調和型:富 ・中 ・貧栄養 型 非調 和型:酸 ・鉄 ・腐 食栄養型

(2)●調査 湖沼 の水質

透 明度10m以 上 の湖 沼 は全 国で13湖 沼 あ り、 透 明度 が全 国で第20位 の湖沼 で9.Omの 透 明

度 、 第30位 の湖 沼で7.7mの 透 明度 で あ った が、圧 倒 的多 数 の湖 沼 は透明度5m以 下 であ っ

た。 透明度 の高 か い上位10湖 沼は表7.3の とお りで あ る。 第3回 調 査 と比較 す る と第1位
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の摩 周湖 は変 わ らない もの の、第2位 以 下は大 き く順 位 が入 れ替 わ って い るが 、 これ は大

部 分は測定 時 の 天候 に よる変化 が原 因 の ようで あ る。

その他 の湖 沼 の物 理 的性質 は次 の ようであ った 。水温 は24～25。Cを ピー ク と して、 やや

低 温側 に偏 った 出現 頻度 分布 を呈 して いたが、測 定 時 の気温 や垂直 分布等 と総合 的に み る

必要 が あ り、デ ー タの取 扱 いに は注 意 を要す る。pHは7.0～7.5を ピー ク として、 か な りア

ル カ リ性側 に偏 った出現 頻度分 布 を呈 していた が、 大部 分 の湖 沼は6.5～8.5の 間の値 であ

り、 一般 的に いわ れて い る生物 生息 可能 な値 とな って いた。DO(溶 存酸素)は お よ そ8

～9mg/1の 値 を ピー ク と して、大 部 分は5な い し6～12mg/1の 範 囲 内の値 を呈 して いた 。

EC(電 気伝 導 度)は お よそ40～250μs/c皿 の間 に多 くの湖 沼が集 中 してい た。 アル カ リ度

は測 定湖沼 の75%の 湖沼 にお いて0.70mg/1以 下 の小 さな値 を呈 して いた。

表7.3透 明度の 高 い上位10湖 沼

順位

1

z

3

4

5

6

7

8

9

10

湖沼名

摩周湖

倶多楽湖

赤沼

支笏湖

パ ンケ湖

大沼池

菅沼

宇曽利山湖
ペ ンケ湖

本栖湖

都道府県

北海道

北海道

青森県

北海道

北海道

長野県

群馬県

青森県

北海道

山梨県

成 因

カルデラ湖

カル デラ湖

堰止湖

カル デラ湖

堰止湖

堰止湖

堰止湖

カル デラ湖

堰止湖

堰止湖

透 明 度

第4回

28.0

22.0

18.2

17.5

14.0

13.5

13.2

13.0

11.3

11.2

第3回

25.0

19.0

15.0

18.0

15.9

12.0

9.6

6.5

13.0

順位(第3回)

1

3

5

4

s

10

17

8

(3)調 査 湖 沼 の 湖 岸 線 改 変 状 況 及 び 湖 岸 土地 利 用 状 況

1)湖 岸線 の 改 変 状 況

集 計 ・解 析 対 象 湖 沼478湖 沼 の 湖 岸 線 総 延 長 は、3,184.2kmで あ り、 こ れ ら の 湖 岸 線 改

変状 況 は、 自然 湖 岸 が56.6%(崖 地 で な い も の45.0%、 崖 地11.6%)、 半 自然 湖 岸 が12.

4%、 人 工 湖 岸 が30.3%、 水 面 が0.7%と な っ て い た 。 水 面 状 況 も含 め る と 自然 状 態 を保

っ て い る湖 岸 は 全 体 の57%で あ り、 な ん らか の 人 工 改 変 を受 け て い る 湖 岸 は43%で あ っ

た 。

第2回 調 査 よ り比較 可能 な湖沼(476湖 沼)の 湖岸線 昨 変状況 の経年 変化 は次 の とお り

であ る。 自然 湖岸 は、 第2回 調査 か ら第3回 調 査 の間 で1.0ポ イ ン ト(第4回 調 査476湖

沼 の湖岸線 総延 長3,183.4kmで 換 算 す ると約32km、 以 下 向 じ)減 少 し、第3回 調 査 か ら第

4回 調査 問で2.2ポ イ ン ト(約70km)減 少 して いた 。 これ らの減 少 した分 は、 第2回 調査

か ら第3回 調 査の 間 では半 自然湖岸 に転換 してお り、第3回 調 査 か ら第4回 調査 の 問で

は、半 自然 湖 岸へ の転換 もあ るが、 大部分 の湖 岸線 が 人工湖岸 化 していた。 第3回 調査

か ら第4回 調査 問 の湖 岸線 改 変量 は、第2回 調 査 か ら第3回 調査 問の改変量 の2倍 以 土

で あ った(表7.4)。
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表7.4湖 岸 線 改 変 状 況

実数:湖 岸線延長km、():構 成 比%

調査年度

昭和54年 度

(第2回)

昭 和60年 度

(第3回)

平 成3年 度

(第4回)

湖沼数

476

476

476

全 体

3,142.0

(100.0)

3,168.4

(100.0)

3,183.4

(100.0)

第2回 ～3回 調 査問の変化量

第3回 ～4回 調 査問の変化量

自然湖岸

1,879.9

(59.8)

1,862.9

(58.8)

1,803.0

(56.6)

.i.o

X2.2

半自然湖岸

322.2

(10.3)

375.0

(11.8)

393.7

(12.4)

1.5

0.6

人工湖岸

918.8

(29.2)

909.6

(2s.7)

965.2

(30.3)

XO.5

1.6

水 面

21.1

(0.7)

20.9

(0.7)

21.5

(0.7)

o.o

o.o

経 年 変化量 の単位は ポイ ン ト(構 成比 の変化量)で あ る。▼ はマイナスの変化 量 を示 す。

2)湖 岸 の土 地利 用 改変状 況

土地利 用 状況 は 、 自然地 が56.7%(樹 林 地36.9%、 その他 の 自然 地19.8%)、 農 業地

が23.0%、 市街 地他 が19.6%、 水 面が0.8%と な ってお り、水 面状 況 にあ る部 分 も含 めて

自然 地 が保 全 され て い る土地 は、 自然湖 岸 率 と同 じ57%、 な ん らか の人為 的土地利 用 の

状 況 に あ る ものは43%と な ってい た。

経 年変 化 をみ る と、全 体 的には第2回 調 査 か ら第3回 調査 問 では さほ ど大 きな変化量

では な いが農 業 地が0.8ポ イ ン ト(第4回 調 査476湖 沼の湖岸 線総 延長3,183.4kmで 換算 す

ると約25km、 以下 同 じ)減 少 して、 その ほ とん どが市街 地化 して い た。 こ の期 間 におけ

る 自然 地 の 人為 的改 変 は微量で あ った。第3回 調査 か ら第4回 調査 問 では 、 さ らに農業

地 約0.5ポ イ ン ト(約16km)が 市 街地 に転 換 した だけで はな く、 自然地 が改 変 された こ と

が特 徴 的 で あ る。 自然地 は、樹 林 地 を主体 に1.1ポ イ ン ト(約35k皿)減 少 し、 市街 地他 に

転換 して い た(表7.5)。

表7.5湖 岸 の 土 地 利 用 改 変 状 況

実数:湖 岸線延長km、():構 成 比%

調査年度

昭和54年 度

(第2回)

昭 和60年 度

(第3回)

平 成3年 度

(第4回)

沼 数

476

476

476

全 体

3,142.0

(100.0)

3,168.4

(100.0)

3,183.4

(ioo.o)

第2～3回 調 査間の 変化量

第3～4回 調 査間の"化 量

自然地

1,810.0

(57.6)

1,828.9

(57.7)

1,803.2

(56.6)

0.1

X1.1

農業地

764.3

(24.3)

743.9

(23.5)

730.8

(23.0)

.o.s

XO.5

市街地等

544.9

(17.3)

574.9

(18.1)

624.2

(19.6)

o.s

1.5

水 面

22.8

XO.7)

20.7

XO.7)

25.2

(0.8)

0.0

o.1

経 年 変化 量の単位 はポイ ン ト(構 成 比の変化 量)で ある。▼ はマイナスの変化 量を示 す。

3)非 改 変湖 沼

全体(478湖 沼)の うち44%(210湖 沼)が 、 人為的改 変 のない100%自 然 が保 全 され て

い る湖 沼で あ ったが、 これ らの湖沼 規模 は湖岸線 総延長 が5km未 満 の ものが195湖 沼(そ

の うち101湖 沼 が1km未 満)と な ってお り、規模 の小 さい湖 沼 ほ ど人 為 的改 変 を受けて い

な い こ とを示 唆 して いる。 これは、発 電 ・観 光 等の湖沼 利用 との 関係 にお い て、多 くの

小規模 湖 沼 は その対 象 にな らない こ とに よ るもの と考 え られ る。
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第2回 調査 時 か ら今 回の 第4回 調 査 まで の期 間にお け る非 改変 湖沼総 数 の 変遷 は、22

8(47%)、221(46%)、210(44%)と 減少傾 向 にあ り、 これ ら非改 変湖 沼の 減 少 を成

因別 にみ る と、相 対 的には堰 止 湖 に多 いが、堰 止 湖の非 改変 湖沼 数 が元 々多 い こ とか ら・

際 立 って堰止 湖 で非改 変湖 沼 の減少 が大 きい とはい えない。 また、第3回 調査 時 に非 改

変状態 であ った が今 回の第4回 調 査 で非 改変 湖沼 で な くな った湖 沼 は13湖 沼 あ った が、

これ らにお け る地 域 的特徴 及 び変化状 況 の特徴 的傾 向 は特 に認 め られなか った。 「非 改

変湖沼数 」 が多 い上位10都 道府 県 を表7.6に 示 す。

表7.6「 非改 変湖沼数 」が 多 い上位10都 道府 県

順位

1

2

3

4

5

都道府県

北海道

青森県

山形県

長野県

秋田県

湖沼数

71(55.90

19(44.1)

17(70.8%)

16(41.00

15(62.50

順位数

s

6

8

9

10

都道府県

岩手県

福島県

宮城県

岐阜県

栃木県

湖沼数

12(100.0)

12(41.4%)

10(41.7)

6(75.0%)

5(71.4)

4)湖 沼 の干拓 ・埋 立

1945年 以 降第4回 調 査時 点(1991年)ま での 間 に干拓 ・埋 立 がお こなわ れた湖 沼 は66

湖 沼 あ り、 そ の総 面積 はお よそ347k皿2で あ った 。 この66湖 沼 は、第2回 か ら第4回 での

調 査対 象 とな った488湖 沼 のお よ そ14%に 相 当 し、 また、干拓 ・埋 立面積 の累 計値 は第4

回調査 象湖 沼478湖 沼の総 面 積 と比較 す る とお よそ15%に 相 当 し、無視 で きない数 量 と

な ってい る。

(4)調 査 湖沼 の魚類 相

湖沼別 魚類 相 をみ る と、調 査 対象 とな った特 定 湖沼60湖 沼 におい て生 息 す る魚 種数 の1

湖 沼 当た りの平均 魚種数 はお お よそ25で あ った。 最 も魚類相 が 豊富 に報 告 されて い る湖沼

は 浜名 湖(静 岡 県)の257魚 種 で、 第2位 の 中海(島 根 県)の96種 と比較 して も飛 び抜 けて

多 か った。浜 名湖 を筆 頭 に して 、確 認魚 種数 の多 い上 位11湖 沼 は、 琵琶 湖(滋 賀 県)を 除

くと湖 沼成 因が海 跡湖 であ る汽 水湖 とな ってい た。

外 国 産移入 種 の主要 魚種 では 、 ニ ジマス(サ ケ科)が18湖 沼 、 ソ ウギ ョ(コ イ科)が14

湖 沼、 ブラ ックバ ス(サ ンフ ィ ヅシ ュ科)が20湖 沼 と特定 湖沼 のお よそ1/3か ら1/4の 湖沼

で 生息 が確認 された。 外国産 移 入魚種 の生 息す る湖沼 の数 は、 第3回 調査 と比較 して さほ

ど大 きな経年 変化 は認 め られ なか った 。

生息 確認 が1湖 沼 だけの魚 種 が 多数 出現 してお り、 その魚種数 は235魚 種 、係 わ る湖沼数

は23湖 沼 であ った。 この23湖 沼 で生 息 が確 認 され た魚 種総数1,035種 に対 して、 い わば これ

らの 固有種 的魚種 数 は23%に 相 当す る。 しか し、 これ ら235魚 種 の68%に あ た る160魚 種は

浜 名湖 で記録 されて い るもの で、 海産 魚種 がそ の ほ とん どを 占め てい た。

(5)調 査湖 沼 のプ ラ ンク トン相

植物 プラ ンク トンにつ いて 最 も多 く報告 され て い る湖 沼は、 加茂 湖(新 潟 県)の23種 、
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次 い で 精 進 湖(山 梨 県)・ 琵 琶 湖(滋 賀 県)・ 池 田 湖(鹿 児 島 県)の16種 、 中綱 湖(長 野

県 ・木 崎 湖(長 野 県)の14種 、 河 口湖(山 梨 県)・ 北 浦(茨 城 県)・ 青 木 湖(長 野 県)の

12種 が 続 い て い た 。 動 物 プ ラ ン ク トン で は 、 第1位 が 加 茂 湖(新 潟 県)の19種 で 、 順 次 、

琵 琶 湖(滋 賀 県)の16種 、 湖 山池(鳥 取 県)の11種 、 手 賀 沼(千 葉 県)・ 池 田 湖(鹿 児 島

県)の10種 と な っ て い た 。

出 現 確 認 報 告 の あ っ た プ ラ ン ク トン を 属 で ま とめ 、 個 々 の 属 に つ い て 出 現 湖 沼 数 を 整 理

し・ そ の 出 現 状 況 を 確 認 し た 。 植 物 プ ラ ン ク トン で は 、 富 栄 養 性 の珪 藻 類 〃θ103fr8sp.、

中栄 養 性 の・010加118sp.、 富 栄 養 か ら貧 栄 養 の 広 い 幅 で 生 息 す る0θr8が 召加sp.、 湖 沼 の

栄 養 度 が 比 較 的 高 い と こ ろ で 出 現 す る30θ ηθdθ3加召3sp.、 等 が 調 査 対 象 湖 沼 の1/2～1/

3の 湖 沼 で み られ た 。 動 物 プ ラ ン ク トン で は 、 富 か ら貧 栄 養 性 の 幅 広 い 水 域 で よ くみ られ

る鯛 脚 類 β03面 η8sp.が 最 も 多 くの 湖 沼 で 確 認 さ れ 、 そ の 他 で は 、 富 栄 養 化 が 進 む と増 大

す る傾 向 に あ る とい わ れ て い る輪 虫類 の κθr説 θ11asp.、 』3P18刀o加8sp.が お よ そ1/3の

湖 沼 で 出 現 が 報 告 さ れ た 。

(6)調 査 湖沼 の保 全 地 域指 定 状況

国 立公 園 をは じめ とす る保 全地域 内 に分布 す る湖沼 は、全 体(478湖 沼)の な かで299湖

沼(63%)あ り、 湖岸 線 全 線 がい かな る保 全地 域 に も指定 され て いない湖沼 は179湖 沼(3

7%)と な って い た。保 全 地域 の種 別 で湖沼数 をみ る と、 国立公 園内湖沼 が最 も多 く150湖

沼(31%)、 次 い で 国定 公 園 内湖沼 が86湖 沼(18%)、 都 道 府 県立 自然 公 園湖沼 が54湖 沼

(11%)、 都 道 府 県 自然環 境 保全 地域 内湖沼 が9湖 沼(2%)、 その他 自然 環境 保全 地域

(県)内 湖沼 が1湖 沼 とな って いた(表7.7)。 また、保 全 地域 内 にあ る299湖 沼 の うち、

国 立公 園内湖 沼 は その50%、 以下 、国定 公 園内湖 沼29%、 都 道府 県立 自然公 園 内湖沼18%、

都 道 府 県立 自然 環境 保 全地 域 内湖 沼3%と な って い た。

保 全地 域 に指定 され て い る湖岸線 の総 延長 は全体 の湖岸線 総 延長 の60%、1,920.1kmで あ

った。保 全地 域 の種 別 毎 にみ る と、国立 公 園内の 湖岸線 は 全体 の湖 岸線総延 長 の24%を 、

国定 公 園内湖 岸 線 は18%、 都 道府 県立 自然公 園 内湖岸線 は17%、 都 道府 県立 自然環境 保 全

地域 内湖 岸線 は1%と な って お り、国立 公園 に指定 されて い る湖沼 が最 も多 か った。

表7.7湖 岸線 の保 全地域指 定数

地域指定

保全地域

保全地域外

計

指 定数(%)

299(63)

179(37)

478(100)

保全地域区分

国立公園

国定公園

都道府県立自然公園

都道府県立自然環境保全地域

その他

定数(紛

150(31)

86(18)

54(11)

9(2)

1(0)
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8.海 岸調 査

8.1調 査 の概 要

(1)調 査 の 目的

自然 状態 を保 持 した海 岸は、 生物 の生産 及 び生 息の場 と して重要 であ るば か りで な く、

しば しば優 れ た風景 を構成 し、 レク リエ ー シ ョンの場 として も古 くか ら利 用 され親 しまれ

て きた。

しか し、都 市 の膨 張 や産業 の発達 に伴 い、高度 成 長期 に は海 岸線 の人工 的改 変が急 速 に

進 め られ た。 海岸 の人工 的改 変は、浸食 の防止 等 の防災対 策や、 狭 小な国 土 に多 くの人 口

を抱 え生活水 準 の維持 を図 るため には、 あ る程度 、 避 け られ ない面 があ るこ とは否定 で き

ないが 、 この改 変 は非可逆 的 であ り、慎 重 にかつ必 要最 小限度 で行 わなけ れ ばな らない 。

本調査 にお いて は、海 岸 を適 切 に保 全 して ゆ くため に必要 な基 礎デ ータ を得 るた め、海

岸 の 自然状 態 につ いて、 前 回調 査(昭 和59年 度 実施)以 降 の海岸(汀 線)の 変化 を把 握 し、

分 析 した 。

(2)調 査 実施 者

ア ジア航 測株 式会社 に委託 して実施 した。

(3)調 査 対象 地 域

前 回調 査 で対 象 と した海岸線 。 これ は 「全国海 岸 域現況 調査 」(建 設省 昭 和50年 度)の

「海岸 区分計 測 図」 に表 示 されて いる海 岸線 で、 短径100m以 上の 島を含 む 全 国の海 岸線 を

対 象 と した もので ある(た だ し、 いわ ゆ る北方領 土 を含 まない)。 該 当す る都道府 県 は全

国で39都 道府 県で ある。

(4)調 査 実施 期 間

平成5年 度 。

(5)調 査 内容

地形 図 ・航 空 写真 の併用 に よ って海岸(汀 線)の 自然状態 を調査 し、昭和59年 度 以 降の

経 年変化 の把 握 を行 っ た。具体 的な調査項 目は次 の3項 目であ る。

①海 岸 の変化 部分 の 区間長

② 変化部 分 の 自然 状況

③ 自然公 園及 び 自然環境 保全 地域の規 制状 況

(6)調 査 方法

前回調 査(昭 和59年 度)で 作 成 された縮 尺2万5千 分 の1の 海岸改 変状 況 図 を複 製 し、

この図面 を基 図 と して 海岸(汀 線)区 分 の改 変状 況 を記 入 する とともに、 自然公 園 ・自然

環境保 全 地域 及 び それ らの地 種 区分につ い て変更 があ った場合 も同 じ基 図上 にその現 況 を
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… ■用語 の定 義

1)こ の調 査 で 「海 岸域 」 とは、海岸(汀 線)及 び海岸 陸域 の区域 をい う。

2)「 海岸(汀 線)」 とは 、低 潮海岸線 と通 常大波 の限界線 との間 の区域 を い う。

3)「 海岸 陸域 」 とは、通 常大波 の限界 線 よ り陸側100mの 区域 をい う。

4)「 自然 海岸 」 「半 自然 海岸」 「人工 海岸」 等 は、次表 の とお り。

海

岸

.一.

汀

線

...

区 分

●自然 海岸

海岸(汀 線)が 人工 によらて改 変さ
れ ないで 自然 の状態 を保持 してい る

海岸(海 岸(汀 線)に 人工構築物 の

ない海岸)

● 半自然海 岸

道路 、護 岸、テ トラポ ッ ト等の人工

構築 物で 海岸(汀 線)の 一部に人工
が加 え られてい るが、 潮間帯にお い

て は自然 の状態 を保持 してい る海岸

(海 岸(汀 線)に 人 工構築物 がな い
場合で も海域 に離岸堤等 の構築 物が

あ る場 合 は、 半 自然海岸 とする。)

● 人工海岸

港 湾 ・埋 立 ・湊 藻 ・干拓等 によ り人
工的に つ くられ た海岸等、潮間帯 に

人工構築 物があ る海岸

海岸(汀 線)に 浜 が発 達 してい る

泥浜海岸

砂 質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 してい ない(海 食崖等)

海 岸(汀 線)に 浜が発達 して い る

泥浜海岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩 石(磯 浜)海 岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 して いない

埋立に よってできた海岸

干拓 に よってで きた海岸

上記以外の人工海岸

●河口部 河川法 の規 定(河 川法適用外 の河 川 にも準用)に よる 「河川 区域 」の
最下流端 を陸海の境 とする。
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記 入 した。改 変状況 の調 査 は次 の2通 りの手法 に よ って行 った。

①地 形図 を用 いた経 年 変化 の把握

昭和59年 度以 降 に作成 され た国土地 理院発 行 の縮尺2万5千 分 の1地 形 図 を用 いた

経 年変化 の把握 は、 調査 対 象地域 の 図面(1,451面)の うち84・5%に あ た る1,226面 の

海 岸改変状 況 図に つ いて行 った。

②航 空写 真 を用 い た経 年 変化 の把 握

昭和59年 度 以降 に撮 影 され た国土地 理 院、林 野庁 の航 空写真 を用い た経 年変化 の把

握 は、調 査対 象地 域 の図 面の うち14.5%に あ た る211面 の海 岸 改変状 況 図に つい て行 っ

た。

なお 、作業 を行 うた め に用 い られた地形 図 又は航 空写 真 は発行 年 又は撮影 年 に大 きな幅

(地 形 図:昭 和59年 度 ～ 平成5年 度 、航 空写 真:昭 和59年 度 ～平成4年 度)が あ る。 その

た め、 前 回調 査 か らの経 年 変化 は 昭和59年 度 か ら平成4年 度 までの 変化 を正確 に示 す もの

で はない こ とに 留意す る必要 があ る。 ただ し、地 形図 の修 正周期 は通 常5年 か ら10年 ご と

で、航 空写真 の撮 影周 期 も 同程 度 であ り、基礎 調 査の調 査 周期 とほ ぼ合致 してお り、 全体

的 な変化 の傾 向 を把 握 す る こ とは十 分可 能 であ る ことか ら、 これ らの資料 を用 いて調 査 を

行 う ことと した 。

また、上 記の手 法 に よ って調 査 ので きなか った箇所 は、 全 国の図 面 の1.0%に あ た る次 の

14面 であ った。 これ らの 図は 、海 岸の改 変 が現実 に行 われ て いな い と考 え られ る図面 が多

く、 前回調査 か ら改変 が なか った と仮定 して集計 した。

○調 査 を行 わ なか っ た図幅 名

北海道:知 床岬、 知 床岳 、岬 、ル シ ャ川、硫 黄 山、羅 臼

東京都:八 丈青 ヶ 島、 鳥 島、 北硫 黄 島、硫 黄 島、南硫 黄 島、 南 鳥島

沖縄 県:沖 大東 島、 硫 黄鳥 島

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

前回調査 で作 成 され た 「海岸 改 変状 況 図」(以 下 、改 変 図 とい う)の 複製 図上 に、改 変

状 況 を図示 して 『平成5年 度 改 変 図』 を作 成 した 。

また、 変化 海岸 の海岸(汀 線)及 び 自然公 園 ・自然環境 保 全地 域 に関 す る情報 、前 回調

査 の海岸 調査集 計 フ ァイル の情 報 を用 いて、都 道府 県別 、海 区 ・海 域別、 自然公 園及 び 自

然環 境保 全地 域別 に、 現況 及 び経年 変化 量の集 計作 業 を行 い 『海 岸調 査報 告 書(全 国版)』

と して と りま とめた。

8.2調 査 結果の概 要

(1)全 国 の 海 岸 線(汀 線)の 現 況

日本 の 海 岸 線 の総 延 長 は 約32,800kmあ り、 そ の う ち 本 土 域 は 約6割 に あ た る 約19,100km

を 占 め て い た 。 前 回(第3回 基 礎 調 査 ・昭 和59年 度)の 調 査 結 果 に 比 べ る と、 海 岸 延 長 は

約300km増 加 した(表8.1)。
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表8.1海 岸線 の総延 長

全

国
本土域海岸

島喚域海岸

調査年

平成5年 度
昭和59年 度
53年 度

平成5年 度
59年 度
53年 度

平成5年 度
59年 度

53年 度

総延長

32,778.88km
32,471.85km

32,170.21km

19,044.18km
18,919.26km

18,668.31km

13,734.70km

13,552.59km

13,50・1.90km

比 率

100%
100%
100%

58.1
58.3%
58.0

41.9%
41.7%
42.0%

差引増減

307.03km
301.64km

124.92km

250.95km

182.11km

50.69km

これ を、 海岸(汀 線)の 区分別構 成 比で見 ると、全 国で は 自然 海 岸の 占有 率は約55%と

約'半分 を 占め、 次 い で人 工海 岸が 約30%で あ った。本 土域 に限 って み る と、 自然海 岸 は約

45%と 半分 以下 とな り、 かわ って 人工海 岸 が約38%と1/3以 上 を 占め た。 なお、 島嗅 域で は

自然海岸 が約70%と 卓 越 して いた(図8.1)。

(2)全 国の海 岸(汀 線)の 変化状 況

前 回(第3回 基 礎調 査 ・昭和59年 度)及 び前 々 回(第2回 基 礎調 査 ・昭和53年 度)の 調

査 結 果 に比べ る と、増 加 した海岸 延 長は、 第2回 調 査か ら第3回 調 査 まで(6年 の 間隔 が

あ る)は 、301.64km、 第3回 調査 か ら第4回 調査 まで(9年 間の間 隔 があ る)は307.03km

で あ り、1年 当 た りの増 加 量は50.27km/年(年 平 均増加 率0.16%)か ら34.11km/年(同

0.11%)と 増 加 が鈍化 す る傾 向にあ った。

これ を汀線 区分 別 に前 回調 査 と比較 す る と、 海岸線 全体 に 占め る割合 は、 自然 海岸 が1.

4ポ イ ン トの減 少、 半 自然 海岸 が0.3ポ イ ン トの減 少 、人工 海岸 が1.7ポ イ ン トの増 加 となっ

た。

前 々 回調 査 と前 回調 査 との増減(3-2変 化 と呼 ぶ)と 、前 回調 査 と今 回調 査 との増 減

(4-3変 化 と呼 ぶ)と を比較 す る と、 自然海 岸 は、3-2変 化 で は約565kmの 減 少、4-

3変 化 で は調 査 間 隔 が長 い に も拘 わ らず約296kmの 減少 と、 自然海 岸 の減 少傾 向の鈍化 が認

め られ た。 一 方、 人工 海 岸 につ いて みてみ る と、3-2変 化で は約696k皿 の増 加、4-3変

化 では約647kmの 増加 とな ってお り、 人工海岸 の増 加 に もや や鈍 化 の傾 向 が認め られた。

これ を本 土域 と島嗅 域 とで比較 してみ る と、本 土 域では 自然海 岸 は3-2変 化 では446

kmの 減 少、4-3変 化 で は約172k皿 の減 少 と鈍 化 の傾 向が よ り顕著 で あ り、 人工 海岸 は3-

2変 化 では約500kmの 増加 、4-3変 化 では約339k皿 の増 加 と鈍化 してお り、 海岸線 の改 変

は全 体 的に鈍 化 してい る ことが うかが えた。

一 方、 島喚 域 で は、 自然 海岸 は3-2変 化 が約119kmの 減 少、4-3変 化 が約124kmの 減

少 とな ってお り、 減 少距 離 が やや大 き くな ってい る'。それ に対 して 人工海岸 は3-2変 化

で約196k皿 の増加 、4-3変 化 で約308kmの 増加 とな って お り、増加 距 離 が大 き くな ってい

る。

以 上 の結果 か ら、 海岸 の 改 変状況 は相 変わ らず進 んで は いる もの の、改変 の速 度 には鈍

化 の傾 向が認 め られ 、 本土 域 にお いてそ の傾 向が大 きい 。 しか しなが ら、 島喚部 にお いて

は、 海岸 の改 変 が従 来 と同程 度 の速度 で進 んで お り、海岸 改 変の舞 台 が本土 域 か ら島喚域

に移 ろ うと して い る こ とが推 察 され た(表8.2、 図8.2)。
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河 ロ 部

263.96km

O.8瓢

人 工 海 岸

9,941.78km

30.3瓢

全 国

32,778.88km

自 然 海 岸

18,105.65km

55.2審

半 自 然 海 岸

4,467.49km

13.6瓢

海岸(汀線)区 分別延長と
構成比(全 国)

河 口 部

239.57k蹴

1.3瓢

河 ロ 部

24.39km

O,2髭

人 工 海 岸

2,735.31km

19.9瓢

人 工 海 岸

7,206.47km

37.8驚

本土 域

19,044.18km

自然 海 岸

8,527.83km

44.8器
半 自然 海 岸

1,397.18km

10.2瓢 ・

島 しょ域

13,734.70km

自 然 海 岸

9,577.82km

69.7覧

半 自 然 海 岸

3,070.31km

16.1瓢

海岸(汀線)区 分別

延長と構成比(本 土域)
海岸(汀 線)区 分別

延長 と構成比(島 しょ域)

図8.1海 岸(汀 線)区 分 別構成 比
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表8.2海 岸(汀 線)の 区 分 別 総 距 離

く単位:距 離 はkm、 構 成 比 と改変率 は%〉

区 分

全 国

本 土 域

島 喚 域

項 目

第4回 距 離

第3回 距 離

第2回 距 離

第4回 構 成 比

第3回 構 成 比

第2回 構 成 比

第4-3回 経年 変化距離

第3-2回 経年 変化距離

第4-3回 変化 ポイン ト

第3-2回 変化 ポイン ト

第4-3回 改 変率

第3-2回 改 変率

第4回 距 離

第3回 距 離

第2回 距 離

第4回 構 成 比

第3回 構 成 比

第2回 構 成 比

第4-3回 経年変化 距離

第3-2回 経年変化 距離

第4-3回 変化ポ イン ト

第3-2回 変化ポ イン ト

第4-3回 改 変率

第3-2回 改 変率

第4回 距 離

第3回 距 離

第2回 距 離

第4回 構 成 比

第3回 構 成 比

第2回 構 成 比

第4-3回 経 年変化距離

第3-2回 経 年変化距離

第4-3回 変化ポイ ン ト

第3-2回 変化ポイ ン ト

第4-3回 改 変率

第3-2回 改 変率

自然海岸

18105.65

18402.08

18967.17

55.2

56.7

59.0

D296.43

×565.09

X1.4

×2.3

X1.6

×3.0

8527.83

8700.31

9146.31

44.8

46.1

49.0

D172.48

△446.00

X1.3

×2.9

X2.O

X4.9

9577.82

9701.77

9820.86

69.7

71.3

72.7

D123.95

×119.09

△1.6

×1.3

X1.3

01.2

半自然海岸

4467.49

4511.44

4340.36

13.6

13.9

13.5

043.95

171.08

XO.3

0.4

X1.0

3.9

3070.31

3065.44

2905.01

16.1

16.2

15.6

4.87

160.43

00.1

0.7

0.2

5.5

1397.18

1446.00

1435.35

10.2

10.6

10.6

X48.82

10.65

XO.5

0.o

03.4

0.7

人工海岸

9941.78

9294.54

8598.95

30.3

zg.s

26.7

647.24

695.59

1.7

1.9

7.0

8.1

7206.47

sss7.is

6367.45

37.8

36.4

34.1

339.29

499.73

1.4

2.3

4.9

7.8

2735.31

2427.36

2231.50

19.9

17.9

16.5

307.95

195.86

2.1

1.3

12.7

8.8

河 ロ 部

263.96

263.79

263.73

o.s

o.s

O.8

0.17

0.os

00.0

00.0

0.1

0.o

239.57

239.40

239.42

1.3

1.3

1.3

0.17

00.02

XO.O

XO.0

o.l

XO.0

24.39

24.39

24.31

o.Z

O.2

0.2

0.00

0.os

00.O

XO.0

o.0

0.3

合 計

32778.88

32471.85

32170.21

100.0

100.0

100.0

307.03

301.64

0.9

0.s

19044.18

18872.33

18658.19

100.0

100.0

100.0

171.85

214.14

0.9

1.1

13734.70

13599.52

13512.02

100.0

100.0

100.0

135.18

87.50

1.O

o.s

注)第4-3回 変 化 ポ イン ト=第4回 構成 比一第3回 構成比
第3-2回 変 化 ポ イン ト=第3回 構成 比一第2回 構成比

第4-3回 改 変率=(第4-3回 経 年 変化距離)/第3回 距離

第3-2回 改 変率=(第3-2回 経 年 変化距離)/第2回 距離

構成比は 丸め誤差 に よ り合計が100%に な る とは限 らな い。
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全

国

本
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島

し
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第3回
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砂質 海 庫(一346.45)

泥 浜 海岸(一7.45)

自然海岸
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.砂質 海 岸(154.07)

泥 浜 海 岸(一1.41)

干 拓 海 岸(一9.88)

習騎1【】邸(0.06)

髪量石 海 岸(ll.65》

そ の他 の 海 岸(6.77)

埋 立 海 岸(667.66)

その他の人工海岸(37.8D

(tm)600

濃 少

400 2000200

軽年変化距離

400600(km)

増 加

岩 石 海 岸(一81.76》
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泥 浜 海岸(一4.7の

自然海岸

半直然海岸
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砂 賢海 岸(置58.14》

泥 浜 海 岸(一3,32)

干 拓 海 岸(一6.26
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そ の 他 の人 工 海 岸(21.27)河
口 部(一 〇.02)

(tm)600

減 少

400 ZOOOZOO400600(te)

経 年 慶 化 距 離 増 加

岩 石 海μ寺駈(一56.70》

砂 質 海 岸(一48.88)

泥 浜 海 岸(一2.75)

自然海岸

半自然海岸

人工海摩

砂 質 海 岸 《一4.07

干 拓 海 岸(一3.62)

そ の 他 の 海 岸(一10.76》

泥 浜 海岸(1.91》

岩 石 海 岸(10.84》

その他の海岸(1.97)

その他の人工悔岸(16.5の

河 口 部(0.08)

埋 立 海 岸(182.94》

(m)600

減 少

400 YOOOYOO

経年変 化距 離

400600(ke)

増 加

第4回

岩 石 海 岸(一88.31》

砂 質 海岸(一144.46)

泥 浜 海 岸(一4.62)

自然海岸

その他の海岸(一59,0ω

半自然海岸 泥浜海岸(一4.78)

人 工 海 岸 」干 拓 海 岸(一2.62)

輪

砂 質 海 岸(一 〇.55)

そ の 他 の 海岸(一 且8.23)

岩 石海 岸(一20.39)

埋 立 海 岸(569.85)

そ の他 の人 エ 海 岸(80.0且)

河 口邸(0.巳7》

(km)200

減 少

ozoo

紐年変化距離

400600(tn)

増 加

岩 石 海 岸(一40.24)

砂質 海 岸(一95.44)

泥 浜 海 岸(。 置.25》

自然海庫

半自然海爆

人工海岸

そ の 他 の 海 岸(一35.55)

泥 浜 海 岸(一2.42

干 拓 海 岸(一4.72

岩 石 海 岸(一 雪5.38)

:その他 の海 岸(一12
.46)

砂質 海 岸(35.13)

埋立海岸(327.93)

そ の 他 の人 工 海 岸(且6.08)

河 ロ部(0.1η

(km)600400

減 少

2000200400600(tm)

緩 年 変 化距 離 埴 加

岩 石 海 岸(一48.07)

砂 質 海 岸(一49.02》
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半自然海岸

人工海岸

泥 浜 撫 岸 《一2.36

河 ロ 部(0.00)

そ の 他 の 海 岸(一23.49》

砂 貫 海 岸(一35.68》

岩 石「悔 岸(一5.0置)

・そ の他 の 悔岸 《一5.77)

干 拓 海 岸(2.10)

その他の人工 海岸(63.93)

埋立海岸(24巳.92)

(tm)600400

減 少

2000200400600(b)

経 年変化距● 増 加

図8.2海 岸(汀 線)の 区分 別経 年 変化
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(3)都 道 府 県 別 の 海 岸(汀 線)の 現 況 と変 化 状 況

都 道 府 県 別 の 海 岸 延 長 距 離 を 図8.3に 示 す 。

長 崎 県 の 海 岸 線 延 長 が4,177.26k皿(全 国 の 海 岸 線 延 長 距 離 の12.7%)と 最 も長 く、 次 い

で 北 海 道(3,051.25km、9.3%)、 鹿 児 島 県(2,717.03km、8.3%)、 沖 縄 県(1,698・75km、

5.2%)、 愛 媛 県(1,534.14km、4.7%)と 続 い て い る 。 一 方 、 海 岸 線 の 短 い 県 は 、 山 形 県

(110.93km、0.3%)、 富 山 県(114.79km、0.4%)、 鳥 取 県(149.64km、0.5%)、 福 島 県

(178.56km、0.5%)、 茨 城 県(184.98km、0.6%)の 順 と な って い る 。

海 岸 区 分(自 然 海 岸 、 半 自 然 海 岸 、 人 工 海 岸)別 の延 長 距 離 及 び 構 成 比 の 上 位5道 県 は

次 の とお り。

表8.3自 然海 岸 の延 長距 離及 び構 成 比の上位 県

順位

1

2

3

4

5

延 長 距離(Km)

長 崎 県2,903.48

鹿 児 島 県2,084.76

北 海 道1,862.84

沖 縄 県1,242.45

山 口 県749.57

構成比(%)

岩 手 県82.22

島 根 県80.59

鹿児 島県76.73

沖 縄 県73.14

長 崎 県69.51

※沖縄 県につ いては、 ここで は全域 を本土域 とみな して い る。

表8.4半 自然 海岸 の延長距 離及 び構成 比の上位 県

順位

1

2

3

4

5

延 長距離(K皿)

長 崎 県573.68

北 海 道514.33

愛 媛 県360.34

鹿児 島県239.22

沖 縄 県221.76

構成比(%)

福 島 県44.02

茨 城 県39.25

秋 田 県32.46

鳥 取 県30.01

高 知 県25.98

※沖縄 県にっいて は、 こ こでは全域 を本土域 とみ な して い る。

表8.5人 エ海 岸の延 長距離 及び構成 比の 上位 県

順位

1

2

3

4

5

延 長 距離(Km)

長 崎 県698.32

広 島 県663.65

北 海 道662.64

山 口 県598.47

熊 本 県507.78

構成比(%)

大 阪 府91.20

愛 知 県70.78

神奈川 県69.52

富 山 県63.10

広 島 県61.72
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海岸延長距離(km)
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図8.3都 道府 県別 の海岸延長距 離
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次 に前 回調査(昭 和59年 度)と 比較 した都 道府 県別の 変化状 況 を見 る と、徳 島県 を除 い

て 、 いずれ の都道 府 県 で も海 岸線延 長 の増加 が認 め られ た。増加 が最 も著 しいのは沖 縄県

で、 約45km増 加 して い た。20k皿 以上 の増加 が認 め られたは北 海道 と福 岡県 で あった。 これ

らの海岸線 延 長 の増 加 の原 因 のほ とん どは、埋 立等 によ るもの であ る。 これ を海岸 区分別

に、 自然 海岸 につ いて 図8.4に 、人工 海岸 につ いて図8.5に 示 した。

自然海岸 の減 少 が著 しい の は、 北海道 の約40k皿 、 鹿児 島県 、沖縄 県 の約30kmで あ った。

この他 に、10k皿 以上 の減 少 が認 め られ たの は長崎 県、山 口県、 新潟 県、秋 田 県、広 島 県、.

愛 媛 県で ある。 この うち、 構 成比(自 然 海岸 の 占有 率)に お いて減 少が 著 しいのは、 秋 田

県 と沖縄 県 であ った(表8.6)。

表8.6自 然 海岸の 変化状 況

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

自然海岸の減少延長(
本土域+島 喚域)

北 海 道 △38.99km

鹿 児 島 県 △31.99km

沖 縄 県 △30.83km

長 崎 県 △19.48km

山 口 県 △15.35km

新 潟 県 △11.46k皿

秋 田 県 △11.01km

広 島 県 △10.69km

愛 媛 県 △10.03km

香 川 県 △8.36km

海岸延長

3,051.25km

2,717.03km

1,698.75km

4,177.26km

1,427.30k皿

582.17k皿

269.49km

1,075.23km

1,534.14km

703.43km

今回の自
然海岸率

61.05瑞

76.73男

73.14%

69.51瓢

52.52

40.36器

46.12%

33.04

45.45%

47.97

前回の自
然海岸率

62.87%

78.32%

77.00男

70.15

53.81

42.56毘

51.36毘

34.29

46.23

49.69

自 然 海 岸
率 の 増 減

△1.82ホ 。イント

ム1.59ホ 。イント

ム3.86ホ 。イント

ム0.64ホ 。イント

ム1.29ホ 。イント

ム2.19ホ 。イント

ム5.25ホ 。イント

ム1.25ホ 。イント

ム0.78ホ 。イント

ム1.73ホ 。イント

一 方、 人工 海岸 の増加 が 著 しい のは、沖 縄 県の約101kmで あ った。 この他 に、40km以 上 の

増 加 が認 め られ るのは 北海 道、 鹿児 島県 、福 岡県で あ った 。 この うち、構 成 比(人 工 海 岸

の 占有 率)に おい て増加 が 著 しい のは、沖 縄県 と福 岡県で あ った(表8.7)。

表8.7人 工海 岸の変 化状 況

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

人工海岸の増加延長
(本土域+島 嗅域)

沖 縄 県

北 海 道

鹿 児 島 県

福 岡 県

長 崎 県

兵 庫 県

愛 媛 県

香 川 県

広 島 県

山 口 県

101.02km

56.26k皿

48.57km

40.22km

38.84km

19.73km

28.24km

27.80km

26.68km

20.75km

海岸延長

1,698.75km

3,051.25km

2,717.03km

605.99km

4,177.26km

774.79km

1,534.14km

703.43k皿

1,075.23km

1,427.30km

今回の人
工海岸率

12.63%

21.72器

13.94

56.60

16.72瓢

50.42毘

29.81

33.25%

61.72器

41.93

前回の人
工海岸率

s.ss%

20.05

12.21%

51.81

15.83

49.03毘

28.04

29.61

59.68%

40.64

人 工 海 岸
率 の 増 減

5.76ホ 。イント

1.67ホ 。イント

1.72ホoイ ント

4.79ホ 。イント

0.89ホ 。イント

1●39ホ 。イント

1.77ホ 。イント

3.63ホ 。イント

2.04ホ 。イント

1.29ホ 。イント
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図8.5都 道府 県別の 自然海 岸の経年 変化
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(4)特 定 海域 の海岸(汀 線)の 現況 と変化状 況

全 国の海 岸線 を8海 区91海 域 に 区分 し集 計 した。 それ らのなか か ら、

① 各 海 区か ら1海 域以 上選 択 す る。

② 代 表 的 な内海、 内湾 は網 羅 する よ うに選 定 する。

③ その他特 徴 的 な海岸 を選定 する。

とい う観 点 か ら、 海 域38海 域(20海 域 ・1海 区)を 「特定 海域 」 と して選 定 し、集 計 を

行 った。 なお 、瀬 戸内 海に位 置す る18海 域 につ いては合 わせて 「瀬 戸 内海」 と したを

自然 海岸 の構 成 比が全 国平 均(55.2%)よ り高 く、人工 海岸 の構 成 比 が全 国平均(30.3

%)よ り低 い 海域 は、兵庫(日 本海 西 区 に属 す る兵庫県 の 日本海側 の海 岸で あ り、 瀬 戸内

海側 を含 まな い)、 三 陸海岸、石 狩 、沖 縄 島及 び仙 台湾の5海 域 で あ った。

一方 、人工 海岸 の構 成 比が全 国平 均 よ り高 く、 自然海岸 の構 成 比が 全 国平均 よ り低 い海

域 は、 東京湾 、 三河 湾、 富 山湾 、伊勢 湾 、有 明海、 陸奥湾、瀬 戸 内海、 響灘 、胆 振、 八代

海 、 鹿 児 島湾 及 び相模 湾 の12海 域 で あ った(図8.4)。

次 に前 回調 査(昭 和59年 度)結 果 と比較 して特定 海域の変化 状況 を見 る と、 自然海 岸の

減 少 距離 が最 も大 きい海域 は、瀬 戸 内海 海域 の25.91k皿 であ った 。次 いで 沖縄 島海域 の

22.21k皿 、秋 田海域 の11.01kmが これ に続 く。 自然海岸 の減少率 が最 も高 か っ たのは富 山湾

海 域 の23.8%で 、秋 田海域 と三河 湾海 域 の8.1%が これ に続 く。 自然海 岸 の構成 比 が5ポ イ

ン ト以 上減 少 した特定 海域 は秋 田海域 のみ であ った(表8.8)。

表8.8特 定海域 の 自然 海岸の経年 変化

特定海域名

胆 振

石 狩

秋 田

富山湾

陸奥湾

三陸海岸

仙台湾

若狭湾

兵 庫

東京湾

相模湾

遠州灘

伊勢湾

三河湾

土佐湾

瀬戸内

響 灘

有明海

八代湾

鹿児島湾

沖縄島

特定海域全体

延長 距離(km)

第4回

84.83

55.95

124.28

10.20

90.67

554.23

255.13

413.03

102.43

74.28

72.44

52.81

87.59

29.92

470.91

2,429.58

216.56

95.82

331.02

135.92

648.18

6,335.78

第3回

90.81

57.12

135.29

13.39

94.31

559.52

257.07

419.44

102.56

77.49

73.17

49.94

89.96

32.54

477.30

2,455.49

220.28

98.72

334.13

136.49

670.39

6,446.01

経年変化

(km)

一5 .98

一1
.17

一11 .01

一3
.19

一3 .64

一5
.29

一1 .94

一6 .41

一〇
.13

一3 .21

一〇 .73

2.87

一2
.37

一2 .26

一6
.39

一25
.91

一4 .32

一2 .90

一3
.11

一〇
.57

一22 .21

一110
.23

経年
変化率

(%)

一s .s

一2
.0

一8 .1

一23
.8
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.9

一〇
.9

一〇
.s

一1 .5

一〇
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一4 .1

一1 .0
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一2
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一1
.3

一1
.1

一2
.0

一2 .9

一〇
.9

一〇
.4

一3 .3

一1
.7

構成比(%)

第4回

37.0

65.8

46.1

8.9

32.9

82.2

61.7

56.2

86.0

9.0

48.4

43.3

19.8

8.4

53.9

37.1

45.0

18.9

45.7

40.8

65.0

41.5

第3回

40.4

68.4

51.4

11.7

34.3

83.1

62.1

57.5

86.4

9.7

48.8

42.4

20.4

9.3

55.0

38.1

46.6

19.6

46.2

41.4

69.3

42.8

経 年 変化

(ポ イン ト)
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(5)自 然 公 園 及 び 自然 環 境 保 全 地 域 内 の 海 岸(汀 線)の 現 況 と変化 状 況

自 然 公 園 に指 定 さ れ て い る 海 岸(汀 線)(海 域 の み 指 定 され て い る 部 分 も含 む)は 、 全

国 海 岸 総 延 長 距 離 の54.1%に あ た る17,719.64k皿 で あ っ た 。 こ の 約1/2の8,797.35km(総 延

長 の26.8%)が 国 立 公 園 に 指 定 さ れ て い る。 ま た 、 国 定 公 園 に指 定 さ れ て い る の は5,626.

49km(総 延 長 の17.2%)、 都 道 府 県 立 自然 公 園 に指 定 さ れ て い る の は3,295.80km(総 延 長

の10.1%)で あ っ た 。

自然 環 境 保 全 地 域 に 指 定 され て い る の は 総 延 長169.68k皿 で 、 海 岸 総 延 長 距 離 の0.5%で あ

っ た 。 この う ち原 生 自然 環 境 保 全 地 域 に 当 た る の は 南 硫 黄 島 の6.95k皿 で あ り、 そ の 他 は す

べ て 都 道 府 県 自然 環 境 保 全 地 域(162.73km)で あ っ た 。 な お 、 国 指 定 の 自然 環 境 保 全 地 域 ・

に 該 当 が な い の は 、 崎 山 湾 自然 環 境 保 全 地 域 が 全 域 が 海 面 指 定 で あ り海 岸(汀 線)を 含 ん

で い な い た め で あ る(表8.8、 図8.7)。

表8.9自 然公 園等の 海岸(汀 線)の 延長

区 分

全 国 海 岸 総 延 長

自 然 公 園

国 立 公 園

国 定 公 園

都道府県立自然公園

自然環境保全地域

原生自然環境保全地域

自然環境保全地域

都道府県自然環境保全地域

海岸線 の延長(km)

32,778.88

17,719.64

8,797.35

5,626.49

3,295.80

169.68

6.95

o.oo

162.73

割合(%)

100.0

54.1

26.8

17.2

10.1

0.5

o.o

0.0

0.5

都道府県自然環境 保全地域

0.5器
162.73k田

癬讐全国
32,778.88km

国 立 公 園

26.8諾

8797.35km

国 定 公 園

17.2瓢

5626.49km

都道府県立自然公園

原生自然環境保全地域 、}1511。k,

、161器:

*原 生自然環境 保全地域の全海岸に 占め る構成比は、0.02%で ある。

図8.7全 国の 海岸(汀 線)に 対 す る 自然公 園等の構 成 比
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自然公 園等 の 区分 ご とに海岸(汀 線)区 分 の構成 をみ る と、 自然公 園 では66.7%が 自然

海 岸 とな って い る。 国 立公 園 では65.8%が 、 国定公 園 では70.2%、 都 道府 県立 自然 公 園 で

は63.4%、 原 生 自然環 境 保 全地域 で は100.0%、 都 道府 県 自然環 境保 全地 域 では80.4%が 自

然 海岸 とな って い る。 なお 、 国立公 園の 自然海 岸 の構成 比 が国定公 園を下 回 るが、 これは

長 大 な海岸線 を持 つ'瀬戸 内海 国立公 園の 自然海 岸 の構成 比 が低 いた めであ る。 また、 自然

環境 保 全地 域 は、 自然 公 園 よ り高 い 自然海 岸 の構 成 比 を示 して いる(表8.9、 図8.8)。

表8.10 自然 公園等 の海岸(汀 線)区 分 別 の海岸延長 と構 成比

単位:距 離はkm、 構成比()内 は自然公園等の種別ごとの比率(%)

区 分

全 国

自然公園等

自然公園

国立公園

国定公園

都道府県立

自然公園

自然環境

保全地域

原生自然環境

保全地域

都道府県自然

環境保全地域

項 目

海岸延長距離

構 成 比

海岸延長距離

構 成 比

海岸延長距離

構 成 比

海岸延長距離

構 成.比

海岸延長距離

構 成 比

海岸延長距離

構 成 比

海岸延長距離

構 成 比

海岸延長距離

構 成 比

海岸延長距離

構 成 比

自然海岸

18105.65

(55.2)

11959.47

(66.9)

11821.75

(ss.7)

5784.56

(65.8)

3948.35

(70.2)

2088.84

(63.4)

137.72

(81.2)

6.95

(100.0)

130.77

(80.4)

半自然海岸

4467.49

(13.6)

2070.20

(11.6)

2049.65

(11.6)

903.03

(10.3)

678.24

(12.1)

468.38

(14.2)

20.55

(12.1)

o.oo

(0.0)

20.55

(12.s)

人工海岸

9941.78

(30.3)

3780.84

(21.1)

3770.83

(21.3)

2070.63

(23.5)

983.98

(17.5)

716.22

(21.7)

10.01

(5.9)

o.oa

(0.0)

10.01

(s.2)

河口部

263.96

(0.8)

78.81

(0.4)

77.41

(0.4)

39.13

(0.4)

15.92

(0.3)

22.36

(0.7)

1.40

(o.s)

o.oo

(0.0)

1.40

(0.9)

合 計

32778.88

(100.0)

17889.32

(100.0)

17719.64

(100.0)

8797.35

(ioo.o)

5626.49

(100.0)

3295.80

(loo.o)

169.68

(100.0)

6.95

(100.0)

162.73

(100.0)

そ の 他

34.0ｰrb

6146.18km

都道府県自然環境保全

。」%留 η♂フ
P

原 生 自然環 境 保全 地域

o.oz

6.95k朗

藷臨,
32.0%髪
聖57胴
.56k働

鴇 岸購
国 定 公園

21.896

宣948.35㎞

都 道府 県 自然 公園

11.5露2088.別 ㎞

そ の.他

59.696

8743.38km

難魏
自然海岸以外の海岸

14673.23km

国 定公 園

〉〉.sss

婁678.14㎞

部 適府 県自然 公 圃

8.2竃

1206.96k扇ロロし

r原 生自然羅 保鑑.

都 道府 県 自然環 境 保 全地 域

0。2竃

31.96k面

図8.8自 然海 岸及び 自然海 岸以外 にお ける 自然公園等 の構成 比
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次 に、 自然公 園等 の 区分 ごとに前 回調 査(昭 和59年 度)以 降の経 年 変化 を見 る と、 自然

海岸 は国立公 園 で12.30km減 少(減 少率は0.2%)、 国定 公園 で9.42km増 加(増 加率 は0.2

%)と な った。 国定 公 園で 自然海岸 が増加 したのは 、網走 、沖 縄海 岸 の指定 変更及 び暑 寒

別 道 立 自然公 園 と天 売焼尻 道 立 自然 公園 の暑寒別 天 売焼尻 国定 公 園へ の指定 変 更に よ ると

ころが大 きい。都 道府 県立 自然 公 園では、 自然海 岸 は14.76km減 少(減 少率 は0.7%)し た。

これ には、暑寒 別 道 立 自然公 園 と天 売焼尻 道立 自然公 園が 暑寒別 天 売焼尻 国定公 園へ の指

定 変更 に伴 う減少 が42.68km、 トカ ラ列 島県 立 自然公 園の新規指 定 に伴 う増 加 が67.22km含

まれて い る(図8.9)。

経年 変化距離(㎞)

一50-30-1010 30 50 70

国立公園

国定公園

都道府県立自然公園

原生自然環境保全地域

郁道府県自然環境保全地域

一31 .85km

一12・3・k・黙

一18 .82km

45.13km

一〇
.23km

馨§,9・42㎞

一15 .05km

51.64km

一1 .83km

。0.08㎞

8.55km

O.97㎞

0.00㎞

0.00㎞

O.OOkm

O.OOkm

0.24km

0.00㎞

0自 然海岸

■半自然海岸

0人 工海岸

ロ河口部

図8.9前 回調 査(昭 和59年 度)以 降の 自然公 園等 の海岸(汀 線)の 経年変化
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9.海 域生物環境調査(藻 場)

9.1調 査 の概 要

(1)調 査 の 目的

沿岸 浅海 域 にお ける生物 の重 要 な生 息域 の一種 であ る藻場 は、 海 況 の変化 に よる影 響 と

共 に 人為 的な影響 を受けや す い地域 であ り、 前回調査(昭 和53年 度)以 降大 きな変化 が生

じて い るこ とが予想 され る。 そ こで藻場 調査 にお いて は、 今後 藻場 を保全 してい く上 で基

礎 情報 とな る最新 の分 布状況 並 び に昭和53年 度 以 降の消滅 状況 を把 握 する こ とを 目的 と し

た。

(2)調 査 実施 者

調 査 は39都 道府 県 に委 託 して 実施 した。

(3)調 査 対象 地域

日本沿 岸全 域の藻 場 の存在 す る海域 を対象 と した。

平 成元 年度 か ら3年 度 の3ヵ 年 にわ た り調 査 を実施 し、平 成 元年 度 は14県 、2年 度14府

県、3年 度11都 道 県の計39都 道府 県 が調査 対象地 域 とな った。調 査 対象 外 とな った県 は海

に隣接 してい ない栃木 、群 馬 、埼 玉、 山梨 、長 野、岐 阜、滋 賀、 奈 良 の8県 で ある。

(4)調 査実施 期 間

平成 元年 度 か ら平成3年 度 。

(5)調 査 内容

現存 す る藻 場 につ いて、分 布 域 の位 置及 び範 囲、面積 、 タイ プ を、 また、 消滅藻 場 につ

い て は消滅域 の位 置及 び範 囲、 面積 につ いて調 査 した。なお 、今 回の調 査 では資料 情報 の

充実 に よる新 たな分布 の把握 、 面積 測定 精度 の 向上 等 の影響 が大 きい こ とが 予測 され る た

め、 前 回調査 結果 との増 加面 積 の 比較 は 当初 か ら調 査項 目に含 めな か った。

1)藻 場 分布調 査(現 存 藻場)

調査 対象 藻場 の条件 は、① 面積 が1ha以 土 で あ るこ と、② 水 深 が20m以 浅 に分 布 す る

こ と と した 。

2)藻 場消 滅状 況調査(消 滅 藻場)

昭和53年 度 以降消 滅 した と判 断 され る藻場 で、① 昭和53年 度 時点 で存在 してお り、②

消 滅面積 が1ha以 上で あ る藻場 を対 象 と した。 なお 、埋 立、 湊 喋 な どの人工 改 変だ けで

な く、海 況 変化 や その他 の 要 因 によ る消滅域 も含 まれ るが、 季節 変動 に よる一時 的 な消

滅域 は除 い た。

(6)調 査方法

既 存 の調査 報告 書 その他最 新 の資料 に よ る資料 調査及 び ヒア リン グ調 査 を実施 し、 また、
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必 要 に応 じて 現 地確 認調査 を行 い、 資料 情報 の重複 を整理 す る とともに精度 を高 めた。

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

調 査 内容 の そ れぞ れの項 目につ いて全 国 レベルで の集 計 を行 い、 その結果 はr海 域 生物

環 境 調 査報 告 書(藻 場)』 と して と りま とめ た。
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9.2調 査結果 の概 要

(1)藻 場 の概 要

全 国39都 道 府 県(81海 域)で 調 査 を 実 施 した(表9.1)。 こ の結 果 、 今 回 の調 査 で は 、

全 国 で201,212haの 藻 場 が 把 握 され(図9.1)、6,403haの 藻 場 が 昭 和53年 度 以 降 消 滅 した

こ と が 判 明 した(図9.2)。

表9.1県 別現存 藻場 及 び消滅 藻場 面積

都道府
ヒ海道
虫 森
.、

岩手県

宮 県

秋

山 多.、

福島県

茨 、

千葉

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

県
ノ 、

知.、

=重 県

京都府

大 阪 ・

現存諮場 面ha

43.167

19.969

3.080

5.363

3.837

152

298

217

954

1.074

3.987

10.145

781

14.761

1.781

13.791

956

8.279

257

287

消減藻場面ha
973

376

20

56

755

5

0

13

10

27

i

49

5

ss

59

145

192

21

22

164

都 道 ・県

兵庫県

和 歌.

鳥 取 、

島 県

岡 県

広 島 、

山 口県

島.

香川県
愛媛県

高 知 、

福岡県

佐

長 崎 、

熊本県

大 分 。、

宮 崎 、

1島 県

ノ 、

合 自

現 ・ 場 ha

1.654

1.224

1.168

245

934

2.059

7.681

1.421

1.767

s.ZOs

1.799

5.236

1.268

13.355

5.972

3.990

1.610

3.583

6.902

201.212

5滅 藩 場 ha

176

86

a

7

361

34

81

108

242

31

0

2

1

183

1.391

164

458

88

31

6.403

今 回の調 査 にお け る一続 きで最大 面積 の藻場 は、静 岡県駿河湾 か ら遠 州 灘 の海域 に含 ま

れ る相 良 か ら御 前 崎 に位 置 す る藻場 で7,891haあ り、 ア ラメ場 が優 占 し、 ガラモ や ワカメが

密 生 していた 。 また、 一続 きの ものでは な い ものの海域別 に藻場 分布 をみ る と能登半 島周

辺の 海域 で最 も多 く、 この海 域全体 の藻 場 面積 は14,761ha(全 国の7.3%)に 達 す る(表

9.2)o

表9.2大 規模 な藻 場

大 規 な 藻 場

順位
1

2

3

4

5

面 積ha

7.891

3.497

2.800

2.464

1,407

県 名

静岡県

青森県

北海道

熊本県

沖縄県

海域名

駿 河湾、遠 州灘

陸 湾

釧路

灘

八重山群島

藻場 タイプ

ガラモ、 アラメ ワカメ

アマモ

・ア マ モ

ガ ラ モ 、 ア ラ メ 、 ワ カ メ

アマモ

曹A%

3.9

1.7

1.4

1.2

0.7

海 域 別 の 藻 場 面 積

順位

1

z

3

4

5

面 積ha

14.761

10.263

8.744

8.238

7.306

海域名

能登半島

釧路

津軽海峡

駿河湾

佐渡

憂占藻場 タイプ

ガラモ

コ ンブ

コ ンブ

ワカメ

ガ ラモ

客合 器

7.3

5.1

4.3

4.1

3.6
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タイ プ別 藻場 の 分布 に関 して、 今 回の調査 では 全 国的 にみて、 ガラモ場、 ア ラメ場 、 ア

マ モ場 が広 く分布 して いる こ とがわか った。寒 海性 の海草類 であ るコ ンブ場 につ いて は北

海 道、 青森 、宮 城、 岩 手 の4道 県 で報告 され た。 また・ コ ンブ場 が各 県内で 優 先 タイ プ と .

な ったの はそ の うち北 海道 と青森 に限 られて いた。 前 回調 査時 同様 にアマモ 場 につ い ては

北 海道 か ら沖 縄 県 まで 分布 してい たが、 ガラモ場 、 ア ラメ場 、 ワカ メ場 、テ ングサ場 、 ア

オ サ ・アオ ノ リ場 につ いて は沖縄 県では報 告 されず、 鹿児 島県が南 限 であ った。

(2)消 滅藻 場状 況

今 回の調査 では、 天 草灘 の2ケ 所(熊 本県)や 秋 田海域(秋 田県)で 大 面積 の藻 場 の消

滅 が見 られ(表9.3)、 大 阪府や 岡 山県 等で大 きな割合 での消 滅がみ られ た(表9.4)。

また、 消滅 にい た らな い まで も磯焼 け、 土砂 の流入 、生 活排水等 の影響 に よ る藻の 減 少

(生 育密度 の低下)も 各地 か ら報告 され た。

表9.3大 規模 な藻場 の消滅

大 規

順位
1

2

3

4

5

な 消 滅 藻 場

面ha

478

281

243

158

157

県

秋田県
熊本県

熊本県

熊本県

秋 県

海 名

秋田

天草灘

有明海

天 灘

秋田

藻場タイプ

テ ングサ

ガ ラ モ 、 ア ラ メ 、 ワ カ メ 、 テ ン グ サ

ア マ モ 、 ガ ラ モ

ガ ラ モ 、 ア ラ メ 、 ワ カ メ 、 テ ン グ サ

ガ ラ モ 、 ア ラ メ も ワ カ メ

主な消滅理 由
・明

不明
・明

不明

埋立

表9.4消 滅藻場 面積率 が高 か った上位5府 県

都 道 府,、

大阪府

岡山県

宮崎県

,1、 本.、

愛知県

現存藻場面ha
287

934

1.610

5.972

956

消 滅 藻場面積ha

164

361

458

1.391

192

,滅 。。

36.4

27.9

22.1

18.9

16.7
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10.海 域生物環境調査(干 潟)

10.1調 査 の概 要

(1)調 査 の 目的

海 域環境 の 中で も特 に生 物 の生 息環境 と して重要 な生態 系 であ る干 潟は埋 立 等の 対象 と

な りや す く消 滅の危機 にさ らされ てい るの が現状 であ る。 そ こで干 潟調査 にお いて は、今

後 干 潟 を保 全 して い く上 での基 礎情 報 とな る最新 の分布状 況や 前 回調 査時(昭 和53年 度)

以 降の消滅状 況 を把 握す る こ とを 目的 と した。

(2)調 査実施 者

調査 は39都 道府 県 に委託 して 実施 した。

(3)調 査 対象 地 域

日本 沿岸全 域 の干潟 の存在 す る海 域 を対象 と した。

平成 元年度 か ら3年 度 の3力 年 にわ た り調査 を実施 し、平 成元 年度 は14県 、2年 度14府

県 、3年 度11都 道県 の計39都 道府 県 が調査 対象 地域 とな った。調 査対 象外 とな った県 は海

に隣接 して い ない栃 木、 群 馬、埼 玉、 山梨、長 野、 岐阜、滋 賀、 奈 良の8県 で あ る。

(4)調 査 実施 期 間

平成元 年度 か ら平成3年 度 。

(5)調 査 内容

現 存 す る干 潟 について は干 潟分 布調査 を行 い、 分布域 の状 態 を把 握 した。 また、前 回調

査地 区 と今 回調 査地 区 とを比較 対 照 し、 消滅 干潟 につ いては 消滅域 の位 置、範 囲、 面積 及

び消 滅時期 につい て も記録 を とった。

1)干 潟分 布調 査

調査 対象 干潟 は、 ① 干 出幅が100m以 上、② 干出 面積 が1ha以 上 、③ 移動 しや すい基底

を もつ ことの3要 件 を満 た す もの と した。現 存 干潟 につ い ては、 分布域 の位置 、範 囲、

面積 、 タイ プ、及 び低 質 を調 査 した。

2)干 潟改 変状 況調査

第2回 調 査(昭 和53年 度)以 降、人 工改変 に よって、消 滅 した 干潟に ついて、 そ の位

置、 面積 、消滅 時期 を調査 した。

3)干 潟生物調 査

現 存干潟 の 中か ら、 海域 とタ イプ を代 表 する干潟 を各 県か ら概 ね5ヶ 所 選択 し、 渡 り

鳥 の渡来状 況 と二枚貝 、腹足 類 、 甲殻類 な どの代 表 的な底 生生 物 の定性 、定 量 的な現地

調査 を実施 した。
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(6)調 査 方法

既 存 の調 査 報告 書、 そ の他最新 の資料 に よ る調査及 び ヒア リング調査 を実施 し、 必要 に

応 じて現地 確 認調査 を行 い、資料 情報 の重複 を整埋 す る とともに精度 を高 めた 。

(7)全 国集計(と りま とめ)の 概 要

調 査 内容 の それぞ れの項 目につ いて全国 レベル での集 計 を行 い、 その結果 は 『海 域生 物

環 境調 査報 告 書(干 潟)』 と して と りまとめた。

10.2調 査結果 の概 要

(1)干 潟 分布 調査

調 査対 象39都 道 府 県の うち調 査対 象要件 を満 た した干潟 が存在 したのは31都 道府 県(表

10.1)で あ り、 前 回調査 時 に 比べ て石 川県 が調査対 象か ら外 れ たが、 これは調査 対象 干 潟

の要件 が前 回 と異 な った ため であ る。全 国 の1,742地 区で 干潟調 査 が実施 され、結 果 と して

51,443haの 干潟 が存 在 して い るこ とが判 明 した(図10.1)。 ま た、3,857haの 干潟 が昭和

53年 度 以降 消滅 した こ とが 明 らかに なった。

表10.1県 別現存 干潟 及び消滅干 潟面積

都道府県

北海道

青森県
岩手県

宮 県

福 島県

茨 県

千葉県

東京都

神奈川県

静岡県

愛知県

三 重.、

大阪府

兵庫県

歌山県

鳥取県

現 干潟面積ha

2.647

88

35

25

700

569

1.686

16

59

12

2.083

962

2

69

87

40

消減干。 面ha

119

0

0

0

0

43

0

280

0

0

176

248

0

55

0

0

都道府県

山県

広島県

山ロ県

徳 島.、

川.、

媛

高 県

福.

佐.

長崎県

,1、本.、

大 分.、

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

合 計

現存干潟 面積ha

566

1.024

2.361

124

977

70s

84

4.156

9.963

4.431

10.836

4.046

42

730

2.317

51.443

消 減 干潟面 積ha

73

143

27

70

15

37

12

1.243

32

213

310

368

151

0

242

3.857

今 回の調査 にお け る一続 きの 干潟で最 大面積 の ものは、 熊本 県 有 明海 に位 置す る荒尾 ・

長洲 の前 浜 で、 面積 は1,656haに 達 してい た。 その他、 面積 が1,000ha以 上あ る広 域 干潟 と

して佐賀 県有 明海 に位 置 す る有 明干拓や 大受搦 の前 浜が報 告 され た。海域 別 に現存 して い

る干 潟 の面積 を比較 す る と、 有 明海 に最 も多 くの干潟 が残 され て い るこ とが判 明 し、 この

海 域 全体 の干 潟面積 は20,713haで あった 。 これ は全 国に現存 して い る干潟 の約40%に も相

当 する(表10.2)。
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表10.2大 規模 な 干潟

大 規 模 な 干 潟

順位

1

2

3

4

5

面ha

1.656

1.425

1.353

1.289

996

県 名

熊本県

佐 口県

佐 口県

佐 口県

大分県

海 一名

有明海

有明海

有明海

有明海

周防灘西

干潟タイプ

前浜

前浜

前浜

前浜

前浜

割合
3.2

2.8

2.6

2.5

1.9

海 域 別 の 干 潟 面 積

順位
1

2

3

4

5

面ha

20.713

6.409

4.465

1.640

1,549

海 名

有明海

周防灘西

八代海

東京湾

三河湾

優先干潟タイプ

前浜

前浜

前浜

前浜

河 口

割合
40.3

12.5

8.7

3.2

3.0

※ 「割合 」は全国 の現存 干潟 面積に対 する割 合 。

有 明海 の熊 本 県域 に 分布 す る干潟 にお いて は、9月 か ら3月 までは ほ とん どの干 潟域 が

海 苔養 殖 に、 夏期 はア サ リ、 ハ マ グ リ等 の貝類漁 業 に、あ るいは クル マエ ビを 目的 と した

流 し網 漁業 に利用 され てい るほか、 シギ ・チ ドリの飛来地 に もな ってお り、 年 間を とお し

て数 十 種類 の 鳥類 が確認 されて い る との報 告 がな され た。 また、 同様 に有 明 海 の佐 賀 県 域

に 分布 す る干 潟 につ い ては、 有 明海特 有 の生物 も多 く、特 に希少種 と してム ヅゴ ロ ウや ワ

ラ スボ が生 息 して い る。 また、鳥類 の飛来 地 とも な ってお り、 特 に春秋 は渡 りの中継 地 と

して大 小 の シギが 、 冬 にはハ マ シギ、 カモ 、 カモ メ類 の集 団越 冬地 となって い る。

(2)干 潟改 変状 況 調査

消滅 した干 潟 の全 国分 布図 を図10.2に 示 す。前 回調 査(昭 和53年 度)結 果 の現存 干 潟面

積 と今 回調 査 結果 の現 存 干潟 面積 との増 減 につ いて は、調 査対 象干 潟の定 義(要 件)の 変

更 、資 料情 報 の充 実 に伴 う新 た な分布 の把 握な どに よる変化 が含 まれ るため全 体 と して の

比較 はで きな か った 。 しか し、 個 々 の調 査地 区にお け る比較対 照 の結果 によ ると以 下 の よ

うな分 布 の消 滅及 び拡 大 が生 じて い る ことが判 明 した 。昭 和53年 度 以降 で最大 面積 の消滅

干 潟 は福 岡県柳 川 市 昭代 地先 の前 浜で あ り、452haが 陥没 によ り消 滅 した(表10.3)。 海

域 別 にみ る と最大 の 干潟 面積 を保持 する有 明海 で最 も多 くの干潟が 消滅 してお り、 その 面

積 は1,357haに 達 して いた 。 この有 明海 にお け る消 滅域 のうち約87%の1,181haが 福 岡 県域

の 干潟 で あ り、 その 全て が陥 没 に よる消滅 であ っ た。 また、東 京都 や宮崎 県 では埋 立 に よ

り大半 の 干潟 が消 滅 した。 その他 、兵庫 県 にお いて も残存 してい た半分近 い 干潟が 消 滅 し

た が、 これは 砂 の 自然流 出が 主 な原 因で あ ろう と報 告 されて い る。 一方、今 回の調査 結果

で は 人工 干潟 の造 成(千 葉 県、神 奈川 県、 愛知 県、 鳥取 県)や 自然堆 積物 の増加(北 海道、

高知 県)に よ る拡 大 も報 告 され た(合 計168ha)。
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表10.3大 規模 な干 潟の消滅

大 規 模 な 消 滅 干 潟

順位
1

2

3

4

5

面 積ha

452

391

245

196

142

県 名

福岡県

福岡県

大分県

福岡県

福岡県

海域名

有明海

有明海

別府湾

有明海

有明海

干潟 タイプ

河 口

前浜

河 口

前浜

河口

主な消滅理由

β没

陥没

埋立

陥没

埋立

海 域 別 の 干 潟 消 滅 面 積

順位
1

2

3

4

5

面ha

1.357

281

280

248

224

海域名

有明湾
別府湾

東京湾

伊勢湾

沖縄島

干潟タイ プ

前浜

河 口

河 口

河口

河 口

主な消滅理由

不明
埋立

埋立

地盤沈下

埋立

今 回の調査 結果 では 消滅 干潟の うち1,671haが 埋 立 に よって消 滅 した こ とが判明 した。 ま

た 、干 潟の タ イ プ別 で は河 口に存在 す る干潟 の消滅 が最 も多か った。 河 口部 で消 滅 した 干

潟 は、 前浜 で消 滅 した 干潟 よ り件 数 が少 ない にもか かわ らず全体 の消 滅面標 は大 きい こ と

か ら、 一件 当 た りの消滅 面積 が前浜 にお け る消滅 面積 よ りも大 きい こ とが わ かる。 そのほ

かの 干潟 の消 滅埋 由 と して、凌 深や干 拓 をは じめ、 陥没(福 岡県)、 地 盤沈 下(三 重 県)、

河 川 か らの砂 の供 給量 の減 少(兵 庫県)や クル マエ ビ養殖 場 の造成(長 崎県 、熊 本県、 沖

縄 県)等 が報 告 されて い る。

(3)干 潟 生 物調 査

干 潟 にお け る生物 の種類 の多 さは、砂 地、 泥地、 潮汐 ク リー ク、 タ イ ドプール な ど多様

な干 潟地形 を もつ、 面積 の大 きい砂 泥質 の前浜 干潟 で顕著 で あ り、 泥質 干潟 では種類 数 が

少 な い傾 向 にあ る と言わ れて い る。 今 回の調査 で も、種 類数 の 多い 干潟20ヶ 所 の うち、 泥

干 潟 は1ヶ 所 の みで あ り、 砂 質干潟5ヶ 所 、砂 泥質 干潟 が14ヶ 所 あ り、 この ことを示唆 し

て い た。生 物 の種 類数 の多い 干潟 と して は 小櫃 川(千 葉 県)、 加 茂川 河 口西(愛 媛 県)、

鏡 町文政(熊 本 県)、 河原 津(愛 媛 県)、 横 島(熊 本 県)の 各干 潟 があ げ られ、 それ ぞ れ

30、29、27、26、25種 群が報 告 され た。 中で も熊 本 県横 島干潟 は、 面積14haと きわ めて 小

規模 で あ るに もか かわ らず種 群数 が 目立 って多 か った。

上 位10ヶ 所 の干 潟 に共通 して 出現 した生 物は、 アサ リ、オ キ シジ ミ、 ウ ミニナ類 、 ア ラ

ム シ ロ、 マ メ コ ブシ、 スナ モ グ リ類 、 イ ソギ ンチ ャク類 、 ゴカ イ類 の8種 群 で あ り、 ほぼ

共通 して出現 した ホ トトギ ス、 カガ ミガ イ類 、 ヒメ シラ トリ、 マ テ ガイの4種 群 を加 え た

12種 群 が 本邦 にお け る生 物相 の豊 かな干 潟 の代 表 的生物 とい え る。 なお、構 成種類 数 の多

い干潟 上位16ヶ 所 の うち15ヶ 所 では、渡 り鳥であ るシギ ・チ ドリの渡来 が報 告 されてお り、

生 物 の多様 性 に富む 干潟 では、 場 の多様 性 も包含 し、多 くの渡 り鳥 を収 容 しうる能 力 があ

る こ とを示唆 してい る。

広 大 な 干潟 は 多様 な地形 や微 地形 を も ち、 多 くの干潟生 物 を包含 す るポ テ ンシャルが 高

い と考 え られ る。 この観点 か ら、干 潟面 積 と種 類数 の関係 をみ た(図10.3)。 全 般 的に見

て、 面 積約500haの 干潟 で種類 数が 多 い傾 向が うかが われ、 それ よ り大 き くなる と減 少す る

パ ター ンを示 した。面 積約200haよ り小 さい干潟 では種類 数 の多 い干潟 、 少な い干潟 が混在

一140一



した 。面積500ha以 上 の干潟 におい て種類数 が減少 す る傾 向を示 したの は、種 類数 の少 ない

泥 質 の干潟 の存在 、東北 の干 潟 の存在 と調査 精度 の違 いな どが 関係 した もの と思 われ る。
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図10.3干 潟面積 と種 数の関係
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11.海 域 生物環境 調査(サ ンゴ礁)

11.1調 査 の 概 要

(1)調 査 の 目的

沿 岸 域 にお ける豊か な生態 系 や、 美 しい海 中 自然景観 の代 表 でもあ る造 礁 サ ンゴ群集

(以 下、 サ ン ゴ群集 と呼ぶ)を 形成 するサ ンゴ礁 は、貴 重 な海域環境 の 一つ であ る。 そ こ

で サ ンゴ礁調 査 におい ては今後 サ ンゴ礁 を保 全 してい く上 での基礎情報 とな る最新 の 分布、

被 度 、生 育型 の構成 状況 等 を把 握 す るこ とを 目的 と した。

(2)調 査 実施 者

調査 は16都 県 に委 託 して実施 した。

(3)調 査対 象 地域

調査 は 日本 沿岸で 造礁 サ ンゴの生 息 す る千葉 、東 京、神 奈川 、静 岡、 三重 、和 歌 山、 島

根 、徳 島、 愛 媛、高知 、長 崎、 熊本 、大 分、宮 崎、鹿 児 島、沖 縄の16都 県 を対象 と して実

施 した。

(4)調 査実施 期 間

平成2年 度 か ら平成4年 度 。

(5)調 査 内容

調 査 は以下 の よ うに3地 域 に分 けて実 施 され た。

① サ ンゴ礁 を形 成 す る鹿 児 島県 トカ ラ列 島小宝 島以南 の 「南西 諸 島海域 」(サ ンゴ礁

海域)

② 小規模 なサ ンゴ礁 を形成 する 「小笠原群 島海 域 」

③ サ ンゴ礁 を形成 しな い トカ ラ列 島悪石 島以北 の 「本 土海域」

なお、 今 回の調査 で は、 資料 情報 の充 実 に よる新 た な分布 の把握、 面積 測定精 度 の 向上、

調 査 方法 の違 い等 の影響 が大 きい ため、 昭和53年 度 に実施 した前回調 査結 果 との 比較 は行

わ なか った。

(6)調 査 方法

調査 は サ ンゴ礁海域(ト カ ラ列 島小宝 島以 南)と 非 サ ンゴ礁 海域(ト カ ラ列 島悪石 島以

北)に 分 けて行 われ、 サ ンゴ礁 海域 では 礁池 はカ ラー空 中写真 の判読 、礁縁 は 曳航観 察

(マ ンタ法)に よ り、 非サ ンゴ礁海域 で はマ ンタ法及 び調 査 区を設定 し、造 礁 サ ンゴ群 集

の属 レベル の生 育型別被 度 、位 置、 面積 を調査 した。 なお 、東 京都 の 小笠原 諸 島はサ ンゴ

礁 海域 に属 す るが調査 手法 の便 宜上本 調査 で は非サ ンゴ礁 海域 として取 り扱 った。
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(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

調 査 内容 の それぞ れ の項 目につい て全 国 レベル で の集 計 を行 い・ その結果 は 『海 域 生物

環 境 調査報 告 書(サ ンゴ礁)』 及 び 『10万分 の1サ ンゴ礁分布 図』 と して と りま とめ た。

… ■用語 の 定義

「サ ン ゴ礁 」 とは、 サ ンゴ を主 とす る造礁 生物 の堆 積 に よって形成 され る地 形

を指 す 。サ ンゴ礁 には、 一般 に 「サ ンゴ」 と呼 ばれ る刺 胞動 物 門イシ サ ンゴ 目

に主 と して属 す る動物 群(サ ンゴ群集)が 生息 す る場所 や海 藻 ・海 草等 が生 育

す る場 所 、 また 、サ ンゴがあ ま り生息 で きない ような砂 地や 泥地 も含 まれ る。

サ ンゴ群集
砂地

・i興.

海草

砂丘

蕪 ンぞ'娑 髪≒・
　
　 コ ロ の 　 セ

・':鰹 拳∫
.麟 ゴ.

一一
r6….・8

浜

・.
.'''"c二 ㌔

…..i翼 談

鰯糞藤
「一9一 、 ●

爾.8ち ㌔■.一

礁 池ハ粥 ・i徽 ・l
y.J
...

●.'

～ご》

1磯 燥;

内側硬原 側磯原

調 査 範囲①

(本 調 査で い う礁 池、

サ ンゴ礁 面 積の 算 出範 囲)

サンゴ礁一 一 一 →

影㍗

翻 査範 囲②

(本 調査 で い う礁 縁、

生 息状 況 の みの 調査 範 囲)
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11.2調 査結果 の概 要

(1)南 西諸 島海域(サ ンゴ礁 海域)

空 中写真 か ら算 出 した南西諸 島 にお け るサ ンゴ礁(礁 池)の 面積 は、96,023.3haで あ っ

た 。サ ンゴ礁 面積 の うち、 サ ンゴの分 布地域 の面 積(サ ンゴ群 集面積)は 、34,186.1ha

(表11.1)で 、 サ ンゴ礁 面積 の約36%を 占めて い た。

サ ンゴ礁 内 のサ ンゴの分 布地域 を現地 調査 に よ り、 サ ン ゴの被度別 に区分 した結果 、 被

度5%未 満は分 布 地域 の61.3%、 被 度5～50%は30.6%、 被 度50%以 上は わ ずか8.2%で あ

り、 わが 国のサ ンゴ礁 内の サ ンゴ群集 は 、大部分 が被度 の低 いもの であ るこ とが明 らかに

な った。礁縁 にお いて実施 したマ ンタ法 に よる全 踏 査距 離 は約1,300kmに 達 し、サ ンゴ群集

を礁縁 にお け る被 度別 に見 る と、被度5～50%が52.0%と 最 も多 く、5%未 満 が圧 倒 的に

多い礁 池 と比 較 す る と全般 的 に被度 は高 かった。

島別 に見 る と、 沖縄 本 島では 大半が被 度5%未 満(礁 池 で は90.8%、 礁 縁 では66.7%)

のサ ンゴ群集 で あ り、 被度50%以 上の大 面積 のサ ンゴ群集 は ほ とん ど見 られ なか った 。 一

方 、周辺 離島 の伊平 屋 島や慶 良問列 島(礁 縁部)に は高被 度群集 が 多か った 。石 垣 島 の礁

池 では被度5%未 満 の面積 が圧 倒 的に多 く、石 西 礁湖 のサ ンゴ群 集 は約13,000haあ り、 八

重 山列 島海域(図11.1)の 大部 分 を 占め ていた 。 そ の うち、被度5%未 満 の面積 が53.7%

を占めて いたが 、被 度50%以 上 の高 被度 域 も9.9%(約1,265ha)を 占め、 それ らの多 くは

小浜 島の北 方か ら東 方 にか けてみ られた 。

表11.1被 度別 サ ンゴ群集 面積

県 名

鹿児島県

沖縄県

県 名

鹿児島県

沖縄県

海域名

トカラ列 島

奄美諸島

沖縄島

宮古列島

八重山諸島

合 計

海域名

トカ ラ列 島

奄美諸島

沖縄島

宮古列島

八重山諸島

合 計

被 度%

5%未 満

o.o

2,199.6(37.0)

5,061.6(71.8)

1,270.1(64.9)

12,408.0(64.5)

20,939.3(61.3)

5^一50%

o.o

3,207.3(53.9)

1,597.6(22.7)

460.7(23.5)

5,192.8(27.0)

10,458.4(30.6)

50一 一100

0.0

544.2(9.1)

387.2(5.5)

226.3(11.6)

1,630.7(8.5)

2,788.4(8.2)

礁縁に おけ る被度ha(%)

5%未 満

1.6(8.4)

154.9(36.9)

210.7(46.2)

21.6(17.8)

73.4(27.3)

462.2(36.0)

5～50%

15.8(83.2)

235.4(56.0)

181.2(39.8)

84.0(69.1)

152.4(56.8)

668.8(52.0)

50^一100%

1.6(8.4)

30.0(7.1)

63.8(14.0)

16.0(13.2)

42.6(15.9)

154.0(12.0)

合 計

o.o

5,951.1(100)

7,046.4(100)

1,957.1(100)

19,231.5(100)

34,186.1(100)

合 計

19.0(100)

420.3(100)

455.7(100)

121.6(100)

268.4(100)

1285.0(100)

第2回 調査(1978年)後 、 第4回 調査 時 まで、 主 に埋 立等 に よ り1,506.7haの サ ン ゴ礁 が

消 滅 した(表11.2)。 消 滅 したサ ンゴの 面積は 、沖 縄 島海 域 が最大 で1,224.Ohaに 達 し、

同海域 のサ ン ゴ礁 の4.4%を 占めた 。なお、 今 回の調 査 で第2回 調 査(1978年)以 前 に消滅

したサ ンゴ礁 が新 たに327.7ha報 告 され、 また、 消滅 年 代不 明の もの が475.5ha報 告 さ れた。

各 海域 とも主 な消 滅原 因は港湾 や都 市用 地造成 の た めの埋 立 であ り、 その他 航路 や 泊地 の

ための 凌深 に よ る消 滅 もみ られ た。主 な消滅事 例 と して は、 奄美大 島笠利 町 の新 奄 美空 港

一145一



に よ るもの や沖縄 本 島糸 満 市の都 市用 地 に よる もの、具志 川市 の港 湾 に よ る もの な どがあ

げ られ る。

表11.2サ ンゴ礁 消滅年代 、消 滅原 因別面積

県 名

鹿児島県

沖縄県

海域名

トカラ列 島

奄美諸島

沖縄島

宮古列島

八重山諸島

合 計

合 計

(ha)

2.6

420.4

1,672.2

103.2

110.5

2,308.9

消 滅 時期(ha)

一x1978

0.0

o.o

290.3

31.0

6.4

327.7

1979^一1992

0.0

108.9

1,224.0

69.7

104.1

1,506.7

不明

2.6

311.5

157.9

2.5

0.0

474.5

消 滅 原 因(ha)

埋 立

1.6

371.0

1,592.3

94.4

106.5

2,165.8

干 拓

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

湊 諜

1.0

49.1

73.8

o.o

o.o

123.9

そ の 他不明

o.o

0.3

6.1

8.8

4.1

19.3

(2)小 笠 原群 島海域

今 回の調査 は、智 島列 島、父 島列 島及 び母 島列 島 にお い て実施 され 、456haの サ ンゴ群 集

が記 録 され た。調 査 さ れた サ ンゴ礁(図11.2)の うち、約7割 が被 度50%以 下 であ ったが 、

被 度50%以 上 の 高被度 域 で は1群 集 あた りの 面積 が大 きか った。 小笠原 群 島 は大洋 中 に点

在 す る小島喚 群 で、 海岸 が 直接外 洋 に面 す る所 が 多 く、 沿岸環 境 に大 きな影 響 を及 ぼす原

因 もな いた め、 サ ンゴ の生息環 境 は極 め て良好 で あ った 。 また、サ ンゴ礁魚 に対 す る漁獲

圧 も低 い ため 、魚類 は豊 富で あ り、我 が 国で は他 に例 をみ な い良好 な海 中景 観 を呈 す る海

域 とな ってい る。

消滅 サ ンゴ群 集 は表11.3に 示 した2ヶ 所 、合 計5haが 報告 され て い るが、 いず れ も人為

的 要 因に起 因 す るも ので あ った。

表11.3消 滅 サ ンゴ礁 面積(小 笠原群 島海域)

市町村名

小笠原村

小笠原村

消滅面積

3.Oha

2.Oha

消滅時期

19821991

不 明

消減理由

埋 立、湊漂

土砂流入

(3)本 土 海域

1)現 存 サ ンゴ群集

,調査対 象都 県 の 内、沖 縄県 を除 く15都 県 にお いて調査 が実施 され た(図11.2)。 各都

県 か らの報 告 に専 門 家 の知見 を加 えて 集計 した結 果、我 が 国の本 土 海域 に おけ るサ ンゴ

群 集 の合 計 面積 は1,409.3haで あ るこ とが 明 らか とな った。最 も面積 が 大 きか ったの は東

京 都 で424.8ha、 次 に宮 崎 県の292.7haで あ り、 この両者 で全体 の50%を 超 えていた 。東

京都 では八 丈 島の サ ン ゴ群 集 が面積 の99%を 占め、そ れ らの大半 は被度25%以 下で あ っ

た が、 そ の生育 型 は被覆 状 が99.3%を 占め てお り、 これは典 型 的な造礁 サ ンゴの北 限域

にお け る形 態 を示 して い る もの と考 え られ る。宮 崎県 では県 北部 の 島浦 島周辺 と県南 部

の青 島 ～串 間 に分 布 してお り、な か で も南部 が大 部分 を 占めてい た。 そ の性状 は大部分

が卓状 で53.0%、 残 りを枝 状 ・塊 状 ・被覆 状 ・葉状 が 占めて いた 。
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表11.4生 育 型別 サ ンゴ群集面積(本 土 海域)

県 名

千葉県

東 京都*1

神奈川県

静岡県

三重県

和 歌 山 県 ・

徳島県

愛媛県

高知県

島根県

長崎 県*2

熊 本県*3

大分県

宮崎県

鹿児島県

計

枝状(ha)

十

0.5(100.0)

十

2.2(1.9)

1.6(22.5)

4.3(39.4)

12.3(11.1)

31.3(10.7)

16.0(9.8)

68.2(4.8

卓 状(ha)

2.8(0.7)

十

89.5(78.6)

114.5(97.3)

34.6(100.0)

0.8(7.3)

74.2(66.8)

133.0(100.0)

155.0(53.0)

125.0(76.7)

729.4(51.8

塊状(ha)

十

十

6.4(5.6)

十

1.5(13.8)

19.9(17.9)

101.6(34.7)

129.4(9.2

被覆 状(ha)

十

422.0(99.3)

十

条

12.8(11.2)

5.5(77.5)

1.8(1.5)

十

4.0(36.7)

3.9(3.5)

2.8(1.0)

20.0(12.3)

472.8(33.5

葉 状(ha)

3.0(2.6)

1.4(1.2)

0.3(2.8)

o.a(o.7)

2.0(0.7)

2.0(1.2)

9.5(0.7

計(ha)

÷

424.8(100)

十

0.5(100)

十

113.9(100)

7.1(100)

117.7(100)

34.6(100)

十

10.9(100)

111.1(100)

133.0(100)

292.7(100)

163.0(100)

1.409.3(100

十

*1

*2

*3

調査基準以 下のサ ンゴ群集 本土海域 に小笠 原群島の面積 は含 めて いない。

小笠原群 島の面積 は含 まない。

五 島列 島、 男女群 島及び対 馬を対象 とした。

牛深市周辺 を対象 とした。

2)高 被度 サ ンゴ群集 の分 布

被度75%以 上 の高 い被 度 を 示すサ ンゴ群 集 は静 岡県、 和 歌 山県、 高知 県 の3県 か ら報

告 され、和 歌 山県 と高知 県 の被度75%以 上のサ ンゴ群集 は い ずれ も合 計面積 が10haを 超

えて い た。 静岡 県の高被 度 分布 地域 は沼 津市 にあ り、 エ ダ ミ ドリイシの密 な群集 であ り、

和 歌 山県 の高被度 分布地 域 は南端 の串本付 近 に集 中 し、 そ の優 占種 はク シハダ ミ ドリイ

シで あ った。高知 県の高 被度 分 布地 域 は足摺 岬付 近 と大 月 町柏 島で、優 占種 は クシハ ダ

ミ ドリイシで あった。

3)巨 大 群体及 び単 一種 高 密度 群 落

今 回 の調 査の結 果、 巨大 なサ ンゴの群体 と しては、徳 島 県牟岐 町大 島の コ ブハ マサ ン

ゴ(高 さ約7m、 幅揮6～8m)、 高知 県土佐清 水市竜 串 の シコ ロサ ンゴ(約1,200m2)

等が報 告 され た。広 範 囲の 単 一高密度 群落 と しては、静 岡県 沼津 市、 西伊 豆 町、南 伊豆

町の エ ダ ミ ドリイシ、徳 島県宍 喰町竹 ヶ島のム カシサ ンゴ等 が報 告 された 。 巨大 な群体

は それ 自体 貴重 であ り、 それ らが成長 に要 した期 間は環境 が 良好 で あ り、 致命 的 な環境

悪化 が なか った ことを示 して い る。 また、 単一高 密度 群 落 はその種 の最 適棲 息環境 との

関連 にお いて貴 重であ る し、景 観 的に も重 要で あ る。

4)消 滅 サ ンゴ群集

埋 立等 の改変 に よ り消滅 したサ ンゴ群集 は、鹿 児島県 の埋 立 に よる3ha、 高知県 の工

事 によ る0.03ha(3ヶ 所 の合 計)で あ った。 この他 、高知 県 で は7ヶ 所 で3.06haが オニ

ヒ トデの食 害 によ り消滅 した と報 告 され、 愛媛県 では0.6haが 環境 の悪化 か ら消 滅 した と

推 察 されて い る。宮崎 県で は合 計で約8haの 消滅 が報告 され、 その うち5haは レイシガ
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イダ マシ の食害 に よ るもの とされ てい る。全国規模 で見 た場 合、 サ ンゴ群集 消滅 面積 は

決 して広 い もの では な いが、 四国南 部の オニ ヒ トデ被 害 や、 高知 県、 宮崎 県の ヒメ シ ロ

レイシ ガイ ダマ シに よ る被 害、 さ らには長 崎県 男女群 島の卓状 ミ ドリイ シの原 因不明 の

激減 な ど、 各地 の イ シサ ンゴ群集 をめ ぐる環境 は安定 した もの とはい えな い。 日本 に生

息す るイ シサ ンゴ類 の将 来 は危惧 され る もので あ り、 しか も、 そ れ らの中 には、世 界 的

に見て 学術 的 に貴重 な種 を多 く含 んで い るため適切 な保護 対策 が望 まれ る。.
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12.生 態 系総 合モ ニ タ リング調査

12.1調 査 の 概 要

(1)調 査 の 目的

動 物、植 物 とい った個別 の分 類群 ご との調査 で は得 られ な い生態 系 と して の 自然環 境 を

把 握 し、 それ が主 として 人為 に よ るイ ンパ ク ト、 とくに都 市化 の影 響 によ りどの よう に変

化 してい くか を見 るため、 ①生 物群 集 とそれ を取 り巻 く物理 的 自然 環境 とか らな る地 域 の

生態 系 を総 合 的に捉 え る こ と、 ② 人間 のさ まざ まな活動 に 対 して その地域 の生態 系が どの

よ うに変動 す るか を長 期 的 にモ ニタ リングす る こ と、③特 定 の調 査 対象地域 を5千 分 の1

か ら20万 分 の1の 大縮 尺 ス ケール で捉 え るこ とを 目的に実施 した。

(2)調 査 実施 者

調査 は北海 道、埼玉 県、 静 岡 県、兵庫 県、沖 縄 県に委託 して実施 した。

(3)調 査 対象 地域

各道 県で、都 市近郊 の都 市化 が進行 しつつ あ る、 あ るい は都 市化 の影響 を受 けて い る と

思 われ る地域 を主 に選定 し、2万5千 分 の1地 形 図1図 幅 程度 の範 囲(約10km四 方)を 広

域 モニ タ リング地域 と して設定 し、 さ らに同地 域 内の小地 域(約1km四 方)を 重点 モ ニタ

リング地 域 と して設定 した 。

表12.1モ ニ タ リ ン グ地 域 一 覧

1

2

3

4

5

道県

北海道

埼玉県

静岡県

兵庫県

沖縄県

広 。モ ニタ リング地

苫小牧東 部、

ウ トナ イ湖

鎌北湖、 毛呂山周辺

日本平周辺

相生市北部

名護市周辺

重 モニタ リング地 域

ウ トナイ湖周辺 の次 の3地 域

A地 域:ト キサ タマ ップ川 下流の扇状地 上に発達 した低湿地,約24ha

B地 域:美 々川 の流入部 を含 む森林 性 か ら草原性 まで の多様 な動植物 が

生育 する地域,約146ha

C地 一:々 川 。近 の砂丘 と湿地 か らな る地54ha

山地 及び台地 ・丘陵地 に位 置する次の2地 域

鎌北 湖地区:秩 父 山地東端 に位 置 し鎌i北湖 を含む,約172ha

大 久 地 区:越 辺川 と占 川 には さまれ たム地 ・丘 地177ha

最 も まとまった自然 のある日本平山麓 の次の3地 域

静大 裏山地 区:日 本平 西斜 面に位 置 し、 日本平パーク ウェイ と静 岡大 学

キャンパ スの東側 にか けて の地域,約43ha

久 能 山地区:日 本平南麓 の急斜 面地 に あた り、 ロープ ウェイの 日本 平南

側か ら久能 山東照宮 を含む地域,約54ha

有 度 山山頂地域:有 度 山山頂か ら東 斜面 にかけて、 日本平パー クウェイ

をはさむ地 約36ha

西 播 丘陵県立 自然公園 に含 まれ る次の3地 域

P-1:相 生 市矢野町瓜 生から三 濃山 に至 る谷の南半分,約106ha

P-2:P-1に 隣 接 する北半分,約99ha

P-3:相 生 市矢野町榊 または釜 出か ら山地 に至 る1.3km四 方 の地 域,

177ha

陸域 と海域の次 の2地 域

陸域:恩 納村伊武部 に河 口を持つ 小河川 の最上流部、漢那岳の北斜面,

約25ha

海 域:部 瀬名岬 と恩納村伊 武部 の西方 の岬 に囲 まれたサ ンゴ礁 。上記地

域の小河川河 口部 を含 む,約125ha
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(4)調 査 実施 期 間

平成2年 度 か ら平成5年 度 。

(5)調 査 内容

表12.2及 び12.3の とお り。

ただ し、広 域モ ニタ リング地 域 の既存 文献 によ る調査 は、地 域 に よ っては既 存 情報 が不

足 して いた場合 があ った。 また 、重 点モ ニタ リング地域 の人為 イ ンパ ク ト調査 や動 物相 調

査 におい ては、 各道県 によって 実施状 況 に若 干の 違い が生 じた。

(6)調 査方法

広 域 モ ニタ リング地域 にお い ては、 そ の全域 の地形 ・地 質、植 生 、動 物、 土 地利用 等 に

つ いて、 主 と して既 存文 献に よ り全般 的 な把握 を行 った。

重 点 モニ タ リング地域 にお いて は、植 生 、土壌 、動 物、 鳥類 等 に つ いて、 主 と して 現地

調 査 によ り詳細 な調査 を行 った。

(7)全 国集 計(と りま とめ)の 概 要

モ ニ タ リング を目的 としてい るもの の、 今 回が初 回の調査 で あ り、過 去 に同一 の対象 地

を同 一方 法で調 査 したデ ータが な か った ため、時 間 的な比較分 析 は行 わ ず、 地域 間の 比較

を行 い、 それ ぞれ の地域 の特 性 を 明 らか に した。

また、 この結 果 を踏 まえて、 さ らに各 道 県の調 査担 当者 にア ンケ ー トも実施 して、次 回

以 降 の調 査 の ため に調 査項 目 ・調 査 方法 の再 検討 、課題 の整理 等 を行 って 『生態 系総 合 モ

ニ タ リング調 査報 告書 』 として と りま とめ た。
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表12.2広 域モ ニタ リング調 査実施 状況

植生調査
現存植生図
相観植生図

動物調査
動物分布図

植物相 ・動物相
文献調査

動物の生息空間調査
ビオ トープ分布図

海域生物環境調査
海域生物環境分布図

地形 ・地質調査
土壌分布図

地形分類図

『地 形改変図

表層地質図

水理 ・気象調査
水系図

水理地質図

水質 データ

流量 データ

気象データ

大気 ・降水 に関す る

化学 デー タ

社会環境調査
土地利用現況図

開発の歴史計画年表
大規模開発分布図

法制度

人 口の推移

分布 メッシ ュ図

その他

北 海 道
ウ トナイ湖

(沖積低地
～丘陵地)

0
0

0

O

O

0

0

0

0

0

x

○(河 川 、湖)

O

O

0

0
0

0

0

埼 玉 県
鎌北湖

(山地～丘陵
～台地)

O
O

0

O

0

0

0

0

0

x

○(河 川、湖

、地下水)

0

0

0

0

0
0

O

0

静 岡 県
日本平

(低地
～山地)

0
0

x

△

0

0

0

0

O

0

0

○(河 川)

○(水 位)

0

0

0

0

0

△S60年 のみ

兵 庫 県

西播磨

(山地
～丘陵地)

O
O

O

0

0

0

0

0

0

0

x

○(河 川D

0

0

0

0

0
0

0

0

沖 縄 県

名護湾
(山地～海岸
海域)

O
O

O

△

0

0

0

0

0

0

C

0

○(海域)

0

0

0

0
0

0

△S60年 のみ

注:○ は十 分なデータが得られた項 目。△ は一部デー タが得 られなかった項 目。

×はデータが得 られなか った項 目。 一一一一は調査対象とならなか った項 目。
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表12.3重 点 モ ニ タ リング調査 実施 状況

重点モニタリング地域数

人為 イ ンパ ク ト調査

(土地利用図)

植生調査

現存植生図

森林詳細調査

木本種(高 木、低木)
位置図

樹冠投影図
群落断面図

木本種(実 生)

草本種

草原詳細調査

方形区位置図

土壌調査
土壌断面図

飽和透水係数

pH、 置換酸度、電導度、交換性
陽 イオ ン、陽イオン交換容量

土壌動物調査

地形調査
微地形分類図

動物相調査

鳥類調査
鳥類群集の種構成に関する調査

鳥類調査区画分け図

巣箱によ るシジュウカラ調査

哺乳 類調査(フ 仁ルドサイン調査)

海域生物調査

北 海 道
ウトナイ湖

3

△

0

0
0
△
0
0

O

0

0

0

0

0

0

92:0

0

0

9i冬:0

92:0

0

91冬:0

92:0

91冬 二〇

埼玉県
鎌北湖

2

O

O

0
0
.o
O
O

0

0

0

0

0

0

91冬 二〇

0

△

91冬:0

92:0

0

91冬 二〇

92二 〇

静岡県
日本平

3

0

0

0
0
△
O
O

0

0

0

0

0

0

91冬:○

0

0

91冬:0

92:0

0

91冬:0

92

兵庫県
西播磨

3

0

0

0
0
0
0
0

0

0

O

0

○(各 層)

○(各 層)

91冬:○

0

0

91冬:○,

92:0

0

91冬:0

92:0

沖縄県
名護湾

2

O

0

0
0
△
0
0

0

0

0

0

0

0

91冬 二〇

0

0

91冬:0

92:0

0

91冬:0

9z:O

91冬:0

92:0

注:○ は十分 なデー タが得 られた項 目。△は一部データが得 られ なかった項 目ゼ

×はデータが得 られ なかった項 目。 一一一一は調査対象 とな らなか った項 目。
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12.2調 査 結果 の概 要

(1)各 広域 モ ニ タ リング地域 で の生 物群集 に対 す る人為的 イ ンパ ク ト

①地 形 ・地 質 ・土壌 、② 植 生、③ 動植 物相 、④ 大気 ・水 、⑤ 土 地利用 と大規 模 開発 及 び

人 口の推移 、⑥ 土 地利 用 ・自然環境 に係 る法制度 、 の各項 目の調査 結果 を踏 まえ、各 広域

モ ニ タ リング 地域 で の生物 群集 に対 す る人為 的 イ ンパ ク トの現状 お よび今後 の傾 向 を整理

した。

1)北 海道

当該地 域 の 西部 の 山麓 斜 面は、植林 地 も多 くの割合 を 占め てい るが、基 本 的 に森林

が広 が って い る。 その 中 に、ゴル フ場が きわ めて大 きなパ ヅチ と して存在 す る。 また、

小規模 な伐採 地 や造 成地 も点在 して い る。 この地区 の一部 は保 安林 に指 定 され て い る

ところ もあ るが 、 その 面積 は狭 く、 今後 ゴル フ場 とその他 の開発 地が拡 大 すれ ば 、森

林 の 面積 の 減少 と同時 に連続性 が損 なわれ る こ とが予想 され る。なお、 この地 域 には

南北 に道 央 自動 車道 が走 ってお り、森林 を分 断 す ると同時 に、動 物の移 動 の障 害 とな

って い る可能 性 が あ る。

また、 この 山麓 斜 面 を切 る谷 の源頭 部 にゴル フ場 が位 置 す る場合 が 多い。 美 々川 の

左 岸側 の 支流 で は最上 流 部が農地 と して埋 め立 て られ てい る箇 所 もあ る(美 沢)。 こ

の付 近 の 河川 支流 の源 頭部 は湧水 地 であ るこ とが多 く、 この よ うな源頭 部 の開発 は湧

水地 の マ イ ク ロ ・ハ ビタ ッ トの破壊 を ともな う。

美 々川 の東側 の農耕 地帯 では、農 地 や造成 地 によ って森 林 が分断 され、 その連 続性

が断 た れて い る。 この 地域 は今後 さ らに造成 が行 われ、森 林 のパ ッチが孤 立化 ・小規

模 化 す る可 能性 が あ る。 また、 この地域 の北 東端 を千歳川 放水 路が通 る ことが計 画 さ

れて お り、 美 々川水 系、 ウ トナイ湖 な どの生 物群集へ の影 響が 危惧 され る。

ウ トナ イ湖 周 辺及 び その南側 一帯 の低地 に ついて は、 ウ トナ イ湖周 辺や トキサ マ ッ

プ湿原 の 一部 、 勇払 川上 流部 な どの 区域以外 は、造成 が進行 す る可能性 を持 って い る。

また、 国 道234号 線 の南 東側 は、 現段階 では い まだあ る程 度 の面積 の森林 と湿 地 が残さ

れ て い る ものの、 この地 区は苫 小牧 東部工業 地 帯の一 部 と して 工業地域 あ るいは 工業

専 用地 域 とされ てお り、森 林 と湿地 が今後 減 少 して い く可 能性 があ る。 この地 域 の湿

地 の減 少 は、 面積 的減少 やハ ビタ ッ トの多様 性 低下 とい う点か ら、湿地 に生育 ・生息

す る生 物群 集 の に影 響が及 ぶ こ とに な る。

2)埼 玉 県

当該地 域 は 、 中央 を南北 に走 る八高 線 に よって大 き く二 つに分 け られ る。 その 西側

は広 く森 林 が広 が ってい る。 そのほ とん どが スギ ・ヒ ノキ植林 地でお おわ れ、 動物 の

生 息環境 と して は比較 的 よい状 態が残 って い る。 しか し、 ゴル フ場な どの 開発 が進 み、

森林 が分 断 されて きてい る ことも見逃 せ ない 。

また高 麗 川 とそれ に平行 して い る国道299号 線 は、 動物 の移 動 には障害 とな り得 る。

八 高線 東側 は、 動物 が生 息 するに はかな り厳 しい状 況 にな ってい る。 も とも と台地

及 び 丘 陵地 の平 坦 な地形 であ った こ とか ら、 宅地、耕 作 地 が広 が り、広 い 面積 の森林
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は残 ってい ない。 また、 動物 の移 動 を阻害 す ると思わ れ る ものは、 人工 構造 物 に限 ら

ず、 自然 な地形 の 中 にも認 め られ 、東側 地域 を東西 に流 れ る越 辺川 と高 麗川 は 哺乳類 、

爬 虫類等 の 一種 の 障害 とな り、両 河川 には さ まれ た地域 で は、 南北 の移 動 が阻害 され

る。 さ らに、 西側 の低 山帯 との 間に は、八高 線、 毛呂 山町市 街 地、幹 線 道路 があ り、

ほ とん ど分断 され てい る。 よ って この地域 はか な り孤 立 した状 態 にな ってい る とい え

る。

飯 能市 と日高 市 の境界 付近 は、 比較 的森林 が残 って いて、 動 物の生 息 し得 る環 境 で

あ ったが、 近年、 ゴル フ場、 団地 な どの造成 が行わ れ、 森林 の 面積 はか な り減 少 して

きて い る。 しか し、 このわ ずか に残 った森林 は、高麗 川 沿 い にわ ずかに残 る森林 とと

もに、 動物 の移動 の 通路 とな り得 る可 能性 もあ る。

3)静 岡県

当該 地域 にお いて 生物群 集 の生育 ・生息 に最 も大 きな影響 を与 えてい るの は、 静 岡

市 、清水 市 の市街 地 の発達 で あ る。 その結果 、 日本平 は完全 に 島状 に孤 立 してお り、

この地域 の陸上動 物 の移動 ・侵 入 を阻害 して い る。静 岡駅北 部 の護 国神社 背後 の丘 陵

地 もまっ た く同様 で あ る。対象 地域 南 西端 に安倍川河 口が あ り、河川 敷 内で の上 流 一

下 流 間の移 動があ り得 るが、 これ も 日本 平 な どの丘 陵地 とは接触 してお らず、孤 立 を

解 消 す るもの とは な って いな い。

低地 部で は、静 岡駅 北側 の流 南付 近 や南側 の登 呂を 中心 とす る東名 高速 道 をは さむ

一帯 には水 田が残 ってい るが、 これ らも市街化 調整 区域 以外 は 宅地化 都 市化が進 行 し

つつ あ り、 湿地環境 と しての機 能 は失 われつ つあ る。 その よ うな湿地機 能 は安倍 川 の

後 背地 、河 口付近 につい て も同様 で あ り、一 部 を除 き、 そ の機 能 が低 下 して きて い る。

その 中で、 小河川 の大 谷 川 とそれ に沿 った草 地 と水 田 の存在 は 、生物 の生 息環境 と し

ての意 味 があ るもの と思 われ る。 なお 、 当該 地域 内に は、東 海 道本線 、東 海道新 幹線 、

東名高速 道路 とい った幹線 が横 切 ってい る。 しか しそ れ 自体 が持 つハ ザー ドと して の

影 響 は、 これ らの幹 線 が ほぼ 市街地 を走 って い るため、 市街 地発 達 の影響 の 中に埋没

して いる。

一方、 日本平 は、丘 陵 地 と して対 象 地域 の約1/4を 占め、 緑 地 として あ る程 度広 が り

が確保 され てい る。 しか し、 丘陵地 の1/3を 占め る北東 部 は果樹 園であ り、 また、 北西

部 も果樹 園 、 ゴル フ場 、 道路 に よ って森林 、 草地が分 断 、 小面積 化 され てい る。 この

よ うな状 況 は生物 の 生育 ・生 息環境 として は望 ま し くない もの であ る。 その 中で、南

斜 面 は連続 的 に常 緑広 葉樹 林 が広 が り、短 いなが らも 小河川 が 湿地環 境 を用意 して い

る。急斜 面 地で はあ るが、 自然性 の高 い地域 を形成 してお り、 当該地 域 の 中で最 も重

要な生 育 ・生息地 を提供 してい る。

4)兵 庫 県

現段 階 にお いて、 当該 地域 は この地 方の典 型 的な農村 景 観 を保 って い る。

山地 ・丘 陵地 はほ とん どが コナ ラ群 落 とアカ マヅ群 落 の二 次林 にお おわ れて い る。

また、 各地 の社寺 には 小面積 なが らも常緑広 葉樹林 が残 る。 丘 陵地 には、 ゴル フ場、

住宅 団地、 変電所 な どが開発 されて い るが、 、今 の と こ ろ、 規模 、件数 ともに小 さい。
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また、ハ ザ ー ドに よ る分 断 と して は、 主要地 方道 が東 西方 向 と南北 方 向に各1本 走 っ

て い るが 、 これ も道 幅 な どか ら言 って分 断の程 度 は低 い もの と考 え られ る。

低 地 につ いて も、 河川 中流 域 は河 川改修 と圃場整備 は進行 して い るが 、水 田 中心の

農 村 景観 が維 持 され て い る。大 小の 溜 め池 も各所 に多数 存在 してお り、 生物 に と って

も意 味 のあ る水域 、 空 間 とな って い る とことが予想 され る。 対 象地域 南 西端 を流 れ る

千種 川、 それ に沿 って 山 陽本線 と国 道 が走 る もの の、 河 川敷 に は ヨシ原 がみ られ るな

ど、水 辺 湿地 環境 がい まだ維 持 され て い る。

問題 は 、今 後 の 当該地 域お よび その周辺 で実施 ・計 画 され て い る開発 事 業 の影響 で

あ る。対 象地 域 の北 端 中央付 近 を含 む北 方で平成3年 に造 成 が 開始 され てい る 「播磨

科 学都 市 公 園」、 その関 連事 業 と して計画 され 、対象 地域 の東 部 を南北 に貫 く 「播磨

科 学都 市公 園線 」 な どが 、今 後 この地 域 の生態 系に どの よ うな影 響 を与 え るの かが、

注 目され る。

5)沖 縄 県

当該地 域 の 山地 は、 ス ダジ イ林 と リュ ウキュ ウマ ツ林 にお お われ てい る。 スダ ジイ

林 は本調 査 の植生 図で は 自然林 とされ たが、 実際 には様 々 な形 、様 々な 強度 での森林

利 用 が行 わ れて い る と思わ れ る。沖 縄 自動車 道の東 西両側 の森 林 は米 軍 演習場 とな っ

て いる。 そ のた め、沖 縄 北部 の 国頭村 な どに見 られ る 自然 性 の きわ めて高 いス ダ ジイ

林 に比 べ て、 生物 の 多様 性 は低 くな って い る。

この森 林 を分 断 す るハ ザー ドと しては、沖 縄 自動車 道 とそ れ に平行 す る県道 があ り、

陸 上動 物 の移動 を阻害 して い るもの と考 え られ る。

海岸 に 平行 す る丘 陵地 ・台 地 には、 い くつか の大規模 な もの を含 め た農村 開発 が行

わ れて い る。 この ような 開発 が拡 大 す るこ とは、 山地 の 自然 を縮 小、圧 迫 し、そ の多

様性 をさ らに低 下 させ る ことが予想 され る。 また、 農地 開発 に伴 う裸地 化 は、赤黄 色

土 の流 出 と河川 、 浅海 域 の汚 染 と水 域 生態 系の破壊 を引 き起 こす 。河川 流域 とサ ンゴ

礁域 とを 包括 す る系 につ いて モ ニタ リングす る必要 が あ る。 この こ とは 、 ゴル フ場、

強度 の森 林 利用 な ど大 規模 な 地形改 変 や裸地 化 を伴 うよ うな事 業 につい て も同様 で あ

る。

また、 当該地 域 の太 平 洋側 に は規 模 の大 きい3つ の ダム があ る。 それ に対 して東 シ

ナ海側 は きわ めて 小 さい規 模 の もの1つ 以外 は建設 さ れて いな い。渓 流環 境 を生 育 ・

生息 地 とす る生 物 に とっては 重要 な こ とで あ る。

海 岸線 にいて は 前述 の赤 黄 色土流 種 の影響 が懸念 され る。 また、名護 市 街地 の前面

の礁原 上 は 一部埋 め立 て られ てい る。サ ンゴ礁 生態 系の保 全 の ため には、 サ ンゴ礁海

域利 用 の モ ニタ リング も重 要 であ る。

(2)今 後 の課 題

本調 査 は第1回 目で あ り、 モニ タ リング調 査 とい う点 で は比較 の対象 が な く、 十分 な検

討 は行 えな か った。 また、 本調査 が狙 い とす る生 態系 を総 合 的 に把 握 す る調査 の 方法 は、

現 段 階 では確 立 され た もの は な く、 今 回は その調 査方法 の検 討 その もの が 目的の一 つで あ

った 。 した が って、実 質的 な研 究成 果 は、次 回以 降の調査 を待 つ 必 要が あ る。
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III第1回 自然環境保全基礎調査の概要

第1回 自然 環境 保全基 礎調査 は、 「自然度 調査 」、 「す ぐれた 自然調 査 」、 「環 境寄 与

度 調査 」 の3つ を柱 と して、昭和48年 度 に実施 した。

1.自 然 度 調 査

国 土 を陸域 、 陸水 域(湖 沼 ・河川)、 海域(海 岸線 とその地先海 面)の3つ の領域 に区

分 し、 自然 環境 の現 況 を調 査 し、 そ の 自然性 を判定 した。

(1)植 生 自然度

陸域 につ い ては、 植生 を調査 して 自然度 の 判定 を行 った。全国 の現存 植生 図(20万 分 の

1)を 作 成 し、 この植 生 図 を元 に土地 に加 え られ た人間活 動の影響 を10段 階 で 判定 し、 そ

の地 域 の植 生 自然度 と した。

この結 果、 全 国 的にみ る と、比較 的 自然性 を保 ってい る 自然度の 高 い地域 は 国土の23%

に とど ま り、 その他 の約8割 近 くは何 等 かの意 味 で人間活 動の影響 を受 け てい る ことが判

明 した 。

(2)陸 水 域 自然度

陸水域 は、 湖 沼 と河川 に分類 され る。湖沼 につ いては全 国の代表 的 な67湖 沼 を選 定 し、

1)湖 沼 概 要、2)受 水 区域概 要、3)湖 岸線 の利用 ・改 変状 況、4)水 質等 の理 化学 的性 状、

5)生 物 分 布 につ いてデ ータ を収集 した。 また、河 川 については全 国51河 川 につ き、1)河

川 概 要、2)水 質等 の理化 学 的性状 、3)生 物 分布 についてデ ータを収 集 した 。

これ らの資 料 を も とに、調査 対象 とな った陸水 域 の 自然性 を判定 した結 果、 湖沼 につ い

ては 、調査 対 象 とな った67湖 沼の うち、 全体 的 にみて本来 の 自然性 を保 って い るもの は5

湖 沼 に す ぎず、 その他 の62湖 沼 は人 為的 な改 変 や水質汚 濁が進 んで い るこ とが 判明 した。

河 川 につい て は、調査 対象 とな った51河 川 の うち、全体 的 にみて本来 の 自然性 を保 って

い るもの は4河 川 に す きず、 その他 の47河 川 は人 為的 な改変や水 質汚 濁が進 ん でい る こと

が判 明 した。

(3)海 域 自然度

海域 につい て は、1)水 質(透 明 度お よびCOD)、2)海 岸線 の利用 ・改 変状況 、3)生

物 分布(貝 類 ・海草 類 な どの地 区別分 布 お よび漁獲 量)に つ き、各 都道府 県 の沿岸 地先 海

域 全域 を対 象 と してデ ータ を収集 した。

これ らの資料 をも とに、全国 の海域 の 自然性 を判定 した結果、 まず、 海岸線 の改 変状況

につ いて は、約60%が 自然海岸 であ り、約20%が 人工海岸 、約20%が 半 自然 海岸で あ った。

また、水 質 や生 物等 の現 況 も加味 した総合 的 な 自然性 をみ る と、代 表 的な17海 域の うち、

本来 の 自然性 を比較 的保 ってい るの は5海 域 であ った。

2.す ぐれ た 自然 調 査

「す ぐれ た 自然」 の調査 は、植物 、 野生 動物、 地形 ・地 質 ・自然現 象、 海 中 自然環 境、

歴 史 的 自然環 境 の5つ の項 目につ いて、 全 国 を対 象 として稀 少性 、 固有性 、特 異性 とい う
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視 点 か ら、 す ぐれ た 自然 が どこに どの よ うな状 態 で残 され てい るか を調 査 した 。

調査 の結果 、 それ ぞ れ の貴重度 、規模 等の違 い はあ るが、約18,000件 の もの が確認 され

た 。調査 項 目毎 の具体 的 な調 査 内容は次 の とお り。

(1)植 物

1)貴 重 な個 体 植物 及 び2)貴 重 な群 落 に分 け て調 査 した。1)に ついて は 「日本特 産 また

は 地 方特産 」 「稀産 種 」 「世界 または 日本 にお け る南限 または北限 」 「その他重 要 な種 」

に つ いて調査 した。2)に つい ては 「各種 の群落 が まとま ってい る地域 、典型 的 な垂 直分 布

をな し、 貴重 と認 め られ る もの 」 「自然性 、稀 少性 の高 い もの」 「その他重 要 な もの」 に

つ いて調査 した(全 国 で2,297件)。

(2)野 生動物

1)日 本特 産 種、2)稀 産 種、3)世 界 また は 日本 にお いて南 限 または北限種 、4)そ の他

重 要な個 体群 で あ る哺 乳類 、鳥 類、爬 虫類、 両生類 、淡 水 魚類 、昆 虫類 の生息 地(繁 殖 地

を含 む)、 渡 来地(鳥 類)を プロ ッ トし、 生息状 況等 につい て調 査 した(6,096件)。

(3)地 形 ・地 質 ・自然 現 象

環 境 庁 が 示 した 事 例 の う ち か ら、1)典 型 的 な も の 、2)稀 少 な も の、3)学 術 的 に 貴 重 な

も の 、4)そ の他 重 要 な も の に つ き 調 査 した(6,296件)。

(4)海 中 自然 環:境

当該都 道府 県地 先海 域 の うち、 主 と して水深20m以 下 の浅海、 潮間帯 を対象 に、 熱 帯魚 、

サ ンゴ、 海草 、 その他 これ らに類 す る動植 物お よび海 中地形 等の 自然環境 が す ぐれ た状 態

を維持 してい る海 域 で あ って、海域 の水 質が汚 染 されて い ない こと、 海 中地 形 に変化 があ

り、海 中動植 物 が 豊富 で 、 かつ その種 類 が多 い こ と等の基 準 に合 致 す るもの を調 査 した

(230件)。

(5)歴 史 的 自然 環境

遺跡、 歴史 的 建造 物 等 の歴史 的文化財 や、過 去 の生 活生 産様 式 と密接 に結 びつ き、 これ

ら と一体 をな す歴 史 的風 土 と しての 自然 環境 を形成 して い るもの(例 えば、歴 史 的文化 財

と一体 とな った 自然林 等)の す ぐれ た自然環境 を調 査 した(3,131件)。

3.環 境 寄 与 度 調 査

「環 境寄 与度 調査 」 は、植 生 が人間環境 の保 全 に どの程 度 の寄与 を して い るか を検 討 す

る基礎 デー タ を整備 す る 目的 で、 人間活動 が著 しく、 しか も各種 の環境 タイ プが見 られ る

広 域的 なモデ ル 地域 と して関東 地方 を対象 と し、 植 生現 存量及 び植生 生産量 を調 査 した。

また、 あわせ て 、 鳥類 生 息分布 調査 を行 った。

調 査 の結果 、植 生 現 存量 は1.2億 トン、植 生 生産量 は2,600万 トン(年 当た り)で 、 人 口

1人 当 た りの植生 現存 量 は、群 馬県の18.8ト ンに対 し東京 都は0.4ト ンで 、東京 都民 は群 馬

県民 の1/50の 緑 しか保 有 してい ない こ とが判 明 した。
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IV第2回 自然環境保全基礎調査の概要

第2回 自然環 境保 全 基礎 調査 は、 昭和53年 度 か ら54年 度 にか けて、 次 に挙 げ る10項 目に っ

い て実施 した。

1.植 生 調 査

全 国の植生 の概 況 は第1回 調 査 によ って把握 され た が、 第2回 調査 にお いて は、 よ り詳

細 な植生 の状 況 を把 握 す ると ともに、 地域 レペル の 計画 に も対応 で きる植生 図 を全 国 的に

整備 す るため の調査 が行 われ た。 国土 の約1/2の 地域 につ いて、 現地 調査及 び空 中写真 の判

読 等に よ り、縮尺5万 分 の1の 現存植 生 図を作 成 し、 昭和55、56年 度 の2ヵ 年で 印刷 刊行

した。

調査 実施 地域 の う ち、地域 的 に まと ま りのあ る国立 公 園 ・国定公 園 の植 生 区分 に よ る類

型化 を行 った。

2.特 定 植 物 群 落 調 査

我が 国にお け る植 物 群 落の うちで、 代表 的、典 型 的 な群落 や希 少 な群 落 な どの重 要 な植

物群 落 を一定 の選定 基 準 に よ り都道府 県毎 に選定 し、 その生 育地及 び生 息状 況 につい て調

査 した。

調査 の結 果、 選定 され た植 物 群落 は、全 国で3,834ヵ 所、 面積93.5万haで あ った。 そ の う

ち、 自然公 園や 自然 環境 保 全地 域 に全 部 または一 部 が含 まれ るもの は、2,207ヶ 所 数 で6割 、

面積 では9割 に達 した 。

選定 され た植物 群 落 は、相 観 や立地 に よ って類別 す るこ とで、全 国 的な状 況 を把 握 した 。

その結果 、我 が国 に お け る代 表 的な森林 植生 の うち、 特 に暖温 帯常 緑広葉樹 林(照 葉 樹

林)は 、 本来 の生 育分 布状 況 に比 ぺ る と全体 的な 面積 も著 し く縮 小 して い る うえ、 一 つひ

とつの群 落の規模 が他 の森林 植 生 に比べ て きわめ て小 さか った。

また、 一般 に高地 、 寒 冷地 を本来 の分 布域 とす る群落 は 、現在 で もなお 比較 的大規 模 に

残存 して い るが、 低 地 、温 暖地 は古来 人 間活動 の 中心域 で あ ったた め、 この地域 を本 来 の

分布 域 とす る植物 群 落 は 小規 模 に しか残 されて いな い こ とが明 らか とな った。

■ 特定植物群落選定基準

A

B

C

D

原 生林 も しくは それ に近 い 自然林

(特 に照 葉樹林 について は もれの ない よ うに 注意 す るこ と)

国 内若 干 地域 に分布 す るが、極 めて稀な植物 群 落 または 個体群

比較的 普 通 に見 られ るもの であ って も、南 限、 北限 、隔 離分布等 分布限

界 にな る産地 に見 られ る植物 群落 または個体 群

砂 丘、 断崖 地、塩 沼地 、湖沼 、河川 、湿地、 高 山、石 灰岩 地等 の特 殊な

立地 に特 有な植物 群 落 または個 体群 で、その 群落 の特徴 が典型的 な もの
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E

F

G

H

(特 に湿 原 につ いて はもれ のな い ように注意 するこ と)

郷 土景観 を代 表 す る植物 群 落で、 特に その群落の特 徴が 典型 的な もの

(武 蔵野 の雑 木林 、社寺林 等)

過去 にお い て人 工的 に植 栽 され た ことが 明 らかな森林 で あ って も、長期

にわた って伐 採 等の手 が入 って いない もの

乱獲 その 他 人為 の影響 に よって、 当該都道 府県 内で極端 に 少な くな るお

そ れの あ る植 物群 落 または個体 群

そ の他 、 学術 上重 要 な植 物群 落 または個体 群

3.動 物 分 布 調 査

わが 国 に生 息 す る野生 動物 の 生息状 況 を把握 す るため、 哺乳 類、 鳥類 、 両生類 ・爬 虫類 、

淡 水 魚 類、 昆 虫類 を対 象 と して 、そ の分 布 の把 握 を 中心 と して 調査 した。 そ れぞれ の調査

内容 は 次 の とお りで あ る。

(1)ロ 甫撃L類

わ が 国 に生 息 す る大 型及 び 中型獣8種(ニ ホ ンザ ル、 シカ、 ツキ ノワ グマ、 ヒグマ、 イ

ノ シ シ、 キ ツネ、 タ ヌキ、 アナ グマ)の 分布 につ いて、各都 道府 県 の鳥 獣保 護 員、林務 関

係 職 員 等(2,235名)が 狩 猟 者 な ど(44,853名)を 対象 に聞 きと りを行 い 調査 した。

情 報 の まった く得 られ なか った地域 は、 高 山な ど人間 がほ とん ど活動 して いない わずか

な地 域 の みで 、全 国 土 にわ た るほ とん どの地域 が精査 され、詳細 な分布 図 が作成 された。

また、 分 布情 報 は磁 気 テー プ に収納 し各種 環境 情報 と合 わせて 電算 処理 を行 い、分布 を規

定 す る要 因等 の解 析 を行 った。 その 結果 、以下 の ことが 明 らか に な った。

1)ニ ホ ンザ ル

北海 道、 茨 城、 沖 縄 を除 く各都 府県 に分 布 し、 その分 布傾 向 は 中部 地 方 以西の分 布域

が 広 い西 高 東低 型で あ っ た。 この傾 向は、 主 と して、 ニホ ンザル が亜 寒 帯林 に適応 して

いな い ことに起 因 し、積 雪 は本種 の分 布 に影響 を与 えな いこ と(広 大 な平坦 地は除 く)

や 、 一般 に 本種 は、 森林 によ る被 覆度(森 林 率)の 高 い地域 を選 好 して生 息 して い るこ

とが判 明 した。

2)シ カ

北 海 道、 本 州、 四 国、 九州 、瀬 戸 内海諸 島、 対馬、 五 島列 島、 大 隅諸 島 、慶良 間諸 島

に 分布 する が、東 北 地方 か ら北陸 地方 に かけて きわ めて広 い分布 の 空 白部 が存在 し、県

単位 で 分布 が 確認 さ れな か った のは、 青森 、福 島、秋 田、茨 城、 新 潟、 富 山、石川 の7

県 にの ぼ っ た。 この ような分 布 をもた らした第 一 の要 因 は、 本種 の行 動 を制 限 する積雪

深 であ り、 ホ ンシュ ウジカ は50cm以 上 の積 雪が 年間20日 以上 の地 域 、 エ ゾシカは60cm以

上 の積 雪 が80日 以 上 の地 域 にはほ とん ど分 布 しな いこ とが判 明 した。

3)ヅ キ ノワグ マ

北 海 道 と沖 縄 県に は本来 分 布 しない 。調査 の結果、 九州 では ほ ぼ絶 滅 した と考 え られ、

四 国で も ご くわ ずか の生 息 区画が確 認 された に とどま った。本種 の分 布域 は 中部地 方以
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東の 山岳地 帯 に偏 り、近畿 地 方南部 と中国地 方西部 には隔離 され た分布域 が認 め られた 。

この 分布域 は、 本州 以南 にお け る落葉 広葉 樹林(主 と して ブナ林)の 水平 分布 とよ く一

致 し、 これ は西 南 日本にお け る本種 の分 布域 の狭少 さが落葉 広葉 樹林 の狭 少 さ と深 いか

かわ りを持 つ こ とを示 して い る。

4)ヒ グマ

本種 の分 布は北 海道 本島 に限 られ、 周辺 の離 島に は生 息 して いな い。分 布域 は森 林 の

被覆 度(森 林 率)が40%以 上 の地 域 に限 られ、分 布の 中心域 は道 内 の森林 の57%を 占め

る国有林 で あ る。

5)イ ノシシ

北 海道 と青 森、 岩手、秋 田、 山形 、 新潟、 富 山の各県 では まった く分 布情報 が得 られ

ず、 分布域 は大 き く西 に偏 ってお り、 その 中心 は近畿地 方で あ る。 このよ うな分布 を も

た ら した要 因は、 シカ の場 合 と同様 積 雪深 であ り、 本種 の分布 域北 部 の分布前 線は 、積

雪深30cm以 上 の 日数 が年 間70日 以上 の 地域 の境 界線 とほ ぼ一致 した。

6)キ ヅネ

北 海道、 本州 、 四国、九 州 に きわめ て広 く分 布 してい るが、 周辺 島喚 での生 息例 は少

な く、 北海 道 の利 尻 島 と長 崎 県の五 島列 島 に限 られた。 これ以外 で分布 の空 白の 目立つ

地域 は、関 東、越 後 、庄 内等 の平野 部 や、 四国、九 州な どであ った。

7)タ ヌキ

北海 道か ら九 州 までほぼ全 国 的 に分 布 す るが、北海 道で の分布 は、 きれ きれ とな って

いた 。島唄 部 の生 息例 はキ ツネ よ りも かな り多 いが、 利尻、 礼文 、伊 豆七 島、対 馬、五

島列 島、南 西諸 島で は分布情 報 が得 られなか った。

8)ア ナ グマ

本州、 四 国、九 州 のほぼ全 域 と、瀬 戸 内海諸 島の一部 に分布 す るが、 北海道 と他 の 島

喚 で は分布情 報が得 られなか った。 ま た本種 は 多 くの半 島部 で生 息が認 め られ ない か、

分 布が疎 で あ った。

(2)鳥 類

わ が国 で繁殖 の知 られ てい る種 を対象 と して、 繁殖期 におけ る分布 につ いて調査 した。

(財)日 本 野鳥 の会 の協 力に よ り、2,225地 点の調査 コースにお い て現地観 察 を実施 した。

また、1,100地 点 にお ける繁殖状 況 の資料 を収集 した。

調査 目的であ る繁殖 分布 に関 す る一定 基 準以上 の情報 が得 られ たの は、調査 対象 とな っ

た257種 の うち205種 で 、 この な か には外 国産飼鳥 が野生化 した ものが10種 含 まれて いた。

この205種 を繁殖 の確 実性 の ラ ンク別 にみ る と、A(繁 殖 を確 認 したもの)188種 、B(繁

殖 は確 認で きな か ったが、 その可 能性 は ある もの)11種 、C(生 息 を確認 したが、繁殖 の

可 能性 につ いて は判断 で きな か った もの)6種 で あ った。 また、 それ以下 の ラ ンクはD

(生 息 を確認 したが、 当該 メ ッシ ュで は繁殖 の可 能性 はお そ ら くない もの)27種 、E(生

息 確認 はで きな か った が、環境 か ら推測 して繁殖 期 にお け る生 息が 考 え られ るもの)25種
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で あ っ た 。

(3)両 生類 ・爬 虫類

絶 滅の おそ れの あ る種 、 学術 上重要 な種等 、下 記の34種 を対象 と して、 生 息地(分 布)

及 び 生息状 況 を調査 した。 調査 は、現地 調査 、文献 、聞 き と り等 に よ り行 った。

調 査 の結 果、 全国 分布 図 が作成 され、 専 門研 究者 に よって 動物地理 学 や分類 学、 あ るい

は保 護 の観点 か らそ れ ぞれ の種 の位 置づ け が行 われ た。調 査対 象 とな った種 の うち、 特 に

人為 の影 響 を受 けや す く、絶 滅 の危 険性 の高 いもの は、平 地 の小規模 な止水 域 を生息 場所

とす るカス ミサ ンシ ョウ ウオ 、 トウキ ョ ウサ ンシ ョウウオ 、 トウホ クサ ンシ ョウウオ 、 ア

ベサ ンシ ョウ ウオ な どで あ った。

■ 両生類 ・爬虫類調査対象種

両 生 類
ダル マガエ ル
ナ ミエ ガエ ル

イシ カ ワガ エル

オ ッ トンガ エル

ホルス トガ エル
モ リアオ ガ エル

イボイ モ リ
オオ サ ンシ ョウウオ

[止 水性 サ ンシ ョ ウウオ類]
カス ミサ ンシ ョウ ウオ

トウキ ョウサ ンシ ョウウオ

ヅシマサ ン シ ョウ ウオ

オオ イタサ ンシ ョ ウウオ

トウホ クサ ンシ ョ ウウオ

ク ロサ ンシ ョウ ウオ

サ ドサ ンシ ョウ ウオ
エ ゾサ ンシ ョウ ウオ

アベサ ンシ ョウ ウオ

キタサ ンシ ョウ ウオ

[流 水性 サ ンシ ョウ ウオ 類]
ブチ サ ンシ ョウウオ

ヒダサ ンシ ョウウオ

オ キサ ン シ ョウウオ
ベ ヅコウサ ンシ ョウウオ

オオ ダ イガハ ラサ ンショ ウウオ

ハ コネサ ンシ ョウ ウオ

爬 虫 類
セ マルハ コガ メ

リュ ウキ ュ ウヤ マガメ

タワヤモ リ

クロイワ トカゲ モ ドキ
マダ ラ トカ ゲモ ドキ

オ ビ トカゲ モ ドキ
アカ ウ ミガ メ

アオ ウ ミガ メ

タイマ イ
エラ ブウ ミヘ ビ

(4)淡 水 魚類

絶 滅 のお それ のあ る種 、 学術 上重要 な種 等、環 境庁 があ らか じめ選 定 した下記 の27種 、

及 び都道 府 県が独 自に選 定 した44種 を対象 と して 、生息 地(分 布)及 び生 息状況 を調 査 し

た 。調査 は、 現地 調査 、 文 献、 聞 き と り等 に よ り行 った。

調 査 の結果 、全 国分 布 図 が作成 され、 専 門研 究 者 によ って動 物地理 学や分 類学、 あ るい

は保護 の観 点 か らそれ ぞれ の種 の位 置 づ けが行 わ れた。淡 水 魚類 に対 す る環 境圧 は きわめ

て多様 で あ るが、 それ らは人 間活動 の盛 ん な平 野部 にお いて 著 し く高 く、 その よ うな地 域

の小止 水域 に 主 として 生 息 す るタナ ゴ類 や トゲ ウオ類 に は、 そ の生存 が危機 的 な状 態 に陥

って い るもの が少 な くな か った。
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■ 淡水魚類調査対象種

イ トウ
オ シ ョロ コマ
ゴギ

イ シ カ リワカサ ギ
ァ リアケ ヒメシ ラ ウオ

ア リアケ シラ ウオ
ウケ クチ ウグイ
ヒナ モ ロコ

イ タセ ンバ ラ
ニ ッポ ンバ ラタナ ゴ

カゼ トゲ タナ ゴ
ス イゲ ンゼニ タナ ゴ
ミヤ コタ ナ ゴ
ゼニ タナ ゴ

イ シ ドジョウ
アユモ ドキ
ネコ ギギ

イ トヨ
(イ トヨは陸封型 と降 海型の もの を区別 した)
ハ リヨ

トミヨ
ムサ シ トミヨ

ィパ ラ トミヨ
ェ ゾ トミヨ

オ ヤニ ラ ミ
ヤ マ ノカ ミ
カマキ リ
タナ ゴモ ドキ

(5)昆 虫類

分布域 が広 く、 比較 的馴 染 み があ り、 か つ全体 と して 山地か ら平 地 まで の 良好 な 自然 環

境 の指標 とな る昆 虫 と して環境 庁 に よ り選定 され た下 記の指 標昆 虫類10種 及 び 下記 の選 定

基 準に よ り都 道 府 県毎 に選定 され た特 定 昆 虫類(都 道府 県 毎 に50～100種 程 度)を 対象 と し

て、生 息地(分 布)及 び生息状 況等 につ い て調査 した。

調査 は、 日本 昆 虫学会 の協 力 を得 て、会 員が既 存資料 を中心 と し必要に応 じて現 地調査 、

聞 きと りを加 え実施 した。指標 昆 虫類 に つ いて は全 国分 布 図 を作 成 す ると ともに、 専 門研

究 者に よ る分 布状 況 や生 息状況 に基 づ く種 の位 置 づ けを行 った。 また、指標 昆 虫類 の環境

指標 性 に基 づ き都 道府 県毎 の環 境診断 を 試み た。指 標 昆 虫類 の うち人為の 影響 を最 も強 く

受 けて い るの は、平 地 の小止水 域(池 沼 や低 湿地)を 主 た る生 息地 とす るタ ガ メや ハ ヅチ

ョウ トンボ で、 これ らは全 国的 に激減 して いた。

なお、 特定 昆 虫類 につ いては 、専 門研 究者 に よ る標準 和 名の統 一、 学名 の併 記 を行 う一

方、 選定 基準 の妥 当性 が検 討 され た。

■指標昆虫類調査対象種

ム カシ トンボ
ム カシヤ ンマ
ハ ッチ ョウ トンボ

ガ ロアム シ目
ガ メ

ハ ルゼ ミ

ギフチ ョ ウ
ヒメギ フチ ョウ
オ オム ラサキ
ンジボ ル

■特 定 昆虫類 調査 対象種選 定基準

A… … 日本国 内では、 そ こに しか産 しな い種

B… … 分 布域 が国 内の 若干の地 域 に限定 されて い る種

C… … 比較的普通 種 であ って も、北 限、南 限等分 布限界 にな る産 地 にみ られ る種

D… … 当該地域 にお いて絶 滅 の危機 に瀕 してい る種

E… … 近 年当該地 域 において絶 滅 した と考 えられ る種

F… … 業 者及び マニ アな どの乱 獲の ため、 当該地 域で の個体数 の著 しい減少 が心配

され る種

G… … 環境 指標 として適 当で あ ると考 え られ る種

一171一



4.表 土 改 変 状 況 調 査

関東地 方(1都6県 、 島喚 部 は除 く。)に お け る表 土の改 変状況 を昭和20年 頃、35年 頃、

50年 頃 の戦 後 の3時 期 にお いて調 査 す るこ とによ り時系列 的 に表 土の改 変 の実態 を把 握 し

た。調 査 方法 は、 空 中写真 の 判読 を主 に、 そ の他 資 料 も活 用 し、基 準地 域 メ ッシ ュ(約1

k皿×1km)毎 に、 下記 に示 す表 土 区分 を判定 した。

戦 後 の30年 間 にお いて 関東地 方 では都 市地 域 が拡 大 し、 自然 表土 地(森 林 、 草原 等)や

半 自然表 土 地(農 地等)を 蚕食 してい くとい う顕 著 な傾 向が把 握 され た。 この30年 間 を昭

和35年 頃 を境 に前期 と後 期 に分 け る と、 前 ・後 期 の 間には 明 らかに異 な る傾 向が見 出 され

た。 す なわ ち、 前期 に おい ては 、表 土の 改変 に都 市化 傾向 が強 くみ られ たの は、東 京 都 と

神 奈 川県 のみ で あ った が、後 期 に入 る といず れの 県 でも都市化 的 な改 変傾 向が 顕著 に な っ

た。

■ 表土区分

自然表土地

被 覆 地

盛 土 地

表土壊廃地

表土反転地

畑 地

水 田

水 域

そ の 他

森林

植林地

原野

市街地
工場地帯

その他

牧草地(人 工草地)

果樹 園、桑 園 、茶

その他

畑地

水田

陸水域

海域

陸域内

臨海

植林地 以外 の森林

ス ギ、 ヒノ キ等 の人工林

湿原 、砂丘 、火 山荒原等 を含む

道路等上記以外の被覆地

地形分類図の低地における造成地、堤防等
が考えられる

地形 分類 図 の丘 陵地 ・台地 にお け る造成地

、崩 壊地(自 然崩 壊地 を含 む)、 土 取場等

公 園、墓 地、 ゴル フ場

休耕畑を含む

休耕 田を含む

水面及び河辺植生地

未利用干拓地、未利用埋立地

5.湖 沼 調 査

天然湖 沼 の 自然性 の 消失 を監 視 し、 そ の保 全 を 図 るた めに、 全 国の面積1ha以 上 の 天然

湖沼 を対 象 に して 、湖 沼概 要、 透 明度、 湖岸 の改変 状況等 を調査 した。 また、代 表 的 な61

湖沼 に つい て は魚類 相 に つい て も調 査 した。

調 査対 象 とな った天 然湖 沼 は、合 計で487湖 沼、 面積 は約2,400k㎡ で 国土 面積 の0.64%に

相 当す る もの であ った 。 これ らの湖 沼は 東北 日本 に遍在 してい た。改 変状況 を成 因別 にみ

る と、一般 に、 火 山湖、 カル デ ラ湖 は改 変の度 合 が 小さ く、 海跡 湖、 断層湖 は大 きか った。

湖 岸 が人 工物 に よって改 変 され てお らず、 湖岸 周 辺 の土地(水 際線 よ り100皿)も す べ て 自然

地 で あ る湖沼(非 改 変湖 沼)は 、 全体 の半 数近 くあ ったが、 小規模 な湖 沼 が大部 分 で あっ

た。 一方、 改 変 の進 ん だ湖沼 と して湖 岸線 が50%以 上 人工化 し、湖 岸 の30%以 上 が市 街地

・工業 地 とな って いる ものは17湖 沼 であ った。
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6.河 川 調 査

河 川の 自然性 の 現況 及び利 用 の状 況 を把握 す るため に、全 国 の109の1級 河 川の 幹 川及 び

主要 な3支 川 に沖 縄 県 浦 内川 を加 えた113河 川 を対 象 と して、河川 の改 変状 況及 び魚 類 の

生息状 況等 につ い て調査 した。

また、全体 が原 生 状態 を保 って い る集水 域(「 原 生流域 」)に つ いて、1,000ha以 上 の も

の を抽 出 した。

改変状 況調査 の 一 つ であ る河 川横断 工作物(魚 類 の遡上 を阻害 す るお それ のあ るダ ム、

堰 堤等)の 設 置状 況 につ いては 、調査 され た113河 川 の うち100河 川 には魚が遡 上 で きない

工作 物 が平均7ヶ 所 以 上設 置 されてい た。

魚類の 生息状 況調 査 につ いて は、生 息が確認 され たのは、 純海産 魚 を除 くと159種 類(亜

種 や種 レベル での 同定 が不 能で あ った もの を含 む数)で あ った。

原 生流域 につ い ては 、109ヶ 所 抽 出され、 その総 面積 は230,759haで 、 その分布 は東 北 日

本 に遍 在 してい た。

7.海 岸 調 査

海 岸 が 人 為 に よ り ど の よ う に 改 変 さ れ て きて い る か を み る た め に、 海 岸 汀 線 及 び 海 岸 陸

域 の 自然 状 態 を 調 査 し た 。

調 査 対 象 と な っ た 海 岸 線 の 総 延 長 は32,170.21k皿 で 、 そ の う ち北 海 道 、 本 州 、 四 国 、 九 州

の 本 土4島 の 海 岸 線 総 延 長 は18,668.31k皿 で あ っ た 。 海 岸(汀 線)の 自然(改 変)状 態 を 把

握 す る た め 、 人 工 海 岸(著 し く人 工 的 に 改 変 さ れ た 海 岸)、 半 自然 海 岸(一 部 に 人 工 が 加

え られ て い る が 、 潮 間 帯 に お い て は 自然 の 状 態 を 保 持 して い る海 岸)、 自然 海 岸(自 然 状

態 を保 持 して い る海 岸)に 区 分 し延 長 を 計 測 した 結 果 、 自然 海 岸 は 全 体 で18,967.17km(海

岸 線 総 延 長 の58.96%)、 半 自然 海岸 は4,340.36km(同13.49%)、 人 工 海 岸 は8,598.95km(同

26.73%)で あ っ た 。 ま た 、 海 岸 陸 域(汀 線 か ら陸 側100mの 部 分)を 自然 地(樹 林 地 、 砂

浜 、 断 崖 等)、 農 業 地 、 市 街 地 ・工 業 地 ・他 に 区 分 し延 長 を計 測 した 結 果 、 自然 地 は 全 体 で1

9,369.16km(60.21%)、 農 業 地 は4,253.96k皿(13.22%)、 市 街 地 ・工 業 地 ・他 は8,283.36k皿

(25.75%)で あ っ た 。
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8.干 潟 ・藻 場 ・サ ン ゴ 礁 分 布 調 査

干 潟 ・藻 場 ・サ ン ゴ 礁 の わ が 国 に お け る分 布 状 況 を把 握 す る た め 、 位 置 、 面積 、 タ イ プ 、

環 境 の 現 況 等 に つ い て 調 査 した 。

干 潟 は 、 昭 和20年 以 降 に 、 藻 場 ・サ ン ゴ 礁 は、 昭 和48年 以 降 に 人 為 的 に 消 滅 した も の に

っ い て も 、 調 査 対 象 と し、 消 滅 面積 、 時 期 、 理 由 、 現 況 土 地 利 用 等 に つ い て 調 査 した 。

海 岸 域 に 現 存 す る 干 潟 の 総 面 積 は53,856haで 、 有 明 海 、 八 代 海 に そ の50%が 分 布 して い

る 。 干 潟 の 消 滅 は 著 し く、 昭 和20年 か ら52年 まで に 昭 和20年 当時 存 在 して い た 干 潟 の 約35

%が 消 滅 して い た 。20m以 浅 の 沿 岸 域 に 存 在 す る藻 場 の 総 面 積 は182,727haで 、 これ らは コ

ン ブ 場(20.5%)、 ア ラ メ 場(19.8%)、 ガ ラ モ 場(28.2%)、 ワ カ メ場(3.5%)、 小 型

多 年 藻 場(2.7%)、 ア マ モ 場(22.6%)、 小 型1年 藻 場(1.3%)の 各 タ イ プ か ら成 る も

の で あ っ た 。

沿 岸 域 に 存 在 す るサ ン ゴ 礁 の総 面 積 は87,183haで 、 そ の90%以 上 は 沖 縄 県 に 分 布 して い

た 。

9.海 域 環 境 調 査

生 物 の生 息状 況か らみ た、 わが 国の沿 岸域 の現状 を把 握 す るため に、 あ らか じめ区分 し

た91の 海 域毎 に、 プ ラ ンク トン、低 生生 物、付 着生物、 大腸 菌、 赤潮 の発 生状 況 につ いて

調 査 した。

海域 の富栄 養化 の指標 と して赤潮 の発 生状況 を取 りま とめた結果 、 昭和48年4月 か ら52

年3月 まで の5ヵ 年 間 にわ が国 の海域 で発 生 した赤潮 の件 数 は2,168件 で その継続 延 日数 は

15,165日 、1件 当た りの平均 継続 日数 は7日 で あ った。発 生件数 及 び継 続 日数 が多 か った

地 域 は、 い ずれ も瀬 戸 内海 や東京 湾 な どの内海 ・内湾 に面 し、 陸域 に大 規模 な市街 地 ・工

業地 等 が存 在 す る海 域 であ った。

10.海 域 生 物 調 査

わが 国 の海岸域 にお ける生物 の生 息状 況及 び生 息環境 を今後5年 毎 にモ ニタ リング す る

た め、 潮上 帯(飛 沫帯)及 び潮 間帯 に生 息 する生物 を調 査 した。

調 査 の反復 に伴 い蓄 積 され てい く情 報 を 的確 に活用 して い くため、 今 回 の調査結 果 は位

置 の違 いに応 じた生物 相 の水平分 布 と帯状 構造 を把握 す るこ とに重点 を置 き整理 され た。
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V第3回 自然環境保全基礎調査の概要

第3回 自然環境 保全基 礎調 査 は、昭和58年 度 か ら昭和62年 度 にか け て、 次 に挙 げ る11項

目につい て実施 した。

1.植 生 調 査

本調 査 は、 全 国の植生状 況 を よ り詳細 に把握 す る とともに、 現存 植 生図(5万 分の1)

を全 国的 に整 備 するた めの もの で あ り、 第2回 自然環境保 全基 礎調 査(以 下 、第2回 調

査)で 調査 が行わ れなか った地 域(国 土 の約1/2の 地域)に つ いて、 現地調 査及 び空 中写真

の判読 等 によ り、縮尺5万 分 の1の 現存植 生図 を作 成 した 。

調査 の結果 、第2回 調査 とあ わせ て、 全国土 の 「5万 分 の1現 存 植 生図」 が整 備 され、

さ らに、以下 の こ とが明 らか に され た。植 生図 に表 された 植物 社会 学 的群落 分類(凡 例)

は 、 わが国 の多様 な植 生 を反 映 して お り、 全国統 一凡例 に 地 方特有 の もの を加 え ると、計

766群 落 を数 えた。全 国の植 生 を人 為 に よる影響度合 に応 じて10ラ ン クの植 生 自然度 に区分

して集 計 した結果、 わが 国の 森林(自 然度9～6)は 、約25万k皿2、 国土 の67.5%を 占めて

お り、 一方、 自然林 に 自然 草 原 を加 えた 自然植生 は、 国土 の19.3%と2割 を切 ってお り、

この うち2分 の1以 上が北 海 道 に集 中 してい た。植生 自然 度 区分 を さ らに大 き く7つ に く

くった うえで 第1回 調 査結 果 と比較 す る と、国 土面積 に 占め る森林 全体 の割 合 はほ とん ど

変化 が なか った ものの(+0.2ポ イ ン ト)、 自然林 ・二次林 が減 少 し(一3.9ポ イ ン ト)、

植林 地 が増加(+4.1ポ イ ン ト)し て いた。 また、農 耕地 が減 少(一1.8ポ イ ン ト)し て い

る一方、 市街 地が増加(+1.5ポ イ ン ト)し てい た。

2.特 定 植 物 群 落 調 査

本 調査 は、我 が国 の多様 な植 物群落 の 中で、地 域 の代 表 的、 典型 的 な群 落 や希 少な群 落

な どを、基 準 を設 けて都 道 府 県 ごとに選定 し、 その分布 や 生育 状況 及 び変化 の状 況 を把 握

す る ものであ り、第2回 調 査 の結 果 を踏 まえ、下 記の3項 目の調査 を実施 した。

調査 の結果、 以下 の ことが 明 らか にな った。相観 区分別 の追 加件 数 は、 シイ、 カ シ林 な

どの 暖温帯 常緑広 葉高木 林(353件)が 最 も多 く、希 少植物 生 育地 な どの個体 群(225件)、

ブナ林 な どの 冷温帯夏 緑広 葉高 木林(199件)等 が それに続 い て い た。 また、前 回選定 され

た群 落3,834件 の うち、面 積 等 に変化 のあ った群 落 は420件(11.0%)で あ り、 海浜 植 生

(30.3%)、 湿地 植生(19.0%)、 暖 温帯 常緑針葉樹 林(12.6%)、 冷温帯 夏緑広 葉 高木

林(9.8%)の 順 で 改変 され て いた 。 これ らの結果、 特定植 物 群 落の 現状 は、全 国 で5,085

件 、約113万haと な り、 これ は 国土 面積 の約3%に あた る。

生 育状況調 査 では、475群 落 につ い てよ り詳細 な生 育状 況 の調査 が 行わ れ、 自然環 境保全

施 策(植 生 の保護 対策 、植 生 の復 元、 自然環 境の創 出、環 境 診 断等)の 基礎 とな る情 報が

整 備、 収集 で きた。
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■ 特定植物群落調査の調査項 目

①追加調査

②追跡調査

:前 回調査 で選 定 もれ とな った群落や 、 その後 新 たに発 見 さ

れ た群 落 等で選 定基 準 に合 致す るもの を選 定 し、 その生育

地及 び生 息状 況 につ いて調査 した。

:前 回調 査 で選定 され た全群 落 を対象 と して、 その変化 の状

況 を把 握 す るため、 改変状 況、原 因等 につ い て調査 した。

③生育状況調査:第2回 基礎調査及び第3回 基礎調査の追加調査で選定され

た特定植物群落のなかか ら植物群落の類型 ごとに代表的、

典型的な群落を抽出し、標本的な群落を対象 として、その

生育状況の現況について調査 した。

※選定基準は第2回 調査の概要を参照のこと

3.植 物 目録 の 作 成

本 目録 は、 昭和59年11月 、環 境 庁 が 自然環境 保全基礎 調 査 の も とに設置 した植 物分類 分

科 会 に よ って、 自然環 境保 全基 礎 調査 に標 準 と して使 用 す る植 物 分類 学的 に整理 され た 目

録 の 整備 を 目的 と して 、作 成 した もので あ る。

本 目録 は、 日本 に生 育 す る野 生 の シダ植 物及 び種子植 物 の全 種 を網 羅 す る こ とに努 め、

その分 類 は、 種、 亜種 、 変種 、 品種、 亜 品種 まで 区分 され 、 その数 はそれ ぞれ、5,565種 、

124亜 種 、1,612変 種、815品 種 、2亜 品種 の計8,118種 類 にな った 。 また、上 記8,118種 類 は

検 索 の 方法別 に分 類系 順、 学名ABC順 、和 名50音 順 の上 、 中、 下3巻 と して編集 されて

お り、 いず れ も科 名、 学 名、和 名 を収録 して いる。

植 物分 類学 の専 門家 によ り作 成 され た 全国 を網 羅 する植 物 目録 と しては、 戦後初 め ての

もの で あ り、 自然 環境 保 全基礎 調 査 にお け る植 物種 の分 布調 査 の 具体 的な検 討の資料 等 と

して 活用 され る こと とな った 。

4.動 植物 分布調査 ・全種調 査

本調 査 は、 自然 環境 保 全施 策 の対象 とな るべ き種 の選定 や、 今後 講 ずべ き施 策 の検 討 の

ため の基 礎 的か つ客観 的資料 を提 供 す る 目的 で、究極 的 にはわ が 国 に産 す る動物群 の全種

に関 す る全 国的分 布 の現状 及 び経 年変化 の状 況 を把握 しよ う とす るもので あ り、 哺乳類

(全 種)1、 鳥 類(全 種)、 両 生類 ・爬 虫類(全 種)、 淡水 魚類(全 種)、 昆 虫類(ト ンボ

・チ ョウ ・セ ミ類 の全 種及 び ガ ・甲虫類 の一部) 、・陸産 及 び淡 水 産貝類(全 種)を 対象 と

して実施 した。

調 査 の結 果 、調査 対 象 と した我 が 国の 主要 な動 物2,646種 の うち、2,067種 につ いて、 計

約42万 件 の分 布情報 の報 告 が あ り、報告 のあ った種 につい ては 、2次 メ ッシュ(約10km×

10km,2万5千 分 の1地 形 図 に相 当)単 位 での全 国 的な分 布図 を作 成 した。 それ ぞれの調

査 結 果 は次 の とお りで あ る。
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(1)哺 孚し類

中 ・大 型種 の多 くは夜 行性 で あるな ど、分 布情 報が 少な いが、食 虫 目の アカ トガ リネ ズ

ミや ミズラモ グラな ど、 翼手 目のイ リオモ テキ クガ シラ コ ウモ リ、兎 目のナ キ ウサギ、 薔

歯 目の ミカ ドネズ ミや エゾヤ チネ ズ ミな ど、 食 肉 目の ア ライグマ、 カ ワ ウソ、 イ リオ モテ

ヤマ ネ コ、 イ ン ドマ ングー スな どにつ いて は、分 布図 か ら分布 の大要 を把 握 す る ことがで

きた 。ニ ホ ンジカ につ いては、 宮城 県 中央部 で分 布情報 が得 られた。 も し繁殖 してい る個

体 群 であれ ば、 本調査 によ って新 たに知 られ た分 布域で あ る。 同様 に新 しい分 布域 を示 し

て い るものの例 と して、 ア ライ グマの岐 阜県 、テ ンの北海 道、 ハク ビシ ンの 山梨県、 ドブ

ネ ズ ミの 小笠 原 諸 島、 モ モ ジロ コウモ リの隠 岐 島、種 子 島か らの情 報 な どが あ る。 ニホ ン

ザ ル につ いて は、宮城 県牡 鹿半 島基部 で 分布 情報 が得 られ たが、 これ は、1923年 以来 の情

報 で あ り、半 世 紀 を経 て分 布域 が回復 した例 と考 え られ る。逆 に愛知 県知 多半 島 と名 古屋

市 周辺 につ い て、チ ョウセ ンイ タチ の情報 は 比較 的多数得 られ たもの の、 イタ チでは 得 ら

れ て いない の は、両者 の競合 によ り、 イ タチ の分布域 が この地域 で縮 小 した こ とを示 す も

の と考 え られ た。 この他、 オ コジ ョの北 海道 か らの情 報欠 如は、 イタ チに駆 逐 され個 体数

が 減少 した こ とを示 して い るもの と考 え られ た。

(2)鳥 類

鳥類全 種 につ いて、 わが 国初 の全 国 的越 冬記録 が分 布図 と して作成 され、種 ご との越 冬

南 限が 明 らか にな った。第2回 調査 で実 施 した繁殖分 布調査(昭 和53年 度)と の比較 によ

り、 留 鳥、漂 鳥、 夏鳥 、冬 鳥 といった繁 殖 ・越冬 分布型 の判定 が可能 とな った(さ らに、

越 冬 、繁 殖の 地域 に よ る細分類 が可 能)。 アカ エ リカ イ ヅブ リとカ ンム リカ イ ヅブ リは、

従 来 考 え られ て いた分 布 とま った く逆 の状態 で あ るこ とが判 明 した。 す なわ ち、本州 以南

にお い ては、 カ ンム リカイ ヅブ リの記録 が圧倒 的に多 く、 一 方、ア カエ リカ イ ツブ リは対

照 的に 西 日本 か らの報 告が 少なか った。 ガ ン類 につい て、 内陸の淡水 域や耕 地 を越冬 域 と

す るマ ガ ン類 と、 内湾 や干潟 を越冬 地 とする コクガ ンな どとの分布域 の違 いが 明確 にな っ

た。 そ の他 、 オオハ クチ ョウ とコハ クチ ョ ウ、ヤ マセ ミとカ ワセ ミ、 キ ヅツ キ類 な どにつ

いて 、分 布域 の違 いが 明確 とな った。 シ ラコバ トは、埼玉 県越谷付 近 に生息 し、 一時 は絶

滅 の危 機 さえ あ り、 昭和31年 には、 国指 定天 然記 念物 に指 定 されてい る。本 調査 では埼 玉

県か ら千葉 県 にか けて のみ に集 中 した記録 で はあ るが、近 年徐 々に分布 を広 げつ つあ るの

が確 認 された 。

(3)両 生類 ・爬 虫類

両生 類 ・爬 虫類の うち、 産卵 のた め特定 の池 に集 る傾 向のあ る両 生類 は、 比較 的確 認 し

や す く、分 布 の把握 され た種 も多い が、爬 虫類 の発見 は偶発 的 な条件 に左 右 され、 情報量

も少 なか った 。特 に、 水 中に生 息す る淡水 産 カメ類 の情報 は極 めて少 なか った。 比較 的広

く分布 して い るイモ リは、 中部地 方 か ら関東地 方 にかけて の情報 が、 カエル類 に 比べて 少

な く、 イモ リの分布域 が縮 小 してい る傾 向を示 す もの と考 え られ た。 トノサ マガエル も水

田の減 少 な ど ともに、 分布域 が縮 小 され てお り、 ダル マガ エル、モ リアオガ エル な どで も

同様 に、既知 の分布域 の一 部で消滅 しつつ あ る ことが確 認 された。 トノサマ ガエル と トウ

キ ョウダル マ ガエル の分布域 は重複 しない こ とが明確 にな り、 関東地 方 な どで一般 に トノ
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サ マガエル と呼 ばれ て い る種 は、 トウキ ョウダル マ ガエル であ るこ とが確 認 され た。

(4)淡 水 魚類

日本 に原産 す る淡 水 魚 は、173種 で あ り、 この うち塩 分環境 に対 す る抵 抗性 が な く完 全 に

淡水 中のみ に生 息 す るいわ ゆ る第1次 淡水 魚 は64種 であ る。 これ らの70%以 上 に 当た る49

種 がコ イ科 の 魚種 に よって 占め られ てい るが、 これ らの 東 日本 と西 日本 での 分布 の差 が 明

らか にな った 。 アユ に 比べて、 河川改修 や水 の汚 れ に も強 く、琵 琶湖産 ナユ に混 じって放

流 され て い る とい わ れ るオイ カワの東北 、四 国南 部(高 知 県)へ の移入状 態及 び タモ ロコ

の 関東、 東北 へ の分 布 拡 大傾 向な どが明 らか にな った。 イタセ ンパ ラの 自然分 布は、 淀川

水 系、木曾 川 水 系及 び 富 山平野 が知 られ てい るが、 個体 群 の減少が 著 しく、1974年 に 国の

天然 記念物 に指定 され て いる。本調査(メ ッシュ 図)で は、 富山で 空 白とな ってお り、 さ

らな る調査 の 必要 性 が指 摘 され た。

(5)昆 虫類

1)ト ンボ類

ル リボ シ ヤ ンマ な どでは じめて分布 パ ター ンが得 られ た。

2)チ ョウ類

日本 産チ ョ ウ類 の 分布型 をは じめて類 型化(45類 型)す ることがで きた。 ナガ サ キア

ゲ ハ、 タテ ハ モ ドキ、 クロ コノマチ ョ ウな どで は、顕 著 な拡 大(北 進 ない し東 進)傾 向

が確 認 され た。

3)セ ミ類

沖縄 地 方 につ いて 、 は じめて分布パ ター ンが 把握 さ れた。

4)ガ 類

日本産 と して学 名 登録 され てい る4,500種 の うち、231種(調 査 対象251種)に つ いて報

告 があ り、 そ れ ぞれ の分 布図 をも とに、 分布 地域 によ り、寒 冷地 型、広 分布 型、 温暖 地

型、 亜熱 帯 型 に分類 した分 布類別 図(細 分類 に よ り16類 別 図)が 作 成 され た。

5)甲 虫類

8,000種 を越 え る甲虫類 の うちか ら、環 境指 標性 を有 す る種 に着 目 して、3科104種 を

調 査対 象 と した が、 調 査者数 も少 な く、分 布パ ター ンを表わ す までの情報 は得 られ な か

った 。

(6)陸 産 ・淡 水 産貝 類

わ が国 では じめ て全 種 の分布 図が作 成 され 、 この結果 、 島嗅分 布型、石 灰 岩地分 布型 な

どの分布域 の 狭 い種 類 と、 北海 道分 布型 、本 州四 国分布 型 な ど比較 的分 布域 の広 い種類 と

に分類 が で きた.。

樹 上 性 のエ ゾ コ ギセル につい ては、 札 幌で新 分布 地 が確認 され たほか、 下北 半 島に も分

布 してお り、 そ の 中で上 北郡 か らの情報 は、 分 布 の南限 と して注 目され た。 その他、 ハ ナ

コギセル 、 チ ャイ ロマ イマ イな どで も、 新分 布地 又 は分 布限界(北 限又 は南限 な ど)が 明

らか にな った。
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5.環 境 指標 種 調 査(身 近 な 生 きも の調 査)

本調査 は、 居住 地周 辺 の身近 な自然環境 の動 向 を表 して い る種(環 境 指標 種)に つ い て、

その分布 を把 握 し、 ま た調査 を通 じて国民 の身近 な 自然 へ の関心 を高 め、 その保 全 の 必要

性 につ いての理 解 を深 め てい くことに役 立て よ う とす るも のであ る。

調 査 の結果、 ア ンケ ー トに未 回答 の方 も含 め全 体 の調査 協 力者数 を推計 す る と10万 人 を

超 え、寄せ られ たデー タ数 は約190万 件(動 物120万 件 、植 物70万 件)を 数 え た。 身近 な生

きもの70種 に つい て何 らかの情報 が寄せ られ た メ ッシ ュ(調 査 メ ッシ ュ)の 総数 は96,206

メ ヅシ ュであ り、太 平 洋ベル ト地 帯や その他 の平 野部 の 人 口密度 の高 い地域 で 、高 密 度 な

調 査 がで きた。

各調査 対象 種 の確認 メ ッシュ数 を以下 に記 す。

■ 動物 の確 認 メ ッシ ュ数

種 名
ザ リガニ

アメ リカザ リガニ
ヤ シガ ニ

サ ワガニ
ハ ッチ ョウ トンボ

キ リギ リス/ハ ネナ ガキ リギ リス

タガメ
ヒグラ シ

ミン ミンゼ ミ

オオ ミノガ

オオ ムラサ キ

ハ ン ミョウ

カ ブ トムシ

ゲ ンジボタ ル

ヤマ メ

アユ

オイカ ワ

コイ

フナ

ドジ ョウ

メ ッ シ ュ数

8,621
16,716

160

21,956

9,406

31,882

9,228

37,735

42,477

16,248

5,499

12,895

31,799

11,660

9,624

11,550

14,420

22,436

29,521

29.191

種 数
メダ カ

カダヤ シ

イモ リ/シ リケ ンイモ リ
ヒキ ガエル

ウ シガエル
カ ジカガエル

アオダ イシ ョウ

ドバ ト

キジバ ト
カ ヅコ ウ

カ ワセ ミ

ヒパ リ

ヅバメ
オ オ ヨシキ リ

ス ズメ

ム ク ドリ

オナ ガ

オオ コ ウモ リ類
ノ ウサ ギ/ユ キ ウサ ギ
ニホ ン リス エ ゾ リス

動 物 を確認 したメ ッシュ

メ ッ シ ュ数

21,356

2,114
18,609

27,101
17,174

7,183

35,228

34,068

42,155

22,741

11,588

29,652

50,479
10,034

58,862

32,292

14,236

2,209

23,389
10,572

76.805

■ 植物 の確 認 メッシ ュ数

種 名
在来 タ ンポ ポ

セ イヨ ウタ ンポポ

アカ ミタ ンポポ

ヒメ ジ ョオ ン
ヘ ラバ ヒメ ジ ョオ ン

ハル シオ ン

ヒル ガオ/コ ヒル ガオ

セィ ヨ ウヒル ガオ

ア レチ マ ツヨイ グサ

オ オマ ツヨ イグサ
コマ ツヨイ グサ

セ ンダ ングサ

タチア ワユ キセ ンダ ングサ

ミミナ グサ

オ ラ ンダ ミ ミナグサ

メ ッ シ ュ数

38,389

46,279

7,604
46,265

15,764

25,364

35,899

5,028

30,375

18,647

8,663

13,809

2,519

17,394

18.949

種 名
セ イタ カア ワダチ ソウ

オ オ ブタクサ

ア レチ ウ リ

ヤ ブガ ラシ

ム ラサ キカタバ ミ

キ キ ョウ
オ ミナエ シ

テ ッポ ウユ リ
ニ リンソ ウ

チ ゴユ リ

カ タク リ

ホテ イ アオ イ

エ ビモ

タ ヌキ モ類
コ ウホ ネ類

植物 を確認 したメ ッシュ

メ ッ シ ュ数

40,200

12,555

10,428

29,530

20,521

16,369

20,425

s,ssl

11,433

15,859

12,067

4,103

3,216

2,098

3.516

75.760
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6.自 然 景 観 資 源 調 査

本 調査 は、 自然 環境 保 全上 重要 な要素 で あ る 自然景 観 につ いて、 「何 が」 、 「どこ に」、

「どの よ うな状 態 」 で存在 してい るか を全 国的視 野 で把握 す るため、視 対 象 で あ る 自然景

観 の基盤(骨 格)を な す地形、 地質及 び 自然景 観 として認 識 され る 自然現 象 に 着 目 して そ

れ らの位 置 及 び特性 等 を調 査 した もの であ る。

調 査 の結 果 、抽 出 され た 自然景観 資源 数 は全 国 で15,468件 で あ り、 最 も多 い のは滝 で、

つ いで 火 山、 峡谷 ・渓 谷 、非 火山性孤 峯、 湖沼 、海食崖 、砂 浜 ・磯 浜 の順 で、 この7資 源

で全 体 の ほぼ 半数 の50.9%を 占め てい た。資 源 の種類別 の分 布状況 を見 る と、 火 山景観 、

山地 景観 と も 中部 地 方 に最 も多 く、石 灰 岩景 観 は 中国地方1と多 く分 布 して い た 。一 方、 水

景 の 方 は河 川 景観 が 中部、 湖沼 景観 が東北 、 北海 道地 方に 多 く、海 岸景 観 は九 州地 方 で豊

富 とな って い た。 自然 景観 資源 の利用 形態 にっ いて は、 「一般 観光 」 が34.5%、 「レク リ

エー シ ョン利 用 」 が37.3%、 「自然学 習 ・自然探 勝」 が28.1%で あ った。

資 源 の保護 の現状 につ いては、総 資 源数 の うち36.8%は 、 当該資 源 に対 す る特段 の イ ン

パ ク トは存在 しな か った。 しか し、全体 の3分 の2近 くは何 らかの 開発行 為 あ るい は 当該

開 発行 為 の二 次 的影 響 を受 けてお り、 イ ンパ ク トの種類 と して最 も多い もの は 、人 の立 ち

入 り(15.8%)で 、 つ いで農林 業 開発(10.0%)、 観光 開発(9.5%)の 順 で あ った。

7.湖 沼 調 査

本 調査 は、 わが 国 の主要 な天 然湖 沼の 自然 性 の消 失を監視 し、 その保 全 に資 するた めに、

全 国の 面積1ha以 上の 天然 湖沼 の うちの 主要 な もの を対象 と して、 湖沼 の水 質、 湖岸 の改

変状 況、 魚類 の生 息状 況等 を調査 する もので あ り、基 本的 に第2回 調査 と同 じ湖 沼(487湖

沼)を 対 象 と して 実施 した。

調 査 の結果 、対 象 とな った天 然湖沼 は、 合 計 で483湖 沼 、面積 は約2,380km2で 、 国土面積

の0.63%に 相 当す るもの であ った。 これ らの 湖沼 の分 布は北 海道及 び東 北 日本 に著 しく偏

って い た。透 明度 の全 湖沼 平均 値は3.Omで あ り、 透明度 の高 い湖沼 の成 因 をみ ると、堰 止

湖 、 カル デ ラ 湖が 多 く、湖 沼型 をみ る と貧栄 養湖 、酸栄 養湖 が多 か った。湖 沼 改 変状 況 に

っ いて は、第2回 調 査 と比較 して、湖 沼全 体 で は 自然湖岸 率が減 少 し(1.6%減)、 半 自然

湖 岸 率が増 加 した が(1.4%増)、 人工 湖岸 率 は ほ とん ど変化が み られ なか った 。 自然湖 岸

率100%か つ 自然 地率100%の 非 改変湖 沼 は全 国 に218湖 沼 あ り、 第2回 調 査時 か ら14湖 沼 減

少 した。 また、 人工 湖 岸率50%以 上 かつ市 街 地 ・工業 地率30%以 上 の湖 沼(改 変 の進 ん だ

湖 沼)は 全 国 に27湖 沼 あ り、 第2回 調査 に比較 し8湖 沼増加 してお り、 それ らは いずれ も

海跡 湖 、 も し くは富栄 養 湖 のタ イプの 湖沼 で あ った。生 息魚類 数が 多 い湖沼 を成 因別 にみ

る と、 汽水 魚 、沿 岸 魚 の侵入 す る海 跡湖 の 魚類 相 が最 も豊か であ り、 つ きに 断層 湖の 魚類

相 が豊 かで あ った。第2回 調査 とくらべ た魚 類相 の変化 は、汽水 魚 ・沿岸 魚 等周 縁性 の魚

類 に関 す る もの が多 か ったが、 一方 、 ブ ラ ックバ ス をは じめ とす る外 国産 の移 入 魚は 各地

の湖 沼 で増加 す る傾 向が み とめ られ た。
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8.河 川 調 査

本 調査 は、 わが国 の河 川 の 自然性 の現 況及 び利用 の状 況 を把 握 す る 目的で、 河川 の改 変

状況 、魚類 の生 息状況 、原 生流 域 の状 況等 を調 査 した もので あ り、 第2回 調 査 と同様 、全

国 の109の 一級 河川 の幹 川及 び 主要 な3支 川 に沖 縄県浦 内川 を加 え た113河 川 を対象 と して

実施 した。 また、 第2回 調 査 で抽 出 された原生 流域(面 積1,000ha以 上 にわ た り、 人工構 造

物の存 在や森 林伐採 等 人為 の影 響 のみ られ ない流域)に つ い てそ の改変状況 の調査 も実施

した 。

調査 の結果 、河川 の 改変 状況 について は、人 工化 され た水際線(平 水時 に護岸 等人工 構

造 物 と接 してい る水 際線)は 、 全 国で2,441.5km、 調 査対 象河 川(区 間)の21.4%に あた り、

第2回 調 査 と比較 して 全国 で249.3km(2.2%)増 加 してい た。 河川横 断工作 物 の設 置状 況

につ いては、 対象 に した113河 川 の うちの110河 川 で設置 されてお り、 河川横 断工作物 にお

け る魚道 の設 置割合 は全 河 川で31%あ り、 その うち約12%は よ く機 能 してい ない こ とが 明

らか にされ た。生息魚 種 数 につ いて は、種類 数 が多か った のは、 そ のほ とん どが本州 の 主

要 河川 であ り、逆 に生 息魚種 数 の少 なか ったの は北 海道 地 方の河 川や 、急流 の河川、 流程

の短 い河 川で あ った。魚類 相 の 変化 をみ る と、清水性 の ギ ギ類 ・トゲ ウオ類 の一部 では生

息 河川数 の減 少がみ られた 。一 方、外 国産移 入魚 は第2回 調査 に比べ、各 地 の河川で 分布

を拡 大 す る傾 向がみ られ た。原 生 流域 につ いて は、 全国 で100流 域抽 出 され、 そ の総 面積 は

211,879haで 、北 海道地 方(37流 域)、 東 北地 方(31流 域)に 集 中 して存在 し、 西南 日本 で

は離 島(屋 久 島 ・西表 島)に 存 在 す るのみで あ った。改 変 に よ り第2回 調査 以 降原 生流 域

に該 当 しな くな った流 域 は、計11流 域、17,386haで あ った。

9.海 岸 調 査

本調 査 は、 海岸 が人 為 に よ りどの ように改変 されて きて い るか をみ るた めに、海岸 汀線

及 び 海岸 陸域 の改 変状 態及 び海 岸地形 の形 態 を調査 す る もので、 第2回 調査 に よって把握

され たわが 国の海岸 の 改変状 況 につ いて、 その後 の変化 を調 査 す るこ とに よ り、海岸 域 の

現 況 と変化状 況 を把 握、 分析 した。

調査 の結果 、調査 対象 とな った海岸線 の総 延長 は、埋 め 立て に よって新 しい海岸線 がで

きた こ とによ って、 第2回 調 査 結果 に比べ約300km増 加 して、32,471.85kmと な り、 その う

ち本 土域海岸 は18,919.26k皿 であ る ことが明 らか にされ た。海岸(汀 線)の 区分別延 長 を第

2回 調査 結果 と比較 す る と、 海 岸線全体 に占め る割合 は 、 自然海 岸 が2.3%の 減少、 半 自然

海 岸が0.4%の 増加 、人 工 海岸 が1.9%の 増加 となってい た。代 表 的 な海域 の海岸 汀線 の変

化状 況 をみ る と、 すで に人工 海 岸化が進 んでい る東京 湾、 三 河湾 、伊勢湾 な どの変化 は少

な く、 変化 の 大 きい海 域 につ い てみ る と、石狩 、胆振 、 富 山湾 な どの海域 で人工 海岸化 が

進 み、遠 州灘、 秋田 な どの海域 で半 自然 海岸化 が進 んで い た。
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10.海 域 生物環境調 査

本調査 は 、 日本列 島沿岸 におけ る潮間帯 生物 の水平分布 や鉛 直分 布 の状況 につ いて、 量

的 な側 面 も含 め、 海域 毎 に把握 す る とともに、潮 間帯生物 の モニ タ リング と して、 今後 、

継 続 的 にデ ータ を蓄積 し、環 境 の 変動 とのかかわ りを見 てい くた めの基 盤 を整備 す るもの

で あ り、 海岸 を有 す る全 国の都 道府 県(計39都 道府 県)の107調 査 地 区 を対象 と して 実施 し

た。

調査 の結果 、砂 泥浜 の植物 相 の対象 となった種 は17種 、5地 区以 上 で出現 したの は アナ

アオ サ とオ ゴ ノ リのわ ずか2種 であ った。動 物相 の対象 とな った種 は259種 であ った が、5

地 区以 上 で出現 したの は15種 と少 な く、 これ らの うち出現 頻度 の高 い種 は、 アサ リ、 ヒメ

ス ナ ホ リムシ、 ハ マダ ンゴ ム シ、 ヒメハ マ トビム シな どで あ り、 動植 物相 とも貧弱 であ っ

た 。一 方、磯 浜 等の植 物相 の対象 となった種 は281種 であ り、10地 区以 上で 出現 したの は3

2種 で あ った。 動物 相 の対象 となっ た種 は360種 で あ り、10地 区以 上 で 出現 したのは54種 で

あ った 。鉛 直分 布に つい ては、 調査 条件 の違 い等 によ り、今 回 の調 査 結果 だ けでは変化 の

実 態 が不 明 な点 も多 いが、 東京 湾三 枚州 、三河 湾竹 島海 岸等 で多 毛類 や アナア オサが 減少

した一方 、他 の種 の 出現量 が増 加 してお り、生 息環境 の良好化 と考 え られ る事例 も見 られ

た。 地 区毎の種 類数 につ いて は、海 流の接 岸状態 、潮位差 の相 違、 地形 タイ プ等 の環境 条

.件 を反 映 して い る と考 え られ る。植物 に ついて は大 きな相 違 は見 られ ない が、動物 に つい

て は砂 泥浜 、磯 浜等 とも に 日本列 島南 部 で多 く、 北部で 少な い傾 向 を示 して い た。

11.過 去 における鳥獣 分布調査

基 礎調 査 の動物 分布 調査 によ って、動 物の今 日的な実態 は明 らか に されつ つあ るが、既

に絶 滅 した り丸絶 滅 に瀕 して い る動 物 がかつて どこに分 布 し、何 が 引 き金 とな って どの よ

うに減 少 したの か とい う、 い わば種 の絶 滅や減 少 の過程 ・メカ ニズ ム を解 明 す るこ とが で

きれ ば、 今後 の野 生生 物 の保 護 ・管理 に有益 な情 報 と思わ れ る。本調 査 は、以 上の よ うな

認 識 に 立 って、過 去の 動物 の分 布の概 略 を明 らか にする こ とに よ り、 現代 の分布 の歴 史 的

形 成過 程 及 び歴史 的意 味 を解 明す る手が か りを得 、 もって 自然環境 保 全施策 に資 す る こと

を 目的 と した ものであ る。

調査 は まず、近代 自然 科学 の 成立 以前 の文献 か ら分布 図 を復 元 す る基礎 的な 方法論及 び

問 題点 の整理 か ら行 わ れた。 そ の後、 そ の基 礎 の上 に立 って、 享保 ・元文諸 国産 物帳 等 に

記載 され た動植 物 の地 方名 を 当時の標 準 的な名称 に読み替 え るこ と、 及び 当時 の標 準 的な

名称 が今 日の どの動植 物 に該 当す るかを決定 す る作 業 を行 った。

調 査 の結 果、 い くつか の地 域 か ら産 物帳等 に よ る分布情 報 が得 られ てお り、過 去 と現 代

の 鳥獣 名称 の読 み替 え に問題 の なか った獣類13種 類 、鳥類18種 類 につ いて1730年 代 の分 布

図 を作成 した。 分布 図 を作 成 した種 の うち、 現在 の分布 と比較 対照 してい くつか の知見 が

得 られ た種 につ いて若 干 の考察 を加 えた。 シカ、 カ ワセ ミ ・アカ シ ョ ウ ビンは現在 とあ ま

り分 布 に違 いが な く、 オ オカ ミ、 カ ワ ウソ、 ア シカ、 コ ウノ トリは産 物帳 の時代 は全 国で

広 く見 られ てい たが、 現在 絶滅 したか 又は絶滅 の危機 に あ り、 ニホ ンザル、 クマ、 キ ツネ、

イ ノ シシ、 カモ シカ、 カ ラスバ トは現在 の分布 と産 物帳 の記載 と比 較 して、 地域 的に絶滅

した個 体群 が あ る と考 え られ る。ヘ ラサギ、 ガ ン類 、ハ クチ ョウ、 ツル 類は現 在 の渡来地

と産 物帳 の時代 の渡来 地 とが大 きく異 な ると考 え られ(水 辺環境 の 変化 を うかがわ せ る)、

ジ ャコ ウネズ ミ、 イタ チは 現在 の分 布 と産物帳 の記載 を比較 して興 味 あ る変化 を示 して い

た 。
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VI自 然環境保全基礎調査成果品一覧

〈第1回 自然環境保全基礎調査〉

調 査 項 目

自然度調査

すぐれた
自然調査

環境寄与度調査

総合とりまとめ

成 果 物

● 現 存 植 生 図(1/200,000)(都 道 府 県 別 ・53面)

●植 生 自然 度 図(1/200,000)(都 道 府 県 別 ・53面)

● す ぐれ た 自然 図(1/200,000)(都 道 府 県別 ・53面)

●自然環境保全調査報告書(自然環境改変状況調査)
(関東地方のみ)

●自然環境保全調査報告書(第1回 緑の国勢調査)

発行年

S50

S50

S50.51

S50

S50

市 販 物

緑の国勢調査
一自然環境保全調査報告書一

〈第2回 自然環境保全基礎調査〉

調 査 項 目

植生調査

特定植物
群落調査

動物分布調査

湖沼調査

河川調査

海域調査

表土改変
状況調査

総合とりまとめ

成 果 物

●現存植生図(1/50,000)(608面)

●植生調査報告書(都道府県別 ・45冊)

●植生調査報告書(全 国版)

●特定植物群落調査報告書(都 道府県版 ・47冊)

●特定植物群落調査報告書(全国版)

●動物分布調査報告書(哺 乳類)(都 道府県別 ・47冊)

●動物分布調査報告書(哺 乳類)(全 国版)

●動物分布調査報告書(哺 乳類)(全 国版その2)

●動物分布調査報告書(鳥 類)(全 国版)

●動物分布調査報告書(両 生類 ・は虫類)(都 道府県別 ・47冊)

●動物分布調査報告書(両 生類 ・は虫類)(全 国版)

● 動物分布調査報告書(両 生類 ・は虫類)(全 国版その2)

● 動物分布調査報告書(淡 水魚類)(都 道府県別 ・47冊)

● 動物分布調査報告書(淡 水魚類)(全 国版)

● 動物分布調査報告書(昆 虫類)(都 道府県別 ・47冊)

●動物分布調査報告書(昆虫類)(全国版)

●湖沼調査報告書(都道府県別 ・37冊)

●陸水域関係調査報告書(湖 沼)(全 国版)

●河川調査報告書(都道府県別 ・47冊)

●陸水域関係調査報告書(河 川)(全 国版)

●干潟 ・藻場 ・サンゴ礁分布調査報告書(都 道府県版 ・39冊)

●海域環境調査報告書(都道府県別 ・39冊)
●海域調査報告書 海岸調査、海域環境調査、干潟 ・藻場

・サンゴ礁分布調査(全 国版)

●海域生物調査報告書(都 道府県別 ・39冊)

●海域生物調査報告書(全 国版)

●海域生物調査報告書(調査地区詳細,垂 直分布図)(全 国版)

●表土改変状況調査報告書

(表土改変状況調査メッシュ図付)(関 東地方のみ)

● 動植物分布図(1/200,000)(都 道 府県別 ・53面)

●日本の自然環境(通 称ア トラス)

● 自然環境保全基礎調査報告書(緑 の国勢調査)

● 自然環境保全基礎調査報告書(緑 の国勢調査 ・資料編)

発行年

555.56

S55

S56

S54

S56

S54

S55

S56

S55

S54

S54

S56

S54

S56

S55

S56

S55

S56

S55

S56

S54

S54

S56

S54

556

S55

S55

S56

S57

S57

S58

市 販 物

現存植生図(自然環境研究センター)
植生調査報告書(〃)

日本の重要な植物群落12分冊
(大蔵省印刷局)

日本の重要な植物群落の分布
(大蔵省印刷局)

日本産鳥類の繁殖分布

(大蔵省印刷局)
日本の重要な両生類 ・は虫類12分 冊

(大蔵省印刷局)

日本の重要な両生類 ・は虫類の分布

(大蔵省印刷局)
日本の重要な淡水魚類12分 冊

(大蔵省印刷局)

日本の重要な昆虫類12分 冊

(大蔵省印刷局)

日本の重要な昆虫類の分布

(大蔵省印刷局)

動植物分布図(自 然環境研究センター)

日本の 自然環境(大 蔵省印刷局)

第2回 緑の国勢調査(大 蔵省印刷局)
〃 資料編(大 蔵省印刷局)

注)市 販物は、絶版あるいは在庫切れのものを含む。
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〈第3回 自然環境保全基礎調査〉

調 査 項 目

植生調査

特定植物
群落調査

動植物分布調査

(環境指標種
調査)

(全種調査)

自然景観
資源調査

湖沼調査

河川調査

海岸調査

海域生物

環境調査

総合とりまとめ

その他

成 果 物

●現存植生図(1/50,000)(685面)

●植生調査報告書(都 道府県別 ・44冊)

●植生調査報告書(全 国版)

●特定植物群落調査追加 ・追跡調査報告書

(都道府県別 ・47冊)

●特定植物群落調査生育状況調査報告書(都 道府県別 ・47冊)

●特定植物群落調査報告書(全 国版)

●小冊子 「生きもの地図ができました。」

●動植物分布調査報告書(分 類群別 ・9分 冊)

哺乳類、鳥類、両生類 ・爬虫類、淡水魚類、昆虫(ト ンボ)

類、昆虫(チ ョウ)類 、昆虫(セ ミ及び甲虫)類 、昆虫(ガ)類 、

陸産及び淡水産貝類

●自然景観資源調査報告書(都 道府県別 ・47冊)

●自然景観資源調査報告書(全国版)

●湖沼調査報告書(地 方別 ・7分 冊)

●湖沼調査報告書(全 国版)

●湖沼調査報告書(全 国版資料集)

●河川調査報告書(地 方別 ・7分 冊)

●河川調査報告書(全 国版)

●河川調査報告書(全 国版資料集)

●海岸調査の結果(資 料16ペ ージ)

●海域生物環境調査報告書(都道府県別 ・39冊)
●海域生物環境調査報告書(全国版)

●自然環境保全基礎調査総合解析報告書(総 括編)

● 自然環境保全基礎調査総合解析報告書(解 析編)

● 自然環境保全基礎調査磁気データファイルの概要

●自然環境情報図(1/200,000)(都 道 府県別 ・53面)

掲 載情報:特 定植物群落、自然景観資源、原生流域、

自然海岸等

●植物目録(上)(中)(下)

●過去における鳥獣分布調査について(資 料50ペ ージ)

発行年

S60～H元

S62.63

S63

S63

S63

S63

S60

S63

H元

H元

S62

S62

ss2

S62

ssz

S62

S60

S63

S63

H元

H元

H元

H元

S62

S63

市 販 物

現存植生図(自然環境研究センター)
植生調査報告書(〃)

日本の重要な植物群落II18分 冊

(大蔵省印刷局)

日本の自然景観18分 冊

(大蔵省印刷局)

日本の湖沼環境(大蔵省印刷局)

日本の河川環境(大蔵省印刷局)

自然環境情報図

(自然環境研究センター)

植物目録1987(大 蔵 省印刷局)

注)市 販物は、絶版あるいは在庫切れのものを含む。
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〈第4回 自然環境保全基礎調査〉

調 査 項 目

植生調査

巨樹 ・巨木林

調査

環境指標種調査

動物分布調査

河川調査

湖沼調査

海岸調査

海域生物
環境調査

生態系総合モニ

タ リング調査

総合とりまとめ

成 果 物

● 現 存 植 生 図(1/2,500,000)

● 植 生 自然 度 図(1/2,500,000)

● 植 生 調 査 報 告 書(全 国版)

●巨樹 ・巨木林調査報告書(地 方別 ・8分 冊)

●巨樹 ・巨木林調査報告書(全 国版)

●小冊子 「1990年身近な生きもの調査 調査結果」

●海の生きもの地図

●動植物分布調査報告書(哺乳類)
●動植物分布調査報告書(鳥 類)
●動植物分布調査報告書(両生類 ・爬虫類)
●動植物分布調査報告書(淡水魚類)
●動植物分布調査報告書(陸産及び淡水産貝類)
●動植物分布調査報告書(陸産及び淡水産貝類 別冊 ・分布図)
●動植物分布調査報告書(昆虫(チョウ)類)

●動植物分布調査報告書(昆虫(ガ)類)
●動植物分布調査報告書(昆虫(トンボ)類)
●動植物分布調査報告書(昆虫(セミ・甲虫)類)

●河川調査報告書(地 方別 ・8分 冊)

●河川調査報告書(全 国版)

●河川調査報告書(全国版資料集)

●湖沼調査報告書(地 方別 ・7分 冊)

●湖沼調査報告書(全 国版)

●湖沼調査報告書(全国版資料集)

●海岸調査報告書(全国版)

●海域生物環境調査報告書(干潟)
●海域生物環境調査報告書(藻場)
●海域生物環境調査報告書(サンゴ礁)

●生態系総合モニタリング調査報告書

●自然環境保全基礎調査総合解析報告書(総括編)
●自然環境保全基礎調査総合解析報告書(解析編)
●自然環境保全基礎調査磁気データファイルの概要

発行年

H6

H6

H6

H3

H2

H4

H3

H5

H6

H5

H5

H5

H5

H5

H5

H5

H5

H6

H6

H6

H5

H5

H5

H6

H6

H6

H6

H6

H7

H7

H7

市 販 物

日本の植生(付 録)

日本の植生(付 録)

日本の植生(自 然環境研究センター)

日本の巨樹 ・巨木8分 冊

(大蔵省印刷局)

日本の巨樹 ・巨木(全 国版)

(大蔵 省印刷局)

「20万分の1生 きもの地図」

コンピュータ打ち出 しサービス

(自然環境研究センター)

日本の河川環境II

(自然環境研究センター)

日本の湖沼環境II

(自然環境研究センター)

日本の干潟、藻場、サ ンゴ礁の現況

第1巻 干潟(海 中公園センター)

第2巻 藻場(〃)

第3巻 サンゴ礁(〃)
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W第4回 自然環境保全基礎調査検討会及び分科会名簿

【自然環境保全基礎調査検討会】

朝比奈 正二郎

今泉 吉典

上野 俊一

江上 信雄

奥富 清

工藤 盛徳.

黒田 長久

佐藤 大七郎

高井 康雄

多紀 保彦

手塚 泰彦

中島 巌

西岡 秀三

沼田 眞

波部 忠重

古田 能久

座長 宝月 欣二

宮脇 昭

門司 正三

山本 護太郎

吉川 虎雄

動物(昆 虫類)

動物生態学

動物生態学

環境全般

植物生態学

海洋生物学

動物(鳥 類)

林学

土壌学

動物(魚 類)

陸水学

航測学

情報工学

植物生態学

動物(無 脊椎動物)

陸水生物学

植物生態学

植物生態学

植物生態学

海洋学

官然地理学

国立予防衛生研究所名誉所員

国立科学博物館名誉館員

国立科学博物館動物研究部昆虫第二研究室長

国立公害研究所長

東京農工大学名誉教授

東海大学海洋学部教授

(財)山 階鳥類研究所長

(財)自 然環境研究センター理事長

東京農業大学農学部教授

東京水産大学水産学部教授

京都大学生態学研究センター教授

(社)日 本林業技術協会主任研究員

国立環境研究所地球環境研究センター総括研究管理官

千葉県立中央博物館長

日本貝類学会長

(株)フ ィスコ顧問

東京都立大学名誉教授

横浜国立大学環境科学研究センター長

東京大学名誉教授

東海大学海洋学部教授

東京大学名誉教授

【植生分科会】

奥田 重俊

座長 奥富 清

中村 徹

横浜国立大学環境科学研究センター教授

東京農工大学名誉教授

筑波大学農林学系講師

【特定植物群落調査分科会】

座長 奥富 清

奥田 重俊

佐々木 寧

菅沼 孝之

豊原 源太郎

東京農工大学名誉教授

横浜国立大学環境科学研究センター教授

埼玉大学経済短期大学部教授

天理大学教養部教授

広島大学理学部講師
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【海域生物環境分科会】

稲葉 明彦

内田 絋臣

座長 菊池 泰二

北森 良之助

月舘 潤一

中尾 繁

風呂田 利夫

矢島 孝昭

山口 正士

山本 護太郎

比治山女子短期大学副学長

串本海中公園センター取締役学術部長

九州大学理学部附属天草臨海実験所教授

元農林水産省東海区水産研究所水質部汚濁対策研究室長

水産庁南西海区水産研究所資源増殖部長

北海道大学水産学部教授

東邦大学理学部講師

金沢大学教養部助教授

琉球大学理学部海洋学科教授

東海大学海洋学部教授

【哺乳類分科会】

座長 阿部 永

阿部 學

今泉 吉典

吉行 瑞子

北海道大学農学部教授

農林水産省森林総合研究所企画調整部研究情報科長

国立科学博物館名誉館員

東京農業大学教授

【鳥類分科会】

市田 則孝

座長 黒田 長久

塚本 洋三

中村 一恵

樋口 広芳

(財)日 本野鳥の会常務理事

(財)山 階鳥類研究所長

(財)日 本野鳥の会専務理事

神奈川県立博物館専門学芸員

(財)日 本野鳥の会研究センター所長

【両生類 ・爬虫類分科会】

座長

岩澤 久彰

上野 俊一

大野 正男

倉本 満

柴田 保彦

千石 正一

松井 正文

新潟大学理学部教授

国立科学博物館動物研究部昆虫第二研究室長

東洋大学文学部教授

福岡教育大学教授

大阪市立自然史博物館長

(財)自 然環境研究センター主任研究員

京都大学大学院人間環境学研究科助教授
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【淡水魚類分科会】

尼岡 邦夫

木村 英造

木村 清朗

座長 多紀 保彦

中村 守純

名越 誠

林 公義

北海道大学水産学部教授

(財)淡 水魚保護協会理事長

九州大学農学部水産増殖環境学講座助教授

東京水産大学水産学部教授

元国立科学博物館動物第二研究室長

奈良女子大学理学部教授

横須賀市自然博物館第一研究室学芸員

【淡水魚類作業部会】

岩田 明久

君塚 芳輝

瀬能 宏

座長 林 公義

細谷 和海

前畑 政善

宮内庁侍従職

二松学舎大学非常勤講師

(株)益 田海洋アカデミー

横須賀市自然博物館第一研究室学芸員

水産庁養殖研究所遺伝育種部育種研究室長

滋賀県立琵琶湖文化館主査

【昆虫類分科会】

座長 朝比奈 正二郎

大野 正男

奥谷 偵一

佐藤 力男

白水 隆

杉 繁郎

谷 幸三

林 長閑

林 正美

布施 英明

宮本 正一

渡辺 泰明

国立予防衛生研究所名誉所員

東洋大学文学部教授

神戸大学名誉教授

新潟県立新潟中央高等学校教諭

北九州市自然史博物館顧問

日本蛾類学会事務局長

奈良県立登美ヶ丘高等学校教諭

東洋大学講師

埼玉大学教育学部助教授

西部赤城自然観察園部長

筑波女学園短期大学教授

東京農業大学教授

【無脊椎動物分科会】

飯島 國昭

伊藤 潔

稲葉 明彦

加藤 繁富

川口 洋治

川名 美佐男

紀平 肇

上田教育事務所学校教育課指導主事

日本貝類学会員

比治山女子短期大学副学長

東京都北区立清至中学校長

日本貝類学会員

大宮市立春里中学校教諭

清風学園高等学校教諭
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清末 忠人

鈴木 章司

多田 昭

知念 盛俊

座長 波部 忠重

長谷川 巌

浜田 善利

湊 宏

元鳥取市立美保小学校長

神戸市立佳吉中学校教諭

香川県立香川中部養護学校高等部教諭

沖縄県立泊高等学校教諭

日本貝類学会会長

武生市立武生東小学校教諭

熊本工業大学助教授

和歌山県立田辺工業高等学校長

【環境指標種分科会】

座長 大野 正男

大場 秀章

勝山 章子

金井 裕

土屋 桃子

浜口 哲一

林 公義

山瀬 一裕

吉田 正人

東洋大学文学部教授

東京大学総合研究資料館助教授

自然観察指導員

(財)日 本野鳥の会研究センター環境解析研究室長

プラス ・ティー(株)プ ロデューサー

平塚市博物館主査兼学芸員

横須賀市自然博物館第一研究室学芸員

(財)自 然環境研究センター常務理事

(財)日 本自然保護協会総務部長

【海域指標種作業部会】

益田 一

藤原 秀一

鈴木 克美

風呂田 利夫

林 公義

山瀬 一裕

(株)益 田海洋プロダクション代表取締役伊豆海洋公園ダイピングセンター所長

(財)海 中公園センター

東海大学海洋学部教授

東邦大学理学部講師

横須賀市自然博物館第一研究室学芸員

(財)自 然環境研究センター常務理事

【湖沼及び河川分科会】

座長

石田 力三

高橋 正征

田中 正明

手塚 康彦

古田 能久

山本 護太郎

北里大学水産学部講師((株)水 産環境研究所)

東京大学理学部助教授

(財)愛 知県環境保全公社三河駐在室

京都大学生態学研究センター教授

(株)フ ィスコ顧問,

東海大学海洋学部教授
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【湿地分科会】

座長

岩熊 敏夫

小倉 紀雄

角野 康郎

辻井 達一

樋口 広芳

藤原 一縛

国立環境研究所生態機構研究室長

東京農工大学農学部教授

神戸大学理学部助教授

北海道大学農学部教授

(財)日 本野鳥の会研究センター所長

横浜国立大学環境科学研究センター助教授
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Vlll第4回 自然 環 境 保 全基 礎 調 査

調 査 要 綱 ・調 査 実施 要領

(抜 粋)





植生調査要綱

1,調 査 目的 ・概 要

1:50,000現 存 植 生 図 は 、 自然環 境 の 中 で 最 も重 要 か つ 基 本 的 な構 成 要 因 の ひ とつ で

あ る植 生 につ い て のわ が 国 の 基本 図 と して 、 第2回 お よ び第3回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査

に お い て全 国 土 を対 象 に作 成 さ れ、 各 種 計 画 の た め の 自然 環 境 保 全 上 の 主 要 な基 礎 資 料

と して活 用 さ れ て い る。

一 方 、 この種 の 図 で は 、 経 年 変 化 に対 応 し、 図 示 内 容 の 更 新 を継 続 的 ・均 質 的 に す す

め て い くこ とが 重 要 で あ る。

本 調査 は、 広 域 均 質性 ・同時 性 ・周 期 性 の 面 で 優 れ た 地球 環 境 衛 星 画 像 の 解 析 に よ っ

て 抽 出 した植 生 改 変 区 域 デ ー タ に基 づ き、現 地 調 査 ・資 料 調 査 等 を実施 す る こ とに よ り、

既 存 の1:50,000現 存 植 生 図作 成 時 以 後 の植 生 の 経 年 変化 状 況 を把 握 し、 図 示 内 容 の 修

正 ・補 完 を は か る も の で あ る 。

2。 調 査 実施 者

国 が都 道 府 県 に 委 託 して 実施 す る。

3.調 査対 象地 域

(1)「 調 査 対 象 地 区 の位 置 図」(添 付 図)に 示 す地 域 につ い て調 査 す る。

(2)当 該 年 度 の 調 査 対 象 地 域 は、 「植 生 図 修 正 ・補 完 調 査 対 象 地 域 一 覧 表 」(添 付 図)

に示 す地 域 とす る。

4.調 査 実施 期 間

(1)平 成2年 度 を初 年 度 とす る3か 年 計 画 で 実施 す る 。

(2)各 年度 に お い て は 契 約締 結 の 日か ら同 年 度 末 日 まで とす る。

5.調 査 内容 お よ び調 査 方 法

衛 星 画 像 解 析 に よ る植 生 改 変地 の デ ー タ 、1:50,000現 存 植 生 図 、 植 生 に 関 す る既 存

の調 査研 究 成 果 、 お よ び空 中写 真 判 読 結 果 等 に基 づ い て資 料調 査 お よび現 地 調 査 等 を実

施 し、現 行 の1:50,000現 存 植 生 図 の表 示 内容 を修 正 ・補 完 す べ き区 域 ・箇 所(以 下 、「修

正 区域 」 と記 す)を 確 認 ・抽 出 す る。

詳細 に つ い て は 、「植 生 図修 正 ・補 完調 査 実 施 要 綱 」 に よ る。

6.調 査 結果 の と り ま とめ

受 託者 は 調 査 結 果 を下 記 の 図 表 に と りま とめ る。

(1)植 生 区 分 修 正 区 域 分 布 図

植 生 区域 の 領 域 お よ び対 象 番 号 を示 した 分 布 図 を、1:50,000の 縮 尺 で 表 示 す る 。

(2)植 生 区 分修 正 区域 一 覧表

(1)に 図 示 した 修 正 区域 の 新 旧 植生 、 修 正 原 因 等 に つ い て 一 覧表 に と りま とめ る 。

図 ・表 と もに 個 々 の修 正 区 域 に 対象 番 号 をつ け、 相 互 に対 象 出来 る よ う に す る。
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(1)は 、「植 生調 査 図 集 」 に と りま とめ 、(2)は 「植 生 調 査 報 告 書 」 に挿 入 す る。

7.調 査 結 果 の 報 告

受 託 者 は調 査 結 果 を と りま とめ 、「植 生 調 査 報 告 書 」、「植 生 調 査 図 集 」、 各 々2部 を 、

各 々 「植 生 調 査 報 告 書 作 成 要 領 」、「植 生 調 査 図 集 作成 要 領 」 に よ り作 成 し、 環 境 庁 自然

保 護 局 長 あ て に 提 出 す る。

8.調 査 フ ロ ー

衛星画像解析の成果率

植生改変地の確認方法の選択

現地調査
による確認

現 在 まで の調 査 ・研 究報 告

資料調査
による確認

重要な小群落
の確認

その他の
補完

植 生 調 査 報 告 書(一 覧 表)、 植 生 調 査 図集(分 布 図)の 作 成

*… …衛 星 画 像 解 析 の 成 果

・植 生 改 変 図(1:50 ,000、 オ ー バ ー レ イ 図)

・改 変 地 一 覧 表(図 幅 別 ・都 道 府 県 別)

・植 生 改 変 状 況 集 計 表(図 幅 別 ・都 道 府 県 別)
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植 生図修正 ・補完調査 実施 要領

1.通 則

第4回 自然環 境 保 全 基 礎 調 査 植 生 調 査/植 生 図修 正 補 完 調 査 は 、 この 実 施 要 領 に従 っ

て 都 道 府 県 毎 に行 う。

2.調 査 対 象 地 域

「調査 対象 地 区 の 位 置 図 」(添 付 図)に 示 す 地 域 につ い て調 査 を 実施 す る。

3.植 生 改 変 地 の 現 地 調 査 ・資料 調 査

(1)「 植 生 改 変 図 」(衛 星 画 像 解 析 の 成 果 、 以 下 同 じ)に 示 され た植 生 改 変 地 を以 下 に

示 す 方法 で 確 認 す る 。

a)衛 星 画 像 ・空 中写 真 等 の資 料 、 土 地利 用 ・開発 計 画 に 関す る調 書 ・図 面、 植 生

に関連 す る既 存 の調 査 資 料 等 を活 用 して、 改 変状 況 、 現 況 植 生 区分 を確 認 す る。

b)代 表 的 な植 生 改 変 地 に つ いて は、 現 地 で 改 変状 況 、 現 況植 生 区 分 を確 認 す る 。

(2)衛 星 画像 の解 析 で は抽 出 困 難 な 小群 落 等 で 、調 査 者 が重 要 と認 め る もの に つ い て 、

改 変状 況 、 現 況 植 生 区分 を 資 料 調 査 ま た は現 地 調 査 に よ り確 認 す る。

(3)そ の 他 、 前 回 調 査 以 降 の 知 見 に よ り、 現 存 植 生 図 の 表 示 内 容 に修 正 す る べ き もの

が あ る場 合 も、「修 正 区域 」 と して 整 理 す る 。

4.植 生 区分 修 正 区域 の凡 例 区 分 ・対 象番 号

(1)凡 例 区分 は、 原 則 と して 第3回 調 査 に お け る各 都 道 府 県 の 植 生 凡 例 一 覧 表(以 下

「凡 例 表 」 と記 す)に 示 す 凡 例 区分 に よ って 行 う。

(2)調 査 者 が 必 要 と認 め る場 合 は 、 凡 例 表 に 示 す 群 落 名 以 外 の 新 た な群 落 名 を追 加 使

用 す る こ とが 出来 る 。この 場 合 は 、必 ず 当 該 群 落 の 「植 生調 査 表 」(群 集 の場 合 は 「組

成 表 」)を 作 成 ・添 付*す る と と も に 、 新 た な群 落 名 と凡 例 表 に 示 す 群 落 名 と の 対 応

関係 を記 載 す る(例1～4)。

(3)各 修 正 区域 の対 象 番 号 は 、原 則 と して 「植 生 改 変 図 」に 示 さ れ た 対 象 番 号 と す る。

なお 、 この 調 査 で 新 た に抽 出 さ れ た 修 正 区域 に つ い て は 、 前 者 と 区別 が 出 来 る よ う

に適 当 な飛 び 番 を行 っ て新 た な対 象 番 号 を付 け る。

*… … 凡例 表 に既 に 記 され て い る群 落 名 に つ い て は 「植 生 調 査 表 」(ま たは 「組 成

表 」)は 作 成 す る 必 要 は無 い 。

5.植 生 区分 修 正 区 域 分 布 図 の作 成

以 下 に従 い、 植 生 区分 修 正 区 域 分 布 図 を作 成 す る。

(1)作 成 方法

作 成 方法 は 、 次 の2通 りの い ずれ か とす る。

(1-1)「 植 生 改 変図 」 に 、 この 調 査 で 新 た に抽 出 され た修 正 区 域 を追 加 表 示 す る。

(1-2)1:50,000地 形 図 に、 当 該 図 郭 に含 まれ る全 て の 修 正 区域 を新 た に表 示 す る。
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(2)精 度

図 上 で2m皿 ×2m皿(現 地 で100m×100m)を 越 え る 大 きさ を 有 す る修 正 区 域 は 可

能 な限 り図 示 す る。

ま た 、 調 査 者 が 必 要 と認 め れ ば 、 それ 以 下 の 大 き さ の 修 正 区 域 を 表 示 す る こ と が

出来 る*。 こ の場 合 は 、 当該 修 正 区域 は 直 径 約1.5mmの 円(○)ま た は 幅 約1m皿 の 二

条 線(=、 但 し両 端 を 閉 じる)を 用 いて 図 示 す る。

*… …高 速 自動 車 道 等 顕 著 な もの は可 能 な 限 り図 示 す る。

(3)図 示 方法

(3-1)「 植 生 改 変 図 」 に 追 加 表示 す る場 合

i)「 植 生 改 変 図 」 に表 示 さ れ て い る境 界 線 お よび 対 象 番号 の う ち、 変 更 す る必 要

の な い も の は 、 確 認 した修 正 区域 と して そ の ま ま活 か す。

ii)「 植 生 改 変 図 」 に表 示 さ れ て い る境 界 線 の 位 置 を、 この調 査 結 果 に よ っ て 変 更

す る必 要 が あ る場 合 は、 赤 実 線 で重 ねて 追 加 表 示 す る。

iii)追 加 表 示 す る修 正 区 域 の 境 界 線 は 幅0.2m皿 程 度 の 赤 実 線 で 示 す 。

各 修 正 区 域 の 領 垣 は 必 ず 閉 じた黒 また は 赤 実 線 で 囲 まれ る よ うに す る。 な お 、

境 界 が 不 明 瞭 ま た は 不 明の 場 合 は仮 の境 界 線 を描 示 す る。

iv)追 加 表 示 す る修 正 区域 の 対 象 番 号 を各 々 の 領 域 内 に 、 また は 引 き出 して、 赤 で

表 示 す る。

(3-2)1:50,000地 形 図 に 新 た に 表 示 す る場 合

i)全 て の 修 正 区 域 の 境 界線 を赤 実 線 で 表 示 す る。

ii)表 示 す る修 正 区域 の 境界 線 は 幅o.2皿 程 度 の 赤 実 線 で 示 す。 各 修 正 区 域 の 領 域,

は 必 ず 閉 じた 赤 実 線 で 囲 まれ る よ うに す る 。 な お 、 境 界 が、 不 明 瞭 ま た は 不 明 の

場 合 は 仮 の境 界 線 を描 示す る 。

iii)各fl多 正 区域 の 対 象 番 号 を 、各 々の 領 域 内 に、 また は 引 き出 して 、赤 で 表 示 す る 。

(4)レ イ ア ウ ト

図 全 体 の レイ ア ウ トは、[別 紙2]に 準 ず る も の と す る 。

(5)地 図 番号

地 図 番 号 は 、「植 生 改 変 図」 に 記 され た 地 図 番 号 と す る 。

(6)接 合

隣接 す る図 幅 間 お よ び都 道府 県境 界付 近 で ズ レが 生 じない よ う特 に配 慮 す る こ と。

6.植 生 区分 修 正 区域 一 覧 表

[別 紙3]に 示 す例 に従 っ て、 都 道 府 県 名 、 地 図 番 号 、 修 正 区域 番 号(対 象 番 号)、

新 ・旧植 生*、 修 正 原 因 等 を と りま とめ、 一 覧 表 に記 載 す る。

*… …植 生 の 表 示 番 号(凡 例 番 号)は 、 原 則 と して 第3回 調 査 にお け る 「凡 例 表 」

の 表 示 番 号 と共 通 と す る。
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7.都 道府 県 別 植 生 凡 例 一 覧 表

各都 道 府 県 で 使 用 した全 て の植 生 凡例{表 示 番 号 、 群 落 名、 コー ド}を 一 覧 表 に ま と

め る。

(例1)

一 コー播 号(必 ず示すこと)
310サ購 て 幕 暮欝7(新 た1こ使用する凡例)

310サ サ 群 落 を 上 記2群 落 に 区 分 し た 。'

(別 表 に 示 す 凡 例)

(例2)

1:に∴ 灘 芽;ン スダジィ群… 部に萌芽林を含む)
萌 芽 林 が 小 面 積 で点 在 す る ため 区 分 で きな か った 。

(例3)210エ ゾ マ ヅ ー エ ゾ マ ヅ ー

ト ドマ ツ群 一 一一→ ト ドマ ツ群 集

(択 伐 林 を含 む)

択 伐 林 を 含 む が 、 ほ とん ど 自 然 林 に 近 い 状 態 で あ る た め 、 あ え て 区 分 し

な か っ た。

(例4)

一…<麟
本 県 にお け る140000群 落:は 、 そ の 特 徴 か ら特 に ○○群 集 及 び △群 集 に

分 離 した 。
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巨樹 ・巨木 林 調 査 要綱

1.調 査 の 目的

悠 久 の 時 に よ っ て 育 まれ た 巨樹 、巨木 林 は 、我 が 国 の森 林 、樹 木 の象 徴 的 存 在 で あ り、

そ の 土 地 の環 境 特 性 や森 林 の 極相 な どの 指 標 で も あ る が、 そ の実 態 が 不 明 な ま ま急速 に

失 わ れ つ つ あ る。 こ の た め 巨樹 、 巨木 林 の現 況 を全 国 的 に調 査 す る も の 。

(巨 樹 、 巨木 林 の 価 値)

良 好 な 景 観 の 形 成 、 野 生 鳥獣 の 営 巣 ρ場 な ど 自然環 境 保 全 上 重 要 な 価 値 を 有 し、 ま

た年 輪 等 に過 去 の 気候 や環 境 の 状 況 を記 録 して い る こ とか ら、 古 気 象 等 の研 究 素材 と

して 学 術 的価 値 も大 きい 。さ らに 、信 仰 の 対 象 と な った り、地域 の シ ンボ ル と して 人 々

に 安 らぎ と潤 い を与 え る な ど、 生 活 環 境 保 全 面 か らも重 要 な 自然 環 境 資 源 で あ る。

(調 査 の効 果)

調 査 の 結 果 、 巨樹 、 巨木 林 及 び そ の 生 育 環 境 な どの保 全 対象 が 明 確 化 し、 保 全 地 域

等 の既 存指 定 制 度 、環 境 ア セ ス メ ン ト、 ナ シ ョナ ル トラ ス ト等 の施 策 を通 じた保 全 が

促 進 さ れ る。 ま た、 誰 に も理 解 され や す い保 護 対 象 で あ る こ とか ら、 国 民 の 自然保 護

へ の 関 心 を 高 め る こ とが で き、 さ らに 、 地 域 振 興 に も寄 与 す る な どの 波 及 効 果 も期 待

さ れ る。

2.調 査 実 施 者

国 が都 道府 県 に委 託 して 実施 す る。

3.調 査 対 象 地 域

各 都 道 府 県 の 全 域 を対 象 とす る 。

4.調 査 実施 期 間

契 約 締 結 の 日か ら昭 和64年3月31日 とす る。

5.調 査 対 象 、 調 査 内容 及 び 調 査 方 法

(1)調 査 対 象

本 調 査 の 対 象 とす る 巨樹 ・巨木 林 は、地 上 か ら約130cmの 位 置 で の 幹 周(囲)が300

cm以 上 の樹 木 又 は これ らが 生育 して い る樹 林 、並木 等 とす る。但 し、地 上 か ら約130cm

の 位 置 に お い て 幹 が 複 数 に 分 か れ て い る樹 木 の場 合 に は 、 個 々 の 幹 の 幹 周 の 合 計 が

300cm以 上 で あ り、 そ の う ちの主 幹 の幹 周 が200cm以 上 の もの と す る。(詳 細 は別 紙

1「 巨樹 ・巨木 林 調 査 実施 要領 」 に よ る。)

(2プ 調 査 内 容

調 査 項 目 は 次 の とお り とす る 。 詳 細 は 別 紙1「 巨樹 ・巨木 林 調 査 実 施 要 領 」 に よ

る。

① 基 礎 的 項 目

② 生 態 的 項 目
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③ 人 文 的 項 目

④ 保 護 の 項 目

⑤ そ の 他 の項 目

(3)調 査 方法

幹 周 測 定 等 の た め の 現 地 調 査 を行 う。 な お 、 必 要 に 応 じ、 文 献調 査 、 ヒ ア リン グ

調 査 等 に よ り、 巨樹 、 巨木 林 の 位 置 等 の 予 測 又 は 現 地 調 査 結 果 の補 完等 を行 う。

6.調 査 結 果 の と りま とめ

受託 者 は、 個 々 の調 査 対 象 巨樹 ・巨木 林 に 関 す る調 査 結 果 に つ き、別 紙1「 巨樹 ・巨

木林 調査 実施 要 領 」 に 示 す 図 票 を作 成 す る と と もに 、 これ らを、 別 紙2「 報 告 書 作 成 要

領 」、 別 紙3「 巨樹 ・巨木 林 分 布 図 帳 作 成 要 領 」 に従 って 、 報 告 書 、 図 帳 と して と りま

とめ 、 そ れ ぞれ2部 作 成 し、 そ の う ち正 本1部 を昭 和64年3月31日 まで に環 境 庁 自然

保 護 局 長 あて 提 出 す る。
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<別 紙1>

巨樹 ・巨木林 調査 実施 要領

1,通 則

第4回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 巨樹 ・巨木 林 調 査 は 、 こ の 実施 要 領 に従 っ て都 道府 県 ご

とに行 な う。

2.調 査 対 象

調 査 対 象 は 次 の 調 査 対 象 基 準 に 該 当 す る樹 木 又 は樹 林 とす る。

〈調 査 対 象 基 準 〉

「地 上 か ら約130㎝ の 位 置で の幹 周(囲)が300㎝ 以 上 の 樹 木 又 は こ れ らが 生 育 し

て い る樹 林 ・並 木 等 。 な お 、 地 上 か ら約130㎝ の位 置 に お い て 幹 が複 数 に分 か れ て い

る樹 木 の 場 合 に は 、 個 々 の 幹 の 幹 周 の合 計 が300cm以 上 で あ り、 そ の う ち の 主幹 の 幹

周 が200cm以 上 の も の とす る。」

な お 、 上 記調 査 対 象 基 準 以 上 の 樹 木 を、 当 該 実施 要 領 で は 以 下 「巨樹 」 とい う も の

と し、 これ ら巨樹 が 複 数 生 育 して い る集 団(樹 林 、 並 木 等)を 当 該実 施 要 領 で は 以 下

「巨木 林 」 とい う も の とす る。 但 し、 別 紙1-1「 巨樹 ・巨木 林 調 査 票 」 に お い て は

巨樹 を 「巨木 」 とい う場 合 もあ る。

3.調 査 の 内容

調 査 は 、 幹 周 測 定 等 の た め の 現 地 調 査 を行 い 、 必 要 に応 じて 文 献 調 査 、 ヒア リング 調

査 等 に よ り、巨 樹 、巨木 林 の 位 置 等 の 予 測 又 は現 地 調 査 結 果 の 補 完等 を行 う こ とに よ り、

別 紙1-1「 巨 樹 ・巨 木 林 調 査 票 」(以 下 「調 査 票」 と い う)及 び 別 紙1-2「 巨樹 ・

巨 木林 分 布 図 」(縮 尺5万 分 の1)(以 下 「分 布 図」 とい う)を 作 成 す る。

(1)調 査 内容

本 調 査 は 該 当 す る 巨樹 又 は 巨 木 林 ご と に 下 記 の 項 目に つ い て 行 い 、 そ の 内 容 は 次

の とお りで あ る 。

① 基 礎 的 項 目

ア 位 置

当 該 巨樹 ・巨木 林 が 所在 す る市 町 村 名 、 通称 名 を 調 べ 、位 置 を図 示 す る。(「4.

巨樹 ・巨木 林 分 布 図 の 作成 」 参 照)

なお 、 通 称 名 は 字 名 又は 地 名 な どを 用 い る。

イ 単 木 ・樹 林 の 別

調 査 対 象 の 形 態 を 、 次 に よ り単 木 、 樹 林 及 び 並 木 に 分 類 し、樹 林 の場 合 に は

面積 を 、 並 木 の 場 合 に は並 木 の 延 長 及 び 並 木 の列 を 調 査 す る 。

1.単 木 …… …調 査 対 象 基 準 以 上 の樹 木(巨 樹)が 単 体 で 生 育 して い るも の 。

こ れ に は 、 巨樹 の 周 囲 に は 他 に 樹 木 が 生 育 して い な い 場 合 と 、
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林 内 に 巨樹 が 生 育 して い る等 周 囲 に も樹 木 が 生 育 して い る が 、 こ

れ ら周 囲 の樹 木 が調 査 対 象基 準 以下 で あ る場 合 とが あ る。

2.樹 林 ………調 査 対 象 基 準 以 上 の 樹 木 及 び これ に 準 ず る樹 木 が 複 数 生 育 して お

り、 面 的 な広 が りを も つ もの(巨 木林)。

なお 、 社 叢 林 等 比 較 的 小 規 模 の 巨 木 林 の 場 合 に は 、 便 宜 上 、 巨

樹 の 生 育 して い な い 区 画 も 含 め て樹 林 全 体 を 「巨 木 林 」 と し、 面

積 を 算定 して も よ い も の とす る。

但 し、 山岳 地 等 の 比 較 的 大 きな 樹 林 の 場 合 に は 、 こ の う ち 巨 樹

(及 び こ れ に準 ず る 巨 木)が 生 育 して い る範 囲 の み を 「巨木 林 」

とす る が 、 便 宜 上 、 こ の 外 周 線 は 地 形 、 土 地 所 有 、 林 班 な どに 着

目 した も の で も よ い も の と し、 面 積 は この 範 囲 内 を 算 定 す る も の

とす る 。

3.並 木 ………調 査 対 象 基 準 以 上 の樹 木 及 び これ に 準 ず る樹 木 が 複 数 生 育 して

い る もの の うち 、 線 的 な も の 。

な お 、 延 長 は 巨樹(及 び これ に 準 ず る樹 木)の う ち 両 端 に 位 置

す る もの の距 離 を い う もの と す る が 、 並 木 自体 が 短 距 離 の 場 合 に

は 、 便 宜 上 、 並 木 の 延 長 を 巨木 林(並 木)の 延 長 と算 定 して も よ

い もの とす る。

ウ 所 有 者(管 理 者)

当該 巨樹 ・巨木 林 の 所 有 者 又 は管 理 者 を調 べ る 。

工 樹 齢(林 齢)

当 該 調 査 対 象 が 単 木 の場 合 に は樹 齢 を、 樹 林 ま た は 並 木 の 場 合 に は 当 該 巨 木

林 全 体 の林 齢 を、 推 定 又 は 伝 承 に よ り調 べ る。

オ 林(並 木)内 の 巨木 本 数

当該 調 査 対象 が樹 林 又 は 並 木 の場 合 には 、 当該 巨木 林 内 に お け る 巨木(巨 樹)

の 本 数 を実 測 又 は 推 定 に よ り調 べ る 。

力 巨木 測 定 値

当該 巨樹 、 又 は 巨木林 の う ち代 表 的 な も の に つ い て 、以 下 の項 目を 調 ぺ る 。

1.樹 種 名 ・樹 種 コー ド……樹 種 名及 び 樹 種 コー ドと して 植 物 目録(1987環 境

庁)の 標 準 和 名 及 び整 理 番号 を調 ぺ る。

な お 、 調 査 票(別 紙1-1)の 「記 入 上 の 注 意 」 で は 、 樹 種 コ

ー ドは 記 入 す る 必 要 が な い こ と と さ れ て い る が 、 こ れ は 現 地 調 査

に際 しての こ と で あ るの で 注 意 す る こ と。

2.幹 周 … ……地 上 か ら約130cmの 位 置 で の幹 周 を セ ンチ メ ー トル単 位 で測 定 す

る。
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なお 、 地 上 か ら約130c皿 の位 置 に お いて 幹 が 複 数 に分 か れ て い る

場 合 に は 、個 々 の 幹 の 幹 周 を測 定 し、そ れ ら を合 計 す る も の と し、

調 査 票(別 紙1-1)に は 幹 周 の 合 計 及 び 主 幹 の 幹 周(最 大 の 幹)

を記 入 す る。

また 、 当該 巨樹 が 斜 面 に 生 育 して い る場 合 に は 、 山 側 の 地 上 か

ら約130cmの 位 置 で測 定 す る もの とす る。

但 し、 測定 が 危 険 で あ る 等 や む を得 な い 場 合 に は 、 既 存 デ ー タ

を用 い て もよ い も の とす る が 、 こ の場 合 に は 必 ず 調 査 票(別 紙1

-1)に 、 ①実 測 に よ りが た い 理 由、 ②使 用 デ ー タ の名 称 、 ③使 用

デ ー タ の調査 者 名 、④ 使 用 デ ー タ の調 査 年 、 ⑤使 用 デ ー タ の 幹 周 測

定 位 置(地 上 高)を 明 記 の こ と。

3.樹 高 …… …樹 高 を メー トル 単位 で測 定 す る。但 し、実 測 が 困 難 な 場 合 には 、

目測 で も よい もの とす る。

4.枝 張 …… …樹 冠 の 広 が りを 、 東 西 方 向 及 び 南 北 方 向 そ れ ぞ れ に つ い て 測 定

す る。

な お 、 当 該 巨樹 が斜 面 に 生 育 して い る 場 合 に は 「等 高 線 に 平 行

方 向 」 及 び 「等 高 線 に 垂 直 方 向 」 そ れ ぞ れ に つ い て 測 定 す る。

ま た、 実 測 が 困 難 な場 合 に は 、 目測 で も よい もの とす る。

5.株 立状 況 …幹 周 を 測定 す る位 置(地 上 か ら約130cm)で の株 立 ち の 本 数 を調

べ る 。

な お 、 調 査 票(別 紙1-1)記 入 に 際 して は 、5本 以 上 の 場 合

に は 、 全 て 「5」 と記 入 す る。

② 生 態 的項 目

ア 周 囲 の状 況

当 該 調 査 対 象 が 単 木 の場 合 に は 当 該 巨樹 の 周 囲 の状 況 に つ い て、 樹 林 又 は 並

木 の 場 合 に は 当 該 巨木 林 全 体 の 周 囲 の 状 況 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 調 べ る。 な お 、

巨木 林 全 体 に つ い て の把 握 が 困 難 な 場 合 に は 、 幹 周 等 の 測 定 樹 木 周 囲 の状 況 で

よい もの と す る 。

ま た 、 調 査 票(別 紙1-1)記 入 に際 して は 、 下 記 の 区分 の 中か ら該 当 す る

もの を面 積 の 占 め る割 合 の 高 い もの か ら順 に 選 ぶ 。

1.樹 林 … …… 周 囲 に樹 木 が 生 育 して い る が 、 これ らが 当 該 調 査 対 象 で あ る 巨

樹 又 は 巨木 林 に は な らな い程 度 の もので あ る場 合 。

こ の場 合 、a.当 該 巨樹 ・巨木 林 に 周 囲 の 影 響 が 及 ば な い よ う な

「山 林 な ど大 面 積 」 の 樹 林 か 、b.比 較 的 影 響 が 及 び や す い 「社 叢

な ど小 面積 」 の 樹 林 か に つ い て も 区分 す る。
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2.

3.

4.

5.

6.

7.

公 園 …… …都 市 公 園 な どの 公 園 、緑 地 。

耕 地 …… …水 田 、畑 、 果樹 園 な ど。

建 物群 … …当 該 巨樹 ・巨木 林 が 住 宅地 な どに存 す る場 合 等 。

道路

水 面 …… … 当 該 巨樹 ・巨木 林 が 河 川 、 池 、 湖 沼 な どの堤 又 は 敷 地 境 界 付 近

に 生 育 す る場 合 な ど。

そ の他

イ 根 元 又 は 林 床 の 状 況

当該 調 査 対 象 が 単 木 の場 合 に は 当該 巨樹 の 根 元(お よ そ樹冠 の 投 影 部 の 範 囲)

の 状 況 に つ い て 、 樹 林 又 は並 木 の 場 合 に は 林 床 全 体 の状 況 に つ い て 、 そ れ ぞ れ

調 べ る。 な お 、 巨木 林 全 体 に つ い て の把 握 が 困 難 な 場 合 に は 、 幹 周 等 の 測 定 樹

木 周 囲 の状 況 で も よい もの と す る。

ま た 、調 査 票(別 紙1-1)記 入 に 際 して は 、 下 記 の 中か ら該 当 す る も の を

面 積 の 占め る割 合 の 高 い もの か ら順 に 選 ぶ 。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

裸 地

草 地 ・地 被 類

稚 樹 ・そ の 他 低 木 生 育

サ サ そ の 他 や ぶ

舗 装 … … … 透 水 性 に 着 目 して 「a.砂 利 砕 石 」 「b.ア ス フ ァ ル ト ・コ ン ク

リ ー ト」 「c.そ の 他 」 の 中 か ら 選 ぶ 。 な お 、 「c.そ の 他 」 に は

敷 石 、 板 張 り な ど舗 装 の 種 類 を 記 入 の こ と 。

そ の 他

ウ 欠 損 状 況

当該 調 査 対 象 が 単 木 の場 合 に は 当該 巨樹 に つ い て 、 樹 林 又 は 並 木 の 場 合 に は

当該 巨木 林 全 体 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 欠 損 状 況 及 び そ の 原 因 に つ い て調 べ る。 な

お 、 巨木 林 全 体 に つ い て の把 握 が 困 難 な 場 合 に は 、 幹 周 等 の 測定 樹 木 周 囲 の 状

況 で も よい もの とす る。

ま た 、調 査 票(別 紙1-1)記 入 に際 して は 、 単 木 の場 合 は 「巨木 の 欠 損 」

欄 中の 下 記 の 区 分 の 中か ら、 樹 林 又 は 並 木 の 場 合 に は 「林 木 の 欠 損 」 欄 中 の 下

記 の 区 分 中 か ら、 そ れ ぞ れ 該 当 す る欠 損 の状 況 及 び 原 因 を選 ぶ 。

(巨 木 の 欠損)

1.無

2.大 枝枯 損 主 幹 か ら分 岐 した枝(大 枝)が 枯 れ 又は 折 れ て い る場 合 。

3.小 枝枯 損 大 枝 か ら分 岐 した枝(小 枝)が 枯 れ 又 は折 れ て い る場 合 。

4.頭 頂 部 幹 折 れ ……主 幹 の 頭 頂 部 が 折 れ て い る場 合 。
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5.下 部 幹 折 れ ………主 幹 の 下 方 で 折 れ て い る場 合 。

6.空 洞 あ り 主幹 等 に空 洞 の あ る場 合 。

7.異 常 な コ ブ あ り…大 きな コ ブ 等 異 常 な コ ブの あ る場 合 。

(林 木 の 欠 損)

1.無

2.枯 損 木 や や あ り

3.枯 損 木 多 い

4.倒 木 や や あ り

5L倒 木 多 い

(原 因)

a.

b.

C.

d.

e.

f.

9.

大風

落雷

積雪

病虫害

その他自然災害

人為(勢 定等)

不 明

工 動 物 生 息

当該 巨樹 ・巨 木 林 に特 有 の 動 物 が 生 息 して い る場 合 に は 、 そ の種 名 を調 べ る 。

な お 、 特 有 の 動 物 の 例 と して は 、 巨樹 の 空 洞 をす み か とす る 鳥 獣 、 又 は 巨木

林 の よ う な規 模 の 大 き な樹 林 に 生 息 す る 鳥獣 な ど と して 、 フ ク ロ ウ類 、 ク マ ゲ

ラ 、 ム サ サ ビ、 モ モ ンガ 、 リス 、 ヤ マ ネ 、 コ ウモ リ、 ヘ ビ、 ワ シ ・タ カ類 、 ク

マ な ど が あ げ られ る。

オ 着 生 植 物 等

当該 調 査 対 象 が 単 木 の場 合 に は 当 該 巨樹 に つ い て 、 樹 林 又 は 並 木 の 場 合 に は

当 該 巨木 林 全 体 につ い て 、 着 生 植 物 等 の 被 度 及 び そ の種 類 を 調 べ る。 なお 、 巨

木 林 全 体 に つ い て の 把 握 が 困 難 な 場 合 に は 、 幹 周 等 の 測 定 樹 木 周 囲 の 状 況 で も

よ い もの と す る 。

ま た、 調 査 票(別 紙1-1)記 入 に 際 して は 「被 度 」 は 「a.ほ ぼ 全 体 」「b.

半 分 位 」「c.一 部 分 」 の 中 か ら該 当 す る もの を ひ とつ 選 び 、 「種 類 」 に つ い て

は 、 下 記 の 区分 の 中 か ら該 当 す る も の を 、 被度 の順 に 全 て 選 ぶ 。

a.つ る性 …… ヅ タ ・カ ズ ラ類 及 び ク ズ な ど、 樹 木 に巻 き着 い て 生 長 、 生 育 し

て い る もの 。

b.寄 生 …… …ヤ ド リギ 及 び キ ノ コ 、 サ ル ノ コ シカ ケ 等 の 菌 類 な ど、樹 木 か ら

栄 養 分 を 吸収 して 生 育 して い る もの 。
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c.着 生 … …… コ ケ 類 、 サ ル オ ガ セ 等 の 大 型 地 衣 類 、 及 び シ ダ 類 な ど、 樹 木 に

着 い て 生 育 は して い るが、 自 ら栄 養 分 を つ くる こ とが で き る もの 。

力 巨木(林)の 健 全 度

当 該 調 査 対 象 が 単 木 の 場 合 に は 当 該 巨樹 の 健 全 度 に つ い て 、 樹 林 又 は 並 木 の

場 合 に は 当 該 巨木 全 体 の 健 全 度 に つ い て 、 下 記 の 状 況 の 有 無 等 か ら判 断 す る。

な お 、 巨木 林 全 体 に つ い て の 把 握 が 困 難 な 場 合 に は 、 幹 周 等 の 測 定 樹 木 周 囲 の

状温 で も よい もの とす る 。

1.

2.

3.

4.

5.

枯 死 寸 前 ・・・… 枯 死 寸前 の状 態 で あ る。

一 部 枯 損 ・・・… 枝 先 等 の 一 部 に 枯 損 が 見 られ る。

病 虫 害 病 虫 害等 の症 状 が 表 わ れ て い る 。

異 常 落 葉 ・・・… 落 葉 樹 で 秋 期 の 通 常 の 落 葉 時 期 以 外 に も 落 葉 した り、 常 緑

樹 で芽 ぶ き時 期 の 落葉 の 量 が 異 常 に 多 い な ど、 異 常 落 葉 が

見 られ る 。

そ の 他

③ 人 文 的 項 目

ア 信 仰 対 象 等

当該 巨樹 ・巨木 林 の信 仰 対象 の 状 況 等 を調 ぺ る。

信 仰 対 象 等 とな っ て い る場 合 に は 単 木(樹 林 内 の 特 定 の 巨樹 の場 合 を含 む)

と樹 林 全 体 との 場 合 に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 、 社 、 ほ こ ら、 鳥 居 、 しめ 縄 等 の有 無

及 び 禁 忌(タ ブー)、 祭 事 の有 無 な どに つ い て調 べ る 。

イ'独 特 の呼 称 ・名 称

当該 巨樹 ・巨木 林 の独 特 の呼 称 又 は 名称 の 有 無 を調 べ る。

独 特 の 呼 称 又 は 名 称 が あ る場 合 に は 、 単 木(樹 林 内 の 特 定 の 巨樹 の場 合 を含

む)の 場合 と樹 林 全 体 の 場 合 とに分 け て、 そ れ ぞれ 、 そ の 呼称 等 を調 べ る。

例 ○○○松 、 ○ ○○の森

ウ 故 事 ・伝 承

当該 巨樹 ・巨木 林 に まつ わ る 故 事 又 は 伝 承 の有 無 を 調 べ る 。 故 事 又 は 伝 承 が

あ る場 合 に は、 単 木(樹 林 内 の 特 定 の 巨樹 の場 合 を 含 む)の 場 合 と樹 林 全 体 の

場 合 とに分 け て、 そ れ ぞ れ 、 その 概 要 を調 べ る。

エ 視 認 性

当該 巨樹 ・巨 木 林 の 視 認 性(地 域 で の ラ ン ドマ ー ク 状 況)に つ い て 、 下 記 の

区 分 の 中 か ら該 当 す る もの を 選 ぷ 。

1.遠 方(集 落 外 な ど)か ら も 目立 つ ………

集 落 外 な ど遠 方 か ら も 目立 ち、 地 域 の ラ ン ドマ ー ク に な って い る も の な

ど。
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2.付 近 に行 け ば 見 え る………

集 落 内 で は 多 くの地 点 か ら見 え、地 域 の 人 々 に 認 識 さ れ て い る も の な ど。

3.直 前 ま で 見 え な い ………

周 囲 に樹 木 や 建 物 が あ るな ど、 直 前 まで 行 か な い と見 え な い もの 。

オ 直 接 利 用

当 該 調 査 対象 が 樹 林(巨 木 林)の 場 合 に は 、 そ の 直 接 的 な 利 用 の され 方 に つ

い て 調 べ る 。 な お 、 調 査 票(別 紙1-1)記 入 に際 して は 、 下 記 の 区 分 の 中 か

ら該 当 す る もの を、 利 用 の 比 重 の 高 い も の か ら選 ぷ 。

1.特 に な し……水 源 かん 養 、 国 土 保 全 な どの 間 接 的 効 用 は あ って も 、 直 接 的

利 用 は特 に な され て い な い場 合 。

2.木 材 生 産 ……建 築 用 材 、 家 具 材 な ど木 材 生 産 の た め に 巨樹(又 は 周 囲 の樹

木)の 伐採 を 目的 と して 管 理 さ れ て い る も の。

3.林 産 物 生 産 … シ イ タ ケ 、 果 樹 ・種 子 生 産 な ど、 巨樹 の 伐 採 を 伴 わ な い 林 産

物 の 生 産 に利 用 さ れ て い る もの 。

4.そ の 他 林 木 の 直 接 利 用

5.観 光 ・レ ク リエ ー シ ョ ン ・公 園 ………

樹 林 内 に 遊 歩 道 が 設 置 さ れ て い る な ど、 観 光 、 レク リエ ー シ

ヨ ン又 は公 園 と して 利用 され て い る も の 。

6.そ の他

④ 保 護 の 項 目

ア 保 護 制 度 指 定

当該 巨樹 ・巨 木 林 が 各種 保 護 制 度 に よ り指 定 さ れ て い る場 合 に は 、 そ の 種 類

を調 べ る。

な お 、 樹 林 全 体 が 指 定 さ れ て お り、 さ らに そ の 中 の 特 定 の 巨樹 が 指 定 さ れ て

い る場 合 に は そ れ ぞ れ に つ い て 調 べ る。

ま た、 調 査 票(別 紙1-1)記 入 に 際 して は 、 下 記 の 区分 の 中 か ら該 当 す る

も の を全 て 選 ぶ 。

1.

2.

3a

無 特 に 保 護 制 度 の 指 定 が な い 場 合 。

天 然 記 念 物 等 … … …

「文 化 財 保 護 法 」又 は 「文 化 財 保 護 条 例 」に よ る 天 然 記 念 物 、

名 勝 等 。 指 定 者 に よ り、 「a.国 」 「b.都 道 府 県 」 「c.市 町

村 」 に 区 分 す る 。

自 然 公 園 … … 「自 然 公 園 法 」 又 は 「自 然 公 園 条 例 」 に よ る 自 然 公 園 。 種 類

に よ り、 「a.国 立 公 園 」 「b.国 定公 園 」 「c.都 道 府 県 立 自

然 公 園 」 に 区 分 す る 。
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4.自 然 環 境 保 全 地 域 ………

「自然環 境 保 全 法 」 又 は 「自然 保 護 条 例 」 等 に よ る 自然 環 境

保 全 地 域 、 緑 地 環 境 保 全地 域 等 。指 定 者 に よ り、「a.国 」「b.

都 道 府 県 」 に 区 分 す る 。

5.保 安林 ・学 術 参 考 保護 林 等 ………

「森 林 法 」 又 は 森 林 計 画 等 に よ る保 安林 、 学 術 参 考 保 護 林 、

自然休 養林 等 。

6.都 市 公 園 …… 「都 市 公 園法 」 に よ る公 園 又は 緑 地 。

設 置 者 に よ り、ra.国 営 」「b.都 道 府 県 」「c.市 町村 」 に

区 分 す る。

7.風 致 地 区 ・緑 地 保 全地 区 ・都 市 の 美 観 風 致 を維 持 す るた め の 保 存 樹 木 等 …

「都 市 計 画 法 」「都 市 緑 地保 全 法 」 又 は 「都 市 の 美 観 風 致 を維

持 す る た め の樹 木 の 保 存 に 関 す る法 律 」 に よ る風 致 地 区 、 緑 地

保 全 地 区、 保 存 樹 木 、 保 存樹 林 等 。

8.そ の 他 制 度 …上 記 以 外 の 法 律 、 そ の 他 地 方 公 共 団 体 独 自 の制 度 に よ る保 存

木 等 。この場 合 、制 度 の 名 称 、設 置 者(a.国b.都 道府 県c.

市 町村 の 区分)の ほ か 制 度 内 容 につ い て も調 べ、制 度 内 容 は、「a.

指 定 の み 」「b.買 上 げ の み 」「c.補 助 ・助 成 あ り」「d.そ の

他 」「e.不 明 」 の 区分 の 中か ら選 ぶ 。

9.不 明 保 護 制度 の指 定 の 有 無 が 不 明 の 場 合 。

イ 解 説 板 等 の 有 無

当 該 巨樹(樹 林 内 の 特 定 の 巨樹 を 含 む)又 は 巨木 林 全 体 の 樹 名 板 、 解 説 板 、

石 標 等 の有 無 に つ い て調 べ る 。

⑤ その 他 の項 目

ア 特 記 事 項

当 該 巨樹 ・巨 木 林 に 対 して 、 上 記 調 査 項 目の 他 、 特 別 な保 護 対 策 が 講 じ られ

て い る場 合 等 特 記 事 項 が あ れ ば 、 そ の 内 容 を調べ る。

なお 、 調 査 票(別 紙1-1)記 入 に 際 して は 、 下 記 の 区分 の 中 か ら該 当 す る

もの を全 て 選 ぶ 。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

無

保 護 柵 設 置

避 雷 針 設 置

支 柱 設 置

薬 剤 散 布 ・施 肥

定 期 的 な 下 刈 り ・清 掃
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7.枯 損 部 の 削 除 、 枝 下 ろ し

8.買 取 り運 動

9.そ の 他

4.巨 樹 ・巨木 林 分 布 図 の 作 成(略)

別紙2報 告 書 作 成 要 領(略)

別 紙3巨 樹 ・巨 木林 分 布 図 帳 作 成 要 領(略)
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〈 別 」糸氏 ■ 一 ■ 〉

巨樹 ・巨木林調査票

コー ド.

番号

都遭府県 市町村

コ ー ド コー ド

一=一 □
調査者名(

対照　 ド鷺 贈
所 属(

)
)

分 煩

基 礎的項 目

生 態的項 目

項 目

巨木(林)の 位置

単 木 ・樹 林 の別

所有者(管 理者)

樹 齢(林 齢)

林(並 木)内 の巨

木本紋

巨 木 測 定 億

周 囲 の 状 況

(複数回谷)

根元(鉢 床)の 伏況

(複数回答)

巨 木 の 欠 掻

(単木の場含)

(旗数回谷)

林 木 の 欠 損

(巨木林並木の場合,

樹鉢全体)

(複数回苔)

動 物 生 感

回 苔 内 容

( )県( )郡 市( )町(通 称名 )

1.単 木

3.並 木

a樹 林 面積(

廻長(趣) 列(

ha)

列)

L国

5.社 寺

2.都 遭府 県

6.個 人

3.市 町村

7.法 人等

4,そ の他公有(

8.不 明

)

L推 定(a99年 以下b100～199年

e不 明)

～.伝 承()年

c200～299年d300年 以上

1.実 測(

2.推 定(

)本

)本

樹種名

樹 種

コー ド

幹 周

(ロ)

樹 高

(m)

横 彊

(m)

株 立

伏 況

(主幹 )

(1実 粛・2推定)

1東 西3平 行

2幣 北4垂 直

本

(主幹 )

(監実測 ●2推定)

1東 西3平 行

2削 北4垂 直

本

(主幹 )

(1実 測・2推定)

1東 西3平 行

2南 北4垂 己

本

(主幹 )

(1実測・2推定)

!東 西3平 行

2南 北4垂 直

本

1.樹 林(8山 鉢など大面積

3.耕 地4● 建物群

τ その他(

b社 霞など小面積)

5.遭 路

)

a公 園

6.水 面

1.裸 地2.草 地 ・地被頬3.権 樹 ・その他低木生青

4,サ サその他やぶ5。 舗装(a砂 利 ・砕石bア スフ7ル ト・コンクリー ト

cそ の他())6.そ の他()

1.無2.大 検枯損3.小 枝枯擾4.頭 頂部幹折 れ

5.下 部幹折れ6.空 洞あり

原因(a大 風b落 冨c積 雪

「人為(珂 定等)8不 明)

7.興 常なコブあり

d病 虫害eそ の他自然災書

1.無

2.枯 損木ややあ り3.枯 慣*多 い

原因(a大 風b藩 雷c積 雪

f人 為(弱 定等)9不 明)

4.倒 木ややあ り5.倒 木多い

d癖 虫晋eそ の他自然災書

椅記すぺき鳥顕の生想.

種名(

特記すべき獣類の生息

租名(

且.鯖

互。 薫

2.有

z有

a不 明

a不 明

》

)

回 答

番号欄

a

□

□

0

・,□ ・2・[コ

・3,□ ・,[コ

・,[コ ・2,[コ

・3,□ ・4,[コ

欠損□ □

姻□ □

焔□ 口

姻口 口

鳥覇□

賦顕口
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分 類

生態 的項 目

人文的 項 目

保護 の項 目

その他の項目

項 目

着 生 植 物 尋

巨木(林)の 健全度

信 仰 対 象 等

独特 の呼 称 。名 称

故 事 ・ 伝 承

視 認 性

直接 利 用(樹 林)

保 復 飼 度 指 定

(単木o樹 林◎)

解 脱 板 等 の 有 無

特 紀 事 項

回 答 内 容

1.無

2.有

被皮(aほ ぼ全体b半 分位c一 部分)

種類(8つ る性(ツ タなど)b寄 生(ヤ ドリギなど) C着 生(コ ケな ど)

1.良

2不 良(a枯 死寸前 b一 蔀枯損c病 虫喜d異 常落葉eそ の他)

1.無

2信 仰対 象あり

8単 木が信仰対象(7杜,ほ こら あり 杜 寺名(,不 明〉

{鳥 居あ り ウ しめ縄あ り エその他()オ 特にな し)

b樹 林全体が儒仰対象(7社.ほ こ ら あ り 社寺名(.不 明)

イ鳥居あ り り しめ縄あり エその他()オ 特にな し)

3.禁 忌(タ ブー)あ り 対象(7単 木(全 体)イ 幹 ウ枝 二 実

オ樹 林全体 力 その他 薯不明)

概要()

4.祭 事あ り 概要()

5.不 明

1,無 2.有a単 木(

b樹 称全体(

)

)3.不 明

1.無2.有3.不 明

(概要)a単 木

b樹 林全体

1.遠 方(集 落外など)か らも目立つ

2.付 近に行けば見え る

3.直 前まで見 えない

1.特 にな し2。 木材生産3.林 産物生崖(

4.そ の他林木の直接利用(

ε 観光 ・レクリエー シgン ・公園(施 綬

6.そ の他()

)

)

)

1.無

2.天 然記念物等(a国b都 道府県C市 町村)

3.自 然公園(a国 立b国 定C都 遺府県立)

4.自 然環填保全地載(a国b部 這府県)

5.保 安林 ・学術参考保護等

6.都 市公園(a国 宮b都 遭府県c市 町村》

乳 風致地区 ・緑地保全地区 ・都市の炎観風致を維持するための保存樹木等

8.そ の他制度 名 称()

設置者(a国b都 遭府県C市 町村)

内 容(8指 定のみb買 上げありc補 助 ・助成あり

dそ の他e不 明)

名 称()

〔
股置者(a国b都 遭府県C市 町村)

内 容(a指 定のみb買 上げありc補 助 ・助成あり

d'rり 他e不 明)

a不 明

1.無2.

5.そ の 他(

樹名板 3.解 説板4.石 標

》

1.無2.保 霞 柵設置

臥 聚剤散布 ・施肥

7.枯 損部の削除.枝 下 ろ し

aそ の他(

3.避 冨針綬擢4.支 柱殴醒

6.定 期的な下刈り ・滑掃

8.買 取運動

)

回 答

番号欄

儲 □

臓 □

種額□

磁[コ

=;富

=暫
有側□

龍口

a

⊂"□121ロ

13・口"}□

m[コ

・2[コ

・1[コ

・1[コ

□[コ

・・口 ②口

・3,口 σ・,口

(裏面紀入 有 。薫) (幹局既存データ使用 脊 ・無) (紀入上の注意及び泥入掴は裏面
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【妃入上の注意】

1,調 査票は,次 の調査対象基準に咳当する樹木又は樹林ごとに記入する。なお,樹 林の場合には.代 表的な巨木ごとに調査票を

作成してもよいが,こ の場合コード番号は同一巨木林内では同一のものとし.対 象コードに続けて調査票番号を記入する。(上

段には当該巨木林内での一迎番号を.下 段には当該巨木鉢内全体の調査票枚数を紀人する。)

2.埆 査対象基準

地上から約130㎝ の位置での幹周(盟)が300ロ 以上の樹木またはこれらが生育している樹林・並木等。但し.株立ちの樹木

の場合には,地 上から約130@の 位置での幹周の和が300㎝ 以上であり.そのうちの主幹の幹周が200薗 以上のものとする。

3.rコ ー ド番号」には.r市 区町村別メッシュ・コードー覧(総 緕庁統計局)jr全 国市町村要覧jな どによる都遭府県及び市

町村のコー ドを記入し,対照コードには.位 置図との対照番号を3桁(市 町村ごとに001か ら始める)で 記入すること.

4.調 査項目の回答は,回 答内容欄()内 に妃入または該当番号にOを 付すこと.但 し.欄外に回答番号欄がある場合には.こ

こにも回答番号を転紀すること。この場合複薮回答は,面 積尋の大きいものから噸に番号を記すこととし.小 遺択枝のある場合

には匹]の ・うに臥 すること・

甑 「位置」には.通 称名として字名,地 名などまでを記入するとともに,メ7シ ュ地形図,管 内図などを使用した位置図に巨木

の位置を●(赤 色)で 記し,コー ド番号を併記すること。但し,樹林及び並木で広範囲にわたるものの場含には.そ の範囲をそ

れぞれ樹林はO(赤 色)で.並 木は 一(赤 色)で 記入 し,コ ード番号を併紀すること。なお,位 置図に記入するコー ド番号`よ

本粟コード番号の市町村コード及び対象コー ドとする.(例,054-002)

α 単木 ・樹林の別

単木:網 査対象基準以上の樹木が単体で生青している場合(巨 樹,巨 木)

樹林 ・並木:胴 査対象基準以上の樹木及びこれに準ずる樹木が複数生宵している場合(巨 木杯)

7.「 巨木測定債」には,幹 属を冥測可能な代表的な巨木(単 木の場合を含む)に っいて記入し.株立ちの場合には.幹 周の合叶

及び主幹の幹周を記入する。但し,樹 種コー ドは.妃 入する必要はない。なお,巨 木林で記人欄が不足の場合には.裏 面に紀入

又は別表リストを添付してもよい。この場合,リ ストの右上に1ち(位 置を示す)コ ード番号を明記のこと。また.測 定が危陰

である等やむを得ない場含には,殿 存データを用いてもよいものとするが,こ の場合には,必 ず本累裏面の 「記入欄」に.① 実

測によりがたい理白.② 使用データの名称 ③使用データの鰯査者名 ④使用データの屑査年 ⑤使用データの幹周測定位置

(地上高)を 明記のこと。

8.「 枝彊」は,斜 面に生育する場含には,r東 西」及びr南 北」の代りにそれぞれ 「等高線に平行」 「等高鎮に垂直j方 向にっ

いて妃入することとし,該 当する番号にOを 付すこと。なお,実 測不能の塙合には.推 測値でよい。

9.「 抹立伏況」は,幹 周を測建する位醒(地 上から約130α5)で の株立の本織を妃入すること。但し.5本 以上の鳩合に`よ す

ぺて 「5」と妃入すること。

LO.「 周囲の伏況」r林 床の伏況1の 回答番号欄には 当該調査対象が単木の場合には当咳巨樹にっいて,樹 鉢又は並木の場合に

は当該巨木林全体にっいて,そ れぞれ最大面積を占めるものから噸に咳当番号を臥 すること。なお.巨 木林全体にっいての把

握が困難な船 には,幹 周等の測定樹木周囲の伏況でもよいものとする。

11.「 着生植物等」は.樹 林の場含には.樹 林全体の被度について選択する。なお,巨 木林全体にっいての把握が困鯉な場合には.

幹周等の測定樹木周囲の状況でもよいものとする。また.種 頬の 「b寄生」には,ヤ ドリギの他.キ ノコ等菌額を含み,「c着

生」には.コ ケ讃の他.サ ル才ガセ等の大型地衣頬及びシダ類を含むこととし,回 答番号樋には被度の顛に臥 すること.

鳳 保霞の項目は.単 木の伏況にっいてはO,樹 林については◎を付すこと。

1a「 特紀事珈 二は.顧 鋤 等の闘 のほかの概 すべき事項1こりいても臥 のこと。

14.調 査票空摘に記入できない場合には,裏 面の紀入欄に妃入のこと。

〔記入欄
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動植物分布調査実施要綱

1.目 的

本 調 査 の 目的 は 、 専 門研 究 者 の み な らず広 く一 般 の 自然 愛 好 者 の 協 力 も得 て、 動 植 物

の 分 布 に 関 す る知 見 を 集 大 成 す る こ と で あ る 。 なお 、 本 調 査 に よ っ て次 の よ うな成 果 を

期 待 す る も の で あ る 。

(1)生 物 相 に 関 す る 記 録 の 収 集 と保 存

人 為 的 また は 自然 的 要 因 に よ り変 化 す る わ が 国 の 生 物 相 を 一 定 間 隔 で網 羅 的 に 記

録 す る こ とに よ っ て 、 生 物 地理 学 ・生 態 学 等 の 自然 科 学 の基 礎 資 料 とな る。

(2)動 植 物 の 保 護 管 理 の た め の科 学 的情 報 の提 供

生 物 種 ご との 分 布 の パ タ ー ンや 分 布 域 拡 大 ・縮 小 の 傾 向等 を把 握 す る こ とに よ り、

動 植 物 の 保 護 管 理 の た め の施 設 へ の 客観 的 判 断 が 可 能 とな る。

(3)環 境 診 断

人 間 を も含 め た 動 植 物 の 生 活 の 場 と して の 環 境 が 正 常 に機 能 して い る の か ど うか

を、 特 定 の 生 物 種 を環 境 指 標 種 と して 用 い る こ と に よ り、 判 定 す る こ とが 可 能 とな

る 。

(4)各 種 調 査 デ ー タ の 蘇 生

特 定 の 目的 に 利 用 が 限 られ て い た 各 種 の調 査 結 果 や 、 公 開 の 機 会 が 得 られ て い た

個 人 の 観 察 記 録 な どが 、 動 植 物 の 分 布 記 録 に 関 す る 体 系 的 ・汎 用 的 な 方 法 の 提 示 に

よ り、 有 効 な 分 布 情 報 と して蘇 生 され る。

(5)環 境 教 育 へ の寄 与

多 くの 人 が 身 の 回 りの 自然 を 注 意 深 く観 察 し、 自然 の 多様 性 、 自 然 の仕 組 み な ど

に 関 心 を 寄 せ る こ とに な り、 環 境教 育 の 新 た な 展 開 が 図 られ る。

2.調 査 対 象

本 調 査 は 、 特 定 の 分 類 群 に属 す るす べ て の 種 につ い て の 分 布 状 況 を収 集 す る 全 種 調 査

お よび 環 境 指 標 種 と して 選 定 され た 種 の 分 布 情 報 を収 集 す る環 境 指 標 種 調 査 か らな る 。

調 査 対 象 種 は維 管 束 植 物 、 軟 体動 物 、 節 足 動 物 、 脊 椎 動 物 の各 群 の 中 か ら、 陸域 、 陸 水

域 で 生 活 史 の 一 部 ま た は 全 部 を過 ごす もの で あ って 生 物 学 的知 見 、 特 に分 類 学 的知 見 が

十 分 に 蓄 積 さ れ て い る もの を 選定 す る。 なお 、 環境 指 標 種 につ い て は、 多 くの 人 が 識 別

しや す い も の か ら選 定 す る。

3.調 査 体 制 及 び 方 法

本 調 査 で は 、 同 定 能 力 を 有 す る も の の 自発 的 参 加 を得 、 調 査研 究 活 動 や 観 察 活 動 の 際

に得 られ る分 布 に 関 す る知 見 の提 供 を 受 け る も の とす る。

(1)調 査 の体 制 お よび そ の 役 割 は 次 の とお りとす る。

ア.環 境 庁
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環 境 庁 は 、 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 検 討 会 の 下 に、 分 類 群 別 に 動 植 物 分 布 調 査

の た め の 専 門 家 に よ る分科 会 を 設 け 、 次 の検 討 を行 う。

(ア)調 査 の基 盤 と な る 分類 目録 の 整 備

(イ)調 査 対 象 種 の選 定

(ウ)分 布 情 報 の点 検

(エ)情 報 の分 析

(オ)情 報 の公 開 ・管 理 基 準 の策 定

(カ)そ の他 、 専 門 的 見 地 か らの 各 種 検 討 、 指 導 、 現 地 調 査 等

イ.調 査 員

調 査 の 主 旨に賛 同 し、 情 報 提 供 を行 う者 を調 査 員 とす る。

た だ し、 全 種 調 査 の 調 査 員 は 専 門 的知 見 を有 す る も の とす る。 環 境 指 標 種 調

査 の 調 査 員 は 一般 公募 に よる 。

調 査 員 は動 植 物 の 分 布 に 関 す る必 要 な 情 報 を調 査 票 に 記入 し、 環 境 庁 に送 付

す る も の とす る 。

(2)調 査 は 次 の方 法 に よ り実施 す る もの と し、 詳 細 は 「調 査 の手 引 書 」等 に よ る 。

ア.分 布 情 報 の収 集

調 査 員 は 直 接 野 外 観 察 ま た は 過 去 の観 察 記 録 に基 づ き、調 査 対 象 種 の 分 布 に

関 す る情 報 に つ い て の 必 要 事項 を調 査 票 に記 入 し、 環 境 庁 に送 付 す る。

分 布 に 関 す る情 報 は 、 調 査 員 が 直 接 また は 自 ら採 集 した 記 録 に基 づ くこ と を

原 則 とす るが 、 博 物 館 、 大 学 、 個 人 等 が 所 蔵 して い る標 本 で 必 要 な 要 件 を備 え

て い る場 合 に は そ れ に よ るこ とが で き る。

イ.情 報 の集 成 ・管 理

環 境 庁 は調 査 員 か ら送 付 さ れ た 情 報 を集 成 し、 す み や か に 公 開 す る も の とす

る。 また 、 継 続 的 に提 供 され る 情 報 に つ いて も 整備 し、 管理 に 努 め る も の とす

る。

4.動 植 物 分 布 調 査 票 の 記 入 の しか た(全 種 調 査)

1調 査 票 の種 類 と使 い 方

調 査 票 に は 、 大 き く分 け て2つ の種 類 が あ り ます 。 ひ と つ は タ テ 長 の カ ー ド(1)で 、

も う一 つ は ヨ コ長 の カー ド(2)で す。

1.こ の調 査 票 は 、 あ る 区画(地 形 図 を タテ ・ヨ コ に分 け た

もの)の 中 に 、 い つ(年 月 日)、 ど う い う種 類 が 記 録 さ れ

たか を記 入 す る た め の も の で す 。 した が っ て 、 区 画 が 異 な

る場 合 、 ま た は期 間 が2つ の 月 以 上 に ま たが る場 合 は 、 原

則 と して 新 しい 調 査 票 を使 用 して くだ さ い 。

1 i
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2.こ の 調 査 票 は 、 あ る種 類 が ど の 場 所 と ど の 場

所 で 記 録 さ れ た か を 記 入 す るた め の も の で す 。

した が っ て 、 動 植 物 の 種 類 が異 な る ご と に新 し

い 調 査 票 を 使 用 して くだ さい。

どち らの調 査 票 を使 用 す る かは 各 々の 調 査 員 の 自 由で 、 調 査 方 法(場 所 を定 め て そ こ

に い る 種 を チ ェ ヅク す る の か 、 あ る い は い くつ か の 種 を限 りそ れ らの 分 布 を 調 べ るの

か)に よ り、 使 い や す い も の を選 ん で くだ さ い 。

II記 入 の しか た

調 査 者 は 太 枠 内 の 各 項 目に つ い て、 記 入 して くだ さい 。

1.調 査 者 名

調 査 者 名 を 漢 字 で記 入 す る と と も に、 そ の読 み 方 を カ タ カナ で記 入 して くだ さ い。

2.調 査 者 コー ド

調 査 員 証 に 記 載 さ れ た調 査 者 コー ドを 記 入 しま す 。 調 査 者 コ ー ドが な い 場 合 は空

欄 に してお い て くだ さ い 。

3.調 査 年 月 日

調 査 を行 っ た 時 期 を 記 入 しま す 。 タ テ 長 の 調 査 票 の 場 合 、 調 査 を あ る期 間 継 続 し

て 、 あ る い は 断 続 的 に行 った と き は、 最 初 と最 後 の 日付 を記 入 し ます 。

1ケ タ の 月 、 日 の と きは 、数 字 の 前 に 必 ず0を 入 れ て くだ さい 。

198905101-131

(1989年5月10日 か ら31日)

過 去 の 記 録 な ど で 月 日が 不 明 の 場 合 は 該 当欄 に 一(バ ー)を 引 い て くだ さ い 。 た

だ し、 年 が 不 明 の場 合 は デ ー タ と して採 用 しな い も の と しま す 。

1igi8igilioi-i一 一i

(1989年10月(日 不 明))

4.メ ヅシ ュ コ ー ド(区 画 番 号)

調 査 地 点 が 含 ま れ る タ テ ・ヨ コ の 線 で 囲 ま れ た 小 さ な 区 画 を 番 号 で 表 す に は 、 次

の よ う に し ま す 。
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(1)ま ず 、 調 査 地 点 が 、 地 図 を4等 分 した どの 場 所

に あ る の か を見 ま す。4等 分 した 大 きな 区 画 を 表

す 数 字 は地 図 の 上 と下 に 表 示 さ れ て い る6ケ タ の

数 字 で す 。

た と え ば 、 調 査 地 点 が ・印 の 位 置 と す る と 、

5132-43が そ の 数 字 で す 。

した が っ て調 査 票 に は ま ず

5132-52

広島

5132-53

5132-42

513243

と 記 入 し ま す 。

こ れ で 、だ い た い の 位 置 が 決 ま りま す 。過 去 の 記 録 に 基 づ い て 記 入 す る 場 合 は 、

基 本 的 に は 、 こ こ ま で の 表 示 で 結 構 で す が 、 こ れ か ら調 査 を 行 う 場 合 は 、 さ ら に

詳 しい 位 置 を 特 定 す る た め に 、 次 の 手 順 に 進 ん で く だ さ い 。'

(2)1/5万 メ ッ シ ュ 地 形 図 に は 、上 記 の4等 分 した 各 大 き な 区 画 が 、さ ら に タ テ 、

ヨ コ10等 分 さ れ 、 小 さ な 区 画 が100あ り ま す 。

そ こ で 、 調 査 地 点 の ・印 を 含 む 小 さ な 区 画 に 示 さ れ て い る2ケ タ の 数 字 を 読 み

と り、 メ ッ シ ュ コ ー ドの 最 後 の2ケ タ を 埋 め ま す 。

た と え ば 、 調 査 地 点 の ・印 を 含 む 小 さ な 区 画 が57で あ れ ば メ ヅ シ ュ コ ー ドは

51324357

とな ります 。

こ の 最 小 単 位 の 区 画(ほ ぼ1k皿 ×1kmに 相 当)を 確 定 で き な い場 合 は 、 最 後 の

2ケ タ に 一(バ ー)を 記 入 して くだ さい 。

5.調 査 地

調 査 を行 った 位 置 の 都 道 府 県 名 、 市 区 町 村 名 を 確 認 して 記 入 しま す 。 次 に、 調 査

用 地 形 図 上 で 、 そ の 地 点 を含 む 区 画(メ ッシ ュ)内 に 地 名 を表 す 文 字 が あ れ ば 、 市

区 町 村 名 の 後 の 余 白 に記 入 して くだ さ い 。 な お 、 地 図 上 に 表 示 さ れ て い な くて も そ

の場 所 に 明 瞭 な 名 称 が あ る場 合 は()書 き に して 記 入 して くだ さ い 。

例)(白 山 神 社 の 森)

調 査 地 が河 川(水 生 昆 虫 、 淡 水 魚 等)の 場 合 は 地 図 上 で そ の 地 点 よ り川 筋 を下 流

また は 上 流 に辿 り、 最 初 に 出 あ う河 川 名 を()書 きに して くだ さ い 。

6.確 認 種

(1)タ テ 長 の 調 査 票

生 息 ま たは 生 育 を確 認 した種 に つ い て、 そ の 番 号 を ○で 囲 ん で くだ さ い 。「そ の

他 の 確 認 種 」欄 に つ い て は 、 そ の 種 名 を余 白 に 記 入 して くだ さい 。 陸 産 貝 類 の 場

合 、 調 査 票 中 に 掲 げ られ て い な い も の は、 目録 中 の種 名 の前 の 番 号 を枠 内 に 記 入
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しま す 。 陸 産 貝 類 以 外 は 「そ の他 の 確 認 種 」欄 の 枠 内 に は 何 も 記 入 しな い で くだ

さい 。

な お 、 動 植 物 の あ るグ ル ー プで は 、 種 名 が 印 刷 され て い な い もの が あ りま す 。

こ の場 合 は 、別 添 の種 名 目録 を 参 考 に して種 名 コー ドと種 名 を 記 入 して くだ さ い 。

(2)ヨ コ長 の 調 査 票

タ テ 長 の 調 査 票 に 記 載 さ れ て い る種 名 と番 号 、 ま た は 別 添 の 種 名 目録 を参 考 に

して 、 種 名 コ ー ドと種 名 を記 入 して くだ さい 。

7.生 息 環 境(ヨ コ長 の調 査 票 の み)

調 査 を行 っ た 地 点 の 環 境 を重 要 な も の に つ い て 記 入 して くだ さ い 。 生 息環 境 が 確

定 で きな い 場 合 は 記 入 しな くて も 結 構 で す 。

8。 採 集 者 名 、標 本 所 蔵 場 所(ヨ コ長 の調 査 票 の み)

博 物 館 ・大 学 等 に所 蔵 さ れ て い る 標 本 を 調 査 した場 合 は 、 採 集 者 名 、 標 本 所 蔵 場

所 を 該 当欄 に記 入 して くだ さ い 。

In問 い 合 わせ 先(略)

5.調 査 票 の 記 入 の しか た(環 境 指 標 種 調 査 ・身近 な生 きもの 調 査)

調 査 結 果 は、 この て ぴ き と一 緒 にお 送 り した 「調 査 票 」 に 記 入 して 環 境 庁 あ て ご報 告

い た だ き ます 。 以 下 に 、 調 査 票 の 使 い 方 と記 入 方 法 を説 明 しま す 。

■使 い 方

●調 査 票 は コー ス ご と に分 か れ て い ます 。

●1枚 の調 査 票 に は 、2メ ッシ ュ 分 の 調 査 結 果 が 記入 で き ます 。

●同 じコ ー ス の 同 じ メ ッシ ュを 時 期 を 変 え て 何 回 か調 べ た 場 合 も 、1つ の メ ッ シ ュ の

調 査 結 果 は 、 同 じ調 査 票 に ま と め て記 入 して くだ さ い 。

●た くさ ん の メ ッ シ ュ を調 ぺ て 調 査 票 が 足 りな くな った と きは 、 未 記 入 の もの を コ ピ

ー して 使 って い た だ い て か ま い ま せ ん。

●団体 で 参 加 さ れ た 場 合 で 大 量 に 不足 した と きは、 環 境 庁 へ ご 請 求 くだ さ い(詳 し く

は 、 調 査 票 の 最 後 の ペ ー ジ を ご 覧 くだ さ い 。)

■記 入 の しか た

① 参 加 者 番号 あ な た の参 加 証 の 番 号(10ケ タ)を お 書 き くだ さ い 。

② 氏 名(団 体 名)団 体 で参 加 を 申 し込 ま れ た場 合 は、 団体 名 をお 書 き くだ さ い 。

③ 地 名 調 査 した メ ッシ ュ の地 名 をお 書 き くだ さい 。 記 入 す る項 目 は 「都 道 府 県名 」

「市 区町 村 名 」「具 体 的 な場 所 の 名 前(字 名 や ○ ○山 、 ○ ○川 、OO公 園 な ど)」 の

3つ で す 。

④ 地 図 名 その メ ッ シ ュ が含 ま れ る 「メ ッシ ュ地 形 図名 」 を お 書 き くだ さ い 。

⑤ メ ッシ ュ コー ド 調 査 地(あ な た が 動 植 物 を 「見 つ けた 」 あ るい は 「見 つ か らな か

っ た 」 所 〉 が、 メ ッシ ュ地 形 図 の どの メ ッシ ュ(区 画)に 含 まれ るか を 見 て 、 そ の
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メ ッ シ ュ の 番 号(8ケ タ の メ ッ シ ュ コ ー ド)を お 書 き く だ さ い 。 メ ッ シ ュ コ ー ドは 、

初 め の6ケ タ が 地 図 の 上 下 の 余 白 に 、 そ し て 後 の2ケ タ が そ れ ぞ れ の メ ヅ シ ュ 内 の

左 下 す み に 書 か れ て い ま す 。

⑥ 調 べ た 動 植 物 名 そ れ ぞ れ の 動 植 物 に つ い て 、 「1.見 つ か っ た 」 「2.見 つ か ら な

か っ た 」 「3.わ か ら な か っ た 」 の い ず れ か の 番 号 に ○ を つ け て く だ さ い 。 以 下 に 、

1～3の 内 容 に つ い て 、 説 明 し ま す 。

〈1.見 つ か っ た 〉

そ の 動 植 物 を 自信 を も っ て 確 認 で き た と き に 、 こ こ に ○ を つ け て く だ さ い 。 他 の

種 類 と の 見 ま ち が い や 鳴 き 声 の 聞 き ま ち が い に 注 意 し て くだ さ い 。

〈2.見 つ か ら な か っ た 〉

注 意 し な が ら探 し た け れ ど も 、 そ の メ ッ シ ュ 内 で 、 あ な た が 探 し た 範 囲 で は 見 つ

け る こ と が で き な か っ た と き にOを つ け て く だ さ い 。

例 え ば 、 「ス ギ ナ と オ オ イ ヌ ノ フ グ リは 見二2挫 が 、 ニ リ ン ソ ウ は 見 つ か ら な

か っ た 」 と い う よ う な 場 合 の ニ リ ン ソ ウ が こ の 項 目 に あ た り ま す 。

〈3.わ か ら な か っ た 〉

こ の 項 目 に は2つ の 場 合 が 含 ま れ ま す 。

ま ず 「調 べ な か っ た 」 と い う 場 合 で す 。 す で に 書 い た と お り、 選 ん だ コ ー ス の な

か で も 全 部 の 種 類 を 調 べ る 必 要 は あ り ま せ ん の で 、 調 べ る の を 省 い た 場 合 な ど は 、

こ こ に0を つ け て く だ さ い 。

も う 一 つ は 「似 た か た ち の 動 植 物 を 見 つ け た が 、 今 一 つ 自 信 が な い 」 と い う よ う

な 場 合 で す 。

今 回 の 調 査 で は 、 な る ぺ く見 分 け の や さ し い 、 ま ち が え に く い 種 類 を 選 び ま し た

が 、 そ れ で も 実 際 に 野 外 に 出 れ ば ほ ん と う に そ れ か ど う か 迷 う こ と も あ る で し ょ う

し、 と くに 「今 回 初 め て 名 前 を 聞 い た 」 と い う種 類 に つ い て は 、 そ れ を す ぐに 見 分

け る の は 少 しむ ず か し い か も 知 れ ま せ ん 。 そ う い う 場 合 で 、 ど う も 自 信 が 持 て な い

と い う と き は 、 こ こ に ○ を つ け て くだ さ い 。

以 上 を も う 一 度 、 表 に ま と め て お き ま す 。

1.見 つ か っ た

2.見 つ か ら な か っ た

3.わ か ら な か っ た

● 自信 を も って 、 確 認 で き た

●探 したが 、 見 つ か らな か っ た

● その 種 につ い て は 調 ぺ な か っ た

●見 分 け(区 別)が で きな か っ た

6.調 査 票 の記 入 の しかた(環 境 指 標 種 調 査 ・海 の 生 きも の 調 査)

調 査 結 果 は 、 この てび き と一 緒 に お送 り した 「調査 票 」 に 記入 して環 境 庁 あ て ご報 告

い た だ きま す(団 体 参加 の 方 は、 団体 で と りま とめ の うえ ご報 告 くだ さい)。

以 下 に 、 調査 票 の使 い 方 と記 入 方 法 を説 明 しま す。
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■使 い 方

●1枚 の調 査 票 で 、 す べ て の 対 象 種 の 情 報 が 記 入 で き ます 。

●1枚 の調 査 票 に は 、1メ ッシ ュ分 の調 査 結 果 を記入 して くだ さ い。

●同 じコ ー ス の 同 じメ ッシ ュ を 時期 を 変 え て 何 回か調 べ た場 合 も、1つ の メ ヅシ ュ の

調 査 結 果 は 、 同 じ調 査 票 に ま とめ て 記 入 して くだ さ い 。

●た くさ ん の メ ッシ ュ を 調 べ て 調 査 票 が 足 りな くな った と きは 、 未 記 入 の も の をコ ピ

ー して 使 っ て い た だ い て か ま い ませ ん 。

■記 入 の しか た

①参加者番号

②氏名

③地名

④ 地 図 名

⑤ メ ツ シ ュ コ ー ド

⑥底質

⑦調べた動植物名

⑧調査方法

あ な た の 参 加 証 の 番 号(10ケ タ)を お 書 き く だ さ い 。

調 査 票 を 記 入 さ れ た 方 の お 名 前 を お 書 き く だ さ い 。

調 査 し た メ ッ シ ュ の 地 名 を お 書 き く だ さ い 。 記 入 す る 項 目 は 「都

道 府 県 名 」 「市 区 町 村 名 」 「具 体 的 な 場 所 の 名 前(ダ イ ビ ン グ ポ イ

ン トの 通 称)」 の3つ で す 。

そ の メ ッ シ ュ が 含 ま れ る 「メ ッ シ ュ 地 形 図 名 」 を お 書 き くだ さ い 。

調 査 ポ イ ン ト(あ な た が 動 植 物 を 「見 つ け た 」 あ る い は 「見 つ か

ら な か っ た 」 所)が 、 メ ッ シ ュ 地 形 図 の ど の メ ッ シ ュ(区 画)に

含 ま れ る か を 見 て 、 そ の メ ッ シ ュ の 番 号(8ケ タ の メ ッ シ ュ コ ー

ド)を お 書 き くだ さ い 。

メ ッ シ ュ コ ー ドは 、 初 め の6ケ タ が 地 図 の 上 下 の 余 白 に 、 そ し て

後 の2ケ タ が そ れ ぞ れ の メ ッ シ ュ 内 の 左 下 す み に 書 か れ て い ま す 。

調 査 ポ イ ン トの 底 質 に つ い て 、 あ て は ま る も の に ○ を つ け て く だ

さ い 。

そ れ ぞ れ の 動 植 物 に つ い て 、 「1:見 つ か っ た 」 「2:見 つ か ら な

か っ た 」 の い ず れ か の 番 号 に ○ を つ け て く だ さ い 。 や ら な か っ た

も の 、 わ か ら な か っ た も の は 何 も 書 か な く て 結 構 で す 。

そ れ ぞ れ の 動 植 物 に つ い て 「SC:ス キ ュ ー バ ダ イ ビ ン グ で 観 察 」

し た の か 「SN:シ ュ ノ ー ケ リ ン グ で 観 察 」 し た の か 、 あ て は ま る

も の に ○ を つ け て く だ さ い 。
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〈環 境 指標 種 調 査 ・身 近 な 生 き もの 調 査 用 調 査 票 〉

AO1

こ 二 に は同 も ・咋力・な い で く'」=・い,
　 酬

参加者番号一 氏名(団体名)

地 名 部遭府環 市Pく町村

地図名

メッシュコード iii i

1。スギナ(1.見 つかった,2.見 つ からなゆ・った,3.わ か らなかった)

2.ニ リンソウ(1.見 つ かった,2.見 つ からなかった,3,わ か らなかった)

3.キ プシ(1.見 つ かった.2.見 つ からなか った,3.わ か らなかった)

4,オ オイヌノフグリ(1.見 つ かった.2.見 つ からなかった,3.わ か らなかった)

5.カ タクり(1.見 つ かった,2.見 つ からなかった,3.わ か らなか った}

地 名 郷道府県 市区町村

地図名

メツシユコード ii i

1.ス ギナ

2.ニ リンソウ

3.キ ブシ

4.オ オイヌノフグリ

5.カ タクリ

(L見 つ かった.2.見 つか らなかった,3.わ か らなかった)

(L見 つ かった,2.見 つ からなかった,3.わ か らなかった)

(1.見 つ かった.2.見 つからなかった.3.わ か らなかった)

(1.見 つ かった,2.見 つからなかった,3.わ か らなかった)

(1.兄 つかった,2.見 つか らなかった.3.わ か らなかった)

〈環境 指 標 種 調 査 ・海 の 生 き もの 調 査 用 調査 票 〉

ニ ニに`3阿 も.。τか な い で 《た さ い.

参加者番号

[[[[[[[□=□ 氏名
地 名 描道府県 il∫区町村

地図名

メ・シ止 ・口 Illlll
底質(1ぞ}2砂3藻 場4サ ンゴ恐5れ き6ゴ ロタ7泥}

コ

巳

ス

Rl

コ

i
ス
n

コ

1
ス

1

01トヴチョウチョウウオ(1.2)(SC.SN)

02チョウチョウウオG.2)(SC.SN}

03八マクマノミ(1.2}〔SC.SN》

図デバスヌ:メダイ(1.2){SC。SN)

05ソラスズメダイ 〔1.2×SC.SN}

06キュウセン{1.2)(SC.SK)

07リュウグウ八ゼ く1.2xSC.SN}

凹エゾメ'Uレ{1.2⊃ 〔SC.SN)

凹メバル(1.2xSC、SN)

10キタマクラ(1.2)(SC.S艮)

11イシサンゴ類(:.2xSC、SN⊃

12コ ンプ顕(1、2xSC、SN)

13アマモ顕(1.2)〔SC.SK)

14アラメ。カジメ顕 く1.2}〔SC.SK)

15ホンダワラ瓢(1、2)(SC、SN)

16チカ

17ゴンズイ

18カコカキダイ

19タテジマキンチャクダイ

20ウミタナコ

21ヤマブキベラ

22オ八グ0ベ ラ

{1噂2}{SC.SN)

(1,2)(SC.Sli)

(1,2)(SC,S¥)

(1,2)(SC,SK)

(1,2)(SC,Sr)

(1.2)(SC,SIB)

く1.2XSC.SN⊃

圏ツノダシU.2}〔SC、SN⊃

24キツネメバル{1、2xSC、SN}

25ミノカサゴ(1.2}{SC.SK)

鎚イトマキヒトテG.2}【SC.SN}

27アカヒトデ(1、2xSC.SN⊃

囲アオヒトデq、2,〔SC.SN}

器オニヒトラ=く1.2⊃{SC.SN)

39ヘラヤガラ

31キジ八タ

32フウライチョウチ∋ウウオ

33キンチャクダイ

34クマノミ

蕊タカノハダイ

訪ネジリンポウ

(1,2)(SC,SA)

{!.2xSαSN⊃

⊂1.2,{SC.S翼,

{五.2}⊂SC.S麗,

U,2)(SC,Sh)

(1.2)(SC.SK)

U,2)(SC,SIB)

37オ オカミウオ 〔葦、2)`SC.SN,

詔シマソイ 〔1.2)⊂SC、SN)

39モンガラカワ八ギ{1.2}{SC.S麗 ⊃

49八コフグ{1.2}〔SC.SN)

41ムラサキウニ顕`1.2}(SC.SN,

42イイジマフク0ウニ(1.2)〔SC.SK}

43ガンガゼ 〔1.2xSC.SN}

1:見 つかった2:見 つからなカ}}た

SC:ス キューパグ化 レグで観蟻SN:シ ュ,一 ケリングで観察 曳
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河川調査要綱

1.調 査 目的 及 び 調 査 概 要

わ が 国 の河 川 に お い て は 、 水 質 の 悪 化 に つ い て 対 策 が 講 じられ て きて い るが 、 ダ ム 等

の 建 設 、 護 岸 改 修 、 都 市 部 に お け る河 川 の 埋 立 ・暗 渠 化 等 の 著 しい改 変 に よ る生 物 相 の

貧 困化 、 住 民 の 憩 い の 場 の 消 失等 の 問題 に 対 処 す るた めの 継 続 的 、 体 系的 な調 査 は 、 こ

れ まで 必 ず しも 十 分 に行 わ れ ては い な か った 。

こ の た め、 第2回 及 び 第3回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査(昭 和54年 度 及 び 昭和60年 度)

で は 、 全 国 の 一 級 河 川 の 幹 川 等 の現 況 を 調 査 して きた が、 本 調 査 に お いて は、 わ が 国 の

主 要 な 二 級 河 川 の 幹 川 及 び 一 級河 川 の 支 川 等 の 中 か ら選 定 した良 好 な 自然 地 域 を 通 過 す

る 河 川 、 流 域 面積 が 大 きい 河 川 ま た は 動 植 物 相 が 豊 か な河 川 な ど を調 査 対 象 と して 、 当

該 河 川 の 概 要 、 河 岸 の 改 変 状 況 並 び に魚 類 の 生 息 状 況 等 に つ い て 調査 す る 。

ま た、 第2回 及 び 第3回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 で抽 出 した 、 集 水 域 が 原 生 状 態 を 保 っ

て い る河 川(「 原 生 流 域 」)の 改 変 状 況 等 に つ い て 調 査 す る。

2。 調 査 実 施 者

国 が 都 道 府 県 に 委 託 して実 施 す る。

3.調 査 対 象 河 川

別 表1「 調 査 対 象 河 川 一 覧 」 に 掲 げ た 河 川 の 河 口(合 流点)か ら上 流(合 流 点)の 区

間 を 調査 対 象 と す る。な お 、上 流端 の位 置 につ い て は 河 川現 況 台 帳 等 に よ る も の とす る。

・「原 生 流 域 調 査 」 に つ いて は、 全 国 の す べ て の河 川 を対象 とす る。

4.調 査 実 施 期 間

契 約 締 結 の 日か ら、 平 成5年3月31日 まで とす る。

5.調 査 内容 及 び 実 施 方 法

下 記 の 事項 に つ い て 調 査 す る。な お 、調 査 方 法 の 詳 細 は、別 紙1「 河 川 調 査 実施 要 領 」

に よ る。

(1)河 川 概 要 調 査

各 種 資 料 に よ り、 河 川 延 長、 降 水 量 、 水 位 の 変 動 、 流 水 量 の 変 動 、 水 質 、 生 物 相

の概 要 等 に つ い て 調 査 し、 河川 の 属 性 を概 観 す る 。

(2)河 川 改 変 状 況 調 査

各 種 資 料 及 び現 地 確 認調 査 に よ り、 次 の 事項 に つ い て調 査 す る 。

ア.水 際 線 の改 変 状 況

イ.河 原 の 土 地 利 用 状 況

ウ.河 畔 の 土 地 利 用 状 況

工.河 川横 断 工 作 物 の設 置 箇 所 数

オ.取 水 施 設 の 有 無
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カ.河 川 の利 用 状 況

キ.河 川 環 境 に お け る不 快 要 因

(3)魚 類 調 査

各種 資 料 及 び 漁 協 等 か らの聞 き取 りに よ り、次 の事 項 に つ いて 調 査 す る。さ らに、

補足 の た め 、 投 網 等 に よ る漁 獲 試験 を実 施 す る と と も に試 験 地 の 水 温、 底 質 等 に つ

い て の調 査 を す る。

ア.生 息 す る 魚 種 名

イ.漁 獲 量

ウ.放 流 量

工.天 然 繁 殖 の 有 無

オ.魚 類 相 に 関 す る記 録

(4)原 生 流域 調 査

第2回 及 び 第3回 調 査 で 抽 出 さ れ た 、 人 工 構 築 物 及 び 森 林 伐 採 等 人 為 の 影 響 が み

られ な い地 域(原 生 流 域)の 改 変 状 況 に つ い て 調 査 す る。

6.調 査結 果 の と りま とめ

調 査 実施 者 は 、 調 査 結 果 を 下 記 の 図 票 に と りま とめ る 。

(1)河 川概 要 調 査 票

調 査 結 果 を、 「河 川 概 要調 査 票」(様 式1)に と りま とめ る。

(2)河 川 改 変状 況 調 査 票

調 査 結 果 を 、「河 川 改 変状 況 調 査 票 」(様 式2)に と りま とめ る。

(3)河 川調 査 図

河 川 区域 、 魚 類 調 査 地 点 、 河 川 改 変状 況 調 査 の 調 査 区 間 等 に関 す る 事 項 を 「河 川

調 査 図 」(様 式3)に な らい 、 国 土 地理 院発 行 の1/2.5万 地 形 図 に表 示 す る。

(4)魚 類調 査 票

調 査 結果 を 「魚 類 調 査 票 」(様 式4)に と り ま とめ る。

(5)漁 獲 試験 調 書

試 験 結果 を 「漁 獲 試 験 調 書 」(様 式5)に と りま とめ る。

(6)原 生 流域 調 査 票

調 査 結 果 を、 「原 生 流 域 調 査 票 」(様 式6)に と りま とめ る。

(7)原 生 流域 図

調 査 結果 を、「原 生 流 域 図 」(様 式7)に な らい 国 土 地理 院発 行 の1/5万 地 形 図 に

表 示 す る。

7.調 査 結果 の 報 告

調査 実施 者 は、 調 査 結 果 を と りま とめ、 報 告 書 、 河 川 調 査 図 帳及 び原 生 流 域 図 帳 各2

部(正 本、 写 し各1部)を 、 それ ぞれ別 紙2「 河 川 調 査 報 告 書作 成 要領 」 及 び 「河川 調

一223一



査 図 帳 等 作 成 要 領 」 に よ り作 成 し、 平 成5年3月31日 まで に 環 境庁 自然 保 護 局 長 に提

出 す る。

一224一



<別 紙1>

河川調査 実施要領

1.通 則

第4回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 ・河 川 調 査 は、 この 実 施 要 領 に 従 っ て行 う こ と と し、 そ

の調 査 内容 は 次 の とお りとす る。

(1)河 川概 要 調 査

(2)河 川 改 変状 況調 査

(3)魚 類 調 査

(4)原 生 流 域調 査

2.河 川 等 の定 義

(1)こ の 調 査 で 「河 川 区域 」 とは 、 河 川 法 の規 定 に よ る 「河 川 区 域 」 とす る。

(注)河 川 区域 の 境 界 は、 河 川 管 理 者 が保 管 して い る 河 川 現 況 台帳 の付 属 図 面(通

常 、 縮 尺1/2,500ま た は1/5,000)に 表 示 され て い る。

(2)「 水 際 線 」 とは 、 平 水 位 にお け る水 面 が 陸 地 と接 す る 部 分 を い う 。

(3)「 河 原 」 とは 、 河 川 区 域 内 の 陸 部 の う ち、 比 較 的 平 坦 な 部 分 を い う。

(4)「 河 畔 」 とは 、 河 川 区 域 の外 側 幅100mの 区 域 を い う。

(5)「 右 岸 」「左 岸 」 とは 、 そ れ ぞ れ 上 流 か ら下 流 に 向か っ た と きの 呼 称 で あ る。
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ロ ロ ロ
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『100
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②堤防敷
③河 原

河畔 河川区域 河畔

i
i
i

i100m

OOOOOOiO

「一TT,
IIlIl

lOlo
o

100m

河畔 河川区域 河畔

3.調 査 対 象 河川

調 査 対 象 河 川 は 、 別 表1「 調 査 対 象 河 川 一 覧 」 に よ る も の と す る。

た だ し、 原 生流 域 調 査 は、 第3回 自然環 境 保 全 基 礎 調査 ・河 川 調 査(昭 和60年 度 実施)

の 際 に抽 出 され た100流 域 を は じめ、 全 国 の すべ て の 河川 を対 象 とす る 。
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4.河 川 概 要 調査

別 表1に 示 す調 査 対 象 河 川 の 概 要 を把 握 す る た め、 各 種 資 料 等 に よ り、 次 の 事項 に つ

い て 調 査 し、 「河 川 概 要 調 査 票 」(様 式1)を 作 成 す る 。

(1)種 類

調 査 河 川 を 級 別 に 明 記 す る 。 また 、 幹 川 、 支 川 の 区 別 も す る。

(2)区 間番 号

調 査 河 川 に お い て 設 定 さ れ た 区 間 番 号 を 記 入 す る。 な お 、 調 査 河 川 が 複 数 県 に跨

る場 合 は 、県 内 の 担 当調 査 区間 番 号 の み 記 入 す る。(調 査 区 間 の 設定 に つ い て は5(1)

「調 査 区間 の設 定 」 を参 照)

(3)河 川 流 路 延 長

調 査 河 川 の 流 路 延 長 を記 入 す る 。 な お 、 調 査 河 川 が 複 数 県 に 跨 る場 合 は 、 担 当調

査 全 区 間 の 流 路 延 長 の 値 を 用 い る こ と と す る。

流 路 の 途 中 に 湖 沼 が 存 在 す る 場 合 は 、 湖 沼 部 分 の 流 路 延 長 は流 心 線 に 沿 っ て 計 測

す る。

(4)1/2.5万 地 形 図

調 査 河 川 に お い て、担 当調 査 区 間 を含 む 全 て の1/2.5万 地 形 図 の 名 称 を列 記 す る。

(5)降 水 量

調 査 河 川 流 域 内 に あ る観 測 所 にお け る測 定 の み 対 象 とす る。

最 多 年 降 水 量:過 去 にお け る年 降 水 量 の 最 も 多 い 降 水 年 と 降水 量 を記 入 す る 。

最 少 年 降 水 量:過 去 にお け る年 降 水 量 の 最 も 少 な い 降 水 年 と降水 量 を記 入 す る 。

平 均 降 水 量:調 査 年 度 の平 均 降 水 量 を記 入 す る 。

また、 採 択 した デ ー タ の 出所(観 測 所 名 や 資 料 な ど)を 明 らか に す る。

(6)水 位

調 査 河川 に お け る最 高水 位 、 最 低 水 位 、 指 定 水 位 を記 入 す る 。

また、 採 択 した デ ー タの 出所(資 料 、測 定 地 点 、 区 間 番 号 な ど)を 明 らか に す る。

(7)流 量

調 査 河 川 に お け る 最 大 流 量、 最 小 流 量 を 記入 す る。 な お 、「デ ー タ の 出所 」欄 に 測

定 地 点 の 河 口 また は 合 流 点 よ りの距 離 を、 河 口 よ り○Okm、 ○ ○川 合 流 点 よ り○○㎞

と明 確 に 示 し、 区 間 番 号 も記 入 す る 。

平 均 流 量 に 関 して は 、 調 査 年 度 の 平均 値 を記 入 し、「デ ー タ の 出 所 」欄 の 記 入 の仕

方 に つ い て は 上 記 と同様 に す る。

(8)水 質

当 該 河 川 の 水 質 に 関 し、 公 共 用 水 域 水 質 測 定 結 果 等 の 既 存 資 料 に よ り次 の項 目に

つ い て調 べ 、 測 定 地 点 ご と に記 入 す る 。 な お 、 最 新 の デ ー タ を採 用 す る も の と し、

同一 測 定 地 点 で2検 体 以 上 測 定 して い る場 合 は 、(年)平 均 値 を も って 当 該 測 定 地 点
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の 測 定 値 とす る。

ま た、 採 択 した デ ー タ の 出 所(資 料 等)を 明 らか に す る。 漁 獲 試 験 の 際 な どに併

せ て 現 地 調 査 で 水 質 検 査 を 実施 した場 合 は 、 調 査 地 点 や 地 点 番 号(漁 獲 試 験 実施 地

点 番 号)を 「デ ー タ 出所 」欄 に 記 入 す る 。

さ ら に、 各 測 定 地 点 の水 質 を 比 較 し、 年 間 を通 して 測定 地 点 の水 質 に か な りの 影

響(良 ま た は 悪)を 及 ぼ して い る と考 え られ る水 流(支 川 、排 水 の 流 入 等)が 存 在

す れ ば、 特 記事 項 と して 簡単 に(水 流 の 地 点 、水 流 の 内容 等)記 載 す る 。

アPH イBODウSS エDO オ 大腸菌群数

(9)環 境 基 準 類 型

調 査 河 川 の環 境 基 準 類 型 を示 す た め 、 上 記(8)で 調 査 した 水 質 結 果 を参 考 に 次 の表

よ り区 分 し、 各 測 定 地 点 ご と の環 境 基 準 類 型 をAA～Eの 何 れ か の類 型 で 示 す。

類
型

項

目

AA

A

B

C

D

E

利用目的の適応性

水 道1級

自然環 境 保 全 お よ

びA以 下 の欄 に 掲

げ る も の

水 道2級

水 産1級

水 浴

お よびB以 下 の欄

に 掲 げ る も の

水 道3級

水 産2級

お よびC以 下 の欄

に 掲 げ る もの

水 産3級

工業 用 水1級

お よびD以 下 の 欄

に掲 げ る もの

工 業 用 水2級

農 業 用水 お よびE

の欄 に掲 げ る もの

工業用水3級

環境保 全

基 準 値
水 素 イ オ ン

濃 度

(PH)

6。5以 上

8.5以 下

6.5以 上

8.5以 下

6.5以 上

8.5以 下

6.5以 上

8.5以 下

6.0以 上

8.5以 下

6.0以 上

8.5以 下

生 物 化 学 的

酸 素 要 求 量

(BOD)

1mg/旦 以 下

2mg洩 以 下

3mg/旦 以 下

5mg/Ω 以 下

8mg洩 以 下

10皿9/皇

以 下

浮 遊 物 質量

(ss)

25mg/旦

以下

25mg/u

以 下

25皿9/旦

以 下

50mg/旦

以 下

100mg/Q

以 下

ご み 等 の

浮 遊 が 認

め ら れ な

い こ と

溶 存 酸 素 量

(DD)

7.5mg/皇

以 上

7.5mg/£

以 上

5mg/皇 以 上

5mg/Ω 以 上

2mg/嬉 以 上

2mg/E以 上

大腸菌群数

50岡PN/

100鵬 以 下

1,000MP/

100mΩ 以 下

S,000MPN/

100mΩ 以 下

注)自 然 環 境 保 全:

水 道1級:

2級:

自然 探 勝 等 の環 境 保 全

ろ過 等 に よ る簡 易 な 浄水 操 作 を行 うも の 。

沈殿 ろ過 等 に よ る通 常 の 浄 水 操 作 を行 うも の。
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水産

3級:

1級:

2級:

3級:

工 業 用 水1級:

2級:

3級:

環 境 保 全:国 民 の 日常 生 活(沿 岸 の 遊 歩 等 を含 む)に お い て 不 快 感 を生 じな い

限 度

前 処 理 等 を伴 う高度 の 浄水 操 作 を行 うも の 。

ヤ マ メ 、 イ ワ ナ等 貧 腐 水 性 水 域 の 水 産 生 物 用 な らび に水 産2級 お よ

び 水 産3級 の水 産 生 物 用 。

サ ケ科 魚 類 お よび アユ 等 貧 腐 水 性 水 域 の水 産生 物 用 お よ び水 産3級

の 水 産 生 物 用 。

コ イ 、 フ ナ等 、 β 一 中腐 水 性 水 域 の水 産 生 物 用 。

沈殿 等 に よ る通 常 の 浄水 操作 を行 うもの 。

薬 品 注 入 等 に よ る高度 の 浄水 操 作 を行 う もの 。

特 殊 の 浄 水操 作 を行 うも の 。

(10)調 査 河 川 流 域 内 の 湖 沼

調 査 河 川 の 流 路 に 存 在 す る全 て の 湖 沼 名 を 記 入 し、 天 然 湖 、 人 造 湖 の 区別 と第4

回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査(湖 沼 調 査)の 対 象 で あ るか 否 か を記 入 す る 。 ま た 、 そ れ

ぞ れ の 湖 沼 が 含 ま れ る 区 間 番 号 を明 確 に す る 。 な お、1つ の 湖 沼 が2区 間 以 上 に跨

って 存 在 す る場 合 は その 湖 沼 が 存 在 す る最 初 と最 後 の 区 間番 号 を記 入 す る。

(11)河 川横 断 工 作 物

調 査 河 川 の 全 調 査 担 当 区 間 に お け る 河 川 横 断 工 作 物 を次 の例 に よ り全 て 選 び 、 河

川 概 要 調 査 表 の 「河 川 横 断 工作 物 」 欄 の 該 当 す る も の 全 て に ○ 印 を つ け 、 そ れ ぞ れ

に つ い て数 を 示 す 。 ま た、 デー タ の 出所(資 料 な ど)を 明 らか に す る。

なお 、 間 門 は 、 一室 を も って1と 数 え、 双 間 は2と 数 え、 複 間は1と 数 え る。

ア 水 門 イ 間 門 ウ 橋 梁

エ ダ ム オ 堰 力 床 固

キ そ の他(具 体 的 に)

(12)利 水 状 況

調 査 河 川 の 調 査 担 当全 区 間 に お け る 利 水 状 況 を 下 記 の例 示 に よ り調 べ 、 河 川 概 要

調 査 表(様 式1)の 「利 水 状 況 」 の 欄 の 該 当 す る も の 全 て に ○ をつ け る 。 ま た 、 デ

ー タ の 出所(資 料 な ど)を 明 らか に す る
。

ア 発 電 用 取 水 イ 農 業 用 取 水 ウ 水 産 用 取 水

工 工 業 用水 用 取 水 オ 飲 料 用 水 用 取 水 力 そ の他(具 体 的 に)

(13)生 物 相 の 概 要

各 種 資 料 に よ り、 調 査 河 川 の 生 物 相 の 概 要 を 示 す た め、 次 の 生 物 群 ご とに 優 占種

数 種 を 記 入 す る 。 原 則 と して夏 期 に お け る生 物 相 を 示 す こ と と す るが(た だ し水 鳥

に つ い て は 冬 期 の 状 況 を 示 す)夏 期 以 外 に お け る時 期 の生 物 相 を 対 象 と した 資 料 に
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よ る場合 は、 そ の 種 が 優 占す る時期 を明 記 す る 。

ま た、採 択 した デ ー タ の 出所 を明 記 す る。

(14)そ の他

そ の他調 査 河 川 に つ い て 特 記 す る事項 が あ れ ば 記 載 す る。

5.河 川 改 変状 況 調 査

別 表1に 示 す 調 査 対 象 河 川 の 水 際線 の改 変状 況 、 河 原 の 土 地 利 用 状 況 、 河 畔 の 土地 利

用 状 況 、ダ ム ・堰 等 河 川 横 断 工 作 物 の 設 置 状 況 、取 水 施 設 の 設 置 状 況、河 川 の 利 用 状 況 、

河 川 環 境 に お け る不 快 要 因 及 び 保 全 地 域 の 指 定 状 況 、 河 川 の 屈 曲 率 につ い て 、 次 に 示 す

とお り既 存 資料(1/2.5万 地 形 図 等)に よ る調 査 及 び 現 地 確 認調 査 を 実 施 し、 「河 川 改

変 状 況調 査 票」(様 式2)を 作 成 す る。

(1)調 査 区間 の 設 定

下 記 の とお り調 査 区 間 を設 定 し、 各調 査 区 間 ご とに(3)以 下 の項 目に つ い て 調 査 す

る もの とす る 。

河 川 を、 調 査 対 象 河 川 の下 流 端(河 口 ま た は 合 流 点)か ら流路 延 長1k皿 ご と に 区

切 り、区切 られ た 各 区 間 を調 査 区 間 とす る。調 査 区 間 には 、下流 側 か ら番 号 を付 す。

(1河 川 を2以 上 の 府 県 で分 担 して調 査 す る場 合 も 、 通 し番 号 とす る。)

なお 、調 査 区 間 の設 定 に 際 して は 、 次 の こ と に 留 意 す る 。

ア.流 路 の 途 中 に湖 沼 が あ る場 合 、 湖 沼 部 分 の 流 路 延 長 は 、 流 心 線 に 沿 っ て 計 測

す る。

イ.当 該 湖 沼 が 平 成3年 度 実 施 の第4回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 ・湖 沼 調 査 の 調 査

対 象 湖 沼 で あ る場 合 、 調 査 区 間 は 設 定 す る が 、 湖 沼 部 分 の 河 川 改 変 状 況 調 査

は行 わ な い 。

ウ.最 上 流 端 の 区 間 につ い て は 、 区 間延 長 が1k皿 未 満 で あ って も 、1調 査 区 間 と

す る。

(2)調 査 の 分担

各 都 道 府 県 の 調 査 範 囲 は 原 則 と して 当該 行 政 区 域 内 と す る が 、行 政 界(府 県境)

を含 む調 査 区 間 に つ い て は、関係 府 県 間 の 調 整 に よ り調 査 者 を定 め る こ と と す るが 、

原 則 と して 下 流 側 の 府 県 が行 政 界 を含 む 調 査 区 間 を担 当 す る もの とす る 。

(3)水 際 線 の改 変 状 況

水 際 線 の 改 変 状 況 を 表1の とお り区分 し、 そ れ ぞ れ の 調 査 区 間 に お け る 各 区 分 ご

との 合 計延 長 の10分 比 を 求 め る。 この 場 合 、 右 岸 と左 岸 の み を 計測 し、 中 州 に つ い

て は 計測 しな い もの と す る。
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表1水 際線 の改 変状 況区分 コ ー ド

水 際 線 が コ ン ク リー ト護 岸、 石 積 護 岸 、 矢板 等 の 工 作 物 で 構 成

さ れ て い る 。

水 際 線 が 上 記 の 工 作 物 で 構 成

さ れ て い な い 。

が け 地 で あ る

が け 地 で な い

0

②

0

(注)が け 地 と は 、 傾 斜30。 以 上 、 高 低 差3m以 上 の 傾 斜 地 を い う 。

(4)河 原 の 土 地 利 用 状 況

河 原 の 土 地 利 用 状 況 を 表2の とお り区 分 し、 そ れ ぞ れ の調 査 区 間 に お い て 各 区 分

ご との 合 計 面 積 の10分 比 を求 め る 。 こ の場 合 、 中州 の 部分 に つ い て も計 測 す る もの

とす る 。

な お 、 右 岸 、 左 岸 及 び 中州 の 河 原 が すべ て 幅100m未 満 で あ る調 査 区 間 で は 、 河原

の 土地 利 用状 況 を実 施 しな い 。

表2河 原 の土地利用状 況区分 コ ー ド

自

然

地

砂礫地 または荒原地

背丈の低い草地

背 丈 の 高 い 草 地(ア シ、 オ ギ 、 ス ス キ 等)

樹林地

農業地

未 利 用 造 成 地(河 川 改修 等 に 伴 い 高 水 敷 が 造 成 され て い る が 、 施

設 的 土 地 利 用 、 農 業 的 土 地利 用 は な され て い な い 。)

施 設 的 土 地 利 用 地(自 動 車 教 習 所 、 ゴル フ場 、 グ ラ ウ ン ド、公 園 、

広 場 等 の施 設 的 な 土 地 利 用 が な さ れ て い る 。 宅地 等 を含 む 。)

OO

②
0

④

⑤

⑥

⑦

(5)河 畔 の 土 地 利 用 状 況

河 畔 の 土 地 利 用 状 況 を 表3の とお り区分 し、 各 調 査 区 間 に お い て 、 右 岸 、 左 岸 別

に そ れ ぞ れ 河 畔 が い ず れ の 区 分 に 該 当 す るか を調 べ 、 ⊇二 」置 量.で示 す。

1調 査 区 間 の 片 側 の 河 畔 に お い て 、2以 上 の 土 地 利 用 が な さ れ て い る場 合 は 、 最

も 大 き な 面積 を 占 め て い る もの を 当該 河 畔 の 土 地 利 用 状 況 区 分 とす る。

表3河 畔の土地利用状況 区分 コ ー ド

自 然 地(樹 林 地 、 自然 草 地 、 湿 地 な ど 人 為 に よ る 影 響

が 少 な く、 自然 の 状 態 を保 持 して い る 土地)
樹林地

そ の 他

農 業 地(水 田、 畑 、 放 牧 地 、 果 樹 園 な ど農 業 的 な 利 用 が行 わ れ て

い る土 地)

市街 地 、 工 業 地 、 そ の他(住 宅 地 、 業 務 地 、工 場、 廃 棄 物 処 理 場 、

遊 園 地 な ど都 市 的 な利 用 が行 わ れ て い る土 地)

OO

②

OO

④
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(6)河 川横 断 工作 物 の 設 置 箇 所 数

ダ ム 、 堰 、 床 固 、 水 門 、 間 門 等 の 河 川 横 断 工 作 物(橋 梁 を除 く)を 表4の とお り

区分 し、 そ れ ぞ れ の調 査 区 間 に お け る各 区 分 ご との設 置 個所 数 を調 査 す る 。(間 門 に

つ いて は、 一 室 を1箇 所 と数 え る。)

また 、 堰 堤 部 の 高 さ が15m以 上 の ダ ム の 位 置 を 「河 川 調 査 図 」(様 式3)に 記 入

す る。

表4河 川 横 断 工作 物 区 分 コ ー ド

魚の遡上可能

魚の遡上不可能

魚 道 有

魚 道 無

魚 道 有

魚 道 無

0

②
0

④

(注)北 日本 にお いて は 、主 と してサ ケ、サ ク ラ マス が 遡 上 で きれ ば遡 上 可能 と し、

西 日本 に お いて は 主 と して ア ユ が 遡 上 で きれ ば 遡 上 可 能 と す る 。(遡 上 可能 性 の

判 断 は 、漁 協 か らの 聞 き と り等 に よ り行 う。)

また 、 魚 道 が 設 置 さ れ て い る に も か か わ らず魚 の 遡 上 が 不 可 能 な 河 川横 断 工

作 物 が あ る場 合 は 、 そ の 原 因 が 次 の い ず れ に 該 当 す るか を 調 べ 、 当該 工作 物 の

存 在 す る調査 区 間 の 「備 考 」 欄 に 記 入 す る こ と。

表5魚 の遡 上 不可 能 の 原 因

構造上の問題

管理上の問題

魚 道 の 勾 配 が 急 す き る な ど、 魚 道 の 構 造 上 の 欠 陥 に よ る。

水 を 流 して い な い 、 土 砂 が つ ま っ た ま まで あ る な ど、 魚 道 の 管 理

上 の 問題 に よ る。

(7)取 水施 設 の 有無

そ れ ぞ れ の調 査 区 間 に お い て 、 取 水 施 設 の有 無 を調 べ る 。

(8)河 川 の利 用状 況

そ れ ぞ れ の調 査 区 間 の 河 川 区 域 及 び 河 畔 に お い て 、 次 に掲 げ る利 用 状 況 が見 られ

るか ど うか につ いて 調 査 す る 。

ア.風 景探 勝(遊 歩道)

イ.キ ャ ンプ

ウ.温 泉

工.ボ ー ト(渡 しは含 まな い)

オ.川 下 り

カ.常 設 釣 場

キ.漁 業

その 他 に、 特 徴 的 な 河 川 の 利 用 が 行 わ れ て い る事 例 が あ れ ば 、 調 査 票 に 具 体 的 に
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記 入 す る。(例:探 鳥会 、 自然 観 察 会 等)

(9)河 川 環 境 にお け る不 快 要 因

そ れ ぞ れ の調 査 区 間 に お い て 、 次 に掲 げ る項 目 が特 に 不 快 感 を生 じさせ て い る か

ど うか に つ い て 調 査 す る。

ア.水 の に ご り

イ.水 面 上 の ア ワ

ウ.河 川 の 悪 臭

工.河 川 区 域 内 の ゴ ミ ・残 材

オ.砂 利 採 取

カ.河 畔 の 道路 法 面

キ.水 量 の 少 な さ

ク.渇 水 時 に露 出 す るダ ム湖 岸

ケ.河 原 ・河 畔 へ の 乗 用 車 の 乗 入 れ

コ.オ ー トバ イ 、 ボ ー ト等 の 騒 音

そ の 他 に、 不 快 感 を生 じさせ て い る事 例 が あれ ば 、 調 査 票 に具体 的 に 記 入 す る。

(10)保 全 地 域 の 指 定 状 況

そ れ ぞ れ の 調 査 区 間 の 河 川 区 域 に お い て 、 自然 公 園 、 自然 環 境 保 全 地 域 等(以 下

「保 全 地 域 」 とい う。)が 指 定 さ れ て い る場 合 に は 、 そ の地 域 地 区 区 分 を次 の コー ド

番 号 で 示 す 。2以 上 の 地 域 地 区 区分 が あ る場 合 は、 その すべ て の コ ー ド番 号 を 示 す 。

表6保 全地域 の地域地 区区分

地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立

自 然 公 園

特別保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特別保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

自 然 環 境

保 全 地 域

都 道 府 県

自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

コ ー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

41

52

53

62

63

(11)鳥 獣 保 護 区 の設 定 状 況

そ れ ぞ れ の調 査 区 間 の 河 川 区域 に お い て 、 鳥 獣 保 護 区 の 設 定状 況 を 調 べ 、 次 に よ

り区 分 し、 コー ド番 号 で 示 す 。

表7鳥 獣保護 区の設定状 況区分 コ ー ド

鳥 獣 保 護 区 が 設 定 され て い な い

鳥 獣 保 護 区 が 設定 され て い る 特別保護地区の指定がない

特別保護地区の指定がある

0

1

2
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(12)河 川 の屈 曲 率

河 川 の 蛇 行 性 を概 観 す る た め に 、 調 査 河 川 の 屈 曲 率 を 求 め る。 屈 曲 率 は 最 初 の 調

査 区 間 か ら10区 間 ご とに(Nα1～NdO、Nα11～Nα20と い う よ うに)求 め る もの と し、

次 の計 算 式 に よ り値 を 求 め る。(係 数 値 は 小 数 点 以 下 第2位 を 四捨 五 入 す る)な お 、

2地 点 間 の 直 接 距 離 は 国 土地 理 院 発 行 の1/2.5万 地 形 図 よ り測 定 す る 。

また 、 屈 曲 率 を 求 め る10区 間 が2以 上 の 都 府 県 に跨 る場 合 は 、10区 間 ご とに 区

切 っ た 時 に 最 初 の 区 間番 号(Nα1、Nα11、Nα21な ど)を 担 当 して い る 都 府 県 が そ の

10区 間 につ い て の屈 曲 率 を求 め る もの とす る 。

なお 、10区 間 ご とに 区 切 った際 に 上 流 端 の 区切 りが10区 間 に 満 た な い場 合 は 、

屈 曲 率 を求 め る際 の 分 子 は 残 り全 区 間 の 流 路 延 長 とな る。

(例)

2地 点 間(10区 間)の 流 路 延 長屈 曲 率
二

2地 点 間 の 直 接 距 離

6。 魚類 調 査

別 表1に 示 す 調 査 対 象 河 川 の 魚 類相 に つ い て 、 次 に 示 す とお り、 各 種 資 料 等 に よ り調

査 し、「魚 類 調 査 表 」(様 式4)を 作 成 す る 。 なお 、 補 足 の ため漁 獲 試験 を実 施 した場 合

は、「漁 獲 試 験 調 書 」(様 式5)も 作成 す る 。

(1)調 査 区域

各 河 川 の 上 流 、 中 流 、 下 流 な ど河 川 の 環 境 が 大 き く異 な る区 域 に お い て 、 生 息 す

る魚 類 相 を そ れ ぞれ に 概 観 で きる よ う 各 河 川 を適 宜 区切 って 調 査 区 域 を 設 定 し、 各

区域 に お い て 調 査 を実 施 す る。 区域 の 設 定 に お い て は、 各河 川3区 域 以 上(1区 域

は原 則 と して20k皿 ま で とす る)と し、 区 域 は互 い に 隣 接 して い る も の とす る。 た だ

し、20k皿 未 満 の河 川 で 調 査 区 間 内 に 上 流 端(合 流点 で は ない)と 河 口 の 両 方 を含 ま

な い 河川 に つ い て は必 ず しも3区 域 以 上 で な くて も よい が 、 少 な くと も10k皿 ご とに

区域 を設 定 す る。

(2)魚 類 調 査 票 の 作 成

既 存 の 資料 の 収 集 ・整 理 及 び 漁 協 等 か らの 聞 き取 りに よ り、次 の 事 項 を調 査 し、「魚

類 調 査 票 」(様 式4)を 作 成 す る。 な お 、 既 存 資 料 は 過 去5年 以 内 に報 告 さ れ た も の

で あ る こ と が望 ま しい 。

ア.魚 類 相 に 関 す る記 録

既 存 資 料 及 び 漁 協 等 か らの 聞 き取 りに よ り、 生 息 が 確 認 さ れ た 魚 種 を調 査 区

域 別 に 整 理 す る 。 この 際 、 資 料 等 で の 魚 類 生 息 確 認 地 点 が1調 査 区 域 全 域 を 占

め て い な い 場 合 で も、 生 息 確 認 地 点(点 ま た は 範 囲)が 該 当 す る調 査 区 域 に 含

まれ て い る場 合 は 、 そ の 地 点(点 ま た は 範 囲)の 生 息確 認 記 録 を も って 当 該 調
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査 区 域 の 確 認 記 録 と して さ しつ か え ない 。

補 足 と して漁 獲 試 験 を実 施 し た場 合 は 、 その 結 果 を 調査 地 点 別 に整 理 す る。

(ア)調 査 区域 番 号

調 査 区域 に は 下 流 側 よ りReg.A、Reg.B・ … と い うよ うに 区 域 番 号(ア ル フ

ァ ベ ッ ト大 文 字)を 付 す 。(1河 川 を2以 上 の都 府 県 で 分 担 して 調 査 す る場 合 も

通 し番 号 と す る 。)

(イ)地 点 番 号

魚 類 生 息 確 認 地 点 が1調 査 区 域 全 域 で は な く 「点 」 また は 「範 囲 」 の場 合 に

は 、 そ の 地 点 にSt.A、St.B・ … とい うよ うに 地 点 番号 を 付 す。 な お 、1調 査

区域 内 で 魚 類 生 息 確 認 地 点 が2点 以 上 あ る場 合 は、地 点 番号 はSt.A1、St.A2・ …

とい う よ う に す る。

(ウ)魚 類 生 息 確 認 地 点 の位 置

魚 類 生 息 確 認 地 点 が 「点 」 の場 合 、「河 口か らの距 離 」 を1/2.5万 地 形 図 上 で

河 川 の 流 心 に沿 っ て 計 測 す る 。(単 位 は 小数 第1位 ま で 求 め る 。)生 息 確 認 地 点

が 「範 囲 」 で 範 囲 が 明 確 な 場 合 も 同 様 に 「河 口 か ら の距 離 」 を ○Okm～OOk皿

と い う よ う に計 測 す る。

イ.漁 獲 量(年 平 均 漁 獲 量)

漁 獲 統 計 等 に よ り過 去5年 間 の 漁 獲 量 の 年平 均 を 魚 種 ご と に(単 位 はtで 小

数 第1位 まで)調 べ る。

ウ.放 流 量(年 平 均 放 流 量)

放 流 され て い る 魚 類 が あ れ ば 、 過 去5年 間 の放 流 量 の 年 平 均 を魚 種 ご とに 調

べ る。 卵 放 流 の 場 合 は 単位 は 「千 粒 」、 稚 魚(な い しは成 魚)放 流 の場 合 は 、 単

位 は 「千 尾 」 で 示 す。

エ.天 然 繁 殖 の 有 無

調 査 河 川 に 現 在 生 息 して い る と 思 わ れ る 魚種 に つ い て 、 採 卵 、 人 工 贈 化 に よ

らず 自然 の 状 態 で 繁 殖 して い る か ど うか に つ いて 調 べ る。

(3)漁 獲 試 験

「魚 類 調 査 票 」(様 式4)を 補 足 す るた め に漁 獲 試験 を実施 し、実 施 地 点 ご と に 「漁

獲 試験 調 書 」(様 式5)を 作 成 す る。

ア.調 査 地 点

(ア)漁 獲 試験 を実 施 す る場 合 に は 、次 の 事 項 に 留意 しな が ら調 査 地 点 を設 定 す る 。

① 設 定 した 魚 類 調 査 区 域 の 魚 類 相 が 、 資 料 等 に よ る調 査 で は 把 握 で き な い 区

域 が あ る場 合 は 、 少 な くとも そ の 区域 に お いて は 必 ず漁 獲 試 験 を 実施 す る。

②1河 川 を2以 上 の 都 府 県 が 分 担 して 調 査 す る場 合 に は 、 関 係 都 府 県 間 で調

査 地 点 の位 置 を 調 整 す る。
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③ 湖 沼(天 然 、 人 工)内 で の調 査 は原 則 と して 避 け る。

④ 調 査 河 川 に お い て で き る限 り調 査 地 点 を分 散 し、 ま た、 投 網 の打 ちや す い

場 所 を 選 ぶ よ う に す る 。

⑤ 特 に 河 川横 断 工 作 物 の 上 流 及 び 下 流 の 地 点 、 ま た 、 河 川 改 変工 事 の 実 施 さ

れ た 地 点 の 上 流 及 び 下 流 の 地 点 を選ぶ よ う に す る 。

(イ)調 査 地 点 に は 、 下 流 側 よ りst.1、st.2・ … とい う よ う に調 査 地 点 番 号 を付

す。(1河 川 を2以 上 の都 府 県 で 分 担 して 調 査 す る 場 合 も、 通 し番 号 とす る)

ま た、 調 査 地 点 の通 称 を調 ぺ 、 調 査 地 点 、 調 査 地 点 番 号 と と もに 「河 川 調 査 地

図」(様 式3)に な らい 、 国 土 地 理 院発 行 の1/2.5万 地形 図 に表 示 す る。

(ウ)調 査 地 点 の 「河 口 か らの距 離 」 を1/2.5万 地 形 図上 で河 川 の 流 心 に沿 って 計

測 し(単 位 はk皿で 小 数 第1位 まで 求 め る。)、「魚 類 調 査 票 」 に記 入 す る。

(エ)調 査 地 点 「(河床)の 標 高 」 を調 べ る。(単 位 はm単 位 で 求 め る。)た だ し、 河

床 の標 高 が わ か らな い場 合 は 、 河原 また は 河 畔 の 標 高 を1/2.5万 地 形 図 よ り読

み 取 る。

イ.調 査 実 施 期 間

調 査 は 原 則 と して 夏(主 と して7、8月)に 実 施 す る もの とす る が 、他 の 時

期 に 調 査 を 実施 した 場 合 に は 、 実施 期 間 を 明 示 す る。 な お 、 雨 後 の 濁 りが 著 し

い期 間 は避 け 、 平 常 に戻 っ た後 に行 う も の とす る。

ウ.調 査 内 容

調 査 地 点 ごと に、 漁 獲 試験 を 実施 し、 次 の 項 目 に つ い て調 査 す る。

(ア)魚 種 名:捕 獲 さ れ た魚 種 の標 準和 名(種 レペ ル ま で の)を 調 べ る。

(イ)捕 獲 数

(ウ)最 小 全 長 及 び 最 大 全長:単 位 はmで 計 測 す る。

エ.捕 獲 方 法

漁 獲 試 験 を実 施 す る場 合 は 、 河 川 の状 態 に あ わ せ た 方 法 を使 用 す る。

なお 、 投 網 を使 用 す る場 合 は 原 則 と して 次 の 方法 に よ る もの とす る。

(ア)投 網 の 目合

目合 の 異 な る2種 類 の 投 網(編 目の長 さ18m皿 と12m皿 程 度 の も め*)を 使 用

し、 使 用 した投 網 の 目合 を調 査 表 に 記 入 す る。 ま た 、 網 裾 の 長 さ を計 測(単 位

はmで 、 小 数 第1位 まで)し 、調 書 に記 入 す る。

*通 称6分 目 と4分 目

(イ)投 網 の打 数

上 記 の2種 類 の 投 網 に つ い て そ れ ぞ れ、 捕 獲 数 が50尾 を越 え る か・ ま た は・

打数 が10回 に 達 す る まで 打 つ 。
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(ウ)投 網 を打 つ場 所

各 調 査 地 点 に お い て、 で きる だ け 多 くの 種 類 の魚 を 捕 獲 す る た め に 瀬 、 淵 、

岸 辺 、 流 心 等 河 川 の多 様 な 状 況 の とこ ろ を広 く打 つ よ うに す る。

(エ)投 網 以 外 の捕 獲 方 法 を 用 い た場 合 は 、 そ の 方 法 に つ い て、 調 書 の 「備 考 」 欄

に記 入 す る。

オ.種 の 同 定 が 困 難 な魚 種 が捕 獲 さ れ た 場 合 は 、標 本 と して 保 存 す る か 、 ま た は

カ ラー 写 真 を撮 影 す る6こ の 場 合 、「備 考 」欄 に(標 本 有)、 また は(写 真 有)

と記 入 す る 。

カ.調 査 に 当 た り、 魚 類 の 捕 獲 に は 、 漁 協 組 合 員 等 の 協 力 を、 ま た 、 魚 類 の 同 定

に は 、 専 門 家 の 協 力 を得 て実 施 す る もの とす る。

(4)生 息 環 境 調 査

ア.漁 獲 試 験 実 施 地 点 ご とに 、 次 の 項 目 に つ いて 調 査 す る。

(ア)気 温

漁 獲 試 験 時 の 気 温 を計 測 す る。 測 定 は、 日光 の 直射 及 び 周 囲 の 放 射 を 避 け て

行 う。(単 位 は ℃で 小数 第1位 ま で 求 め る。)

(イ)水 温

漁 獲 試 験 時 の 水 温(表 面 水 温)を 測 定 す る 。 測 定 は で き る だ け 流 心 付 近 で 行

う。(単 位 は℃ で 小 数 第1位 まで 求 め る。)

(ウ)底 質

現 地 観 察 に よ り河 床 状 況 の 底 質 を次 の例 示(ア ～ ク)よ り選 び 、 河 床 を 占 め

る割 合 の 多 い 順 に 上 位3番 目 まで 記入 す る。 なお 、 瀬 と淵 等 に よ り底 質 の 状 態

が か な り異 な る場 合 は、 分 け て 調 査 表 に 記 入 す る。

な お 、「石 お よ び礫 」 の大 きさ は 以 下 の よ うに 区 別 す る も の とす る。

ア 泥 イ 砂 ウ 大 石 工 中 石 オ 小 石

力 粗 礫 キ 岩 ク コ ンク リー ト

大 石:直 径 が 約50cm以 上

中石:直 径 が 約20～50cm

小 石:直 径 が 約5～20㎝

粗 礫:直 径 が 約5㎝ 以 下

(エ)塩 分

感 潮 域 に お い て 、 漁 獲 試 験 を 実 施 す る場 合 は 、「海 洋 観 測 指 針 」(気 象 庁 編)

の 測 定 法 に よ り、 漁 獲 試験 時 の 塩 分 を測 定 す る。 測 定 は で き る だ け流 心 付 近 で

行 う。(単 位 は 千 分 率(脇)で 小 数 第2位 ま で求 め る。)

な お 、 塩 分 を測 定 す るか わ りに 、 比 重 計 に よ り、 比 重 を 測 定 して も さ しつ か

え な い。(単 位 は 小 数 第2位 まで 求 め る 。)
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イ.調 査 地 点 付 近 で 、 調 査 地 点 と状 況 が 類 似 して い る と思 わ れ る地 点 にお い て 、

水 温 、流 量 に 関 す る 資 料 が あれ ば、そ の 資料 に よ り次 の項 目に つ い て調 査 す る。

(ア)夏 期 水 温 の 日 変動

夏 期(7、8月)に お け る水 温 の 日変 動(平 均 水 温 及 び 日較 差 の 平 均)を 調

べ る 。

(イ)夏 期 流 量 の 日変 動

夏期(7、8月)に お け る 流 量 の 日変 動(平 均 流 量 及 び 日較 差 の 平 均)を 調

べ る。

(ウ)流 量 の 年 変 動

流 量 の 年 変 動(最 大 ・最 小 ・平 均 流 量)を 調 ぺ る。

ウ.調 査 地 点 の 概 要 と して 、 調 査 地 点 付 近 で の ダ ム 、 堰 、 護 岸 等 の 人 工 構 築 物 の

設 置 状 況 、 水 草 の繁 茂 状 況 、 水 質、 水 の 濁 り、 土砂 の堆 積 、 水 深 等 、 魚 類 の 生

息 、 繁 殖 に 関 す る と思 わ れ る 事 項 に つ い て 調 べ る。

エ.調 査 地 点 に お いて 調 査地 点付 近 の 状 況 を 示 す写 真 を撮 影 す る。

7.原 生 流域 調 査

(1)前 回調 査 で抽 出 され た100の 原 生 流 域 を 対象 と して 、 行 政 資 料 、 空 中写 真 等 に よ

り、 下 記 の 改 変 状 況 を調 査 し、「原 生 流 域 調 査 票 」(様 式6)に と りま とめ る。

ア.原 生 流 域 に お い て 、 前 回 調 査 以 降 に行 わ れ た 河 川 改 修 工 事 、 砂 防 工 事 、 人 工

構 築 物 等 の 設 置 、 森 林 の 伐 採 、 土 砂 ・鉱 物 の採 取 、 水 面 の埋 立 、 土地 の 形 状 変

更 等 の行 為 の状 況

イ.そ の 他、 当 該 原 生 流 域 に お け る人 為 的 改 変状 況

ウ.土 記 ア、イ の 結 果 と して 原 生 流 域 面 積 に 変化 が あ っ た場 合 には 、そ の状 況(改

変 に よ り、 原 生 流域 の 要 件 に該 当 す る面積 が1,000ha未 満 とな っ た場 合 も含 む)

エ.保 全 地 域 等 の指 定 状 況

オ.原 生 流 域 内 の植 生 等 の 状 況

(2)こ の 調 査 で 「原 生 流 域 」 とは 、 次 の す べ て の 要 件 に 該 当 す る 河 川 の集 水 域 で あ っ

て 、 その 面 積 が1000ha以 上 の も の を い う。

ア.集 水 域 内 で 河 川 改 修 工 事 、 砂 防工 事 が行 わ れ て い な い こ と。

イ.集 水 域 内 に 人 工 構 築 物(建 築 物 、 車 道 、 各 種 工 作 物)が 存 在 しな い こ と。 た

だ し、 標 識 、 測 量 抗 等 な どの 軽 微 な 工 作 物 及 び 歩道 に つ い て は(登 山 道 、 踏 み

分 け道)、 この 限 りで は な い 。

ウ.集 水 域 内 で 森 林 の 伐 採(皆 伐 ・択 伐)、 土 石 ・鉱 物 の 採 取 、 水 面 の埋 立 、 土 地

の形 状 変更 等 の 人 為 の 影 響 が 認 め られ な い こ と。(過 去 に 択 伐 等 に よ る森林 の伐

採 が行 わ れ て い た が 、 現 在 は行 わ れ て お らず 、 ほ と ん ど 自然 の 状 態 に復 元 して

い る森 林 な どは、 人為 の 影 響 が 認 め られ な い と判 断 して さ しつ か え な い 。)

一23?一



(3)最 近 の 資 料 等 に よ り前 回 調査 で 抽 出 さ れ た原 生 流 域 以 外 で 上 記(2)の 「原 生 流 域 」

に 該 当 す る 流 域 が 確 認 さ れ た場 合 に は(1)と 同様 「原 生 流 域 調 査 票 」(様 式6)を 作

成 す る。

(4)原 生 流 域 を 「原 生 流 域 図 」(様 式7)に な らい 、 国 土 地 理 院発 行 の1/5万 地 形 図 に

図 示 す る 。な お 、第3回 自然 環 境 保 全基 礎 調 査 以 後 改 変 の な い 原 生 流 域 に つ い て は 、

新 た に 「原 生 流 域 図 」 を作 成 す る必 要 は な い。

原 生 流 域 に 保 全 地 域 の 指 定 が な さ れ て い る場 合 に は 、 次 に よ り地 域 地 区 を 図 示 す

る。

地域地区区分

国 立 公 園

国 定 公 園

都道府県立

自 然 公 園

特別 保護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 区

特別 保護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原生自然環境保全地域

自 然 環 境

保 全 地 域

都 道 府 県

自 然 環 境
'保 全 地 域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

コ ー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

41

52

53

62

63

指定色

榿 色

ピ ン ク 色

水 色

燈 色

ピ ン ク 色

水 色

ピ ン ク 色

水 色

榿 色

ピ ン ク 色

水 色

ピ ン ク 色

水 色

色鉛筆の指定

三 菱 ポ リカ ラ ー

ノノ

//

//

ノノ

ii

ii

//

ノノ

ノノ

ii

Na7500-4

13

8

4

13

8

13

8

4

13

8

13

8

別 紙2

別 紙3

様 式3

様 式7

河 川 調 査 報 告 書 作 成 要 領(略)

河 川調 査 図 帳 作 成 要 領(略)

河 川調 査 図(略)

原 生 流 域 図(略)
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(械 式1)

河 川 概 要 胴 査 票
四査年度

邨遵府嚥

墓992

河 川 コ ー ド

1/2.5万 地 形 図

河 川 名(7リ ガ ハ 橿 顕 区 間 麗o.

-

河川流路延長

面

関 係 市 町 村 名

厨1査河 川流 域 内 の湖 沼

調 査 項 目

最多年降水量 年

最小年陣水墾 年

測 定 値

爲●

隙躍

デー タ 出所

湖 沼 名

平 均 降:水量

最高水位 年 月

最低水位 年 月

指定水位

最大滅量 年 月

最小流量 年 月

平均流量

9■

m

m

m

o'/s●6

廟ソ8ec

m'/sec

水質測定

塊点名

年/月
P

H

H

O

D

D

D

6

S

S

D

m

■

D

O

P

P

●

大

腸

自

騨

数
凶

P

齎

ノ

望

環

墳
基
準
顕

天然/人 造 対象/否 閥速区間

デ'一 夕 の

出 所

鴨紀事項

項目

河川横断

工作物

利水状況

内 容

擢 顕

ア 水 門

イ 悶門

ウ 橋 梁

エ ダ ム

才 堰

力 床 固

串 そ の他 C )

数

ア

イ

ウ

ヱ

オ

カ

夷電用取水
塵粟用取水
ホ塵用取水
工難用水用取オく
飲料用水用取水
その他( )

生

物

相

あ

寵

喪

付着藻纈

擬水(抽 水)檀 物

沈水櫨物

撞 物 プ ラ ン ク トン

動 物 プ,ン ク トン

塵生動物

両生爬虫類

魚頬

水鳥

ヂー タ出所

一239一



i

謹
O

i

G壊 式2》

河 川 コ ー ド

査

区

聞

番

号

/0

保

全

地

域

9
i

ざ

1! .

ノ

i

i8

!

盆
3

冨
16
2

河 川 名1

(記 入 例)

河 川 改 変 状 況 調 査 票 調唐年度

都道府県

鳥

獣

保

護

区

3

i

ド
v

0

水 際 腺

(10分 比)

護

岸

設

地

　

割
)

0

0

～

7

0

9

0

護未

岸

設

地

が

け

雌

　

割
)

D

/

/
i

!

之

!

2
/

え

之

そ

の

他

　

割
)

6

6

0

/

/

河 原 の土 埴利 用

(10分 比)

自 然 地

砂

地

荒

地

　

割
)

女

背

丈

の

低

い

草

地

　

割
)

之

≧

1

3

之

!

背

丈

の

高

い

草

地

　

盲
)

0

D

!

3
D

～

　

割
)

0

0

a

0

農

霊

0

未

和

用

造

当

0

a

D

施

的

土

地

利

用

地

　

割
)

0

0

河

畔

の

土

地

利

用

岸

..

噛

ド
v

8

遭

遭

遭

遭

遭

せ

左

岸

3
i

ド
v

一一r

≧

女

心

2

d

8

/

河 川工 作物

(ヶ 所 致)

魚

の可

遡

上髭

魚

道

有

つ

重

0

魚

遺

無

ケ

所
)

魚

の不

遡可

上能

道

有

つ

哲

道

無

b

色

取

水

施

設

の

有

薫

/

!

!

ノ

!

ノ

ノ

1

!

河 川 の 利 用 伏 況

0

a

0

D

潟

泉

0

A

ボ

卜

4

0

0

0

川

下

り

0

常'.

9

釣

a

0

0

D

漿

a

B

B

0

D

1

0

4
DI.

その 他

具体的に

不 快 要 因

水

の

に

こ

り

!

ノ

1

!

水

面

上

の

ア

ワ

1

%i.
/
!

!

!

!

!

L
!

!

/

!.

./

∠.

!

ク

ρ.

A

D_
0

Q
Q.

悪

実

Q

塗

Q.

.ρ

Q

盈

0

0

0

0

Q.

ミ

殻

材

砂

毒1

採

取

oL

QLQ

Io

Q

D.

ρ

遭

Q
Q
Q

D..

ρ

O

Q

Q.

Q

4

0

.Q

D

O

Q

Q

4

.Q.

亘

亘

Q.

D.

Q.

洞

置「

の

道

法

血1

ノ

∠

,

!

1._

∠

∠

4

D

O

Q

Q.

亘

D

Q

乏

.Q

D

a

ノ

の

時

a

ム

州

な

さ

4

p.

4

Q

4

企

凌

4

」

4

4.

Q

岸

0

B

Q

O

p.

Q
Q.
D
Q

河

河

醇

へ

の

乗

川

車

乗

人

れ

∠

.憂

Q

塗

Q

Q.

e

O

l_

e

∠

亘

e

O

オ

響

ト

'ぐ

イ

ポ

i

ト

等

の

騒

音

∠

0

p

p

Q

Q

.Q.

」2.

0

4

∠

Q

L

d

Q.
a

D

そ

の

他

員

体

的

に

河

川

の

屈

曲

a

脩 考

1は 河 辺 休 の

存 在 を 示 す

河

辺

鉢
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(梅 式4)

河 川 コ ー ド 河 川 名

(記 入 例)

調 査 ∫F度

部道府県

(992

区域番号

地点番号

(地点名》

距離

魚種名

ス片 ツメ

4トウ

彬00コ7

〃7ス

鱒 マス

ニゾ7ス

リクラマス

りケ

シシ.セモ

キ」ウリウ」

ワ鮒 ギ

ヤ'ウグ イ

エヅ ウグ{

ウグ{

7,颯

コ{

シ,任 ツコθ

rシ'・ ウ

7ク トのシ●9ウ

{トヨ

イA'卦 ミヨ

1ヅ}ミ ヨ

fチプ

ヨ〃 ポ リ

カジ 魯類(1)

カジの魯頬 《2)

倉ラ7トマス

(欄 顕計)

デー タの

出所

魚、 頬 相 に 関 す る 肥 鐸

Ro霞.A

St,A且

8.2～15り8

kロ

口

△

D

口
■

■
△

△

△

0

■

口

且2

資 料1、3

漁 臨

Reg.A

St.A2

00

12.Z

麗9

口

口

口

口
[】

口
口

口

口

口
口

12

2,3

Reg.B

マu

OO柵

aa.a

嵐ロ

0

3

漁櫃

試験

Reg.C

闘o,28～

胴o.38

△

圏

■

口

△

5

4

漁 協

Reg.D

S吐.D

OO

39.置

罵隅

△

△

△

△

△

5

漁協

臓08.D

欲.2

000

42.I

kg

0

0

0

6

漁獲

試験

漁

穫

量

t/年

14.1且9

o.o

4直尾/年

放 流 量

卵
放
流

千粒/犀

稚 魚
戒 魚
放 流

千尾/年

67.138

17

天

然

0

『ユ..

O

O

?

?

0

0

O

0

0

O

O

O

O

?

0
?

O

U

.,コ.一 、

0

_o_.1
0
L7一す

0

(21)

備 考

▲

注)l

z

3

「天然 繋殖 」欄 の?は 踏 殖 の有 撫 の不 明を 示す。

備考 棚 の▲ は調 査河 川 には佐 息 す るが 、正 確 な地 点 がわ か らな い ものを示 す 。

期査 河川 が 他府県 に跨 るた め に、肥 人 の際 の漁 獲斌 験実 施地 点 番号 がSし 重 か ら始 ま らない塙 合に は、他府 県 の調 査 地慮 番L∫を欄 外 に示 す。



(様 式5)

漁 獲3式 験9周 書
河 川 コー ド 河 川 名

鱈査地点番号

劉査地点通称

河ロからの距離

標高

掴 査 月 日

閃査時刻

天候

気湿

水温

底質

塩分

比重

投網による

捕獲

嚢
饒

夏期水湿

の日変動

夏期流量

の臼変動

流量の

年変動

st.2

背 負

19.2

調査年度

t.

7 m

8月318

1430

晴れ

21.6'C

20.4'C

1....
2...
3....

Y

1.000

目合

`●9)

iz

is

鵬

⊂9ロ)

a.o

2.1

打数

(回)

30
「

20

捕獲数

(罵》

146

s9

平均水温

日較差の平均

平均流皿

日較差の平均

最大流量

最小流置

平均流量

℃

℃

●'/8●e

/see

.'/see

i/see

旛'!8●c

旧 査 地 点 の 概 要

il難1購鞭 塩

特 記 事 項

図 査 考 名(所 属 ・氏 名)

郁遭府鼠

顯査魚種名

1エ ヅ ウダ イ

2ウ ダ イ

3,ワ ガ レイ

47ナ 類

579卜 ・シ9⊃ り

6ヨ シノポ リ

7Aナ カジ,

8ワ鱒 ギ

計8寝 顕

捕獲数

ユ75(11)

2

z

i

ici)

1

1

残ias12)

全 長

最 小(臨)

226(ユ63)

152.1

ia.a

13.a

52.1(6d.S)

74.3

9s.a

最 大(韻)

1x56(629)

1676

216

973

1992

鑓 考

《三 角 網)

(魚 顕 躍査 累 記 入 上 の注 窓)

1.四 査 累 は 、1国 査 地 点 ごと に作 成 † る◎

i.

3.

4,

5.

6,

7.

8.

(注)0内 は、扱 網 以 外 に よ る漁獲

「瓠 這 府 県」 に ほ、 瑠 査 担 当都 道 府 環名 を 記 入す るo

「河 川 コー ド」 に`戯 別 衰1に 示† 、禰 査 河 川 の河 川 コー ドを記 入す る。

「調 査地 点 の 厩 要」 に は、 児 入 例 の よ うに贋 蚕 地点 の 厩要 に っ いて記 入† る.

「捕 獲魚 類 種 名 」 に は、 投 網 に よ る捕 蜜数 の多 い順 に、魚 穏 名 を記入 † る。

「捕 獲 致」 「最 小全 長 」 「最 大 全 長 」に つ いて は 、投 網以 外 の方 法 で捕獲 され た分 は0内 に記入 す る。

扱 網 以 外 の方 法 で捕 獲 され た 魚 種 の 場合 は 、 「備考 」 欄 にそ の捕 獲方 法 を0魯0で 記 入 す る.

「霞 査 者 」 に は 、四憲 に あた った者 の代 衰者 の所 属及 び氏 名 を 記入 す る。
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(様 式6)

原 生 流:域 調 査 票
調 査年度

都道府 県

一コ

(1)Vo. (2)流 域 名

(4)地 形 図 名(1/5万) (5)関 係 都 道 府 県

及 び 市 町 村 名

(3)水 系 名

(6)面 積(ha)

今 回

前 回

(7)

改

変

状

況

(8)
保

全

地

域

等

(9)

植

生

等

の

状

況

(10)

特

記

事

項

(11)

資

料

河 川 改 修 ・砂 防 工 事'

人 工 構築 物設 置

森 林 伐 採

土 石 ・鉱 物 の 採 取

土 地 の形 状変 更

水 面 の 埋 立

そ の 他

特 に な し

(具 体 的 内 容)

記

入

者

所 属

氏 名
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湖沼調査要綱

1.調 査 目的 及 び 調 査 概 要

わ が 国 の 天 然 湖 沼 に つ いて は、 近 年 、 富 栄 養 化 や 汚 水 の 流 入 等 に よ る水 質 の悪 化 、 埋

立 ・干 拓 等 に よ る消 失 、 湖 岸 の開 発 等 に よ る生 物 の 生 息 環境 の 悪 化 、 レ ク リェ ー シ ョ ン

資 源 と して の 価 値 の 低 下 な ど、湖 沼 の 自然 性 の 消 失 が問 題 とさ れ て い るが 、 保 全 の た め

の継 続 的 ・体 系 的調 査 は ほ とん どな され て い な い状 況 に あ る。

この た め 、 本調 査 に お い て は、 第3回 自然 環 境 保 全 基礎 調 査(昭 和60年 度 調 査)で 調

査 した全 国 の 天 然 湖 沼 を 主 な 対象 と して、 水 質 や 透 明度 をは じめ 、 湖 岸 の 改 変状 況 等 に

つ いて 調 査 す る。

さ らに、 代 表 的 な60湖 沼 に つい て は、 魚 類 相 及 び 植物 プ ラ ンク トン相 につ い て も調 査

す る。

2.調 査 実 施 者

国 が都 道 府 県 に 委 託 して 実施 す る。各 都 道 府 県 の調 査 分 担 は、 別 表1「 調 査 対 象 湖 沼

一 覧 」 に示 す。

3.調 査 対 象 湖 沼

別 表1「 調 査 対 象 湖 沼 一 覧 」 に 示 す 天 然 湖 沼 に つ い て調 査 す る。

なお 、 そ の他 の 天然 湖 沼 で 面積0.01Km2以 上 の もの は、 調 査 対象 と して さ しつ か え な

い 。(以 下 、 別 表1に 示 す 天 然 湖沼 と 同様 の 調 査 を実 施 す る湖 沼 を 「追 加 湖 沼 」、 別 表1

に 示 す 天 然 湖 沼 の調 査 項 目 の 一部 に つ い て 調 査 を実 施 す る湖 沼 を 「参 考 湖 沼 」 とい う。)

4.調 査 実施 期 間

委 託 契 約 締 結 の 日か ら平 成4年3月31日 まで と す る。

5.調 査 内容 及 び 調 査 方 法

調 査 内 容 は 、次 の とお りで あ る。な お 、調 査 方 法 の 詳細 は別 紙1「 湖 沼 調 査 実 施 要 領 」

に よ る。

(1)湖 沼 概 要 調 査(別 表1に 示 す 全 国480湖 沼 及 び 追 加 湖 沼)

わ が 国 の 天 然 湖 沼 の 属 性 を概 観 す る た め に 行 う もの で あ り、 既 存 資 料 に よ り、 下

記 の 項 目 を調 査 す る 。

な お 、 今 回 は 前 回調 査 の 調査 票 を 最 新 の デ ー タ に よ り更新 す る。

また 、 参 考 湖 沼 に つ い て は、 下記 の項 目の 一 部 を調 査 す る。

位 置 、 成 因 、 湖 沼 型 、 保 全 地 域 の 指 定 状 況 、 鳥獣 保 護 区 の 設 定 状 況 、 水 面 標 高 、 面

積 、 最 大 水 深 、 平 均 水 深 、 容積 、 湖 岸 線 延 長 、 水 位 変 動 、 水 温 、 結 氷 の 有 無 、 流 入

流 出 河川 数 、 埋 立 ・干 拓 面積 、 水 質 、 湖 沼 の 利 用 状 況 、 生 物 相 の 概 要 等

(2)透 明度 調 査(別 表1の うち北 海 道 の62湖 沼 を除 く418湖 沼 及 び 追 加 湖 沼)

天 然 湖 沼 の 水 質 を把 握 す るも の で あ り、 現 地 調 査 に よ り、 透 明 度 を は じめPH、DO
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等 や 、 今 回 新 た に調 査 項 目に加 え たEC及 び ア ル カ リ度 を 測定 す る。

な お、 今 回 は、 前 回 調 査 と極 力 同 じ測 定 地 点 で 測 定 し、 水 質 の 経 年 変 化 の 把 握 に

努 め る。 蟷

(3)湖 沼 改 変状 況 調 査(別 表1に 示 す全 国480湖 沼 及 び 追 加 湖 沼)

湖 岸及 び 湖 岸 地 先 の 改 変状 況 を把 握 す る も の で あ り、 現 地 に お い て 下 記 の 項 目 を

調 査 す る。

な お、今 回は 前 回 調 査 の 調 査 票 及 び 湖 沼 調 査 図 を、 最 新 の デ ー タ に よ り更 新 す る 。

(ア)湖 岸 地 先 にお け る挺 水(抽 水)植 物群 落 の 有 無

(イ)湖 岸 の 改 変 状 況

(ウ)湖 岸 の 土 地 利 用 状 況

(エ)湖 岸 の 保 全 地 域 の 指 定状 況

(オ)湖 岸 の 建 築 物 の状 況

(カ)埋 立 ・干 拓 の状 況

(キ)そ の 他

(4)魚 類 調 査(別 表2「 特 定 湖沼 一 覧 」 に 示 す60湖 沼)

代 表 的 な 天然 湖 沼 の魚 類(エ ビ類 、貝 類 を含 む)相 の概 要 を把 握 す る もの で あ り、

既 存 資 料 や 聞 き取 りに よ り、 下 記 の項 目を調 査 す る。

な お、 今 回 は前 回調 査 の調 査 票 を 最 新 の デ ー タ に よ り更 新 す る 。

(ア)生 息 す る魚 種 名(エ ビ類 、 貝 類 を含 む)

(イ)漁 獲 量

(ウ)放 流 量

(エ)天 然 繁 殖 の 有 無

(オ)魚 類 相 に 関 す る調 査 記 録

(5)プ ラ ンク トン調 査(別 表2「 特 定 湖 沼 一 覧 」 に 示 す60湖 沼)

代 表 的 な 天 然 湖 沼 の植 物 プ ラ ン ク トン相 の 概 要 を把 握 す る も の で あ り、 現 地 に お

い て、 表層 に生 息 す る主 要 な植 物 プ ラ ン ク トン の種 名 及 び優 占度 等 を調 査 す る。

な お 、本 調 査 は 、 今 回新 た に 設 け た調 査 で あ る。

6.調 査結 果 の と りま とめ

調 査 実施 者 は 調 査 結 果 を下 記 の とお りと りま とめ る。 な お 、 詳 細 は別 紙2「 湖 沼 調 査

報 告 書作 成 要領 」 及 び 別 紙3「 湖 沼 調 査 図 帳作 成 要 領 」 に よ る 。

(1)湖 沼 調査 報 告 書

ア.調 査 結 果 の 概 要

イ.湖 沼 別 調 査 結 果

(ア)湖 沼 概 要 調 査 票

(イ)状 況 写 真
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(ウ)湖 沼概 念 図 等

(エ)透 明度 調 査 票

(オ)湖 沼 改 変 状 況 調 査 票

(カ)魚 類 調 査 総 括 表(特 定 湖 沼 の み)

(キ)プ ラ ン ク トン調 査 票(特 定 湖 沼 のみ)

(ク)資 料 リス ト、 測 定 方 法 一 覧 、 調 査 者 名 簿

(2)湖 沼 調 査 図 帳

7.調 査 結 果 の 報 告

調 査 実 施 者 は 、 調査 結 果 を と りま と め、 報 告 書 及 び 湖 沼 調 査 図 帳 各2部(正 本 、 写 各

1部 を 、 そ れ ぞ れ 別 紙2「 報 告 書 作 成 要 領 」、 別 紙3「 湖 沼 調 査 図 帳 作 成 要 領 」 に よ り

作 成 し、 平成4年3月31日 まで に環 境 庁 自然 保 護 局 長 あて に提 出 す る。
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<別 紙1>

湖沼調査実施要領

1.通 則

第4回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 ・湖 沼 調 査 は 、 この 実施 要 領 に従 っ て行 うこ と と し、 そ

の 調 査 内 容 は 次 の とお りとす る。

(1)湖 沼概 要 調 査

(2)透 明 度 調 査

(3)湖 沼 改 変 状 況 調 査

(4)魚 類 調 査(特 定 湖 沼 の み)

(5)プ ラ ン ク トン調 査(特 定 湖 沼 の み)

2.湖 沼 等 の 定 義

(1)こ の調 査 で 「湖 沼 の 区 域 」 と は 、 最 高 の 水 位 の時 の 静 水 面 の広 が って い る 区 域 を

い う。(し た が って 流入 流 出 す る河 川 の 区域 を含 まな い。)

(2)「 水 際 線 」 とは 、 最 高 の 水 位 に お け る水 面 が 陸 地 と接 す る部 分 を い う。

(3)「 湖 岸 」 とは 、 水 際 線 よ り陸 側100mの 区域 を い う。

(参 考)

島i

湖 岸i湖岸 湖 沼の区域 湖岸
一一 「(100皿)一一一(水 面)一(10Dπ 》一 一 惹1(瑚i一_湖 沼の区域

i廟 岸地先湖岸地先 湖岸地先
iト←■一一 の・ 欄レ■■一一■圃

1

水
際
線

水
際
線

鑑,
i懸 隔

禾 ●脅3㌦

騒

3.湖 沼 概 要 調 査

a.別 表1に 示 す調 査 対 象 湖 沼 の 概 要 を把 握 す る た め 、 各 種 資 料 等 に よ り、 次 の 事 項

に つ い て 調 査 し、 「湖沼 概 要 調 査 票 」(様 式1)を 作 成 す る。 なお 、 本 調 査 は 、 昭 和

60年 度 に実 施 した 第3回 自然 環 境 保 全 基 礎調 査 ・湖 沼 調 査(以 下 「前 回調 査 」 と い

う)の 際 に 作 成 した調 査 票 の 内 容 を も とに 、 記 入 事 項 の チ ェ ック及 び そ の 後 の 新 た

な資 料 に よ る追 補 訂 正等 に よ り、 デ ー タ 更 新 をは か る。

(1)成 因
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当該 湖 沼 の成 因 を次 に よ り区 分 して 示 す 。

断 層 湖 …… 断 層 によ って で きた 凹 地 に水 をた た えた もの

カ ル デ ラ湖 …… 土 地 が鍋 状 に 陥 没 して 、 そ の 落 ち こ ん だ 凹地 に水 を た た え

た もの

火 山 湖 …… 火 口、火 口原 に水 を た た え た もの(カ ル デ ラ湖 をの ぞ く)

堰 止 湖 …… 河谷 、凹 地 が種 々 の 要 因 で せ き とめ られ て生 じた も の(海

跡 湖 をの ぞ く)

海 跡 湖 …… か つ て海 で あ っ た と ころ が湖 に な った もの

そ の 他 ……(極 力具 体 的 に)

不 明 … …( ii )

(2)湖 沼 型

当該 湖 沼 の 湖 沼 型 を次 に よ り区分 す る。 また、 汽 水 湖 、 淡水 湖 の 区別 を行 う。

富 栄 養 湖

中 栄 養 湖

貧 栄 養 湖

酸 栄 養 湖

鉄 栄 養 湖

腐 植 栄 養 湖

(3)位 置

当該 湖 沼 の 湖 心 の緯 度 、経 度 を1/2.5万 地形 図 よ り調 べ る 。 緯度 、 経 度 は 、 四

捨 五 入 に よ り、「分 」 まで 表 示 す る。

(4)保 全 地 域 の 指 定 状 況

当該 湖 沼 の 区 域 、 島及 び湖 岸 の そ れ ぞれ に お い て 、 自然 公 園 、 自然 環 境 保 全 地

域 等(以 下 「保 全 地 域 」 とい う)が 指 定 され て い る場 合 に は 、 そ の 地 域 地 区 区分

を次 の コー ド番 号 で 示 す 。2以 上 の 地 域 地 区 区 分 が あ る場 合 は、 そ の す べ て の コ

ー ドを 示 す 。

保全地域

国 立 公 園

国 定 公 園

都 道 府 県 立 自 然 公 園

地域地区区分

特別保護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特別保護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

コ ー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

原生 自然環境保全地域 41

自 然 環 境 保 全 地 域

都道府県自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

52

53

62

63
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(5)鳥 獣 保 護 区設 定 状 況

当該 湖 沼 の 区 域 、 島 及 び 湖 岸 の そ れ ぞ れ に お い て 、 鳥 獣 保 護 区 の 設 定 状 況 を 調

べ 、 次 に よ り区分 し、 コー ド番 号 で 示 す 。

区 分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある
特別保護地区の指定がない

特別保護地区の指定がある

コ ー ド

0

1

2

(6)水 面標 高

地 形 図 等 の 各 種 資料 に よ り、最 近 の最 も 信 頼 で きる数 値 を採 択 し、単 位 はm(小

数 点 以下 第1位 を四 捨 五 入 す る。 以 下 同様)で 表 わ す 。

関 連 資 料 が な い場 合 は 、1/2.5万 地 形 図 の 陸 岸 付 近 の 標 高 に よ り推 定 す る。

ま た採 択 したデ ー タ の 出 所 を明 らか に す る。

(7)面 積

「湖 沼 の 区域 」の 面積 を原 則 と して 国 土 数 値 情 報 湖 沼 名 一 覧 表 に 示 す数 値(1/2・5

万 地 形 図 上 で 、国 土地 理 院 が 測定 機 に よ り計 測 した もの)で 示 す 。た だ し、埋 立 ・

干 拓 等 の た め 、 そ の数 値 が適 当で な い場 合 に は 点 格 子 板 等 で 図 上 計測 す る 。

なお 、 湖 沼 内 に 島 が あ る場 合 は 、 島 の 面 積 を 除 い た も の を 湖 沼 面 積 と し、 単 位

はkm2で 少 数 第2位 ま で 示 す 。

上 記 に拘 わ らず 、 面 積0.1km2未 満 の 湖 沼 に つ い て は 、 大 縮 尺 の 地 図 等 が得 られ

る場 合 に は 、 図 上 計 測 に よ り可 能 な限 り少 数 第3位 まで 示 す 。

また 、 採 択 した デ ー タ の 出 所 を 明 ら か に す る。 点 格 子 板 等 に よ り計 測 した 場 合

は 「デ ー タ の 出 所 」 欄 に 「点 」 あ るい は 「プ ラ ニ 」(プ ラ ニ メ ー タ ー)等 と略 記 す

る 。

(8)最 大 水 深 ・平 均 水 深 ・容 積

地 形 図 等 の 各 種 資 料 に よ り、 最 近 の 最 も信 頼 で き る数 値 を採 択 す る も の と し、

単位 はmで 小数 第1位 まで 示 す。(容 積 に つ い て は、 単 位 はk皿3で 小数 点 以 下 は適

宜取 扱 う。)最 近 の 資料 が な い 場 合 は 、特 に 支 障 の な い 限 り 「MorphometricFeature

andClassificationofalltheLakesinJapan(本 邦 全 湖 沼 の 湖 盆 形 態 の 特 徴

及 び そ の 分類)」ShojiHorie(堀 江 正 治1962)に 記 載 さ れ て い る数 値 に よ る も の

とす る。

また、 採 択 した デ ー タの 出所 を 明 らか に す る。

(9)湖 岸 線 延 長

「湖 沼 の 区 域 」 の 外 周 線 の 延 長(河 口 部 、 海 へ の 開 口 部 の 延 長 も 含 む)を 計 測

し、 単 位 はkmで 小数 第1位 ま で 示 す。 な お 、 湖 沼 内 に 島 が あ る場 合 は 、 島 岸 延 長

も湖 岸 線 延 長 に 含 め る。
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ま た 、 この 場 合 、 「デ ー タ の 出所 」 欄 に 計 測 方 法 を例 え ば 「キ ル ビ」(キ ル ビ メ

ー タ ー)と い う よ うに 略 記 す る。

(10)水 位 変 動

人 為 に よ って 水 位 変 動 が あ る場 合 は、 年 間 に お け る水 位 変 動 幅 を 単 位 はmで 小

数 第1位 ま で 示 す 。 長 年 の デ ー タ の 蓄 積 が あ る 場 合 は 、 過 去5年 間 の 年 平 均 置 を

示 す 。

ま た 、 採 択 した デ ー タ の 出所 を 明 らか に す る。

(11)水 温

各 種 資 料 に よ り、 表 面 水 及 び 底 層 に お け る そ れ ぞ れ の 年 間 の 最 低 水 温 、 最 高 水

温及 び 測 定 水 深 を、 た とえ ば 「Om/5.6～25.7℃ 」「17m/4.2～8.1℃ 」 とい う よ う

に 単 位 は ℃ で 少数 第1位 ま で 示 す 。 長 年 の デ ー タ の 蓄 積 が あ る 場 合 は 、 最 も 湖 心

に 近 い 測 定 点 に お け る過 去5年 間 の 平 均 値 を 示 す 。 関 連 資 料 が な い場 合 は 表 示 す

る必 要 は な い 。 ま た 、採 択 した デ ー タ の 出所 を 明 らか に す る。

(12)結 氷

結 氷(湖 面 の全 面 凍 結)の 有 無 及 び そ の 期 間 を調 ぺ 次 の例 に な らい 示 す。

例年結氷が見られる場合

通常は結氷 しない場合

記 入 例

有(12月 ～2月)

無

(13)流 入 河 川 数 ・流 出 河 川 数

通 常 、 年 間を 通 じて水 流の あ る河 川 数 を、 流 入 、 流 出別 に 調 べ る。

(14)埋 立 ・干 拓 面積

1945年 以後 、 埋 立 また は干 拓 さ れ た 区 域 を 「湖 沼 調 査 図 」(様 式3)に 図 示 し、

そ の 面積 を点 格 子 板 等 に よ り測 定 し、 単 位 はkm2で 小数 第2位 まで 示 す。(面 積 に

つ い て は、 「沖 出 し幅 ×延 長 」 で 算 出 して も さ しつ か え な い 。)ま た 、 こ の うち 前

回 調 査 以 降 に 埋 立 ま た は 干 拓 さ れ た 区 域 の 面積 を 同様 の 方 法 で 測 定 し、 内数 と し

て 示 す 。

(15)水 質

当 該 湖 沼 の 水 質 に 関 し、 既 存 資 料 に よ り次 の 項 目に つ い て 調 べ る 。 多 くの測 定

結 果 が あ る場 合 に は 、 表 面水 に 関 す る も の で あ っ て 、 最 近 の 夏 期 にお け るデ ー タ

の う ち 、 最 も 湖 心 に 近 い 測定 点 で の 数 値 を採 用 す る も の とす る 。 な お 、 同 一 測 定

点 で2検 体 以 上 測 定 して い る場 合 は 、平 均 値 を も って 当該 測 定 点 の 測 定 値 と す る 。

ま た 、 採 択 した デ ー タ の 出所 及 び測 定 年 月 を明 らか にす る。

アPHカSSサNO3-NタCaナFe

イDOキC¢ シNO2-2チMg二 大 腸 菌 群 数

ウCODクSOI騨 スT-PツNa
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エBODケT-NセPO4-PテK

オTOCコNH4-NソA¢ トMn

(16)透 明 度

前 回調 査 結 果 を は じめ 、 各 種 資 料 に よ り当該 湖 沼 に 係 る透 明 度 に 関 す るデ ー タ

を調 べ 、 単 位 はmで 小 数 第1位 まで 示 す 。 な お 、 多 くの 測 定 値 が あ る場 合 は、 同

一年 に お い て は 最高 の 透 明 度 を 示 す 測 定 値 を 採 択 す る 等 可 能 な 限 り長 期 に わ た り

経 年 変化 が わ か るよ う 適 宜 取 捨 選択 す る 。 ま た、 採 択 したデ ー タ の 出所 及 び 測 定

年 月 日(西 暦)を 明 らか に す る。

(17)利 水状 況及 び 水位 操 作

当該 湖 沼 の 利 水 状 況 を 下 記 例 示 に よ り示 す 。 また 、 水 門 等 に よ る水 位 操作 の 有

無 を記 入 す る 。

ア 発 電 用 取 水 工 工 業 用 水 取 水

イ 農 業 用 取 水 オ 飲 料 用 水 用 取 水

ウ 水 産 用 取 水 力 そ の他(具 体 的 に)

(18)湖 沼 の利 用 状 況

当該 湖 沼 及 び 湖 畔 に お い て どの よ うな 利 用 状 況 が 見 られ る か に つ い て 、 次 の 例

示 に よ り示 す。2以 上 記 入 して も さ しつ か え な い 。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

水 浴(水 遊 び)

魚 釣

氷 上 釣

ス ケ ー ト

手 こ き ボ ー ト(カ ヌ ー を 含 む)

モ ー タ ー ボ ー ト

遊 覧 船

ヨ ッ ト

(19)水 辺 環 境 にお け る不 快 要 因

ケ ウィ ン ドサ ー フ ィ ン

コ キ ャ ン プ

サ 狩 猟

シ ピク ニ ック

ス 漁 業

セ 養 殖

ソ そ の他(具 体 的 に)

当該 湖 沼 及 び そ の 周 辺 に お い て 水 辺 環 境 と して 特 に 不 快 感 を生 じさ せ て い る事

例 があ れ ば 、 次 の 例 示 に よ り示 す 。

ア 汚 濁 及 び富 栄 養 化 工 騒 音

イ 悪 臭 オ ア オ コ等 の発 生

ウ 湖 沼 周 辺 の 乱 開 発 力 そ の他(具 体 的 に)

(20)夏 期 に お け る生 物 相

各 種 資 料 に よ り、 当該 湖 沼 の 夏 期 に お け る 生物 相 の 概 要 を示 す た め 、 次 の生 物

群 ご とに 優 占種 数 種 を 記 入 す る。(た だ し、 水 鳥 に つ い て は 冬期 の 状 況 を示 す 。)

夏 期 以外 の時 期 に お け る資 料 に よ る場 合 は 、 その 種 が 優 占 す る時 期 を明 記 す る。
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なお 、 要 領7に 基 づ き プ ラ ン ク トン調 査 を実 施 す る特 定 湖 沼(別 表2)に っ い

て は 、 そ の 調 査 結 果 を 本様 式 に改 め て 記 入 す る必 要 は な く、「デ ー タ の 出所 」欄 に

「様 式7参 照 」 と記 入 す る。

ま た、 特 定 湖 沼 以 外 の 湖 沼 に つ い て も、 透 明 度 調 査 等 の 際 に 併 せ て プ ラ ン ク ト

ンに 関 す る調 査 を実 施 す る こ とが 望 ま しい 。

ア 挺 水(抽 水)植 物

イ 浮 葉 植 物

ウ 沈 水 植 物

工 植 物 プ ラ ンク トン

オ 動 物 プ ラ ンク トン

(21)そ の他 特 記 事 項

カ

キ

ク

底 生 動 物

魚 類

水 鳥(ガ ン 、 カ モ 、 ハ ク チ ョ ウ等 の 水 鳥 の

渡 来 が 多 い か 少 な い か をで き る だ け コ メ ン

トす る。)

当 該 湖 沼 に つ い て 、 特 に 前 回 調 査 以 降 の 変 化 に 関 す る原 因 、 理 由等 特 記 事 項 を

記 入 す る。

b.別 表1以 外 の 天 然 湖 沼 の 存 在 状 況 を把 握 す る た め 、 各 種 資 料 等 に よ り、 次 の 事 項

に つ い て 調 査 し、 「参 考 湖 沼 一 覧表 」(様 式2)を 作 成 す る。

(1)一 覧 表 に 記 載 す る湖 沼 は 、別 表1に 示 さ れ た 湖 沼 以 外 で 、次 の 要件 に該 当 す る

湖 沼 と す る。

ア.天 然 湖 沼 で あ る こ と。

イ.湖 沼 面 積 が0.01km2以 上 で あ る こ と。

(2)記 入 方 法 は、「湖 沼概 要 調 査 票 」(様 式1)の 該 当項 目の 例 に 準 ず る。

参 考 湖 沼 一 覧 表
(様 式2)

整理

番号

1

2

3

4

5

6

7

(ゐりがの

湖沼名

位 置

市町村名
1/2.5万

図 幅名 緯 度

N。'

経 度

Eoi

標 高

(観)

面積

(届)

保全地域

湖沼 島 湖岸
成 因
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4.透 明度 調 査

別 表1「 調 査 対 象 湖 沼 一 覧 」 に示 す湖 沼(た だ し 「透 明 度 調 査 を行 わ な い 湖 沼 」 と し

た 湖沼 を除 く)に つ い て、 次 に よ り現 地 調 査 を 実施 し、 透 明 度 、 気 温、 水 温 、PH、DO、

EC及 び ア ル カ リ度 を 測 定 す る。 ま た 、 そ の 他 水 質 項 目に 関 す る 測定 が 同 時 に実 施 さ れ

る こ とが 望 ま しい 。 こ れ ら調 査 結 果 を と りま と め、 「透 明度 調 査 票 」(様 式3)を 作 成 す

る 。

なお、 生 活 環 境 項 目に 関 す る水 質 環 境 基 準 類 型 指 定 済 の 湖 沼 等 で 、 常 時 監 視 に よ り上

記 項 目 を含 むデ ー タ が 得 られ る場 合 たは 、 当該 デ ー タに よ り調 査 票 を作 成 して さ しつ か

え な い。 こ の場 合 、「備 考 」 欄 に 「公 共 用水 域 水 質 測 定 デ ー タ 」 等 と明 記 す る。(多 数 の

測 定 デ ー タ が 得 られ る場 合 は 、 下 記 の 条 件 に 最 も近 い も の を採 択 す る。)

(1)調 査 は で き る 限 り夏 期 に 、 年1回 実 施 す る。(1回 以 上 実 施 して も さ しつ か え な

い 。)

(2)調 査 日 は 、 降 雨 の な い 平 穏 日 が数 日続 い た後 の風 の な い 晴 天 の 日 を 選 ぶ よ う努 め

る。

(3)調 査 地 点 は 、 流 入 河 川 か ら影 響 の 少 な い 、 湖 岸 か らで き る だ け離 れ た 湖 心 付 近 の

相 互 に 離 れ た2地 点 を選 定 す る。(2地 点 以 上 選 定 して も さ しつ か え な い 。)な お 、

原則 と して 前 回 調 査 と同 一 地 点 とす る こ と。

(4)透 明 度 の 測定 に つ い て は次 の とお り実 施 す る 。

ア 調 査 に は 、透 明度 板(直 径25～30㎝ の 表 面 を 白色 ラ ッカ ーで 塗 装 した もの で 、

板 の 中央 に穴 が あ い て い る も の が よ い)を 使 用 す る。

イ 測 定 は 、 太 陽 や 天空 の 反射 の 影 響 を避 け る た め 、船 影 や の ぞ き眼 鏡 等 を利 用

して 実 施 す る も の と し、 透 明度 板 を 水 中 に 沈 め て見 え な くな る 深 さ と、 次 に こ

れ を ゆ っ く り引 き上 げ て い って 見 え は じめ た深 さ と を、 反 復 して 確 か め て 平 均

す る 。

ウ 測 定 した 結 果 、 湖 底 ま で見 透 か せ る場 合 は 、 そ の 水 深 を記 録 し、「○Om(全

透)」 と表 示 す る。

工 測 定 値 は、 単 位 はmで 小数 第1位 ま で求 め る。

(5)気 温 の 測 定 は 、調 査 地 点 にお いて 日光 の 直 射 お よび 周 囲 の 放 射 を避 け て 実 施 す る 。

(単 位 は ℃で 、 少数 第1位 まで 求 め る 。)

(6)水 温 、PH、DO、EC及 び アル カ リ度 の 測 定 に あ た って は で き る限 り垂 直 分 布 を調 査

す る 。 特 に 夏 期 に躍 層 を 生 じる湖 沼 、 低 酸 素 層(あ る い は 無 酸 素 層)が 生 じ る湖 沼

につ い て は 、そ の状 況 が把 握 で きる よ う、で き るだ け 多 数 の 水 深 にお い て 測 定 す る 。

(測 定 値 は 少 数 第1位 ま で求 め る。)こ の 場 合 、 測 定 され た水 深 を 明 らか に す る。

(7)調 査 地 点 に お い て、COD、TOC、SS、C2一 、SOI'、T-N、NH4-N、NO2-N、NO3-N、T-P、

PO4-P、A2、Ca、Mg、Na、K、Mn、Fe、 ク ロ ロ フ ィルa等 水 質 に 関 す る測 定 が 同時 に
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実 施 さ れ る こ と が望 ま しい 。 なお 、測 定 が 行 わ れ た場 合 は、測 定 水 深 、 測 定 値(PP皿)

を 「透 明 度 調 査 票 」(様 式3)に 記 入 す る。

(8)測 定 項 目 ご と に測 定(分 析)方 法 を 明 らか に す る 。 な お 、 この 測 定(分 析)方 法

の 表 示 に つ い て は、 別 表2「 湖 沼調 査 報 告 書 作 成 要 領 」 の6.に 参 考 例 を 示 す 。

5,湖 沼 改 変 状 況 調 査

別 表1に 示 す 調 査 対 象 湖 沼 につ い て 、 現 地 観 察 に よ り湖 沼 の改 変状 況 等 に よ る湖岸 線

の 区 分 、 湖 岸 の 建 築 物 等 の 状 況 、 埋 立 ・干 拓 の 状 況 に つ い て調 査 し、 「湖 沼 改 変 状 況 調

査 票 」(様 式4)及 び 「湖 沼 調 査 図 」(様 式5)を 作 成 す る。

な お 、 現 地 調 査 の 際 に、 湖 沼全 体 の状 況 が 把 握 で き る写真 を撮 影 す る。

(1)湖 岸 線 の 区 分

ア 「湖 岸 地 先 に お け る挺 水(抽 水)植 物 群 落 の 有 無 」「湖 岸 の 改 変 状 況 」「湖 岸

の 土 地 利 用 状 況 」「湖 岸 の保 全 地域 の 指 定 状 況 」 が そ れ ぞ れ 変 わ る ご と に湖 沼 調

査 図 上 に 区 分 線 を 入 れ て湖 岸 線 を 区 分 す る。

上 記 の よ うに 細 か く区分 され た 湖 岸 線 を 以下 「計 測 区間 」 とい う。

イ 湖 岸 線 の 区分 は 次 の とお り表1～ 表4に よ って行 う。

表1挺 水(抽 水)植 物 群 落 の 有無

区 分

湖岸地先に挺水(抽 水)植 物群 落がある

湖 岸 地 先 に挺 水(抽 水)植 物 群 落 が な い

コ ー ド

1

0

(注)挺 水(抽 水)植 物 群 落 の お よ そ の沖 出 し幅 につ い て も調 べ る 。
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表2湖 岸 の 改 変 状 況 区 分 表

区 分

自 然 湖 岸

水際綴及び水際錦に接する陸域が人工に

よって改変されておらず,自 然の状態を

保持している湖岸

水際線は人工構終物によって構成さ

れておらず,自 然状態であり.か つ

水瞭繊より幅 ⑳励の崩岸の区域に人

工構簗物が存在しない。

水 際綴 は崖 に

な うて いない。

一20用 一鴨

水際線 は塵(高 さ

3〃7以 上の 倉斜面)

上 にな ってい る。

i
.3,ガ

・:e

・←20r卜

半自然湖岸

水際線は自然状態であるが,水 際線に接する

陸域が人工によって教変されている湖岸

水際縁は人工構褻物によって嬬築されて

幻らず自然伏態だが,水 際線より幅20励

の区域内に人工構秦物が存在する。

.幸r…1†
.,.'才1卜2伽

・づ

.・.… ち予'i
ロ

ー20配 一→

人 工 湖 岸

水際線がコンクリート霞岸,矢 板等の人工

構藁物でできている湖岸。

苓 .ちぺ

.i∴・・

1'…0:

1

←2(雇
・ 暫

:

…

r一.

ト20侃 ・r

水 面

流入流出河川の河口郎や,潟 湖の淘への開

0部 等湖岸の存在しない部分。 淘

＼

湖

コー ド

1

2

3

4

0
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表3湖 岸 の 土 地 利 用状 況 区 分 表

湖 岸 の 土 地 利 用 状 況 区 分 表

自 然 地

樹林地、自然草地、湿地等自然が人工によっ

て著しく改変されないで自然の状態を保持し

ている土地

樹 林 地

その他の自然地

農 業 地

水田、畑、放牧地、樹園地等の農業的な利用が行われている土地

市街地、工業地、その他

住宅地、業務地 、工場、港湾、廃棄物処理場、遊園地等都市的な利

用が行われている土地、または、埋立地等で未だ利用されていない

荒地、埋立工事中の土地等

水 面

流入河川の河ロ部、流出河川の流出部、潟湖の場合の海への開ロ部

等湖岸の存在 しない部分

コ ー ド

0

②

③

④

0

表4湖 岸の保 全地域指定状 況区分表

保 全 地 域

国 立 公 園

国 定 公 園

都道府県立 自然公園

地 域 地 区 区 分

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

自然 環 境 保 全地 域

都道府県自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

コ ー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

41

52

53

62

63

(注)区 分は、湖沼(水 面)の 指定伏況の如何にかかわらず、「湖岸」の指定状況のみについて行 う。
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ウ 湖 岸 線 を 区 分 す るに あ た り、 そ れ ぞ れ の 区 分 に お い て そ の 長 さ が100mに 満

た な い 場 合 は、 そ の部 分 を折 半 し、 そ の 両 側 の 区間 に含 め る。

工 区 分 され た 計 測 区 間 の距 離 を キ ル ビ メー タ ー に よ り計 測 す る 。 そ の 計 測 方 法

は 次 の とお りとす る。

(ア)出 発 点 よ り区 分 の 方 向 に、 キ ル ビ メー タ ー を動 か し、 湖 岸 線 上 を一 周 す る 。

そ の 途 中、 そ れ ぞ れ の 区 分 線 の と こ ろ ま で 出 発 点 か らの 距 離 と して キル ビメ

ー タ ー の値 をk皿単位 で 少 数 第1位 まで 読 み とる 。

(イ)上 記(ア)を2回 繰 り返 し、 そ の2回 の 平 均 値 を 各 計 測 区 間 の 出発 点 か らの

距 離 の欄 に記 入 す る。(平 均 した 場 合 、 で て くる端 数 は そ の ま ま記 入 す る 。)

小数 以 下2ケ タ 。

(ウ)出 発 点 か らの距 離 よ り各計 測 区 間 の 区 間 長 を算 出 し、 記入 す る。

(2)湖 岸 の建 築 物 等 の 状 況

湖 岸 にお け る5階 建 以 上(ま た は13m以 上)の 建 築 物 また は 建 築 物 に 準 じる工 作

物 の 位 置 を 「湖 沼 調 査 図 」(様 式5)に 図 示 す る。

(3)埋 立 ・干拓 の状 況

1945年 以 後 、 埋 立 ・干 拓 さ れ た 区域 を 「湖 沼 調 査 図」(様 式.5)に 図 示 す る。 こ

の際 に、 前 回調 査 以 降 、埋 立 ・干 拓 され た 区域 を区 別 して 表 示 す る 。

(4)そ の 他 、 湖 岸 及 び 湖 岸 地 先 に 強 い 影 響 を 及 ぼ す よ うな もの 等 、 特 記 す べ き事 項 が

あれ ば、「湖 沼 改 変 状 況 調査 票 」(様 式4)の 「備 考 」欄 に 記 入 す る。

(様 式5)湖 沼 調 査 図(略)

別 紙2湖 沼 調 査 報 告 書 作 成 要領(略)

別 紙3湖 沼 調 査 図 帳作 成 要 領(略)

別 表1調 査 対 象 湖 沼 一 覧(略)

別 表2特 定 湖 沼 一 覧(略)
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(様式1)湖 沼 概 要 調 査 票 調 査 年 度

都 道 府 県

1991

湖 沼 コ ー ド 湖 沼 名 成 因 湖 沼 型

淡

汽

位 置

Noi E

地 形 図 名 関 係 市 町 村 名
保 全 地 域 等

湖 沼 島 湖 岸

鳥 獣 保 護 区

湖 沼 島 湖 岸

調 査 項 目

水 面 標 高,

面 積

最 大 水 深

平 均 水 深

容 積

湖 岸 線 延 ・長

水 位 変 動

水 表 層

温 底 層

結 氷

流 入 河 川 数

流 出 河 川 数

埋 立 ・干 拓

PH年 月

DO年 月

COD年 月

BOD年 月

TOC年 月

SS年 月

C6一 年 月

SO42一 年 月

T-N年 月

NH4-N年 月

M)3-N年 月

M)2-N年 月

T-P年 月

PO4-P年 月

A乙 年 月

Ca年 月

Mg年 月

Na年 月

K年 月

Mn年 月

Fe年 月

大羅 年 月

測 定 値
加

泌

泌

勧

泌

'C

'C

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

ppm

MPN/∠,

データの出所 鯛 査 項 目

透

明

度

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

測 定{直

ｻa

泌

初

加

翅

データの出所

項目

利
水状

況

湖利
沼用
の状
況

水不
辺快
瑠要
境因

夏

期

の

生

物

相

の

概

要

内 容

水位操作(有 ・簸)

挺水(抽 水)植 物

浮葉植物

沈水植物

植物プ ランクトン

動物プランクトン

底生動物

魚類

水鳥(冬)

データの出所

特記事項
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(様 式3)

透 明 度 調 査 票

湖 沼 コ ー ド 湖 沼 名

i調 査 年 度

1都 道 府 .県

1991

調査地点
番 号

測定年月日

時 刻

天 候

雲 量

気 温

透 明 度

St,

C

加

水深

(m)

水温

(℃)

PH

調査者
所属 ・氏名

DO

(P雷m)

EC

(κs

アルカ その他の測定項 目

調査地点
番 号

測定年月日

時 刻

天 候

雲 量

気 温

透 明 度

St,

C

加

水深

(加)

水 温

('C)

PH

調査者
所図 ・氏名

DO

(P撃m

EC

(燭礁
その他の測定項 目

調査地点
番 号

測定年月日

時 刻

天 候

雲 量

気 温

透 明 度

St,

C

Yll

水深

(泌)

水 温

(「)

PH

調査者
所属 ・氏名

DO

(P【m

EC

(us
c7n

アルカ1 そ の 他 の 測定 項 目
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(様 式4)

(記入例)

湖 沼 改 変 状 況 調 査 票
調査年度

都道府県

1991

湖 沼 コー ド

計
測
区
間
Na

挺水(抽水)
植 物群 落

有

無

沖 出

し幅

(泌)

湖 岸

改
変
状
況

土
地
利
用

湖 沼 名 前回調査結果との比較

□変化なし 口 変化あり

保 全 地 域(湖 岸)

保全地域名 地 域 名
コ ー ド

地域
地区
区分
コード

出発
点か
らの
距離
(勉)

区間
長

(加)

備 考
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(様 式6)

(記 入例)

翻 紹
コー ド

湖 沼 各 魚 鎖 鯛 査 膨 括 衰

魚 権 名

ア ユ

ワ カ サ 」ド

タ そ03

ホ ン そoコ

ス2モoコ

ヒ ガ イ

ゼ ゼ ラ

モ ッ コ

ア プ ラ ハ ヤ

'ノ ウ 軍9

'、 ス

オ イ カ ワ

カ ウ ム ツ

3 イ

`ン ブ ナ

`ゴOブ ナ

ゲ ン ゴoウ ブ ナ

ヤ 墨,タ ナ ゴ

ア プ ラ ポ テ

イ ・チモ ン ジ タ9・ ゴ

シOヒ レ タ ビ ラ

ド ジ,ウ

シ7ド ジ ・ ウ

イ ワ ト コナ マ ズ

カ ジ カ 翻{n

カ ジ カ 纈12,

ウ ナ が

ノ ダ カ

ド ン3

2シ ノ ポ リ

計

fオ タ 乙 シ

カ ラ ス ガ イ

7ル ト ブ ガ イ

ヌ7ガ イ

セ タ シ ジ ミ

タ テ4シ

カ ワ`ナ

テ ナ が ニ ビ

ス ジ ニ ピ

累 カ エ ピ

魚讃相に関す る紀録

19T9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0
0

0

0

O

o

O

0

O

0

0

0

0

O

0

O

0

0

0

0

0

0

0

19gg

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

O

0

0

O

0

O

0

O

0

0

0

0

0

環 崔 の

魚 頷 網

O

O

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

O

0

O

0

0

0

30魚 種

0

0

0

0

0

0

0

0

0

瓜 理 量

(巴ノ年)

塾.63

1.96

乳.49

3.52

0.28

1墓.73

Q/5

敏 鷹 量

千纏/孚

8000

千尾/孚

2.17

二.67

0.04

天然

7R`!Q

t

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

O

0

O

側 考

ほとんどが亜種殖敏誕

費 斜 名

塞たは

悶倉とり先

遇去 の 紀 億

現蓬の魚卿幅

調
豪
匪冬

水 盧 試 験 鳩
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(様 式7)

プ ラ ン ク ト ン 調 査 票

湖沼 コー ド 湖 沼 名

調査年度

都道府県

1991

調 査 地 点

デ ー タ

調査年月日

調 査 方 法

sl.

1.現 地 調査

2。 既存資料

(デ ータの出所 )

1採 水 法

2ネ ッ ト法

ネッ トの規格

(
ロ径:

網 目:

3そ の他

(

)

)

植物プ ランク トン 動物 プラ ンク トン

特記事項

調査者所属 ・氏名

調 査 地 点

デ ー タ

調査年月日

調 査 方 法

st.

1.現 地 調査

2.既 存 資料

(デ ータの出所 )

1.採 水 法

2.ネ ッ ト法

ネ ッ トの 規 格

(
口径:

網 目:

3.そ の 他

(

)

)

蠕 植物 プ ランク トン 蠣 動 物 プラ ンク トン

特記事項

調査者所属 ・氏名
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海岸改変調査実施要領

本 調 査 は、 全 国 の 海 岸域 に つ い て 、 昭 和59年 度 調 査 以 降 の海 岸(汀 線)の 自然状 況 等

を地 形 図(国 土地 理 院発 行1/25,000)、 航 空 写 真、 磁 気 デ ー タ 等 に よ って調 査 し、 そ の 後

の 経 年 変 化 を把 握 す る も ので あ り、 具 体 的 な 調 査項 目は 、 次 の とお りとす る。

なお 、 本調 査 に お い て 、「海 岸 域 」 とは 、 海 岸(汀 線)及 び 海岸 陸 域 の 区 域 をい い 、「海

岸(汀 線)と は 、 低 潮海 岸 線 と通常 大 波 の 限 界 線 との 区間 の 区域 をい う。

(1)調 査 項 目

① 海 岸 の 変化 部 分 の 位 置

② 変 化 海 岸 の 自然 状 況

③ 海 岸 域 の規 制 状 況

④ 海 岸 改 変状 況 調 査 票 の作 成

(2)調 査 作 業 の細 目

① 海 岸 の 変化 部 分 の位 置

昭和59年 度 に作 成 さ れ た 「海 岸 改 変状 況 図 」(以 下 、「改 変 図 」 とい う。)を 基

に、 昭 和59年 度 以 降 に作 成 さ れ た 地形 図 、航 空 写 真 の 判読 及 び 旧 海 岸 調 査 デ ー タ

と新 海 岸 線 位 置 デ ー タ との 電 算 処 理 に よ って 、 経 年 変化 部 分 を抽 出 し、 平 成4年

度 改 変 図 を作 成 す る 。 な お 、 新 しい航 空 写 真 等 が 未 整 備 の 地 域 は 、 都 道 府 県 の 所

有 す る 資料 等 に基 づ いて 変 化 部 分 を把 握 す る 。

② 変 化 海 岸 の 自然状 況

海 岸 の 自然状 況 の 区 分 は 次 の 通 り とす る。

区 分

海

岸

〈

汀

線

〉

自然 海 岸

海 岸(汀 線)が 人 工 に よ って 改 変 さ

れ な い で 自然 の状 態 を保 持 して い る

海 岸(海 岸(汀 線)に 人 工 構 造 物 の

な い 海 岸)

半 自然海 岸

道路 、護 岸、 テ トラ ポ ッ ト等 の 人 工

構 築 物 で 海 岸(汀 線)の 一 部 に 人 工

が 加 え られ て い るが 、 潮 間 帯 に お い

て は 自然 の状 態 を保持 して い る 海 岸

(海 岸(汀 線)に 人 工 構 築 物 が な い

場 合 で も海 域 に護 岸 堤 等 の構 築 物 が

あ る場 合 は、 半 自然海 岸 とす る。)

人 工 海 岸

港 湾 ・埋 立 ・凌 深 ・干 拓 等 に よ り著

し く人 工 的 に つ く られ た海 岸 等 、 潮

間 帯 に人 工構 築 物 が あ る海 岸

海 岸(汀 線)に 浜

が 発 達 して い る

泥浜海岸

砂 質(砂 浜)海 岸

岩 石(磯 浜)海 岸

海 岸(汀 線)に 浜 が発 達 して い な い

(海 食 崖 等)

海 岸(汀 線)に 浜

が発 達 して い る。

泥浜海岸

砂 質(砂 浜)海 岸

岩 石(磯 浜)海 岸

海 岸(汀 線)に 浜 が発 達 して い な い

埋 立 に よ って で きた海 岸

干 拓 に よ って で きた 海 岸

上記以外の人工海岸

河 口部 河 川 法 の 規 定(河 川 法 適 用 外 の 河川 も 準 用)に よ る 「河 川 区域 」

の最 下 流 端 を 陸 海 の境 とす る。
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な お、 半 自然 海 岸 及 び 人工 海 岸 は 、 以 下 の 通 りと す る。

○半 自然 海 岸

① 海 岸(汀 線)に 浜 が発 達 して い る。

ア 海 岸(汀 線)の 一部 に 人工 構 築 物 が あ るが 、潮 間帯 には ない 。

卜海岸陸域日噸一一一海岸(汀 線)一 一 一呪
ll

イ 海 岸(汀 線)に は 人 工 構 築 物 は な い が 、 海 域 に 離 岸 堤 等 人 工 構 築 物 が

あ る。

離岸堤

ll一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 麗

jII
t

lll
i 」 潮間帯ウr

」趨 或⊥_海 紬 線)_L海 域
ll

② 海 岸(汀 線)に 浜 が発 達 して い な い 。 海 岸(汀 線)の 一 部 に 人工 構 築 物 が

あ る が潮 間 帯 に は な い。

葡 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 通 常 大 波 の 限 界 線

田1L

i______一 一 一 一 一 一LVVL

11

→1卜

潮間帯

　
海岸(汀線)
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○ 人 工 海 岸

人 工 海 岸(潮 間 帯 に 人 工 構 築 物 が あ る)

埋立,干 拓等
_一___ノ で

i

ii

ll

ド ー 潮 間 帯 「100
mi

__.._i

ト鰭 陸域「一一 一一 海岸(汀 線)一
i

Hw'L
LWL

一通常大波の限界線

　

lI
li

トr朝間帯r

`

卜 海岸σ「翻

▼HWL

LWL

③ 海 岸 域 の 規 制 状 況

規 制 状 況 の 調 査 項 目は 次 の とお りとす る。

・地 域 区 分

ア.国 立 公 園

イ.国 定 公 園

ウ.原 生 自然 環 境 保 全 地 域

工.自 然 環 境 保 全 地 域

オ.都 道 府 県 立 自然 公 園

力.都 道府 県 自然 環 境保 全 地 域

・地 種 区分

ア.特 別 保 護地 区

イ.特 別 地 域

ウ.普 通 地 域

工.海 域 の み 普 通 地 域

オ 。 特別 地 区

力.普 通 地 区

④ 海 岸 改 変状 況調 査 票 の作 成

昭 和59年 度 に作 成 され た 「海 岸 調 査 デ ー タ 」 の更 新 業 務 を 円 滑 に行 え る

よ うに 、上 記 の 改 変 項 目を表 した海 岸 改 変状 況 調 査 票(コ ー デ ィ ン グ シ ー ト)

を作 成 す る。
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(参 考)海 岸 改 変 状 況 図 の 作 成 方 法 に つ い て

第4回 基 礎 調 査 の 海 岸 改 変 状 況 図作 成 に あ た っては 、 第3回 基 礎 調 査 に 準 じて 以下 の

よ うな 方 法 に よ り変 化 海 岸 と そ の隣 接 部 分 を表 示 した。

変化 海 岸 の 表 示 方法

海岸(汀 線)の 状態

海岸(汀 線)の 改変 したところ

改変地の陵接地で,改 変のない ところ

第2回 調査の海岸線

新たな埋立地,砂 州など

新たな堀込地など

色鉛筆による表示色

赤

緑

青

黄(斜 線)

紫(斜 線)

表 示 例

一

一一●■瞳。一一一一→一■●・一一一

一一
一 ●一曙一zz「 一一〇一

図 表 示 は、 以 下 の よ うに改 変地 の含 まれ る 区 間 の み を 図 示 す る。

第3回 基 礎調査

↓
第4回 基礎調査

〈一計 測 区 間 ≒>

f..........u...............5

一 一 一 一 〇 一一 一一一一一 ● 一 一 一

一一一一・ 第3回 基 礎 調 査

第4回 基 礎 調 査

計 測 区 間 は 、第3回 基 礎 調 査 デ ー タ と 同 一 の 区 間 と して 、又 は 区 間 に枝 番 を つ け て(区

間 内 の 一 部 が 変 化 した 場 合 等 で 、 以 後 「細 分 区 間 」 とい う。)表 示 した 。 表 示 例 を 以下

に示 す。

<表 示 例1>区 間長 、 始 点 、終 点 に 変 更 が な く、 計 測 区 間 全体 が 変化 した ケ ー ス

團

圏

①

幽/

12→・22

変 化 のあ った区間

2

海 岸(汀 線)区 分コ・ド

を12か ら22に 変 更

一 一・一 一 一一 → 〉 ③

第4回

の計測区間番号
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<表 示例2>第3回 基 礎 調 査 の 計測 区 間 の 一 部 が変 化 したケ ー ス

匝 國.

團
①グ

1-112→22

1-2

1
第2.3回

の計測区間番号「 一一一→ ・②

第2回
の計測区間番号 ＼ ③

3-1

計 測 区 間 コ ー ドと

細 分 区間 コ ・一 ドに

よ り表 示 され る。

12→22

3-1-1

3-1-2

第4回 の
計測区間番号一

変化のあった区間 《■圏■圏■■●

隣 接 区 間 「■・畳書甜 一

3-2

第3回
の計測区間番号

隣接区間は改変がなかったが、区間の変更となる部分である。

<表 示例3>第3回 基 礎 調 査 の 計 測 区 間 が2区 間 以 上 連 続 して 変化 した ケ ー ス

團

幽
①

↑

②

//③

3 4一、〃
4-2

第4回 の

計測区間番号

変化のあった区間 燗■■■■■■,

隣 接 区 間 書書劃謄

蕃鑓 禺番号1一 ⑤.一 隣接区間は改変がなか
ったが、区間の変更 となる部分である。

<表 示例4>埋 立 な どに よ り海岸 線 の位 置 が変 化 した ケー ス

①

圏

團 ②

0

3一]
3-2

に →31
4

12-3)

変化のあった区間 ■■■■ ■■r

隣 接 区 間 冊 旧海岸線

＼
⑤

隣接区間は改変がなかったが、区間の変更となる部分である。

12→31

5-1

E一

5-2

埋立な どに より

変化 した海岸

⑥
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<表 示 例5>第3回 基 礎 調 査 デ ー タ の 修 正表 示方 法

圏

匝國①

②

海岸 汀線 区分コー ドを12か ら

22に 修正
⑤12-22

自然公_区 分コー ドを

(3か ら2に 修正地域名(自 然公 園)の コー ドが<。212>の 場合)
⑫
公0212.3

0ai2.a

/③

④

な お 、自然 公 園 な どの指 定 区域 の 変 更 が あ った 区 間 に つ いて は、下 の よ うに 表 示 した。

圏
匝國 ①

2-1/2-2

②

oaia

T
地域 コー ドの変更

3

,③

④

海岸(汀 線)区 間の ピンク色の太線 で表示

(地域名(自 然公 園)の コー ドが<0212>の 場合)
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海域生物環境調査 干潟 ・藻場調査 要綱

1.調 査 の 目的

沿 岸 浅 海 域 にお け る重 要 な 生 物 の生 息 環 境 で あ る干 潟 ・藻 場 の最 新 の 分 布 状 況及 び 前

回調 査 以 降(前 回 調 査 とは 、 昭 和53年 度 に行 わ れ た 第2回 自然 環 境 保 全 基 礎調 査 干

潟 ・藻場 ・サ ン ゴ礁 調 査 の こ とを 言 う。 以 下 同)の 消滅 状 況 等 を 把 握 す る 。 また代 表 的

な干 潟 に つ い て 、 底 生 生 物相 の 概 要、 特 徴 を把 握 す る。

2.調 査 実 施 者

国 が都 道府 県 に委 託 して実 施 す る。

3.調 査 対 象 地 域

日本 沿 岸 全域 とす る。 た だ し干 潟 につ い て は 分 布 県 の み とす る。

4.調 査 実 施 期 間

平 成 元 年度 を初 年度 とす る3ケ 年 計 画 で 実施 す る。

5.調 査 内容

調 査 す る事項 は 次 の 通 りとす る。

(1)干 潟調 査

① 干潟 分布 調 査

現 存 す る 干潟 に つ い て、 以 下 の 事項 を調 査 す る。

・分 布 域 の 位 置 ・範 囲

・面 積

・干 潟 の タ イ プ

・底 質

・そ の 他

② 干潟 改 変状 況 調 査

前 回 調 査 以 降 人 工 的 改 変 に よ っ て 消 滅 した 干 潟 に つ い て 、 以 下 の 事 項 を調 査 す

る。

・消 滅 域 の位 置 及 び 範 囲

・面 積

・消 滅 時 期

・そ の 他

③ 干潟 生物 調 査

現 存 す る 干潟 の うち代 表 的 な も の に つ い て 、 以 下 の 事 項 を 調 査 す る 。

・環 境 の 概 況

・底 生 生 物 の 生 息 状 況

・鳥 類 の 渡 来 状 況
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(2)藻 場 調 査

① 藻 場 分 布 調 査

現 存 す る藻場 に つ い て 、 以 下 の 事項 を調 査 す る 。

・分 布 域 の 位 置 及 び 範 囲

・面積

・藻 場 の タ イ プ

・そ の他

② 藻場 消 滅 状 況 調 査

前 回 調 査 以 降 消 滅 した 藻場 に つ いて 、 以 下 の事 項 を 調 査 す る。

・消 滅 域 の 位 置 及 び 範 囲

・面 積

・そ の他

6.調 査 方 法

・干 潟 分 布 調 査 、 干 潟 改 変状 況調 査 、 藻 場 調 査 分 布 調 査 及 び 藻場 消 滅 状 況 調 査 に つ い て

は、 基 本 的 に は 前 回調 査 の 成 果 物 、 最 新 の 空 中 写真 、 地 形 図、 海 図 、 既 存 の 調 査 報 告

書 そ の他 の 資 料 調 査 お よび ヒア リン グ調 査 に よ り行 う。 ま た、 必 要 に応 じて 現 地 確 認

調 査 を行 う。

・干 潟 生 物 調 査 に つ い て は 、 原 則 と して 現 地調 査 を実 施 し、 また併 せ て 資 料 調 査 、 ヒ ア

リン グ調 査 を行 う。

・各 調 査 の 調 査 方法 の 詳 細 は 別紙1「 干 潟 ・藻 場 調 査 実 施 要 領 」 に よ る
。

7.調 査 結 果 の と り まと め

受 託 者 は調 査 結 果 を下 記 の 図 表 に と りま とめ る 。

(1)干 潟 分 布 調 査 お よび 干 潟 改変 状 況 調 査

ア 干 潟 分 布 図

別 紙1-1「 干 潟 分 布図 」(略)に な らい、 既 存 干 潟 、 消 滅 干 潟 の位 置 ・範 囲

を1/50,000地 形 図 上 に図 示 す る。

イ 現 存 干 潟 調 査 票 ・消 滅干 潟調 査 票

別 紙1-2、 別 紙1-3に な らい 、 現 存 干 潟 、 消 滅 干 潟 の 面 積 、 タ イ プ、 そ

の他 の 項 目に つ い て 、 各 調 査 区 ご と に 「現 存 干 潟 調 査 票 」 また は 「消滅 干 潟 調

査 票 」 に と りま とめ る。

ウ 現 存 ・消 滅 干 潟 一 覧 表

別 紙1一 」4(略)に な らい 、 現 存 干潟 、 消 滅 干 潟 の 分 布 概 要 を 「現 存 ・消 滅

干 潟 一 覧表 」 に と りま とめ る 。

工 前 回調 査 区 との 対 照 表

別 紙1-5に な らい 、 今 回 調 査 の 現 存 ・消 滅 干 潟 の 前 回 調 査 の現 存 干 潟 との

一270一



対 応 関 係 を 「前 回 調 査 区 との 対 照 表 」 に と りま とめ る。

(2)干 潟 生 物 調 査

ア 標 本 区環 境 調 査 票

別 紙1-6に な らい 、 標 本 区 にお け る干 潟 環 境 の概 況 、 底 生 生 物 相 等 を 「標

本 区環 境 調 査 票 」 に と りま とめ る。

イ 底 生 生 物 調 査 票

別 紙1-7に な らい 、標 本 区 にお け る底 生 生 物 調 査 の結 果 を と りま とめ る。

(3)藻 場 分 布 調 査 お よ び 藻場 消 滅 状 況調 査

ア 藻 場 分 布 図

別紙1-8「 藻 場 分 布 図 」(略)に な らい 、 現 存 藻 場 、 消滅 藻 場 の位 置 ・範 囲

を1/50,000地 形 図上 に 図 示 す る。

イ 現 存 藻 場 調 査 票 ・消 滅 藻場 調 査 票

別紙1-9、 別 紙1-10に な らい 、 現 存 藻 場 、 消 滅 藻 場 の 面積 、 タ イ プ、 そ

の他 の 項 目に つ い て 、 各 調 査 区 ごと に 「現 存 藻 場 調 査 票 」 ま たは 「消 滅 藻 場 調

査 票 」 に と りま とめ る。

ウ 現 存 ・消 滅 藻 場 一 覧 表

別紙1-11(略)に な ら い、 現存 藻 場 、 消 滅 藻場 の 分 布 概 要 を 「現 存 ・消 滅

藻場 一 覧 表 」 に と りま とめ る。

8.調 査 結 果 の 輻 告

受 託 者 は調 査 結 果 を と りま とめ 、報 告 書2組 と干 潟 ・藻 場 分布 図 帳2部 を そ れ ぞ れ 、

別紙2「 報 告 書 作 成 要 領 」(略)お よび 別紙3「 干 潟 ・藻 場 分 布 図 帳作 成 要 領 」(略)に

よ り作 成 し、 当該 年 度 の3月31日 まで に環 境 庁 自然 保 護 局 長 あ て 提 出 す る 。
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<別 紙1>

干潟 ・藻場調査実施要領

1.干 潟 調 査

ア 干 潟 分 布 調 査 及 び干 潟 改 変 状 況 調 査

1調 査 の ね ら い

(1)干 潟 分 布 調 査

現 存 す る 干潟 の 最 新 の 分 布状 況 、 面 積 、 主 な特 性 を 明 らか に す る 。

(2)干 潟 改 変 状 況 調 査

前 回 調 査 以 降 の 埋 立 、 凌 深 等 の 人 工 改 変 に よ る干 潟 の 消 滅 状 況 を調 査 し、 開 発 に

よ る干 潟 改 変 の 動 向 を把 握 す る。

2調 査 対 象 の 定 義

(1)干 潟 分 布 調 査(現 存 干 潟)

現 存 す る干 潟 で 、 次 の要 件 の 全 て に合 致 す る もの 。

① 高 潮 線 と低 潮線 に挟 ま れた 干 出域 の 最大 幅 が100m以 上 あ る こ と。

② 大 潮 時 の連 続 した干 出域 の 面 積 が1ha以 上 であ る こ と。

③ 移 動 しや す い底 質(礫 、 砂 、 砂 泥 、 泥)で あ る こ と。

*干 出 幅 は 、基 本 的 に は大 潮 時 あ 平 均 高 潮 線 ・低 潮 線 で 判 断 す る も の とす るが 、

不 明 な 場 合 は 地 形 図(国 土 地 理 院)や 海 図 上 に 記 載 さ れ て い る干 潟 の幅(5万

分 の1地 形 図 上 で は2皿 皿)を め や す に判 断 して さ しつ か え な い 。

*河 口 干 潟 に つ い て は 、 河 口 か ら第1橋(埋 立 地 内 の 橋 は含 め な い)ま で 対 象

とす る。 ま た 河 口干 潟 につ い て は 、 干 出 幅 が100mに 満 た な くと も、 連続 した 干

出 域 の 面 積 が1ha以 上 あれ ば 対 象 とす る。

*人 工 的 に 造 成 さ れ た 干潟 も対 象 と す る。

(2)干 潟 改 変 状 況 調 査(消 滅 干潟)

前 回 調 査 以 降 、 埋 立 、 凌 深 そ の 他 の 人 工 的 改 変 に よ り消 滅 した 干 潟 で 、 次 の すべ

て の 要 件 に 合 致 す る も の 。

① 前 回 調 査 時 点(昭 和53年 度 末 とす る 。)に お い て 存 在 した 干潟 で あ る こ と。

な お 、 前 回調 査 に 記載 され て い る干 潟 で あ って も、 上 の ア の 定 義 に該 当 しな い

もの は 存 在 した も の とは み な さ な い 。

② 消 滅 面 積 が1ha以 上 で あ る こ と。 埋 立等 の事業 区域 が1ha以 上 あ っ て も、 干潟

そ の も の の 改 変 が1haに 満 た な い も の は 消 滅 域 に は 含 め な い 。

3調 査 区

・ 調 査 は 調 査 区 単位 で 行 う。

・ 調 査 区 は 前 回調 査 の もの とは 別 に
、 今 回 新 た に 以 下 の 方針 に基 づ き設 定 す る。
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・ 設 定 さ れ た調 査 区 に つ い て 通 し番 号 を付 与 す る 。

*現 存 干潟 、 消 滅 干潟 は 区別 せ ず 一 連 の 通 し番 号 とす る 。

・ 今 回 設定 さ れ た調 査 区 と前 回調 査 の 調 査 区 との 対 応 関 係 を、 別 途調 査 区 対 照 表 と し

て 整 理 す る。

(1)現 存 干 潟

・ 原 則 と して 、 同 タ イ プ の 干 潟 が 連続 的 に分 布 す る範 囲(分 布 域)を1調 査 区 と

す る。

た だ し、 分 布 域 が 長 大 な 場 合 せ 、 河 口、 み お 、 航 路 、 岬 角 等 の 地 形 で 適 宜 区 分

す る こ とが で き る。

また 、 河 口等 で 小 面 積 の 分 布 域 が 接 近 して い る場 合 は 、 ま とめ て1調 査 区 とす

る こ とが で き る。(対 象 要 件 を満 た して い な い 小面 積 の 分 布 域 は 含 め な い)

・ 調 査 区 の 区 分 は 、 で き る だ け 前 回調 査 で の 区 分 と対 応 させ る こ と とす るが 、 人

工 改 変 に よ る消 滅 や 地形 の 変化 等 に よ り、 前 回 の 調 査 区 区 分 に従 う こ とが 適 当 で

な い場 合 は適 宜 変更 す る 。

(参 考 図1-1調 査 区 の 設定 一現 存 干潟)

(2)消 滅 干 潟

・ 埋 立 等 の 同 一工 区(同 時 に 着 工 さ れ た 一体 の工 事)ご とに 区 分 して1調 査 区 と

す る。(参 考 図1-2調 査 区 の 設定 一消 滅 干 潟)

4調 査 項 目

干 潟 分 布 調 査 及 び 干 潟 改 変 状 況 調 査 の調 査 項 目は以 下 の とお りと す る 。

(1)干 潟 分 布 調 査

・分 布域 の位 置 ・範 囲

・面積

・干 潟 の タ イ プ

・底 質

・遮 蔽度

・植 生

・藻 場

・鳥類 の 渡来 状 況

・清 澄度

・海 岸 改 変状 況

・陸 域 の 土 地利 用

・保 護指 定

・干 潟 の 利 用

・環 境 質 の 変化
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・開発 計 画

(2)干 潟 改 変 状 況 調 査

・消 滅 域 の位 置 及 び 範 囲

・面 積

・消 滅 時期

・消 滅 原 因

・消 滅 前 の 干 潟 の タ イ プ

5調 査 方 法

(一 般 的 事 項)

既 存 資 料 に よ る資 料 調 査 を基 本 とす るが 、 経 費 の許 す 限 りヒア リ ング調 査 や現 地 確 認

調 査 を行 う こ と が 望 ま しい 。

[参 照 す べ き既 存 資 料 の 例]

・第2回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査(干 潟 ・藻 場 ・サ ン ゴ礁 調 査)の 成 果物

・最 新 の空 中 写 真

・国 土 地 理 院発 行 の地 形 図

・海 上 保 安 庁 水 路 部 発 行 の 海 図

・国 土 庁 ま た は 経 済 企 画 庁 総 合 開 発 局 作 成 の 土 地 分 類 図

・第3回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査(海 岸 調 査 、 海 域 生 物 環 境 調査 等)の 成 果 物

・埋 立 計 画 等 に 関 す る各 種 環 境 ア セ ス メ ン ト図 書

・ノ リ養 殖 等 の 漁 場 図

・既 往 の調 査 報 告書

・そ の 他

(各 項 目別 の 調 査 方法)

(1)分 布 域 ・消 滅 域 の 位 置 ・範 囲

前 回調 査 の原 因 、 空 中写 真 の 読 み 取 り、 地 形 図 等 の 記 載 、 そ の 他 の知 見 に よ り把

握 す る。 消 滅 域 に つ い て は 、公 有水 面埋 立 図 書 等 も参 考 にす る。

(2)分 布 域 ・消 滅 域 の 面積

面 積 は 原 則 と して 五 万 分 の1地 形 図 上 に転 記 した 分 布 域 ・消 滅 域 を 日林 協 式 点 格

子 板 を用 い て 読 み 取 る も の とす る 。 な お 小 面 積 の 調 査 区 に あ って は、 平 均 沖 出 し幅

×延 長 に よ る概 算 値 と して さ しつ か え な い 。

ha単 位(ha未 満 は 四 捨 五 入)と す る 。

(3)消 滅 時 期

公 有 水 面 埋 立 図 書 そ の 他 の知 見 を参 考 に 把 握 す る。 な お 消 滅 時期 は 埋 立 工 事 等 の

着 工 時点 とす る。

(4)消 滅 原 因

一274一



公 有 水 面埋 立 図 書 その 他 の 知 見 を参 考 に 、 次 の 区分 に よ り把 握 す る 。

1埋 立2干 拓3漫 深4そ の他(内 容 を具 体 的 に 記 述)

(5)干 潟 の タ イ プ

地 形 ・成 因 か らみ た 干 潟 の タ イ プに つ い て、 次 の 区分 に よ り把 握 す る 。

1前 浜2河 川3潟 潮4そ の 他(人 工 干 潟 な どを 具体 的 に 記 述)

(6)底 質

干 潟 の 底 質 に つ い て 資 料 調 査 及 び 必 要 に応 じ現 地 調 査 等 を行 い 、 次 の 区 分 に よ り

把握 す る。 異 な る底 質 が含 まれ る場 合 は 最 も面 積 の 広 い もの を 記載 す る。

1礫2砂3砂 泥4泥

な お 底 質 の ち が い は 下記 に よ り判断 す る。

礫 粒 径2m皿 以 上

砂0.1～2m水 中で撹 拝 す る とす ぐ沈 積 す る。

泥0.1m以 下 水 中で撹 拝 して も沈 積 しに くい 。

砂 泥 砂 と泥 の 混合

(7)遮 蔽度

波 浪 の 強 さ や頻 度 か らみ た海 岸 の タ イ プ につ い て 、 次 の 区分 に よ り把 握 す る 。

1開 放 海 岸2保 護 海 岸3包 囲海 岸

(8)植 生

干 潟 内 の 主 要 な 陸 上 植 生 の 有 無 お よ び 種 類 に つ い て 、 空 中写 真 、 植 生 図 等 既 存 資

料 を参 考 に 次 の 区 分 に よ り把 握 す る 。(小 面 積 で局 地 的 に 分 布 す る も の は 無 視 す

る。)

0不 明

1干 潟 内 に は植 生 は ない 。

2冠 水 草 原(ア シ、 オ ギ等)

3塩 沼 地 植 生(草 本:ア ッケ シ ソ ウ、 シチ メ ン ソ ウ等)

4塩 沼 地 植 生(木 本:マ ン グ ロー ブ)

5そ の 他(内 容 を具 体 的 に 記 述)

(9)藻 場

干 潟 内 の 藻 場 の 有 無 お よび 種 類 に つ い て 、 空 中写 真 そ の 他 既 存資 料 等 を参 考 に 次

の 区 分 に従 い把 握 す る 。

1な し2ア オ サ ・ア オ ノ リ場3ア マ モ場4そ の他 の 藻 場

(10)鳥 類 の 渡 来 状 況

当該 干 潟 へ の シ ギ ・チ ドリ類 の渡 来 状 況 に つ い て 、 各 県 の 野 鳥 関 係 団体 や 専 門 家

か らの ヒ ア リン グ を行 い、 次 の 区 分 に よ り把 握 す る 。

0不 明
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1

2

3

4

5

渡 来 数 が特 に 多 い。

渡 来 数 が 多 い 。

渡 来 数 は 少 な い 。

種類 が 多 い。

大 型 の シ ギ 類 が 含 ま れ る。

(11)清 澄 度

干 潟 の 海 水 の きれ い さの 程度 に つ い て 、 次 の 区分 に よ り把 握 す る 。

1き れ い 。

2少 し汚 れ て い る 。

3か な り汚 れ て い る。

(12)海 岸 改 変状 況

海 の 底 が よ く見 え、 快 適 な 気 分 で 泳 げ る程 度

透視 度30㎝ 以 上

海 水 に 浸 か る こ とが 気 に な らな い程 度

透 視 度20～30㎝ 程度

海 水 に 浸 か る気 が しな い程 度 、 透 視 度20㎝ 以 下

干 潟 の 海 岸 線 の 改 変状 況 を下 記 の 区分 に よ り把 握 す る。

自然 海 岸 、 半 自然 海 岸 、 人工 海 岸 の定 義 は 、 第3回 基 礎 調 査 海 岸 調 査 に よ る こ と

と し、 河 口及 び 河 川 内 の場 合 は そ の 他 に 区 分 す る。 詳細 は 上 記 調 査 実 施 要 領 を参 考

に す る こ と。

上 記 海 岸 調査 の 結 果 を参 照 し、 そ の後 の 変 化 を確 認 す る こ とに よ り調 査 す る。

なお 同 一 調 査 区 内 に異 な る海岸 区 分 が 含 まれ る場 合 は すべ て 記 載 す る 。

1自 然 海 岸

2半 自然 海 岸

3人 工 海 岸

4そ の 他

(13)陸 域 の 土 地 利 用

海 岸(汀 線)が 人 工 に よ って 改 変 さ れ な いで 自然 の 状 態 を維 持

して い る海 岸 。

道 路 、 護 岸 、 テ トラ ポ ッ ト等 の人 工 構 築 物 で 海 岸(汀 線)の 一

部 に 人 工 が加 え られ て い るが 、 潮 間 帯 に お い て は 自 然 の 状 態 を

保 持 してい る海 岸 。

埋 立 ・凌深 ・干 拓 等 に よ り人 工 的 に つ く られ た海 岸 等 、 潮 間 帯

に 人 工 構 築 物 が あ る海 岸 。

河 口部 、 河 川 内 。

干 潟 に接 す る 陸 域 の 土 地 利 用 に つ い て 、 上 記 海 岸 調 査 結 果 等 を 参 考 に次 の 区 分 に

基 づ き把 握 す る。

1自 然 地

2農 業 地

3市 街 地 ・工 業 地

そ の 他

樹林 地 、 砂 浜 等 人 工 に よ って 改 変 さ れ な い で 自 然 の 状 態

を保 持 して い る 土 地 。

水 田 、 畑 、 牧 野 等農 業 的 土地 利 用 が行 わ れ て い る 土 地 。

上記 以 外 の土 地 。
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(14)保 護指 定

干 潟 内お よび 背 後 の 陸 域 の 保 護 指 定 の状 況 を 、 上 記 海 岸 調 査 結果 等 を参 考 に 次 の

区分 に よ り把 握 す る。

な し:0

国 立公 園[特 別 保 護 地 区:11特 別 地 域:12普 通 地 域:13]

国定 公 園[特 別 保 護 地 区:21特 別 地 域:22普 通 地 域:23]

県 立 自然 公 園[特 別 地 域:32普 通 地 域:33]

自然環 境 保 全 地 域[特 別 地 区:52普 通 地 区:53]

県 自然 環 境 保 全 地 域[特 別 地 区:62普 通 地 区:63]

鳥獣 保 護 区[特 別保護地区:71そ の 他:73]

(15)干 潟 の利 用

干 潟 に お け る レ ク リエ ー シ ョ ン利 用 の 状 況 を 既 存 資 料 、 ヒア リン グ 等 に よ り次 の

区分 に した が って 把 握 す る。

0不 明1潮 干 狩2つ り3海 水 浴4バ ー ドウ ォ ッチ ン グ

5そ の他(内 容 を具 体 的 に 記述)

(16)環 境 質 の 変化

既 存 資 料 、 ヒ ア リ ン グ等 に よ り現 時 点 で 認 め られ る 環 境 質 の 変化 や 汚 染 状 況 に つ

い て 、 つ きの 区 分 に従 い把 握 す る。

0不 明

1特 に な し

2自 然 的 地 形 変化(内 容 を具 体 的 に 記述)

*侵 食 、 河 道 の 変 化 等 人 工 改 変以 外 の 要 因 に よ る 地 形 変 化 で顕 著 に 認 め ら れ

る もの 。

3開 発 に と も な う 土砂 ・シル トの流 入

4赤 潮 、 青 潮 の 発 生

5ご み の 漂 着

6そ の 他(内 容 を具 体 的 に 記 述)

(17)開 発 計画

埋 立 て 等 の大 規 模 な 開 発 が 計 画 され て い る場 合 、 そ の 名 称 ・内 容 を 具 体 的 に 記 述

す る。
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イ 干 潟 生 物 調 査

1.調 査 の ね らい

各 県 の現 存 干 潟 か ら代 表 的 な 干 潟 を選 定 し、 底 生生 物 を 中心 と した現 地 調 査 を行 い 、

そ の 特 徴 を把 握 す る。

2.対 象 調 査(=標 本 区)の 選 定

干 潟 生 物 調 査 を実 施 す る 調 査 区(以 下 標 本 区 とい う。)は 、 干 潟 分 布調 査 の 対 象 調 査

区 の 中 か ら、 各 県 に お い て 次 の よ うな 考 え方 に基 づ き選 定 す る 。

① 各 県 に つ き概 ね5カ 所 を選 定 す る。

② シ ギ ・チ ドリ類 の 渡 来 地 と して 重 要 な干 潟 を で きる だ け選 定 す る 。

③ で き るだ け タ イ プ 、 底 質 の 異 な る干 潟 を選 定 す る。

④ 地 域 的 な 偏 りの な い よ う選 定 す る。

3.調 査 項 目及 び 内容

(1)環 境 の 概 況

地 形 、 底 質 、 植 生 、 土 地 利 用 等 干 潟 環境 の 概 況 を把 握 す る。

(2)底 生 生 物 の 生 息 状 況

干潟 の 潮 間 帯 を 上 部(岸 寄 り)、 中部、 下 部(沖 寄 り)の3ゾ ー ンに 区分 し、 そ れ

ぞ れ の ゾー ンで 主 要 な底 生 生 物 の 種 類 と出現 状 況 を把 握 す る。

(3)鳥 類 の 渡 来 状 況

干 潟 に渡 来 す る シ ギ ・チ ド リ類 、 ガ ン ・カ モ類 等 の 渡 り鳥 の 主 な種 、 渡 来 時 期 、

渡 来 数 、 干 潟 で の生 態 等 を把 握 し、 概 要 を記 述 す る 。

4.調 査 方 法

(1)全 般 的 事 項

① 環 境 の 概 況 お よ び② 底 生 生 物 の 生 息 状 況 に つ い て は 、 原 則 と して 現 地 調 査 に

よ り把 握 す る 。 な お併 せ て 既 存 資 料 調 査 や ヒ ア リ ン グ調 査 も 行 い 、 現 地 調 査 デ ー

タ を補 完 す る。

(下 記 の 方 法 に よ る現 地 調 査 と 同精 度 の 最 新 のデ ー タ が 得 られ る場 合 に は 、 既 存

資 料 に よ る資 料 調 査 と して さ しつ か え な い 。)

③ 鳥 類 の 渡 来 状 況 につ い て は 、 主 と して 県 内 の 野 鳥 関 係 団 体 、 専 門 家 か らの ヒ ア

リ ング及 び 資料 調 査 に よ り把 握 す る。

(2)現 地 調 査

・標 本 区 内 の典 型 的 環 境 を有 す る地 点 を選 び 、大 潮 の 干 潮 時 に 現 地 調査 を実 施 す る。

・観 察 適 期 に 調 査 で きな か っ た た め 、 十 分 な デ ー タ が 得 られ な か った 生 物 に い て は

必 要 に応 じ既 存 の デ ー タ に よ り補 完 す る。

・各 調 査 地 点 で は 次 に よ り調 査 を 行 う。

① 調 査 起 点及 び 調 査 測 線 の設 定
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・汀 線 陸側 の護 岸 等 を起 点 と し、 沖 側 に 向か って 調 査 測 線 を選 定 す る。

② 調 査 地 点周 辺 の概 観

・調 査 地 点 周 辺 を広 く観 察 し、 地 形 、 底 質、 植 生 の 分 布 、 鳥類 の 生 息 状 況 、 海 岸 線

の 改 変 状 況 、 陸 域 の 土 地 利 用 等 当 該 地 点 の 環 境 の概 況 を把 握 す る。 こ の 際調 査 測

線 上 の 低 潮 線 、 高 潮 線 、 底 質 、 植 生 分 布 等 に つ い て 、 起 点 か らの 概 略 の距 離 を測

定 して お く。 また 調査 地 点 周 辺 の 現況 写 真 を撮 影 す る。

③ 底 生 生 物相 の 観 察

・調 査 測 線 上 で 干 潟 の潮 間 帯(大 潮 時 の低 潮 線 と高 潮 線 の 間)を 上 部(陸 寄 り)、

中部 、 下 部(沖 寄 り)の3ゾ ー ンに お お む ね3等 分 す る。(干 潟 の 幅 が 狭 く3ゾ

ー ンの 区分 が 難 しい場 合 は、 上 部 、 下部 の2ゾ ー ン とす る。)

・各 ゾー ンでお お む ね10カ 所 の観 察点 を 設定 し、 シ ャ ベ ル で底 質 を掘 り取 り、 目

にふ れ る底 生 生 物 の 種 及 び個 体 数 を観 察 す る 。

・観 察 点 は 互 い に10m以 上 離 し、 基 本 的 に は測 線 方 向 に配 置 す る こ と とす るが 、 具

体 的 な 位 置 は 、 底 生 生 物 の 生 息 状 況 が 偏 りな く把 握 で き る よ う適 宜 現 地 で 判 断 す

る 。 な お 、 上 部 ゾ ー ンで は 高 潮 線 付 近(高 潮 線 が 護 岸 等 か ら始 ま って い る場 合 は

そ の 直 下)の 、 ま た下 部 ゾ ー ン で は低 潮線 付 近 の観 察 点 が、 必 ず 含 ま れ る よ う留

意 す る 。

・各 観 察 点 で は 、 干 潟 表 面 及 び 砂 泥 中の 生 物 を 目視 観 察 す る。 砂 泥 中 の生 物 は 、 シ

ャ ベ ル で 表層 か ら20㎝ ～30cmの 深 さ まで掘 り取 り観 察 す る。 観 察 す る範 囲 は50

㎝ ×50㎝ を め や す とす る が 、 厳 密 な コー ドラ ー トを設 定 す る 必要 は な い 。

・観 察 対 象 とす る生 物 は 、 現 場 で 目視 で 容 易 に 識別 し得 る 大 き さ以 上 の も の と し、

観 察 事項 は種(類)及 び 個 体 数 の 多 さの 程 度(多 い 、 普 通 、 少 な い)と す る。

*個 体 数 の 多 さ の 基 準 は種 に よ っ て異 な り、 一 律 に は 示 せ な い の で調 査 者 が 経 験

に 基 づ き判 断 す る。

あ らか じめ調 査 票 に 記 載 さ れ て い る代 表 的 な種(類)に つ い て は 、 必 ずチ ェ ヅ

ク し、 そ れ 以外 の種 に つ い て は主 な もの につ い て 同様 に 観 察 す る。

な お 、調 査 票 は 本州(房 総 以 西)・ 四 国 ・九 州 海 域 と南 西 諸 島 海 域 の2海 域 で、

そ れ ぞ れ 異 な る もの を 用 い る。

各 観 察 点 の観 察 結 果 は 総 合 し、 各 ゾ ー ン全 体 の 観 察 結 果 と して 取 りま とめ 記 録

す る。

・観 察 結 果 は 次 の底 生 生 物 の 分 類 群 に区 分 して 記載 す る。

二 枚 貝 類

巻 貝 類

カ ニ ・エ ビ ・ヤ ドカ リ類

そ の他 の 底 生 動 物(ゴ カ イ類 、 イ ソ ギ ンチ ャ ク類 等)
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植 物(海 藻 ・海 草 類)

・底 生 生 物 の 出 現 状 況 は 、 当該 種 の ゾー ン全 体 を通 じた 出現 頻 度 及 び 各観 察 点 にお

け る個体 数 の 多 さ に 着 目 し、 次 に よ り判 断 す る。

レベ ル

多 い

と こ ろに よ り多 い

普 通 に見 られ る

少 ない

見 られ ない

判 断 基 準

どこで も見 られ 、 個 体数 も 多 い。

(・ 多 くの 観 察 点 で 出 現 し、 か つ個 体 数 の 多 い 観 察 点 が

多い 。)

とこ ろに よ り、 数 多 く見 られ る。

(・ 多 くの 観 察 点 で 出 現 す る が 、 個 体 数 の 多 い観 察 点 は

限 られ て い る。 又 は 、

・一 部 の 観 察 点 に 限 り出 現 す るが 、 そ こ で の 個 体 数 が 多

い。)

どこで も見 られ るが 、個 体 数 は 多 くな い 。

(・ 多 くの 観 察 点 で 出 現 す る が 、 どの 観 察 点 で も 個 体 数

は普 通、 または 少 な い。)

と ころ に よ り見 られ るが 、 個 体 数 は 多 くな い 。

(・ 一 部 の 観 察 点 に の み 出 現 し、 個 体 数 は 普 通 、 ま た は

少 な い。)

見 られ な い

(・ い ずれ の 観 察 点 に も 出現 しな い 。)

・植 物 は 藻 場 と して の ま と ま りを な して 出現 す る も の を 対 象 と す る。 出現 状 況 は、

次 に よ り当該 藻 場 の 疎 密 度 で 判 断 す る。

疎 密 度 判 断 基 準

濃 生 海 底 面 が ほ とん ど植 生 に よ っ て覆 わ れ て い る。

密 生 海 底 面 よ り植生 の ほ うが多 い 。

疎 生 植 生 よ りも海底 面 の ほ うが 多 い 。
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II.藻 場 調 査

藻 場 分 布 調 査 及 び 藻 場 消 滅 状 況 調 査

1.調 査 の ね ら い

(1)藻 場 分 布 調 査

現 存 す る藻 場 の 最 新 の 分 布状 況 、 主 な特 性 を明 らか に す る。 また 、 前 回 調 査 以 降

の 面積 、 疎 密 度 等 の 変化 の傾 向 お よび そ の 原 因 を把 握 す る 。

(2)藻 場 消 滅 状 況 調 査

前 回調 査 以 降 に お け る藻 場 の 消 滅状 況(人 工 改 変 だ け で な く、 海 況 変化 に よ る 自

然 消滅 等 も 含 む 。)及 び そ の 原 因 を把 握 す る。

2.調 査 対 象 の 定 義

(1)藻 場 分 布 調 査(現 存 藻場)

現 存 す る藻 場 で、 次 の 要件 の すべ て に合 致 す る もの 。

① 面積 が1ha以 上 で あ る こ と。

② 水 深20m以 浅 に分 布 す る こ と。

(2)藻 場 消 滅 状 況 調 査(消 滅 藻場)

前 回 調 査 以 降 消 滅 した と判 断 さ れ る藻場 で 、 次 の すべ て の要 件 に合 致 す る も の 。

な お 埋 立 、 凌 深 な どの 人 工 改 変 だ け で な く、 海 況 変 化 そ の 他 の 要 因 に よ る 消 滅 域

も含 む も の と す る が、 季 節 変 動 に よ る一 時 的 な消 滅 域 は 除 くこ と。

① 前 回 調 査 時 点 で 存在 して い た 藻 場 で あ る こ と。

② 消 滅 面 積 が1ha以 上 で あ る こ と。

3.調 査 区

・調 査 は調 査 区 単 位 で 行 う。

・調 査 区 は前 回 調 査 の もの と は別 に 、新 た に 以 下 の 方 針 に 基 づ き設 定 す る。

・設 定 され た調 査 区 に つ い て 、 通 し番号 を付 与 す る。

*現 存 干 潟 、 消 滅 干 潟 は 区 別 せ ず 一 連 の通 し番 号 と す る。

(1)現 存 藻場

・原 則 と して、 藻場 が 連 続 的 に分 布 す る範 囲(分 布 域)を1調 査 区 とす る。

た だ し分 布 域 が 長 大 な 場 合 は 、 河 口、 み お 、 岬 角 等 の 自然 地 形 で 適 宜 区 分 して

1調 査 区 とす る こ とが で き る 。

ま た 、 小 面 積 の 分 布 域 が 接 近 して い る 場 合 は 、 ま とめ た1調 査 区 と す る こ とが

で きる 。(対 象 要 件 を満 た して い な い 小 面 積 の分 布 域 は 含 め な い。)

*異 な る タ イ プ の 藻 場 で あ って も、 連 続 し一体 の 分 布 域 を な して い る場 合 は 、 同 一

の調 査 区 と して 扱 って さ しつ か え な い 。

・調 査 区 の 区 分 は で き る だ け 前 回調 査 の 区 分 と対 応 さ せ る こ と と す る が 、 分 布 域 の
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変 動 等 に よ り困 難 な 場 合 に は 、 現 時 点 で も最 も適切 な 区 分 を適 宜 設 定 す る。

(参 考 図2-1調 査 区の 設 定 一現 存 藻 場)(略)

(2)消 滅 藻 場

・連 続 す る消 滅 域 を1調 査 区 とす る。

埋 立 て 等 の 人 工 的 改 変 に よ る消 滅 域 の 場 合 も、 一 連 の 消 滅 域 は 一括 して1調 査 区

と して 差 し支 え な い 。(消 滅 干 潟 の場 合 とは 異 な る こ とに 注 意 。)

(参 考 図2-2調 査 区 の設 定 一消 滅 藻 場)(略)

4.調 査 項 目

藻 場 分 布 調 査 及 び 藻 場 消 滅 状 況 調 査 の 調 査項 目は、 以 下 の 通 りと す る。

(1)藻 場 分 布 調 査

・分 布 域 の 位 置 及 び 範 囲

・面 積

・藻 場 の タ イ プ

・優 占種

・疎 密 度

・分 布 域 及 び 疎 密度 の 経 年 変化

(2)藻 場 消 滅 状 況 調 査

・消 滅 域 の位 置 及 び 範 囲

・面積

・消 滅 前 の 藻場 の タ イ プ

・消 滅 原 因

5.調 査 方 法

(一 般 的 事 項)

既 存 資 料 に よ る 資 料 調 査 とす るが 、経 費 の 許 す限 りヒア リン グ調 査 や 現 地 確 認 調 査 を

行 う こ とが 望 ま しい 。

[参 照 す べ き既 存 資 料 の例]

・第2回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査(干 潟 ・藻 場 ・サ ンゴ 礁調 査)の 成 果 物

・最 新 の空 中写 真

・埋 立 て 計 画 等 に 関 す る環 境 アセ ス メ ン ト図 書 ・

・水 産 資 源 関 係 の調 査 報 告 書

・そ の 他

(各 項 目別 の調 査 方 法)

(1)分 布 域 ・消 滅 域 の 位 置 お よび 範 囲

前 回 調 査 の 原 因 ・空 中 写 真 の 読 み 取 り、 公 有 水 面 埋 立 図 書 、 既 存 の 調 査 資 料 、 ヒ

ァ リン グ 結 果 等 を参 考 に して把 握 す る。
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な お、 分 布 域 は 、 年 間 で 最 も海 藻 ・草類 が 繁茂 す る時 期 の もの とす る。

(2)分 布域 ・消 滅 域 の 面 積

分 布 域 ・消 滅 域 の 面 積 は 、 原 則 と して 五 万 分 の1地 形 図 上 に転 記 した 分 布 域 ・消

滅 域 を 日林 協 式 点格 子 板 を 用 いて 読 み取 る も の とす る。 数 値 は1ha単 位(1ha未 満

は 四捨 五 入)と す る。

(3)消 滅理 由

次 の 区分 に よ り、 公 有 水 面 埋 立 図書 、 既 存 の調 査 資 料 、 そ の他 漁 業 関 係 者 か らの

ヒア リ ング等 を参 考 に して 把 握 す る。

1埋 立等 の 直 接 改 変2磯 焼 け3乱 獲4そ の 他 海況 変化 等0不 明

(1お よ び4の 場 合 は 内 容 を 具体 的 に 記 述)

(4)藻 場 の タ イ プ

構 成 種 か ら見 た 藻 場 の タ イ プ に つ い て 、 前 回 調 査 そ の 他 の既 存 資 料 、 ヒ ア リ ン グ

な どに よ り、 次 の区 分 に 従 い 把 握 す る。

1ア マ モ場2ガ ラ モ 場3コ ンブ場4ア ラ メ場5ワ カ メ場

6テ ングサ 場7ア オ サ ・ア オ ノ リ場8そ の 他

*各 タ イ プ の代 表 的 な構 成 種(類 、 科 、 属 名 を含 む)は 、 以 下 の とお り。

1ア マ モ場:ア マモ 、 コ ア マ モ 、 ス ガ モ 、 エ ビア マ モ 、 ス ゲ ア マ モ 、

ウ ミヒル モ

2

3

4

5

6

7

8

ガ ラ モ 場:○ ○ ○ モ ク 、 ウ ミ トラ ノ オ 、 ホ ン ダ ワ ラ

コ ン ブ場:○ ○ ○ コ ン ブ 、 チ ガ イ ソ 、 ア ナ メ

ア ラ メ 場:カ ジ メ 、 ア ラ メ 、 ス ジ メ 、 ア ジ メ 、 ク ロ メ 、 ヅ ル ア ラ メ

ワ カ メ 場:ワ カ メ 、 ヒ ロ メ

テ ン グ サ 場:テ ン グ サ 類 、 マ ク サ 、 オ オ ブ サ 、 オ バ ク サ

ア オ サ ・ア オ ノ リ場:ア オ サ 類 、 ア ナ ア オ サ 、 ヒ トエ グ サ 、 ア オ ノ リ類 、 ヒ ラ

ア オ ノ リ

そ の 他:そ の 他 の 海 藻 ・海 草 類

(5)優 占種

前 回調 査 そ の 他 の 既 存 資 料 、 ヒア リン グ な どに よ り、 調 査 区 に お け る海 藻 ・海 草

類 の 主 な優 占種 名 を把 握 す る 。

(6)疎 密 度

藻 場 の植 生 の 繁 茂 密 度 に つ い て 、 既 存 資 料 、 ヒ ァ リ ン グ な どに よ り、 次 の 区 分 に

従 い把 握 す る。 当 該 藻 場 の 最 も繁 茂 す る 時 期 にお け る 状 態 で 判断 し、 ま た 同 一調 査

区 内で 異 な る疎 密 度 が 認 め られ る場 合 に は 、 優 占す る もの を記 入 す る 。

1疎 生:植 生 よ りも海 底 面 の ほ うが 多 い 。

2密 生:海 底 面 よ り植 生 の ほ うが 多 い 。

一283一



3濃 生:海 底 面 が ほ とん ど植 生 で 覆 わ れ て い る 。

0不 明

(7)経 年 変化

前 回 調 査 時 点 以 降 の 分 布 域 、 疎 密 度 の 変化 傾 向 お よ び そ の 理 由 を 、 前 回調 査 結 果

そ の 他 の 既 存 資 料 お よ び ヒア リン グ等 に よ り把 握 す る。

な お こ こ で の 経 年 変化 とは 、 短 期 的 な周 期 で 繰 り返 され る 変動 で は な く、 長 期 的

に一 定 の 傾 向 が持 続 して い る と認 め られ る もの とす る。

ア 分 布 域:1増 加 傾 向2減 少 傾 向3変 化 な し0不 明

イ 粗 密 度:1増 加 傾 向2減 少 傾 向3変 化 な し0不 明

ウ 原 因:1埋 立 等 の 直 接 改 変2磯 焼 け3乱 獲4そ の 他 海

況 変 化 等0不 明

(1、4の 場 合 は 内容 を具 体 的 に記 述)

別 紙1-1干 潟 分 布 図(略)

〃1-4現 存 ・消 滅 干 潟 一 覧表(略)

〃1-8藻 場 分 布 図(略)

〃1-11現 存 ・消 滅 藻 場 一 覧表(略)

別 紙2報 告 書 作 成 要 領(略)

〃3干 潟 ・藻 場 分 布 図 帳 作 成要 領(略)
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〈別 紙1-2>

地 図 番号 蠣査区番号

1位 置

海 媛 名

(海域 コー ド)

現存干潟調査票

調査 年 度

都道府県名

市 町 村 名

(そラ 政 コ ー ド)
地 名

2面 積

3タ イプ

4底 質

5遮 蔽度

6埴 生

7藻 場

8鳥 類(シ 事 ・チ ド

リ類)の 渡来状況

9清 澄度

10海 岸改変状況

判 陸域土地利用

12保 護指定

13干 潟 の利用

14環 境質の変化

15開 発計画

16備 考

17隅 査者

18調 査実施方法

ha

1前 浜 2河 ロ 3潟 湖 4そ の他( )

1礫 2砂 3砂 泥 4泥

1開 放海岸 2保 護海岸 3包 囲海岸

1干 潟内 には植 生 はな い

2冠 水草 原(ヨ シ、 オ ギ等)

3塩;召 地 植 生(草 木:アフケシソウ、A凶ジ、シチメンソウ等)

4塩 沼 地 植生(木 本:マ ングo一 ブ)

5そ の他 の 植生

0不 明

1な し 2ア 籾 ・アれ リ場 3ア マ モ場4そ の 他 の藻場( )

1渡 来数が特に多い

5大 型のシギ類が含まれる

2渡 来数が多い

0不 明

3渡 来 数 は少 な い 4種 数が多い

1き れ い

2少 し汚 れて い る

3か な リ汚 れ て い る

・ 海 の 底 が よ く見 え 、快 適 な 気分 で 泳 げ る程 度 、 透 視 度30cm以 上

・ 海 水 に 浸 か る こ とが気 にな らな い程度 、透 視 度20～30cm程 度

・ 海 水 に 浸 か る気 が しな い程 度、 透 視度20cm以 下

1自 然海 岸 2半 自然海岸 3人 工海岸 4そ の他(河 口 、河 岸)

1自 然地 2農 業地 3市 街 地 ・工 業地 ・そ の 他

な し0

国立 公園

特 別 保護 地 区11

特 別 地域(地 区)12

普 通 地域(地 区)・その 他i13

国 定 公 園

21

22

23

県立 自然公 園

32

33

県自然環境保全地域

62

63

鳥 獣 保 護 区

71

73

1潮 干 狩2釣

(そ の他 の 内容)

3海 水浴 4バ ー ドウ 貯ッチ ング5そ の他0な し ・不 明

1特 に な し

4赤 潮、 青 潮 の 発生

(内 容)

2自 然 的地形変化

5ご みの漂着

3開 発 に伴 う土砂 ・シル トの 流入

6そ の 他O不 明

所属 氏名

1資 料調査 2ヒ ア リ ング圏 査 3現 地確認隅査
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<別 紙1-3>

地図番号

1{亘 置

蟄五区番号

消 滅 干 潟 調 査 票
蟄査年度

都遡府嗅名

海 埴L

(淘3藪 コー ド)

布 町 村 名

(石 政 」 ・のド)

地名

2面 積

3タ イ プ

4}肖i践 年

5消 減原因

6債 考

1?調 宜 考

t,6

1繭 浜2河tコ3潟 湖 4そ の 他( )

年

1埋 立 て

4そ の 他(

2干 拓 3湊 濃(航 路 、泊 地 等)

)

所属 氏名
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<別 紙1-5>
前 回騨 轟 癖 姦…繍i護 解 表

今 回調査区

現存干潟

番号 面積ha

消 滅干潟

番号 面積ha

区分の変更

(有 無 ・内容)

前回調査区

現存子潟

番号 面積ha

備考
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<別 紙1-6>

標 本 区 環 境 調 査 票

地 図
番 号

顔

境

の

概

祝

底

生

生

物

相

の

概

要

特

徴

鳥

顛

の

渡

来

状

祝

あ

整
蛮

謂査区
番 号

市町 村名

OO市

地 名

OOOO湾

調査年度

都道府県名

19'91

OO県

(記 入例)

1地 形 ・底質

00湾 臭部に広 く干出す る前浜干潟。標本区の範囲はOO岬 から00港 航路の間の約80
haで、沖出し幅は約2bo鵬 、3本 の中小河川が流入する。干潟面はほ霞回 じ傾斜で低翻線

重で続いているが、中間に3本 のやや深いみむ筋がある。底質は大部分が粗粒の砂である

が、河ロ付近かよびみお筋では泥混 じりの細砂が分布する。海水の清燈度はかお晦 ね良好

である。

2淘 岸改変状況

干潟の海岸線はすべて人工海岸化され、高潮線には護岸が設置されている。背後は干拓地。

3植 生

干潟と陸域の問は護岸で分断されて於 り、干凋内には顕薯な檀生は存在 しない。護牽の

後背地には休耕田が広がっており、ヨシ等の湿原 となっている。

(記 入例)
1底 生動物

測線全体を通 じて二枚貝、巻貝類、ゴカイ顛が多 く、中でも7サ リ、シオフキ、バカガ

イなどが広い範囲で出現 し,個 体数 も多い。

ゾーン別に見ると、上部 ではシオ7キ が多 く、 重たコメツキガニ(巣 穴)も 目立った。

中央部ではアサ リが広い範囲で多く生息している。下部ではアサ リの他バカガイが多くな

り、マテガイも出現した。 霊た低潮線付近には、キサゴ鎖が高密度に生息していた。

全般に、 出現租数、個体数 とも多 く、豊かな生物相の見られる午爵である。

2藻 場

午潟下部の低潮線付近及びその 沖側の潮下帯一帯に、アマモ場が分布 している。

(資 科胸査により確認)

(記 入例)
県内では001干 潟、口=川 河ロと並ぶ有数のシギ ・チドリ類の捜来地として知 られて畠ゆ 、

年間を通 じて約00種 のシギ ・チ ドリ類が確認されている。

渡 りの最盛期は6月 と9月 で、最大時には渡来散は1万 羽を越える。主な租としては、O

O、 ∞ 、∞ 等で00よ うな大型のシギが多 く見 られるζとが特徴である。シギ ・テドリ

以外にヵモ類、カモ メ類、またワシ・タカ類も見 られ、この干陶で記録された鳥類の総種散

は約CO種 にのぼる。

子潟はシギ ・チ ドリ類の採餌の場として利用されてかり、また水面はカモ類の休息の場 と

なっているo

(ヒ ァ リング:00県 野鳥愛好会)

(記 入例)

下水処理場建設に伴う埋立て計画 あり。
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〈別 紙1-7>

底 生 生 物 調 査 票 (本 州中部以東海域)

地 図

番 号

調査区

番 号

区 分

二 枚 員 顛

巻 貝 類

カニ ・エビ ・ヤ

ドカ リ類

市 町 村 名

種 類 名

ホ トトギ ス

ヤ マ トシ ジ ミ

ア サ リ

カガ ミガイ(若 貝)

バカガイ

シ ラト リガ イ類

マテガ イ

ソ トオ リガ イ

オオノガイ(若 貝)

イ ソシジ ミ

ウバ ガイ(ホ ヴキ ガ イ)

そ の 他

・キ サゴ類

カ ワザ ンシgウ ガイ類

ヘナ タ り類

ウ ミ昌ナ類

ツメタガイ類

ム シロ ガイ類

そ の 他

(カ ニ顛)

ヤマ トオサ ガニ

イソガニ類

そ の 他

地 名

ゾー ン別の出現状況

上部 中部 下部

現地闘査年月日

備 考

区 分

カニ ・エ ビ ・ヤ

ドカリ類

そ の 他

植 物

種 類 名

(エ ビ ・ヤ ドカ リ類)

アナ ジやコ類

ヤ ドカリ類

3コ エビ類

そ の 他

イソギ ンチ やク類

ゴカイ類

ユ ム シ ・ホシム シ類

ギボシムシ類

イ トゴカイ類

クモヒトデ類

そ の 他

アオ サ ・アサ ノ リ

ア マ モ

コ ア マ モ

そ の 他

ゾー ン別の出現状況

上部 中部 下部
備 考

斎動物の出現状況

の記載方法

斎植物(醐)の

疎密度の記載方
法

記 号

十十 十

十十

十

N

十十十

十十

十

レ ベ ル

多い

ところにより多い

普通に見 られる

少ない
いない

内 容

どこでも見られ、個体数も多い。

とζうにより、数多く出現する。

どこで も見られるが、個体数は多くない。

ところにより見られるが、個体数は多くない。

見られない。

濃 生

密 生
疎 生

海底面がほとんど植生によって覆われている。

海底面より植生のほうが多い。

植生よりも海底面のほうが多い。

調
査

者

鯛査

方法

所属 氏名

1.現 地調査2.賢 料調査(資 料名)



〈別紙1-9>

地図番号

1{立 置

謂査区番号

消滅藻場調査票

翻査年度

都道府眞名

海 壌名

(海 堪 コー ド)

市酊 村名

(行 政 コー ド)

地名

2面 積

3タ イ ブ

4消 滋原 因

5備 考

6翁 弊

?調 査実施方法

ha

1ア マモ 鳩2ガ ラモ 鳩3コ ン:ブ鳩4ア ラ メ鳩

6テ ン グリ鳩7ア オ リ ・ア オ ノ リ場8そ の 他

5ワ カ メ鳩

1壇 立i琴の直 接改 変

(内 容)

2磯 煉け 3乱 獲 4そ の他海況変化等 0不 明

所属 氏名

1資 料調 査 2ヒ ア リン グ三口萱 3現 地 確三2靖査
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〈別紙1-10>

地図番号

1{立 置

調査区番号

現存藻場調査票

訟順 年風

都遵府県名

海 堀名

(海 堵 コー ド)

市町 村 名

(行 政 コ ー ド)

地名

2面 積

3タ イ フ

4優 先租

5疎 密度

6経 年変化

7傭 考

8調 査考

9謂 査実施方法

Ae

1ア マモ 堵2ガ ラモ 鳩3コ ンブ鳩 ・4アラ メ堵

6テ ン グリ鳩7ア オリ ・ア オ ノ リ鳩8そ の 他

5ワ カ メ鳩

1

2

3

0

液生 …・……・海底 面が ほ とん ど槌生 で おお わ れて い る

密 生 ……・…海底 面よ り槌生 の ほ うが多 い

疎 生 ……・…・植 生 よ り淘底面 の ほ うが多 い.

不 明

分布城

疎密度

原因

1減 少 傭向2変 化 な し

1減 少側 向2変 化 な し

1融 劉 磁 改変2聯 ナ

3増 加 傾向0不 明

3増 加 傾向0不 明

3乱,獲 ・4その他 涛況 変 化等 0不 明

所属 底名

1賓 輯演査 2ヒ ア リン グ調 宜 3現 地確三2調査
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海域 生物環境調査 サ ンゴ礁調査 要綱

1.調 査 の 目的

本 調査 は 、 わ が 国 に 生育 す る 造 礁 サ ンゴ 群 集 の 分 布 の 面 的把 握 、 生 育 型 に よ るサ ン ゴ

群 集 の 区分 及 び 造 礁 サ ン ゴ群 集 に お け るサ ンゴ以 外 の 底 生 生 物 の 分 布 の把 握 を通 じ、 サ

ン ゴ礁 環 境 の 現 況 を把 握 す る こ と を 目的 とす る。

2.調 査 実 施 者

国 が都 道 府 県 に 委 託 して 実 施 す る 。

3.調 査 対 象 地 域

日本沿 岸 で造 礁 サ ン ゴの 生 息 す る海 域 。

4.調 査 実 施 期 間

平成2年 度 を初 年 度 とす る3ケ 年 計 画 で 実施 す る。

5.調 査 海 域 に よ る 区分

調 査 内容 、 調 査 方 法 等 は 、 下 記 の調 査 海 域 別 に 区 分 した上 実 施 す る。

・サ ン ゴ礁 海 域(礁 池 及 び 内側 礁 原)

・サ ン ゴ礁 海 域(礁 縁 部)

・非 サ ン ゴ礁 海 域

(1)サ ン ゴ礁 海 域(礁 池 及 び 内側 礁 原)

① 調 査 内容

調 査 項 目は 次 の とお り。

a.サ ン ゴ礁 の 分 布

b.サ ン ゴ礁 の 改 変状 況(消 滅 域 、 消滅 面 積 等)

c.生 育 型 別 サ ンゴ 群集 の 分 布

d.生 育 型 別 サ ンゴ群 集 の 被度

e.海 生植 物 群 落 の 分 布

f.底 質

g.底 生生 物

② 調 査 方 法

サ ンゴ 礁 の解 析 照 合 表 を利 用 した 空 中写 真 の読 み 取 りに よ る資 料 調 査 及 び 現 地

調 査 に よ り行 う 。

項 目毎 の調 査 方 法 の詳 細 は 「サ ンゴ礁 調 査 実 施 要 領 」 に よ る。

③ 調 査 結 果 の取 りま とめ

・調 査 項 目a ,b,c,d,e,fに つ い て2万5千 分 の1地 形 図上 に 図 示 し、「サ ン ゴ礁

分 布 図 」 を作 成 す る。

・調 査 項 目a
,b,c,d,e,fに つ い て 、2万5千 分 の1地 形 図 単位 で 「サ ン ゴ礁 分 布
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取 りま とめ 表 」 及 び 「消 滅 サ ン ゴ礁 記 録 票 」 を作 成 し、 定 量 的 な 把 握 が 出来 る

よ う に す る 。

・調 査 項 目c ,d,e,f,9に つ い て 、 現 地調 査 の結 果 を 「サ ン ゴ礁 現 地 調 査 票 」(様

式1、 様 式2)に 記 入 し、調 査 地 点 を 「サ ンゴ礁 分 布 図 」 上 に 図 示 す る。 ま た 、

空 中写 真 の 解 析 照合 表 に な い パ ター ンを 示 す海 域 の 現 地 調 査 結 果 は 、 解 析 照 合

表 の 改 訂 に 資 す る。

・詳 細 は 「サ ン ゴ礁 調 査 実施 要 領 」 に よ る。

(2)サ ンゴ 礁 海 域(礁 縁 部)

① 調 査 内 容

調 査 項 目は 次 の とお り。

a.生 育 型 別 サ ンゴ群 集 の 分 布

b.被 度

c.底 生 生 物

② 調 査 方 法

現 地調 査 に よ る 。 詳細 は 「サ ン ゴ礁 調 査 実 施 要 領 」 に よ る。

③ 調 査 結 果 の 取 りま とめ

・調 査 項 目a ,bに つ い て2万5千 分 の1地 形 図 上 に 図 示 し、「サ ン ゴ礁 分 布 図」

を作 成 す る 。

・調 査 項 目a ,b,cに つ いて 、 現 地 調 査 の 結 果 を 「サ ンゴ礁 現 地 調 査 記録 図 」 に記

入 し、 取 りま とめ る。

・詳細 は 「サ ン ゴ礁 調 査 実施 要 領 」 に よ る。

(3)非 サ ン ゴ礁 海 域

① 調 査 内容

調 査 項 目 は次 の とお り。

a.生 育 サ ンゴ 礁 群 集 の 分 布 及 び 改 変状 況

b.沿 岸 域 造 礁 サ ン ゴ生 息概 況

c.選 定 調 査 区 に お け る造 礁 サ ンゴ 生 態

② 資 料 調 査 、 聞 き取 り調 査 及 び 現 地 調 査 に よ る。

詳 細 は 「サ ンゴ 礁 調 査 実施 要 領 」 に よ る。.

③ 調 査 結 果 の取 りま とめ

・調 査 項 目a ,bに つ い て2万5千 分 の1地 形 図 上 に 図示 し、「生 育 サ ン ゴ群 集 分

布 図 」 を作 成 す る。

・調 査 項 目a ,bに つ い て、2万5千 分 の1地 形 図単 位 で 「生 育 サ ン ゴ群 集 分 布 取

りま とめ 表 」 を作 成 し、定 量 的 な把 握 が 出来 る よ う に す る。

・調 査 項 目cに つ い て 、 現 地 調 査 の結 果 を 「サ ン ゴ群 集 現 地 調 査 記 録 票 」 に記 入
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し、 取 り ま と め る 。

・詳 細 は 「サ ン ゴ 礁 調 査 実 施 要 領 」 に よ る 。
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サ ンゴ礁調査実施要領

1.サ ン ゴ礁 海 域(礁 池 及 び 内 側 礁原)

(1)調 査 の ね らい

サ ン ゴ 礁 の 分 布 及 び 消 滅 状 況 を明 らか に す る と と も に 、 そ の礁 池 及 び 内側 礁 原 に

お け る 生 育 サ ン ゴ群 落 、 海 生 植 物 群 落 な どの現 況 を把 握 す る。

(2)調 査 対 象 の定 義

鹿 児 島 県 トカ ラ 列 島 小 宝 島以 南 の サ ンゴ 礁 の 礁 池 及 び 内 側 礁 原(石 西 礁 湖 及 び 湾

入 部 の 前 方 に形 成 さ れ るパ ッチ リー フ部 を含 む)で 空 中写 真 の得 られ る場 所 。

(3)調 査 項 目

a.サ ン ゴ礁 の 分 布

地 質 学 的 な 意 味 で の サ ンゴ礁 の 分 布 を 意 味 す る 。 海 岸 線 か ら内側 礁 原 と外 側 礁

原 の境 界 線 辺 りまで を と らえ る 。

b.サ ンゴ 礁 の 改 変 状 況

埋 立 、凌深 、養 浜 等 サ ン ゴ礁 が著 しい改 変 を受 けて い る地 域 が あ れ ば そ の位 置 、

面 積 、 原 因等 を把 握 す る。

c.生 育 型 別 サ ンゴ群 集 の 分 布

生 育 す る造 礁 サ ンゴ 群 集 の 生 育 型 、 位 置 、 面積 を把 握 す る。

d.生 育 型 別 サ ン ゴ群 集 の 被度

生 育 す る造 礁 サ ンゴ 群 集 の 生 育 型 別 被 度 を把 握 す る 。

e.海 生 植 物 群 落 の 分 布

海 生 植 物 群 落 の 位 置 、 面積 を 把 握 す る。

f.底 質

底 質 の 状 況 を把 握 す る 。

g.底 生 生 物

現 地調 査 地 に お け る大 型表 在 生 物の 生 息状 況 を把 握 す る。

(4)調 査 方 法

① 調 査 項 目a～fに つ い て一 般 的 事項

・最 新 の空 中写 真 を利 用 し、 情 報 の読 み 取 りを行 う 。

・解 析 照 合 表 に な い パ タ ー ン を示 す海 域 は現 地 調 査 を 実施 す る
。

・面 積 は下 記 の よ う に して 「分 級 化 図 」 作 成 後 に 、 プ ラ ニ メ ー ター を用 い て 読 み

取 る もの とす る 。
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1万 分 の1密 着 焼 、 最 新 空 中 写 真

読 み 取 り、 分 級 化 解析照合表

現地調査

透 明 フ ィル ム に トレー ス
分 級 化 図 を作 成

2万5千 分 の1に 縮 小 分

級 化 図 縮 小 版 を作 成

サ ン ゴ 礁 の

改 変情 報

2万5千 分 の1地 形 図 に トレ ー ス

彩色

サ ンゴ礁分布図完成

② 調 査 項 目b.サ ンゴ礁 の 改 変状 況 に つ い て

・改 変 の 種 類 を次 の 区分 に よ り把 握 す る。

1.埋 立2.凌 深3.干 拓4.養 浜5.そ の 他(具 体 的 に記 述)

・埋 立 計 画 等 に 関 す る各 種 アセ ス メ ン ト図 書 等 を参 照 に 、 改 変 の 開 始(着 工)時

期 を把 握 す る。

③ 調 査 項 目c.生 育 型 別 サ ンゴ群 集 の 分 布 に つ い て

・生 育 サ ンゴ群 集 は 生 育 型 及 び 優 占す る 属 に よ り分 類 す る。 な お 、 サ ン ゴ 由来 の

れ き底 で、 生 き たサ ンゴ が点 在 す る 海 域 は 、 れ き底 で は な くサ ン ゴ 群 集 と して

捉 え る。

④ 調 査 項 目d.生 育 型 別 サ ンゴ群 集 の 被 度 に つ い て

・生 育 サ ン ゴ群 集 の生 育 型 別 に 次 の 階 級 で 被 度 を把 握 マ る。
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被度階級

一}一

I

II

III

測定値

5%未 満

5^一25%

25～50%

50-v75%

75%以 上

⑤ 調 査 項 目e.海 生 植 物群 落 等 の分 布 に つ い て

・次 の 区 分 別 に 把 握 す る

1.海 産 顕 花 植 物

2.海 藻

3.ソ フ トコ ー ラ ル

⑥ 調 査 項 目f.底 質 に つ い て

・底 質 に つ い て 次 の 区分 に よ り把 握 す る。

⑦

⑧

1.

2.

3.

4.

5.

6.

死サ ンゴ

砂底

泥底

沈水裸岩

干出裸岩

れき底

調 査 項 目g.底 生 生 物 に つ い て

・現 地 調 査 地 に つ い ての み 次 の 区 分 に 従 い 、個 体 数 、 サ ンゴ へ の影 響 等 を 記 述 に

よ り把 握 す る。

1.オ ニ ヒ トデ

2.テ ル ピオ ス

3.レ イ シ ガ イ ダ マ シ 類

4.そ の他 特 筆 す べ き もの

現 地 調 査

・「写 真 画 像 解 析 で 照合 表 の い ず れ に も該 当 す る もの が な く不 明 の 海 域 」、「被 度

の 高 い サ ン ゴ群 集 が広 く分 布 す る海 域 ま た は 写 真 画 像 解 析 か らそ う思 わ れ る海

域 」及 び 「そ の 他 現 地 調 査 が 必 要 と判 断 さ れ る海 域 」で は現 地 調 査 を 実施 す る 。

・「被 度 の 高 い サ ン ゴ群 集 が 広 く分 布 す る 海 域 また は 写 真 画 像 解 析 か らそ う思 わ

れ る海 域 」 とは 、 被 度 階級 がIVま た はIIIの 生 育 サ ンゴ群 集 が広 く分 布 し、 良好

な サ ン ゴ礁 景 観 が 残 さ れ て お り、 今 後 長 期 的 な 観 察 を必 要 とす る海 域 と す る。

・「そ の 他 現 地 調 査 が 必 要 と判 断 さ れ る海 域 」 とは 、 オ ニ ヒ トデ に よ る食 害 後 の

状 況 を把 握 す る な ど、 今後 長 期 的 な 観 察 が 必要 な海 域 とす る。
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・調査 は3人 以 上1組 で実 施 す る。

・調 査 区 域 の 任 意 の 場 所 に調 査 ス テ ー シ ヨン を設 定 す る。 ス テ ー シ ヨ ンの 数 は原

則1箇 所 と す る が 、調 査 海 域 の大 きさ に よ って 増 や す。

・ス テー シ ョ ン に は任 意 の4調 査 点 を設 定 し
、 標 本 区 とす る。

・標 本 区 に お い て は 遊 泳 観 察 す る と共 に 写 真 の撮 影 を 行 う。

・標 本 区 は再 調 査 が 可 能 と な る よ うに位 置 を特 定 で き るよ うに してお く。

・「写 真 画 像 解 析 で 照 合 表 の い ず れ に も 該 当 す る も の が な く不 明 の 海 域 」 の 現 地

調 査 に つ い て は 、 調 査 者 が 当該 海域 を 遊 泳 観 察 し、 概 況 を総 合 的 に把 握 す る こ

と と して も よい 。

・観 察 内容 は次 の とお り。

(被 度 に よ る海 底 の 状 況)

山
石

砂

泥

れ き

死 サ ン ゴ

死 サ ン ゴ堆 積

サ ンゴ類

植 物類

そ の他

(サ ン ゴ類 内 訳

枝 状

卓状

塊状

被覆状

:不 動 の 岩 盤

:粒 子 が 肉 眼 で 見 え る

:粒 子 が 肉 眼 で 見 え に くい

:枝 状 サ ンゴ 由来

:生 時 の 形 態 を と どめ て い る もの は 形 状 を記 す。 藻 類 に 覆 わ れ

て い る場 合 に は 、 そ の 被 度 及 び タ イ プ を 記 す。

:死 サ ン ゴが 堆 積 し、 藻 類 に よ り固 結 さ れ て い る もの 。 藻 類 に

覆 わ れ て い る場 合 に は 、 そ の被 度 及 び タ イ プ を記 す 。

a

b

C

d

糸状 の も の

ミク ロ な も の

マ ク ロ な葉 状 の もの

被 覆 性 の 石 灰 藻

:サ ン ゴ 類 内 訳 に よ る 。

:可 能 な 限 り種 名 を 記 す 。

:内 容 を 記 す 。

可 能 な 限 り属 名 を 記 す)

:群 体 の 大 小 に 関 わ ら ず 、 枝 状 に 分 岐 し て い る も の 。 エ ダ ミ ド

リ イ シ 、 ハ ナ ヤ サ イ サ ン ゴ 等 。

:平 板 状 で あ っ て 群 体 面 積 に 比 ぺ て 、 基 質 へ の 付 着 面 積 が か な

り小 さ い 。 ク シ ハ ダ ミ ド リイ シ 、 エ ン タ ク ミ ド リイ シ 等 。

:多 くの 場 合 半 球 状 。 キ ク メ イ シ 、 ノ ウ サ ン ゴ 、 ア ザ ミサ ン ゴ

等 。

:群 体 の ほ と ん ど が 基 質 に 付 着 し て い る 。オ ヤ ユ ビ ミ ド リ イ シ 、

ア ナ サ ン ゴ 等 。
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葉 状:薄 い 板状 の も の を含 む 。 ウス コモ ンサ ンゴ、 キ ッカ サ ン ゴ等 。

そ の 他 の形 状:上 記 の い ず れ に も属 さな い もの 。

ソ フ トコー ラ ル:ユ ビ ノ ウ トサ カ 、 オ オ ウネ キ ノコ 等。

(写 真 撮 影)

・標 本 区の 概 況 の わ か る写 真 を 撮 影 す る。

2.サ ン ゴ礁 海 域(礁 縁)

(1)調 査 の ね らい

サ ン ゴ礁 縁 部 にお け る造 礁 サ ンゴ群 落 の 分 布 を把 握 す る。

(2)調 査 対 象 の 定 義

鹿 児 島 県 トラ カ 列 島 小 宝 島以 南 の サ ン ゴ礁 の 礁 縁 部(外 側 礁 原 と礁 斜 面 の境 界 線

辺 り)水 深15～20mま で を と らえ る 。

(3)調 査 項 目

a.造 礁 サ ン ゴ群 集 の 分 布

礁 縁 部 にお け る 造 礁 サ ンゴ群 集 の 分 布 を 把 握 す る。

b.造 礁 サ ン ゴの 生 育 型

礁 縁 部 にお け る造 礁 サ ンゴ群 集 の 生 育 型 を把 握 す る。

c.造 礁 サ ンゴ の 被 度

礁 縁 部 に お け る造 礁 サ ンゴ群 集 の 被 度 を 把 握 す る。

d.底 生 生 物

大 型 表 在 生 物 の 生 息状 況 を把 握 す る。

(4)調 査 方 法

・マ ン タ 法 に よ り実 施 す る。

・調 査 は船 を利 用 し、 観 察 者 と記 録 者 の2人1組 で 行 う。

・観 察 者 は3点 セ ッ トを つ け 、 板 に つ か ま り曳航 さ れ なが ら可 能 な 限 り広 い 範 囲、

海 中 の 観 察 を行 い手 信 号 で観 察 結 果 を 船 上 の 記 録 者 に伝 え る。

・船 は 出 来 る 限 りサ ンゴ 礁 に 接 近 し、 サ ン ゴ礁 地形 に沿 って2ノ ッ ト以 下 で 航 走 す

る。

・調 査 は 連 続 的 に行 い 、 記 録 す る。 記録 者 は、2万5千 分 の1地 形 図 に 目測 で位 置

を 測 定 し、 観 察 記 録 を順 次 記 録 す る 。 お お よ そ 曳 航100mの 範 囲 を ひ とま とめ に

して デ ー タ を取 る こ と と し、 同 じデ ー タ が 連 続 す る場 合 は 省 略 し、 デ ー タ が 変 わ

った 時 点 で 新 しい デ ー タ を記 入 す る。

・観 察 内 容 は 次 の とお りとす る。

1.造 礁 サ ンゴ の 生 育 型

(枝 状 、 卓 状 、 塊 状 、被 覆 状 、 葉 状 、 そ の他)

以 上 の生 育 型 の 中で 優 占す る も の を記 録 す る 。
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2.被 度

全 生 息 サ ン ゴの 被度 を 階 級 区 分 に よ り把 握 す る。

3.底 生 生 物

・次 の 区 分 に従 い、 サ ン ゴへ の著 しい 影 響 等 の 有 無 を把 握 す る。

1.オ ニ ヒ トデ(食 害状 況A):曳 航100mで10個 体 以 上 が 観 察 さ れ る 。

(〃B):曳 航100mで 観 察 され る 個体 数 は10個 体 以 下

あ るい は食 痕 が 見 られ る。

(〃C):被 害 は ない 。

2.テ ル ピオ ス(状 況 を特 記)

3.レ イ シガ イ ダ マ シ類(状 況 を特 記)

4.そ の他 特 筆 すべ きも の(状 況 を特 記)

3.サ ンゴ礁 海 域 の 調 査 結 果 の取 りま とめ

① サ ンゴ礁 分 布 図

(作 成 上 の 注 意)

1.基 図 に は 、 必 ず 国 土 地 理 院 発 行 の2万5千 分 の1地 形 図 を使 用 す る。 複 写 図 、

編纂 図 等 は使 用 しない こ と。

2.2万5千 分 の1地 形 図 に は、標 準 地 域 メ ッ シュ コ ー ドー 覧 図 に従 い地 図 番 号(6

桁)を 打 つ 。

3.分 布 図 例 の様 に 、 地形 図 の 余 白の 所 定 の 位 置 に 「タ イ トル 」、「地 図 番 号 」、 「調

査 年度(西 暦)」、「都 道府 県 名 」 を記 入 す る。

4.分 布 図 例 に な らい 、 礁 池 及 び 礁 原 部 の調 査 項 目a～fに つ い て 図 化 し、 彩 色 す

る。 図化 の 手 順 は 既 述 、彩 色 、 図柄 は 次 に 定 め る とお りと す る 。

Co生 育サ ンゴ群集

Sg海 草

Sw海 藻

Dc死 サ ンゴ

S砂 底

M泥 底

Sr沈 水裸岩

Dr干 出裸岩

れ き底

消滅域

生 育 型+属 名 を 略 号 で記 入

(例)卓 状 の ミ ドリイ シ

t-Ac

枝 状 で 数 属 混合

b-Mo.Pci.Ac

塊 状 の ハ マ サ ンゴ

m-Pri

⑪

oｰo

O
e
⑨
O

v
vv

●
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サ ン ゴの 被 度 色 彩

+5%未 満

15^一25%

II25^一50%

III50^一75%

W75%以 上

赤(本 来 は サ ン ゴ群 集 で あ るべ き海 域)

}黄

}緑

5.現 地 調 査 ス テ ー シ ョ ンは、Stの 略 号 で そ の位 置 が わ か る よ うに す る。

6.礁 縁 部 は 、 礁 縁 線 に 沿 って 幅5mの 帯 を と り、4.と 同 じ色 彩 で サ ン ゴ の 被 度 を

表 示 し、 オ ニ ヒ トデ 等 の 被 害 が 見 られ る 区 間 に つ い て は 分 布 図 に な らっ て 矢 印 で

示 す 。

図 化 は 、お お まか な 地 形 で く くっ て行 い、曳 航100mの 情報 毎 に行 う必 要 は な い 。

7.分 布 図 例 に な ら い 、 全 分 布 図 に は 必 ず 「海 域 名 」、 「海 域 コ ー ド」 を記 入 す る 。

こ の 際 「海 域 区 分 一 覧 票 」 を 参 照 す る 。 な お、 海 域 区 分 の 界 線 が 入 る場 合 に は 、

幅1.0皿 程 度 の黒 の 点 線 で記 入 す る。

② 消 滅 サ ンゴ礁 記 録 票

(記 入 上 の注 意)

1.サ ン ゴ礁 の 消 滅 地 域 毎 に記 入 す る。

2.「 地 図 名 」、「地 図 番 号 」は サ ン ゴ礁 分 布 図 に記 載 さ れ て い る もの を記 入 す る。

3.「 調 査 年 度 」 は 西 暦 で 記入 す る。

4.「 海 域 名 」、「海 域 コ ー ド」 は 「海 域 区 分 一 覧票 」 に 基 づ き記 入 す る。

5.「 市 町 村 名 」、 「市 町 村 コー ド」 は 「全 国 地 方公 共 団 体 コ ー ド」 に 従 っ て 記 入 す

る。

6.「 地 名 」 に は、 当該 消 滅サ ン ゴ礁 に最 寄 りの海 岸 線 の通 称 を記 入 す る。

7.「 面 積 」 に は、 サ ンゴ 礁分 布 図 か ら読 み 取 っ た 面 積 をha単 位 で 記 入 す る。

8.「 消 滅 年 」 に は 、 当 該 サ ンゴ 礁 が 消 滅 した年 を 西 暦 で記 入 す る。

9.「 消 滅 原 因 」 に は 、 該 当 す る消 滅原 因 の 番 号 を○ で 囲 む 。「そ の 他 」 の 場 合 に は

原 因 を具 体 的 に 記 入 す る。

10.「 備 考 」 に は 、 消 滅 に よ る周 辺 海 域 の地 形 、 水 質 、 生 物 相 の 変化 等 を で き る 限

り記 入 す る。

11.「 文 献 」 に は 、 上 記 項 目の調 査 に参 照 と した 図書 、 資 料 名 を記 入 す る。

12.調 査 者 は 、 本 票 の作 成 者 の 氏 名 、 所 属 を記 入 す る 。

③ サ ンゴ礁 分 布 取 りま と め表

(記 入 上 の 注 意)

1.「 調 査 年 度 」 は 西 暦 で 記入 す る。

2.「 地 図 名 」、 「地 図 番 号 」は サ ン ゴ礁 分 布 図 に記 載 さ れ て い る もの を記 入 す る。
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3.「 海 域 名 」、「海 域 コ ー ド」 は 「海 域 区 分 一 覧票 」 に 基 づ き記 入 す る。

4.「 市 町 村 名 」、「市 町 村 コ ー ド」 は 「全 国 地 方 公 共 団 体 コ ー ド」 に従 っ て 記 入 す

る。

5.「 面積 」 には 、 サ ンゴ礁 分 布 図 か ら読 み 取 った 面 積 をha単 位 で 記 入 す る。

6.調 査 者 は 、 本 表 の 作 成 者(面 積 の 読 み 取 りを行 っ た 者)の 氏 名 、 所 属 を 記 入 す

る。

④ サ ンゴ礁 現 地 調 査 票(様 式1)

(記 入上 の注 意)

1.現 地調 査 の ステ ー シ ョ ン毎 に 記 入 す る 。

2.「 地 図 名 」、「地 図 番号 」 は サ ンゴ礁 分 布 図 に記 載 され て い る もの を記 入 す る。

3.「 海域 名 」、「海 域 コ ー ド」 は 「海域 区 分 一 覧票 」 に基 づ き記 入 す る。

4.「 市 町 村 名 」、「市 町 村 コ ー ド」 は 「全 国 地 方 公 共 団 体 コ ー ド」 に 従 って 記 入 す

る。 ス テ ー シ ョ ン番 号 は 「サ ン ゴ礁 分 布 図 」 に 記 載 され て い る もの を記 入 す る。

5.「 現 地 調 査 理 由 」 は 該 当 す る もの の 番 号 を ○で 囲 む 。 但 し、「そ の 他 」 の場 合 は

そ の 具体 的 理 由 を記 述 す る。

6.「 調 査 海 域 概 要 」 は4つ の 標 本 区 の 観 察 結 果 を も と に、 ス テ ー シ ョ ン を設 け た

海 域 の総 合 環 境 を記 述 す る。

7。 「解 析 照 合 表 上 の 位 置 づ け」 は 調 査 海 域 が 「解 析 照 合 表 」 の ど の項 目 に 該 当 す

るか を記 入 す る。

8.「 調 査 地 略 図 」 は ス テ ー シ ョ ン付 近 の 地 図 を簡 明 に 記 し、 標 本 区 の 位 置 を第3

者 で も再 調 査 が 可 能 とな る よ う に示 し、 各 々 の標 本 区 に は 番 号 を つ け る 。

9.「 調査 者 」 は 本 票 の作 成 者 の 氏 名 、 所 属 を記 入 す る。

⑤ サ ンゴ礁 現 地 調 査 票(様 式2)

(記 入上 の注 意)

1.現 地調 査 ステ ー シ ョ ンの標 本 区毎 に記 入 す る。

「ス テ ー シ ヨ ン番 号 」 は 「サ ン ゴ礁 分 布 図 」 に記 載 され て い る もの を記 入 す る。

2.「 標 本 区 番 号 」 は 「サ ン ゴ礁 現 地 調 査 票(様 式1)に 記 載 さ れ た も の を 記 入 す

る。

3.「 調査 年 月 日」、「時 刻 」 は 調 査 を実施 した 年 月 日、 時刻 を 記入 す る。

4.「 水 深 」、 「透 視 度 」、 「天候 」、「気 温 」、 「水 温 」、「海 況 」 は そ れ ぞ れ 観 測 事 実 を

記 入 す る 。

5.項 目毎 に そ の 該 当 す る 被度 階 級 に○ 印 を つ け る と とも に 、 サ ン ゴ類 の 場 合 は そ

の属 、種 名 を 記 入 す る。

6.「 死 サ ン ゴ 」 の 項 は 被 度 の ほ か 、 そ の 形 状 が 保 た れ て い る場 合 は そ の 形 状 を 記

入 す る と と もに 、 藻 類 に 覆 わ れ て い る場 合 に は そ の 被度 も記 入 す る。
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7.「 死 サ ン ゴ堆 積 」 の項 は 被 度 の ほ か 、 藻 類 に覆 わ れ て い る 場 合 の 被 度 も記 入 す

る 。

8.

9.

10.

⑥ サ ン ゴ礁 現 地調 査 記 録 図(マ ン タ法)

・マ ンタ 法 に よ る調 査 時 に 記 録 した地 図 。 調 査 年 月 日、 調 査 者 、 記 録 者 、 天 候 、 海 況

を明 記 す る 。

「植 物 類 」 の項 は被 度 の ほか 、 種 名 も 記 入 す る。

「底 生 生 物 」 の 項 は 下 記 の記 号 に よ りそ の 種 と食 害 状 況 を記 す 。

1.オ ニ ヒ トデ(食 害状 況A):10個 体 以 上 が観 察 さ れ る。

(〃B):観 察 され る個体 数 は10個 体 以 下 あ るい は

食 痕 が見 られ る。

(〃C):被 害 は ない 。

2.テ ル ピオ ス(状 況 を特 記)

3.レ イ シ ガ イ ダ マ シ類(状 況 を特 記)

4.そ の他 特 筆 すぺ きも の(状 況 を特 記)

「調 査 者 」 は 調 査 者 の 氏名 、 所 属 を 記 入 す る。

一304一



(都道府県名)
消 滅 サ ン ゴ 礁 記 録 票

地 図 番 号 地 図 名 調 査 年 度

位 置

面 積

海 域 名(コ ー ド) 市町村名(コ ー ド)

ha 消 滅 年

地 名

消滅原因 1.

3.

4.

埋立て2.干 拓

凌 漂(航 路、泊地等)

その他( )

備 考

文 献

記 入 者 所属 氏名
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(都道府県名)

サ ンゴ礁現地調査票(様 式1)

調 査 地

St番 号

調 査 理 由

地 図 名 地 図 番号 市 町 村 名 市町村 コー ド 地 名

1.

2.

3.

照合表では不明

被度の高いサ ンゴ群集が広 く分布する

その他必要 と判明 した

( )

調査海域概要

解析照合表上の位置づけ

調査地略図

記 入 者 所属 氏名
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(都道府 県名)

サ ンゴ礁現地 調査票(様 式2) ㊧

調 査 地

調 査 年 月 日

水 深

天 候

水 温

項 目

サ ンゴ類

枝 状

サ ンゴ類

塊 状

サ ンゴ類

葉 状

ソ フ ト コ ラ ル

岩

泥

死 サ ン ゴ

死 サ ン ゴ 堆 積

植 物 類

そ の 他

底 生 生 物

調 査 者

ス テ ー シ ョ ン番 号 標 本 区 番 号

鋭

℃

披度及び属種名

+1∬ 皿IV

+1∬1冠IV

+1皿 皿IV

+1皿 皿Iv

+1∬ 皿IV

+1π 皿IV

時 刻

透 視 度

気 温

海 況

項 目

サ ンゴ類

卓 状

サ ンゴ類

被 覆 状

その他の形状

のサ ンゴ類

非 造 礁 サ ン ゴ

砂

れ き

1.2.3.4.

oC

被度及び属種名

+In皿IV

+1∬ 皿IV

+IH皿IV

+1∬ 皿Iv

→rI∬ 皿IV

+・1∬ 皿IV

被度+1∬ 皿IV形 状 藻類

被度+IH皿IV藻 類

被度+1皿 皿IV種 名

種名 食害状況

所属 氏名
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1

8
ロ

1

(都 道府県名) サ ン ゴ 礁 分 布 取 り ま と め 表 圓査年度

調査者名 所屠 氏名

地 図 名 埴図 番号 海域名 海域 コー ド 市町村名 市町村 コ・一ド
項 目 別 面 積 Φ⑳ 彼 霞 別 面 積

十 1 皿 皿 N
傭 考



4.非 サ ン ゴ礁 海 域

(1)調 査 の ね らい

資 料 調 査 及 び 現 地 調 査 に よ り造 礁 サ ン ゴ 群 落 の 分 布 を把 握 す る と と も に 、 そ の 消

滅 状 況 及 び 改 変 状 況 を把 握 す る。

(2)調 査 対 象 地 域 の定 義

鹿 児 島 県 トラ カ列 島悪 石 島 以 北 に お け る造 礁 サ ンゴ群 落 生 育 海 域 。

(3)調 査 項 目

a.生 育 サ ン ゴ群 集 の分 布 及 び改 変状 況

生 育 す る造 礁 サ ン ゴ群 集 の 被 度 、 生 育 型 、 位 置 、 面 積 を把 握 す る 。群 集 とは 造

礁 サ ン ゴ群 体 の被 度 が5%以 上 で あ る 一 連 の 生 息 群 とす る。 面積 は0.1ha以 上 の

も の と し、 小 さ な群 集 が 点 在 す る場 合 に 大 き くひ と ま とめ に して あ つ か う こ と と

す る 。 さ らに、 前 回調 査 と比 して そ の 改 変状 況 を把 握 す る 。

b.沿 岸 域 造 礁 サ ンゴ 生 息概 況

沿 岸 域 の遊 泳調 査 に よ り、造 礁 サ ン ゴ 生 息 の 有 無 、 被 度 、 海況 等 を把 握 す る 。

c.選 定 調 査 区 にお け る造 礁 サ ン ゴ生 態

良 好 な 造 礁 サ ン ゴ群 集 に つ い て 調 査 区 を 設 定 し、 属 、 大 型 表 在 生 物 の 生 息状 況

等 を 現 地 調 査 に よ り把 握 す る。

(4)調 査 方 法

① 資 料 調 査

・第2回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 資 料 及 び 最 新 の 空 中 写 真 等 に よ り
、 生 育 サ ンゴ 群

集 の位 置 を把 握 す る。

・埋 立 計 画 等 に 関 す る各種 環 境 ア セ ス メ ン ト図 書
、 そ の他 既 往 の 調 査 報 告 書 に よ

り造 礁 サ ン ゴ群 集 の消 滅 、 改 変 の 状 況 、 位 置 を把 握 す る。

② 聞 き取 り調 査

・漁 師 、 ダ イ バ ー 等 か らサ ン ゴ群 集 の 分 布 域 の情 報 を得 る 。

③ 現 地 調 査

・資 料 調 査 及 び 聞 き取 り調 査 で は 調 査 項 目a .が 十 分把 握 で き な い 場 合 、 調 査 項

目b.、 調 査 項 目c.に つ い て は 現 地 調 査 を実施 す る。

・現 地 調 査 は調 査 項 目b .に つい て は マ ンタ 法 で 、 調 査 項 目c.に つ い て は 調 査 区

を 設定 して 行 う。

・現 地 調 査 は 全 て の 海 域 で 実 施 す る 必 要 は な く
、 調 査 項 目b.は 造 礁 サ ンゴ の 生

息 す る 可 能 性 の あ る沿 岸 域 で 資 料 調 査 や 聞 き取 り調 査 で は情 報 の 得 られ な い 区

間 を、 調 査 項 目c.は 「規 模 が 大 き く被度 の 高 い 造 礁 サ ンゴ群 集 」 に お いて 、 経

費 と労 力 を鑑 み て 実施 す る こ と と す る。
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(マ ンタ 法)

・調 査 は 船 を利 用 し、 観 察者 と記 録 者 の2人1組 で行 う。

・観 察 者 は3点 セ ッ トを つ け、板 に つ か ま り曳航 さ れ な が ら可能 な限 り広 い範 囲、

海 中 の観 察 を行 い 手信 号 で観 察 結 果 を船 上 の記録 者 に 伝 え る。

・船 は お お む ね水 深5メ ー トル の 等 深 線 に沿 って 航 走 す る。 船速 は2ノ ヅ ト以 下

とす る 。

・調 査 は連 続 的 に行 い 、 記 録 す る。 記 録 者 は、2万5千 分 の1地 形 図 に 目測 で位

置 を測 定 し、 観 察 記 録 を順 次 記 録 す る 。 お お よ そ曳 航100m範 囲 を ひ と ま とめ

に して デ ー タ を取 る こ と と し、 同 じデ ー タ が 連 続 す る場 合 は 省 略 し、 デ ー タが

変 わ っ た 時 点 で 新 しい デ ー タ を記 入 す る。

・観 察 内容 は 次 の とお りとす る。

1.海 底 の 状 況 を次 の 区分 に よ り把 握 す る。

造 礁 サ ン ゴ

ソ フ トコー ラル

海 産 顕 花 植 物

海 藻

死 サ ン ゴ

砂 底

泥 底

れ き底

そ の他

2.お お よ そ 曳 航100mを 単 位 と して 、 造 礁 サ ン ゴ は 見 渡 せ る限 りの 被 度 を、 底

生 生 物 は そ の生 息状 況 を 次 の 区 分 に よ り把握 す る。

被 度

被度階級

十

I

II

III

測定値

5%未 満

5^一25%

25^一50%

50^一75

75%以 上

底 生 生 物

1.オ ニ ヒ トデ(食 害 状 況A):

(〃B):

(〃C):

曳 航100mで10個 体 以 上 が観 察 さ れ る。

曳 航100mで 観 察 され る個 体 数 は10個 体

以 下 あ るい は 食 痕 が 見 られ る 程 度 。

被 害 は な い 。
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2.テ ル ピオ ス(状 況 を特 記)

3.レ イ シ ガ イ ダ マ シ類(状 況 を特記)

4.そ の 他 特 筆 す べ き もの(状 況 を特 記)

(調 査 区法)

・調 査 区 は長 方 形 に近 い 形 で 設 定 す るが 、 群 集 の 長 径 が300m未 満 の場 合 は 長 径

を 長 辺 と し、 長 径 が300m以 上 の場 合 は最 低300mの 長 辺 を と る よ うに す る。

た だ し群 集 の長 径 が600m以 上 にわ た って 連続 す る場 合 は 、600mを 単 位 と して

上 記 の考 え 方 で 調 査 区 を設 定 す る。

・調 査 区内 に は 調 査 線 を 海 岸 線 に平 行 に 設定 す る。

・調 査 線 を軸 に2人1組 の 観 察 者 が 出来 る限 り広 い 範 囲 を観 察 す る と共 に代 表 的

な 景観 を写 真 撮 影 す る。1調 査 区 の標準 観 察 時 間 は40分 とす る。

・観 察 内容 は 次 の とお り。

(海 底 の 状 況:調 査 者 が 調 査 区 内 を見 渡 して 平 均 化 す る。)

山
石

砂

泥

れ き

死 サ ン ゴ

死 サ ン ゴ堆 積

:不 動 の 岩 盤

:粒 子 が 肉眼 で 見 え る

:粒 子 が 肉眼 で 見 え に くい

:枝 状 サ ン ゴ 由来

:生 時 の 形 態 を と どめ て い る も の は 形 状 を記 す 。 藻 類 に覆 わ

れ て い る場 合 に は その 被 度 及 び タ イ プ を記 す 。

:死 サ ン ゴ が堆 積 し、 藻 類 に よ り固 結 さ れ て い る も の 。 藻 類

に覆 わ れ て い る場 合 に は その 被 度 及 び タ イ プ を記 す 。

a糸 状 の も の

bミ ク ロな もの

cマ ク ロな葉 状 もの

d被 覆 性 の石 灰 藻

サ ン ゴ 類:サ ン ゴ 類 内 訳 に よ る 。

植 物 類:可 能 な 限 り種 名 を 記 す 。

そ の 他:内 容 を 記 す 。

(サ ン ゴ 類 内 訳 可 能 な 限 り属 名 を 記 す)

Br枝 状:群 体 の 大 小 に 関 わ ら ず 、 枝 状 に 分 岐 して い る も の 。 エ ダ ミ

ド リ イ シ 、 ハ ナ ヤ サ イ サ ン ゴ 等 。

La卓 状:平 板 状 で あ っ て 群 体 面 積 に 比 べ て 、 基 質 へ の 付 着 面 積 が か

な り小 さ い 。ク シハ ダ ミ ド リ イ シ 、 エ ン タ ク ミ ド リ イ シ 等 。

Ma塊 状:多 く の 場 合 半 球 状 。 キ ク メ イ シ 、 ノ ウ サ ン ゴ 、 ア ザ ミ サ ン

ゴ 等 。
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En被 覆 状:群 体 の ほ とん どが 基 質 に付 着 して い る。 オ ヤ ユ ビ ミ ドリ

イ シ、 ア ナ サ ンゴ等 。

Fo葉 状:薄 い板 状 の も の を含 む。 ウ ス コモ ン サ ン ゴ 、 キ ヅカ サ ン

ゴ等 。

Otそ の他 の形 状:上 記 の い ず れ に も属 さな い も の。

Soソ フ トコー ラル:ユ ビ ノ ウ トサ カ 、 オ オ ウネ キ ノ コ等 。

Ns非 造 礁 サ ン ゴ:イ ボ ヤ ギ 、 ム ヅ サ ンゴ、 キサ ン ゴ な ど。

底 生 生 物

1.オ ニ ヒ トデ(食 害 状 況A):100mで10個 体 以 上 が 観 察 さ れ る 。

(〃B):100mで 観 察 さ れ る個 体 数 は10個 体 以 下

あ るいは 食 痕 が 見 られ る程 度 。

(〃C):被 害 は な い 。

2.テ ル ピオ ス(状 況 を特 記)

3.レ イ シ ガ イ ダ マ シ類(状 況 を特 記)

4.そ の他 特 筆 すべ きもの(状 況 を特 記)

(写 真 撮 影)

・調 査 区 の 良好 な 造礁 サ ンゴ 群 集 の様 子 がわ か る よ う写 真 を撮 影 す る。

5.非 サ ン ゴ礁 海 域 の調 査 結 果 の 取 り ま とめ

① 生 育 サ ンゴ 群 集 分 布 図

(作 成 上 の 注 意)

1.基 図 に は 必 ず 国 土 地 理 院 発 行 の2万5千 分 の1地 形 図 を 使 用 す る。 複 写 図 、 編

纂 図 等 は 使 用 しな い こ と。

2.2万5千 分 の1地 形 図 に は、 標 準 地 域 メ ッシ ュ コー ドー 覧 図 に従 い地 図番 号(6

桁)を 打 つ 。

3.分 布 図 例 の 様 に 、 地 形 図 の 余 白 の 所 定 の位 置 に 「タ イ トル 」、「地 図 番 号 」、「調

査 年 度(西 暦)」、「都 道 府 県名 」 を 記 入 す る。

4.分 布 図 例 に な らい 、 生 育 サ ン ゴ群 集 の位 置 を地 図 上 に 記 入 し、 被 度 、 生 育 型 を

図 化 す る 。 被 度 は 円 の 大 きさ 、 生 育 型 は 円 内 に角 度 毎 に 図 柄 で 示 し、 底 生 生 物 の

食 害 が 見 られ る場 合 は 円 の外 に そ れ を示 す。
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Br枝

La卓

Ma塊

En被 覆

Fo葉

of

So

状

上

状

状

状

そ の 他 の 形 状

ソ フ トコ ー ラ ル

NS非 造 礁 サ ン ゴ

⑪

e
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5.各 群 集 に は 「群 集 番 号 」 を 付 す 。「群 集 番 号 」 は概 ね 第2回 自然 環 境 保 全 基 礎 調

査 に お け る調 査 区 番 号 に 合 わ せ る もの とす るが 、 実 状 に よ り変 更 、 追 加 す る。 ま

た、群 集 が2枚 以 上 の地 図 に わ た る場 合 で あ って も 一連 の群 集 は 同 じ番 号 と す る 。

6.マ ンタ 法 に よ る 調 査 結 果 は 、 被 度 階 級 が+の 区 間 は 概 ね調 査 ル ー トに 沿 っ て 幅

3m皿 の 帯 を と り、 下 記 の 図 柄 で 表 示 す る と と も に、 底 生 生 物 の 食 害 の 見 られ る場

合 は 外 側 に記 入 す る 。被 度 が1以 上 の 区間 に つ い て は群 集 と して と らえ る。

な しlI+■ ■■ ■■■ ■■

7.調 査 区 を設 定 し て現 地 調 査 を行 っ た箇 所 は 分 布 図 例 に な ら っ て 明 示 し(点 線 で

囲 ん だ 上 淡 赤 色 に着 色 す る)、 調 査 区 番 号 を付 した 上 、4.と 同様 に被 度 、 生 育 型 、

底 生 生 物 の状 況 を記 す 。

8.消 滅 域 に つ い て も分 布 図例 に な ら って 明 示 し(直 線 で 囲 み 黒 で 着 色 す る)、 消 滅

域 番 号 を 記 す 。

9.「 群 集 番 号 」、「調 査 区 番 号 」、 「消 滅 域 番 号 」 は 各 番 号 毎 に 都 道 府 県 単 位 の通 し

番 号 に す る。

② 生 育 サ ンゴ 群 集 分 布 取 りま とめ 表

(記 入 上 の 注 意)

1.「 調 査 年 度 」 は西 暦 で 記入 す る。

2.調 査 者 は 、 本 表 の 作 成 者(面 積 の 読 み取 りを 行 っ た 者)の 氏 名 、 所 属 を 記 入 す

る 。

3.「 群 集 番 号 」 は 「生 育 サ ンゴ 群 集 分 布 図 」 に 記 載 さ れ た も の を 記 入 す る 。

4.「 前 回調 査 区番 号 」 は 、 前 回 調 査 時 に 当該 群 集 が 含 まれ て い た調 査 区 の 番 号 を

記 入 す る。

5.「 地 図 名 」、「地 図 番 号 」 は サ ン ゴ礁 分 布 図 に記 載 さ れ て い る もの を記 入 す る。

6.「 海 域 名 」、「海 域 コー ド」 は 「海 域 区 分 一 覧票 」 に 基 づ き記 入 す る 。

7.「 市 町 村 名 」、「市 町 村 コ ー ド」 は 「全 国 地 方 公 共 団 体 コ ー ド」 に 従 っ て記 入 す

る。
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8.「 地 図 番 号 」 は 生 育 サ ンゴ群 集 分 布 図 に 記 載 され て い る番 号 を記 入 す る 。

9.「 海 域 名 」、「海 域 コ ー ド」 は 「海 域 区 分 一 覧 票 」 に 基 づ き記 入 す る。

10.「 面 積 」 はha単 位 で 記 入 す る。

11.「 被 度 」、 「生 育 型 」、 「透視 度 」 は そ れ ぞ れ の 区 分 に 従 い 記 入 す る。

12.「 保 護 指 定 」 は 、 当 該 群 集 の 存 在 す る海 域 が 海 中公 園 地 区 等 に 指 定 さ れ て い る

場 合 記 入 す る 。

13.「 消 滅 」 の 項 に は 、 前 回 調 査 時 に は 存 在 した が 現 在 は そ の 一 部 あ るい は 全 部 が

消 滅 した 群 集 に 関 して 記 入 す る。「面 積 」は ㎡ とha単 位 を実 状 に 応 じて 使 用 す る。

「理 由 」 は 区 分 に 応 じて記 入 す る。

14.「 底 生 生 物 」 の 項 は、 区分 に よ りそ の種 と食 害 状 況 を記 す。

15.現 地 調 査 を 実 施 した 群 集 は 、「現 地 調 査 」 の 欄 に ○印 す る。 こ の う ち、 調 査 区 を

設 け て調 査 した 群 衆 は 調 査 区 番 号 も記 す 。

③ サ ン ゴ礁 現 地 調 査 記 録 図(マ ンタ 法)

・マ ンタ 法 に よ る 調 査 時 に記 録 した地 図 。 調 査 年 月 日、 調 査 者 、 記録 者 、 天候 、 海

況 を 明 記 す る。

④ サ ン ゴ群 集 現 地 調 査 記 録 票(調 査 区法)

(記 入 上 の注 意)

1.調 査 区 毎 に 記 入 す る 。

2.「 地 図名 」、 「地 図 番 号 」、「市 町 村 名 」、「市 町 村 コー ド」、「群 集 番 号 」、 「前 回 調

査 区 番 号 」 は 「生 育 サ ンゴ群 集 分 布 取 り ま とめ 表 」 に準 じる。

3.「 地 名 」 に は、 当該 調 査地 に最 寄 りの 海 岸 線 の 通称 を記 入 す る。

4。 「調 査 年 月 日 」 は 西暦 で記 入 す る 。

5.「 時 刻 」 は 調 査 の 開 始 時刻 、 終 了 時刻 を 記 入 す る。

6.「 調 査 区 概 要 」 は 調 査 区内 の サ ン ゴ群 集 の 生 育 状 況 、 生 育 環 境 に つ い て総 合 所

見 を記 述 す る 。

7.「 調 査 地 略 図 」 は 「調 査 区 」 付 近 の 地 図 を 簡 明 に 記 し、 当該 調 査 区 を第3者 で

も 再 調 査 が 可 能 とな る よ うに 示 す 。

8.「 水 深 」、「透 視 度 」、 「天候 」、「気 温 」、 「水 温 」、「海 況 」 は そ れ ぞ れ 観 測 事 実 を

記 入 す る。

9.項 目毎 に そ の 被 度 を被 度 階 級 に よ り記 入 す る。

10.「 調 査 者 」 は 、 本 票 の 作成 者 及 び現 地 調 査 者(2名)の 氏 名 、所 属 を記 入 す る。

11.「 底 生 生 物 」 の 項 は 、 その種 と食 害状 況 の観 察 結 果 を簡 明 に 記 す 。

12.「 調 査 年 月 日時 刻 」 は 調査 を 実施 した 年 月 日、 時 刻 を記 入 す る。

13.裏 面 に は 「出 現 造 礁 ・非 造 礁 サ ンゴ 属 、 種 名 」、「出 現 植 物類 名 」 を 可 能 な 限 り

記 載 す る 。
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(都道府県名)
サソゴ群集現地調査記録票 0

調 査 地

辞 集 番 号

地 図 名 地 図 番 号

調 査区番号

調査区概要

調 査 年 月 日

透 視 度

水 温

配

℃

時 刻

天 候

海 況

項 目

造礁サンゴ 枝 状

卓 状

塊 状

被覆状

棄 状

その他形状

非造礁 サ ンゴ

ソ フ ト コ ー・ラ ル

岩

砂

被 度

市 町村 名 市町村 コード

前 回 調査 区
番号との対応

地 名

調査地略図

水 深

気 温

加

℃

項 目

泥

れ き

死 サ ン ゴ

死サンゴ堆積

植 物 類

そ の 他

被 度

底生生物

沿岸陸地の概況

調 査 者 所属 氏名
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0
出現造礁 ・非造礁サンゴ属名 ・種名

計 属 種

出現植物類名

計 種

備 考
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1

(都 遭府県 名) 生 育 サ ン ゴ群 集 分 布 取 り ま と め表 胴査年度

鋼査者名 所属 氏名

"集 書弓 前回■査区書 号 地 図 名 地図●号 海 域 名 海斌コー ド 市町村名 布町揃コー ド 面 ● 檎 度 生 胃 聖 透 複 度 保壇指定
清 蟹

時 期 面 積 瑠 由

底 生 生物

糧 ● 食 轡
環 触 鯛 査



生態系総合 モニ タ リング調査 要綱

1.調 査 の 目 的

自然 条 件 の 違 い 、 ま た、 人 為 の 干 渉 の度 合 等 に よ りタ イ プ の 異 な る多 様 な 生 態 系 の 特

性 、 変 動 の実 態 等 を把 握 す る ため 、 環 境 庁 が 選 定 した 、 生 態 系 総 合 モ ニ タ リン グ地 域 に

つ い て 、 植 物 相 、 動 物 相 、 土 壌 等 当 該 地 域 の生 態 系 に か か る調 査 及 び 土地 利 用 、 人 口、

開発 動 向等 の調 査 を総 合 的 に 実施 す る もの で あ る。

2。 調 査 実 施 者

国 が 、 都 道 府 県 に 委 託 して 実 施 す る。

3。 調 査 対 象 地域

環 境 庁 が 選 定 した 生 態 系 総 合 モ ニ タ リン グ地 域(別 添 図 に 示 す地 域)を 対 象 と す る。

4。 調 査 実施 期 間

契 約 締 結 の 日か ら平 成4年3月31日 とす る。

5.調 査 内容 及 び 調 査 方 法

調 査 と して は 、 生 態 系総 合 モ ニ タ リ ング地 域 全体(以 下 、 広 域 モ ニ タ リン グ地 域 と い

う。)を 対 象 と した広 域 モ ニ タ リン グ調 査 及 び そ の 地 域 の 中 で 設 定 さ れ る重 点 モ ニ タ リ

ング 地 域 を対 象 と した 重 点 モ ニ タ リン グ調 査 を行 う もの とす る 。

1広 域 モ ニ タ リ ン グ調 査

① 調 査 項 目

調 査 項 目は 、 次 の とお りと す る 。 詳細 は 、 別 紙1「 生 態 系 総 合 モ ニ タ リ ング 調

査 実 施 要 領 」 に よ る。

[生 態系の把握 のための項 目]

地形 ・地質

土壌

植生

動物

海域生物(海 域 を含 む場合)

気象

大気質

水 質

調査 方法

[人 為 イ ンパ ク ト把 握 の ため の 項 目]

土 地 利 用

人 口

開 発 の経 緯 、 計 画

法 制 度

等

②

既 存 資 料 、 文 献 等 の 収 集 、取 りま とめ を 主体 と し、 必 要 に応 じ現 地 調 査 を行 う。

II重 点 モ ニ タ リン グ調 査

① 調 査 対 象 地 域

広 域 モ ニ タ リ ン グ地 域 の 中 で 典 型 的 な 自然 植 生 あ る い は 半 自然 植 生 等 を 含 み 、

一318一



か つ 直 接 の 改 変 が 予 定 さ れ て お らず 長 期 的 な モ ニタ リ ン グ が可 能 で あ る 区域(3

次 メ ッシ ュ程 度 の 面 積 を 基 本 と す る)を3箇 所 程度 設 定 し、 調 査 対 象 地 域(重 点

モ ニ タ リン グ地 域)と .す る。

ま た、 広 域 モ ニ タ リ ン グ 地 域 に海 域 を 含 む 場 合 に は 、 当該 海 域 の 浅 海 域 に お い

て、 当 該 海 域 の 浅 海 域 に お け る 典 型 的 な 自然 環 境 を 含 み 、 か つ 直接 の 改 変 が 予定

さ れ てお らず 長 期 的 な モ ニ タ リング が可 能 で あ る 区域 に つ い て2箇 所 程 度 設 定 し、

調 査 対 象 地 域(重 点 モ ニ タ リン グ地域)に 加 え る。

② 調 査項 目

鳥 類調 査(冬 季)

土 壌動 物 調 査 ま た は 哺 乳 類 調 査(冬 季)

③ 調 査 方 法

現 地調 査 に よ り行 う。

6.調 査結 果 の と りま とめ

受 託 者 は 、調 査 結 果 に つ き、 別 紙1「 生 態 系 総 合 モ ニ タ リン グ調 査 実 施 要領 」 に 示 す

図 表 を 作 成 す る と とも に 、 こ れ らを、 別 紙2「 報 告 書作 成 要 領 」、 別 紙3「 生 態 系 総 合

モ ニ タ リン グ調 査 図 帳 作 成 要 領 」 に従 って 、 報 告 書 、 図 帳 と して 取 りま とめ、 そ れ ぞ れ

2部 作 成 し、 平 成4年3月31日 まで に 環境 庁 自然 保 護 局 長 あ て 提 出 す る。
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<別 紙1>

平成3年 度生 態系総合 モニ タ リング調 査実施 要領

1.通 則

第4回 自然環 境 保 全 基 礎 調 査 生態 系総 合 モ ニ タ リング 調 査 は、 こ の実 施 要 領 に した が

って都 道府 県 ご とに行 う。

2.調 査 の 内容

環 境 庁 が定 め た 各 生 態 系 総 合 モ ニ タ リン グ地 域 に お い て 、 広 域 モ ニ タ リン グ調 査 及 び

重 点 モ ニ タ リン グ調 査 を行 う 。

1広 域 モ ニ タ リン グ調 査

生 態 系 総 合 モ ニ タ リ ング 地 域 を 対 象 と し既 存 資料 等 に よ り、 自然 環 境 及 び社 会 環

境 を把 握 す る。

[自 然 環 境 調 査]

(1)植 生 調 査

① 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 結 果 に 基 づ く植 生 図(以 下 「1/5万 植 生 図 」 とい う)

に つ い て 、 必 要 に応 じ既 存 資 料 、 空 中写 真 等 に よ り修 正 を行 い 、 国 土 地理 院 発

行 の1/2万5千 地 形 図 を基 図 に、 広 域 モ ニ タ リ ング 地 域 の 植 生 図 を作 成 す る 。

植 生 図 の 仕 様 等 に つ い て は、1/5万 植 生 図 及 び 「第3回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査

植 生 調 査 実 施 要 領 」 に準 ず る も の と る。

② 作 成 され た 現 存 植 生 図 に基 づ き、 植 生 が 存 す る部 分 に つ い て 相 観 植 生 図 を作

成 す る 。 相 観 植 生 図 は 、 基 本 的 に 現 存 植 生 図 を も と に空 中 写 真 そ の他 の既 存 資

料 を参 考 に して 、 ま た 、 必 要 に応 じ現 地 調 査 も実 施 し、 以 下 の 相 観 植 生 型 に よ

り読 み 替 え て 、作 成 す るも の とす る。相 観 植 生 図 は 、「相観 植 生 図 作成 要領 」(別

添1)に 基 づ き作 成 す る もの とす る。

(2)動 物 調 査

第2回 自然環 境 保 全 基 礎 調 査 結 果 に よ る動 植 物 分 布 図(環 境 庁)(以 下 「動 植 物

分 布 図 」 とい う)及 び 既 存 資 料 に よ り動 物 分 布 図 を作 成 す る。

・分 布 図 を作 成 す る 動 物 の 分 類 群 は 、 両 生爬 虫 類 、 淡 水 魚 類 、 昆 虫 類 と し、 哺 乳

類 、 鳥 類 に つ い て は、 既 存 資 料 が あ る場 合 に作 成 す る。

・調 査 対 象 種 は 、 第2回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 にお い て対 象 とな っ た種 を原 則 と

す る が、自然 環 境 の 指 標 と して 適 当な 種 等 に つ い て 適 宜 追 加 して 差 し支 え な い 。

・分 布 図 の様 式 は 、 国 土 地 理 院 発 行1/2万5千 地 形 図 を基 図 と して 、 動 植 物 分 布

図 の様 式 に準 じて 作 成 す る。

(3)植 物 相 、 動 物 相 文 献 調 査

既 存 調 査 結 果 、 文 献 等 に よ り、 広 域 モ ニ タ リ ン グ 地 域 の 植 物 相 、 動 物 相 リス ト
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を[様 式1]に 基 づ き作 成 す る と と も に 文献 リス トを作 成 す る 。

な お 、 そ の 際 、 当 該 地 域 に か か る既 存 資 料 等 が無 い 場 合 で も、 周 辺 地 域 に か か

る資 料 等 が あ る場 合 に つ い て は 、 そ の 旨 を リス トの 中 に 明 記 した 上 で 記 載 す る 。

また 、 欠 落 して い る分類 群 が あ っ た場 合 に は そ の 旨を 明記 す る。

(4)動 物 の 生 息 空 間(ビ オ トー プ)調 査

動 物 の 生 息 空 間 とな り得 る森 林 、 巨木 、 湧 水 、 河 川 敷 、 緑 地 帯 並 び に 動 物 の 移

動 を阻 害 す る 人 工 構 造 物(道 路 、 鉄 道 等)に つ い て 、 植 生 図 等 既 存 資 料 か ら読 み

取 りそ の 分 布 を1/2万5千 地 形 図 を基 図 に 図化 す る。

図 化 に 当 た って は 、「ビオ トー プ(動 物 生 息 空 間)分 布 図 作 成 要 領 」(別 添2)

に基 づ くもの とす る。

(5)海 域 生 物環 境 調 査

広 域 モ ニ タ リン グ地 域 に 海 域 を含 む 場 合 に あ っ て は 、 当該 海 域 の 生 物 環 境(サ

ンゴ 生 息状 況 、 干 潟 ・藻 場 の 分 布状 況 等)に つ い て 、 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査 結 果

等 既 存 資 料 を も とに 、 必 要 に 応 じて 現 地 調 査 を行 い 取 りま とめ る 。 ま た 、 自 然 環

境 保 全 基 礎 調 査 結 果(サ ン ゴ 礁 調 査 、 干 潟 藻 場 調 査)等 に よ り、 海 域 生 物 環 境 分

布 図(1/2万5千)を 作 成 す る 。 図 面 作 成 に 当 た っ て は、「第4回 自 然 環 境 保 全 基

礎 調 査 海 域 生 物 環 境 調 査 実施 要 綱 」 に 準 じ作 成 す る 。

(6)地 形 、 地 質調 査

① 土壌 分 布 図 の 作 成

1/5万(ま た は1/20万)土 壌 分 布 図(国 土庁 土 地 分類 基 本 調 査)及 び既 存 資

料 に よ り、1/2万5千 地形 図 を基 図 と した 土壌 分 布 図 を作 成 す る。

土 壌 分 布 図 の仕 様 は 、 土地 分 類 基 本 調 査 に 準 ず る も の と す る。

② 地 形 分 類 図 の作 成

1/5万(ま た は1/20万)地 形 分 類 図(国 土 庁 土 地 分類 基 本 調 査)及 び 既 存 資

料 に よ り、1/2万5千 地 形 図 を基 図 と した地 形 分類 図 を作 成 す る。

地 形 分 類 図 の仕 様 は、 土 地 分 類 基 本 調 査 に 準 ず る もの とす る。

③ 地形改変図の作成

大 規 模 な 傾 斜 地 の 切 土 や 盛 土 、 河 川 の 流 路 変 更 、 水 面 の 埋 立 に つ い て 開 発 事

業 の 資料 、 地形 図 及 び空 中 写 真 を も とに 地 形 改 変 図 と して と りま とめ る 。

図化 に 当た って は、「地 形 改 変 図作 成 要 領 」(別 添3)に 基 づ くも の とす る。

④ 表層 地 質 図 の 作 成

1/5万(ま た は1/20万)表 層 地 質 図(国 土 庁 土 地 分類 基 本 調 査)及 び 既 存 料

に よ り、1/2万5千 地 形 図 を基 図 と した 表層 地 質 図 を作 成 す る 。

表 層 地 質 図 の 仕様 は 、 土 地 分 類 基 本 調査 に準 ず る も の と す る 。

(7)水 理 ・気象 等 調 査
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① 水 系 図 、 水 理 地 質 図 の作 成

水 系 図 は、 国 土 庁 土 地 分 類 基 本調 査 結 果(1/5万 水 系 図)地 形 図 に よ り、1/2

万5千 地 形 図 を 基 図 に作 成 す る。 ま た 、 水 理 地 質図 が作 成 され て い る 地 域 に つ

い て は そ れ を 基 に 生態 系総 合 モ ニ タ リ ン グ調 査 地 域 の水 理 地 質 図 を作 成 す る 。

② 公 共 用 水 域 等 の 水 質 デ ー タ 、 河 川 等 の流 量 デ ー タ

広 域 モ ニ タ リ ン グ地 域 内 で 、 継 続 的 に 観 測 して い る地 点 の デ ー タ に つ い て 収

集 し、 取 りま と め る。

収 集 範 囲 は 、 過 去2年 間 の デ ー タ とす る 。

③ 気 象 デ ー タ

広 域 モ ニ タ リン グ地 域 内 にお け る観 測 デ ー タ また は 、 近 隣 の 観 測 地 点 に お け

るデ ー タ を 収 集 す る。

収 集 範 囲 は 、 過 去2年 間 の 気 温及 び 降水 量 に 関 す るデ ー タ とす る。

④ 大 気 ・降 水 に 関 す る化 学 デ ー タ

大 気 に か か る広 域 モ ニ タ リン グ地 域 内 に お け る観 測 デ ー タ また は 、 近 隣 の 観

測 地 点 に お け る デ ー タ を収 集 す る。

降水 の 分 析 デ ー タ につ い て は 、 測 定 さ れ て い る場 合 に それ を収 集 す る。

収 集 範 囲 は 、 過 去2年 間 の デ ー タ とす る。

[社 会 環 境 調 査]

① 土 地 利 用 図 の作 成

土 地 利 用 図(国 土 地 理 院)を 基 に地 形 図 及 び そ の 他 の 資 料 に も とづ き、 土 地

利 用 の 現 況 図(1/2万5千 地 形 図 を 基 図 と す る)を 作 成 す る 。現 況 が 土 地 利 用

図 と大 き く違 い は な い場 合 に は、 土地 利 用 図 を利 用 す る こ とも可 とす る。

② 開 発 の歴 史 ・計 画

既 存 の 資 料 に 基 づ き、 過 去 の 開 発 史 、 現 在 の 開 発 事 業 、 将 来 の 開 発 計 画 を年

表 と大 規 模 開 発 分 布 図 の形 で ま とめ る。

③ 土 地 利 用 ・自然 環境 保 全 に係 る法 制 度 の状 況

土地 利 用 ・自然 環 境 保 全 に 係 る以 下 に掲 げ る法 制 度 で 、 当該 生 態 系 総 合 モ ニ

タ リ ン グ 調 査 地 域 に 適 用 さ れ て い る も の に つ い て取 り ま とめ る と と も に 、1/2

万5千 地 形 図 上 に そ の 法 制 度 の 指 定 状 況 を 明 示 す る 。 基 本 的 に 法 制 度 毎 に1枚

の 地 形 図 上 表 示 す る もの とす るが1枚 の 図 面 に複 数 の 指 定 状 況 を 明 瞭 に 示 す こ

とが 可 能 な 場 合 に は 、 同一 地 形 図 に 複 数 の指 定 状 況 を示 す こ と も可 と す る。

・都 市 計 画 法 に 基 づ く地域 地 区 等 の 決定 状 況

・公 害 対 策 基 本 法 に基 づ く環 境 基 準 の類 型 の指 定 状 況

・公 害 対 策 基 本 法 に 基 づ く公 害 防 止 計 画 の 内 容

・そ の他 公 害 の 防 止 に 関 す る法 令 に基 づ く地 域 の 指 定状 況 及 び規 制基 準
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・自然 環 境 保 全 法 に基 づ く 自然環 境 保 全 地 域 の指 定 状 況

・自然 公 園 法 に 基 づ く自然 公 園 の指 定 及 び地 種 区分 の指 定 状 況

・都 市 緑 地 保 全 法 に基 づ く緑 地 保 全 地 区 の指 定 状 況

・文 化 財 保 護 法 に基 づ く天 然 記 念 物 の指 定 状 況

・鳥 獣 保 護 及 狩 猟 二 関 スル 法 律 に基 づ く鳥獣 保 護 区 等 鳥獣 の捕 獲 等 の 禁 止 ま た は

規 制 区域 の 設定 状 況

・条 例 に基 づ く地 域 の指 定 状 況 及 び 規 制 基 準 等

・砂 防 指 定 地 、 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 区域 、 地 す べ り防 止 区域 の指 定 状 況

・保 安林 の 指 定 状 況

・そ の 他 の 土 地 利 用 ・自然環 境 保 全 に係 る法制 度 等 に基 づ く規 制 等 の状 況

④ 人 口 の推 移

生 態 系 総 合 モ ニ タ リ ング 調 査 地 域 内 の 人 口(夜 間 人 口及 び 昼 間 人 口)に つ い

て 以 下 の 要 領 で3次 メ ッシュ 単 位 の 分 布 メ ッシ ュ図 を作 成 す る。

・1/2万5千 地 形 図 を基 図 に、 モ ニ タ リン グ地 域 全 域 につ い て3次 メ ッシ ュに 分

割 す る。

・分 割 さ れ た メ ッシ ュ 内の 右 上 段 に 当 該 メ ッシ ュ の 夜 間 人 口、 右 下 段 に 当該 メ ッ

シ ュ の 昼 間 人 口 を記 入 す る 。

・分 布 メ ッシ ュ 図 は、 昭 和50年 度 国 勢 調 査 結 果 に よ る も の及 び 昭 和60年 度 国勢

調 査 結 果 を も とに した も の、 の2時 点 の も の を作 成 す る。

・作 成 に 当 た っ て は、 総 務 庁 統 計 局 の 地 域 メ ッシュ統 計(地 図)を 利 用 す る。

⑤ そ の他

地 域 内 にお い て 、 生 ゴ ミ処 理 の 実 態 、 動 物 へ の 給 餌 の 実 態 等 当 該 地 域 の 生 態

系 に 対 して 影 響 が 大 き い と考 え られ る要 素 が 存 在 す る場 合 には 、 そ れ を取 りま

とめ る と と も に、 図 示 で き る情報 に つ い て は、1/2万5千 地 形 図 上 に 示 す。

II重 点モ ニ タ リン グ調 査

(1)重 点 モ ニ タ リン グ地 域 の選 定

① 広 域 モ ニ タ リン グ地 域 内 に 、 以 下 の 要 件 に よ り重 点 モ ニ タ リン グ地 域 を3箇

所 程 度 選 定 す る 。 重点 モ ニ タ リン グ 地 域 は 、3次 メ ッシ ュ程 度 の 面 積 を基 本 と

す る が 、 面 積 の 確 保 が 困難 な 場 合 に は 縮 小 も可 と す る 。 区域 は 今 後 の モ ニ タ リ

ング に 当 り図 上 及 び現 場 に お い て の 区 域 の特 定 が 容 易 で あ る こ と も考 慮 し選 定

す る も の と す る。 例 と して は、3次 メ ッシ ュや 小 流 域 が 考 え られ る。

・広 域 モ ニ タ リン グ地 域 の 中の 典 型 的 な 自然植 生 あ るい は 、典 型 的 な半 自然 植

生(雑 木林 、草 地 等)を 含 む こ と。

・自然 公 園 等 の 法 令 等 に よ り開発 が 規 制 さ れ て い る 地 域 で あ る な ど今 後 、 少 な

くと も20年 程 度 は 直接 改 変 が 予 定 さ れ て い な い こ と。
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ま た、 生 態 系 総 合 モ ニ タ リン グ 地 域 に 海 域 を含 む場 合 に は 、 そ の 浅 海 部 に お

い て 、 典 型 的 な 自 然環 境 を含 む 区 域 に つ い て 同様 に 重 点 モ ニ タ リ ン グ地 域 を2

箇 所 程 度 選 定 す る も の とす る 。 この 場 合 も 区域 は今 後 の モ ニ タ リ ン グ調 査 の実

施 に 当 り、 図上 及 び 現 場 に お い て の 区 域 の 特 定 が 容 易 で あ る こ と も 考 慮 し選 定

す る もの と す る。

② 重 点 モ ニ タ リ ング地 域 区域 図 の作 成

1/2万5千 地 形 図 を基 図 と して、 選 定 した重 点 モ ニ タ リ ン グ地 域 の 区 域 を明

らか に した 図 面 を作 成 す る。 必 要 に 応 じて 、 詳細 な 地 形 図 を用 い た 区 域 図 の 副

図 を作 成 す る。

③ 重 点 モ ニ タ リン グ地 域 の 自然 環 境 の 概 要 把 握

重 点 モ ニ タ リン グ 地 域 の 植 生 、 動 植 物 相 等 自然 環 境 の 現 況 に つ い て 、既 存 資

料 に よ り取 りま とめ る 。

(2)重 点 モ ニタ リン グ調 査(一 部)の 実 施

① 鳥 類 調 査

鳥 類 調 査 は 、 以 下 の2項 目 に つ い て行 う。

ア.鳥 類 群 集 の 種構 成 に 関 す る調 査(冬 期)

・重 点 モ ニ タ リ ング地 域 の 中 に
、 そ の 自然 環 境 の 現 状 を踏 ま え、 全 長 約1.5

k皿以 上 の調 査 コ ー ス を2本 設 定 す る 。

・12月 ～2月 の間 に 、 調 査 コ ー ス を1回 以上 踏 査 し、 定 点 カ ウ ン トと ロー

ドサ イ ドカ ウン トを実 施 し、 調 査 票[様 式2]に 確 認 種 等 を 記 録 す る。

・定 点 カ ウ ン ト調 査 は 、 調 査 コー ス のそ れ ぞ れ2地 点 にお い て 、30分 間実

施 す る も の と す る。 調 査 の 範 囲 は 限 定 せ ず、 定 点 か ら確 認 す る こ との で

きた 種 全 て を定 点 か らの 距 離 に か か わ らず 記録 す る。

・ロー ドサ イ ドカ ウン ト調 査 は 、 時 速2k皿 で 調 査 コ ー ス を歩 行 し、 確 認 す

る こ とが で きた 種 全 て を調 査 コー ス か らの距 離 に か か わ らず 記 録 す る。

イ.巣 箱 に よ る シ ジ ュ ウカ ラ の個 体 群 動 態 調 査

・次 年 度 に 実施 す る シ ジ ュ ウ カ ラ の 個 体 群 動 態 調 査 に 使 用 す る た め
、 重 点

モ ニ タ リン グ地 域 内 の林 内 に 別 図(略)で 示 した 寸 法 と形 状 の巣 箱 を20

個 架 設 す る。

巣 箱 は 、 約50m間 隔 で 、 直 線 上 に配 置 、 架設 す る もの と す る が、 一 列

に 架 設 で きな い 場合 に は 、 約100m離 した2列 上 に 架 設 す る こ と も可 とす

る。 架 設位 置 は 、 図 面 上 に 詳 細 に記 録 す る 。

※巣箱 架 設上 の 注意

○巣箱 は 、初 年度 の 秋 か ら冬(沖 縄 で1月 、北 海 道 で3月)に 架設 す る。

○巣 箱 の 入 口の地 上 高 が、 約1.5m～3mの 範 囲 に な る よ うに 架 設 す る。
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○人 に い た ず らさ れ た り、 ネ コ やヘ ビの捕 食 に あ わ な い よ う、 な るぺ く

目立 た な い位 置 を 選 ぷ 。

○雨 水 が 入 りに くい よ う、 入 口の 面 を わ ず か に下 向 きに す る。

② 土 壌 動 物調 査

・積 雪 地 以外 の 地 域 にお い て は 、 重 点 モ ニ タ リ ン グ地 域 の 典 型 的 自然 環 境 を 有 す

る地 点 、 そ れ ぞ れ5箇 所 程 度 に お い て 大型 土壌 動 物 相 の 調 査 を行 う。

・調 査 は 、「土 壌 動 物 調 査 実 施 要 領 」(別 添4)に よ り実施 し、結 果 は、調 査 票[様

式3]に 取 りま とめ る 。

③ 哺乳 類 調 査

・積 雪 地 にお い て は 、 中 大 型 哺乳 類 を 中 心 に 、 現 認 及 び フ ィー ル ドサ イ ン法 に よ

り、 哺 乳類 相 及 び行 動 圏 の調 査 を実施 す る 。

・重 点 モ ニ タ リン グ地 域 の 中 に、 全 長1.5k皿 以 上 の 調 査 コー ス を設 定 し、 積 雪 期

に 同 コ ー ス を踏 査 し、 現 認 、 フ ィー ル ドサ イ ン等 の 確 認 に よ り、 生 息 状 況 を把

握 し、 調 査 票[様 式4]に 取 りま とめ る。

6.そ の 他

本 要領 に 定 め る事項 の ほ か 、 重 点 モ ニタ リ ング地 域 の 選 定 に 当 た って は、 学 識経 験 者

の意 見 を参 考 に す る も の と し、 そ の他 調 査 の 実施 に 必 要 な場 合 、 適 宜 学 識経 験 者 の 意 見

を 聞 きつ つ実 施 す る も の とす る。

別 紙2

別 紙3

別 添1

ii2

ii3

報 告 書 作 成 要 領(略)

生 態 系総 合 モ ニ タ リ ング 調 査 図 帳 作 成 要 領(略)

相 観 植 生 図作 成 要 領(略)

動 物 生 息空 間(ビ オ トー プ)分 布 図 作 成 要 領(略)

地 形 改 変 図作 成 要領(略)
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(別 」渚ミ4)
土 壌 動 物 調 査 実 施 要 領

1.本 調 査で は、野外 で肉 眼採取 の可能 な 「大型土壌動物」を対象 とす る。

n.重 点 モニ タ リング地域 内の典型 的な自然環境を有 す る地点 、5箇 所 におい

て以下 の調査方法 によ り調査 を実施す る。

皿.調 査方法 について

1.採 取 法

①1本 の ひ もに50cmお きに結び付 けた5本 の棒(割 箸等)を 順次地面 に

突 き刺 して、50cm四 方 の枠を設定す る。

② ひ もに沿 って包丁を垂直 に差入れ、土壌 に切れ 目を設定す る。

③ 枠内 の落葉、落枝 、腐葉土を素早 く手でか き集 めて、ポ リ袋 に入れる。

④ その下 のやや硬 い土 を深 さ10cmほ ど移植 こて で掘 り取 り、別のポ リ袋

に入 れ る。

⑤ 二 っの袋を明 る く平 らで作業 の しやすい場所 に持 ち出す。

⑥地面 に 白い ビニール布 をひろげ る。

⑦袋 の中の落葉や土 を少 しずっ取 り出 して園芸用 ふるいに入 れ、 ビニール

布 の上で ふ るう。

⑧ ふ るいの編 目を通 過 して落下 した ものを注意深 く見 っめ、動 くものがあ

った ら、 ピンセ ッ トで つまんで アルコールびん に入れ るか、吸虫管で吸

い取 る(吸 虫管 にたま った虫は、あ とで一括 してア旧 一ルびんに移す)。

⑨ ふ るいの中に残 った落葉落枝な どを ビニール布 の上 にあけ、網 目を通 ら

なか った大 きい動物 を探 しだす。

⑩ ビニー ル布 の上 の土 や落葉 を捨 て る。

(⑧～⑩ の作業 を何 回 も繰 り返 し二っの袋の落 葉や土 を全 てふるい終

え る。⑤ ～⑩ の作業 は必ず しも現場で行 う必 要はな く、室 内に持 ち帰

ってか ら電灯照明 の下 で行 って もよい。ただ し、土壌 資料採取 日また

は、 その翌 日中 には作業 を完 了す るように したい。)

[必 要 な道 具 〕 ひ も2.5m、 割箸3膳 、 せ ん定場 差 味 、包 丁(ま た は果物 ナ

イ フ)、 移 植 こて 、 ポ リ袋 、 園 芸用 ふ るい(径30cm内 外 、網 目5㎜ 内外)

白ピ ニー酵 一ト(90×1～2m)、 ピ ンセット、吸虫 管 、 アルコ魂入 りピ ン

2.保 存法

O採 取 した動物 は、80%の アルコール中に浸漬 してお くとほぼ半永久的

に保存が可能 であ り、 そのように保存を行えば分類同定 の作業は、 いつ

で も時間の あると きに とりかか る ことが可能に なる。

3.分 類同定

一326一



① ピ ンの 中 の動 物 、泥 、 ゴ ミ、 ア ル コー ル を全 て シャー レの中 にあ け る。

② 動 物 だ け を ピ ンセ ッ トで つ ま み、 動 物 体 に付 着 した泥 な どを ゆす り落 と

して か ら新 しい ア ル コー ル を いれ た 別 の シャー レに入 れ る。

③ 同 じ種 類 、同 し仲 間 と思 わ れ る もの を、 アル コー ル入 り シャー レの 中 で

それ ぞれ ま とめて 寄 せ て お く。

④ シ ャー レに入 れ た ま ま(動 物 を取 り出 して乾 か して は い けな い)、 実 体

顕 微 鏡 また はル ー ペ で 観 察 し、別 表及 び別図 に基 づ き どの群 に属 す る動

物 か を判 定 す る。

(こ の調 査 で は、 主 と して 目(も く)ま で の大 まか な分 類 レベ ルの判 定

を 目的 と して い る。)

[必 要 な道 具〕 径9cmの シャー レ2～3組 、80%エ チルア鱒 一ル、先 尖 ヒ●ンセ9ト

実 体 顕 微鏡(30倍 で 十分)ま た は ルー ペ 、照 明 装置(ス ポットラ朴 が最 適)

4。 結 果 の 取 りま とめ

① 調査結果(動 物群名 、群 ごとの個体数等)に っ いては、調査票[様 式3]

によ り取 りまとめ る。

②調査票 には、採取 地点 をで きるだ け詳細 に示 した図面 を添付す る。

③採取地点(採 取前 の状態)の 写真及 び採取地点 周辺 の環境の状況 を示す

写真を撮影 し、取 りまとめる。
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〔様 式 ■ コ

植 物(動 物)リ ス ト

C 〕

目 名 科 名 種 名 学 名 文献番号

合計 目 科 種

①本 リス トは、分類の綱(植 物は亜綱)ご とに作成する。

② 目名、科名、種名、学名、記載順にっいては、 「植物目録」(環 境庁自然保綻局1987)及 び

「動物分布調査のためのチニックリス ト」(環 境庁自然保護局1983)に よるものとす る。

③ 文献番号欄 には、文献 リス トで文献に付 した番号を記す ものとす る。
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[様 式2⊃

鳥 類 現 地 調 査 票

重点モニ列ング地域 調 査コース番号

調査年月 日 調査時間

調査回数 /

調査員氏名

天候

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

種 名

個体

数

韻 察

S C V n

槻 察 中 の 特 記 事 項
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16

17

18

19

20

ai

as

23

24

25

26

27

28

29

30

種 名

個体

数

槻 察

S C v

総 種 類 数

種

!1

槻 察 中 の 特 記 事 項

総 個 体 数

羽
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i

器
　

i

〔末漿 式3 J

大 形 土 壇 勤 物 現 地 調 査 票

通点 モニタ りング地域 掴査年月 日 天険 四査員氏名

勤物群名

1.ザ トウムシ

2.君払8デ

3.陸 貝

4.ヤ ステ'

5.シ.ム0テo

6.7叩 ヅ 払 シ

7.】 ム魯デ

8.ヨ コエピ

9.御 ノミ

[0.ヒ 〃 ナムシ

1乳.aニ ムシ

腱.ミ ミズ

口.,ガ コムシ

N.7goミ ウ7

15.{シ ▲倉テ'

16.シ07り

回.A9ミ ムシ

田.ガ 《幼 虫}

四 査枠(A～1ご とに確認 された個体数

A B C D E

出現

頻度

平均

密度

個体数

/m' 勤物群名

凶。ワラジ ムシ

～0.ゴ ミムン

2且.ゾ ウムシ

22.甲 虫(幼 虫)

23.カ'ム シ

24.甲 虫

25.1」ヒ9ムシ

26.ダ:

27,耗

28,ダ7ゴ ムシ

29.M.7プ(幼 》

30.と メミミズ

3豊.η

32・A8カ,シ

ｻ.

1i.

計

調査枠1《A㌔,ごとに確認 された個体数

A 8 C D G

出現

頻度

平均

密度

個体数

/m



[:様 式4コ

哺 乳 類 現 地 調 査 票

重点モ:列ング地域 調査 コース番 号

調査年月 日 調査時間

調査回数 /

調査員氏名

天候

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

種 名

個体

数

観 察 事 項

V C St Sb Sd

観 察 申 の 特 記 事 項
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平成4年 度生態系総 合モ ニタ リング調 査要綱

1.調 査 の 目的

自然 条 件 の 違 い 、 ま た、 人 為 の 干渉 の度 合 等 に よ りタ イ プ の 異 な る多 様 な生 態 系 の 特

性 、 変 動 の実 態 等 を把 握 す る た め 、 平成3年 度 に設 定 した 生 態 系 総 合 モ ニタ リ ング地 域

内 の 各 重点 モ ニ タ リン グ 地域 に お い て、 植 物 相 、 動 物 相 、 土壌 等 当該 地 域 の 生 態 系 に か

か る調 査 を実 施 す る も の で あ る。

2.調 査 実施 者

国 が 、 都 道 府 県 に委 託 して実 施 す る。

3.調 査 対 象地 域

平 成3年 度 に 選 定 さ れ た 生 態 系 総 合 モ ニ タ リング地 域 内 に設 定 さ れ た 各 重 点 モ ニ タ リ

ング地 域 を対 象 とす る 。

4.調 査 実 施 期 間

契 約 締 結 の 日か ら平 成5年3月31日 とす る。

5.調 査 項 目及 び調 査 方 法

各 重 点 モ ニ タ リン グ地 域 を対 象 と して、 以 下 の 調 査 を行 うも の とす る。

① 調 査 項 目

調 査 項 目 は 、 次 の とお りとす る 。 詳 細 は 、 別 紙1「 生 態 系 総 合 モ ニ タ リ ング 調 査

実 施 要 領 」 に よ る。

・人 為 イ ンパ ク ト調 査 ・地 形 調 査

・植 生 調 査 ・動 物 相 調 査

・土 壌 調 査 ・鳥 類 調 査

・土 壌 動 物 調 査 ・海 域 生 物 調 査

② 調 査 方法

現地 調 査 及 び既 存 資 料 調 査 に よ り行 う。

6.調 査 結 果 の と りま とめ

受 託 者 は 、調 査 結 果 に つ き、 別 紙1「 生 態 系総 合 モ ニ タ リ ング 調 査 実 施 要 領 」 に 示 す

図 表 を作 成 す る と と も に 、 これ らを 、 別 紙2「 報 告 書 作 成 要 領 」、別 紙3「 図 帳 作 成 要

領 」に従 っ て、 報 告 書 、図 帳 と して取 りま とめ 、 そ れ ぞ れ2部 作 成 し、 平 成5年3月31

日 まで に環 境庁 自然 保 護 局 長 あ て 提 出 す る。
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(別 紙1)

生態 系総合 モニ タ リング調査実施要領

1.通 則

平 成4年 度 生 態 系総 合 モ ニ タ リン グ調 査 は 、 こ の実 施 要 領 に した が って 行 う 。

2.調 査 の 内容

生態 系 総 合 モ ニ タ リン グ 地 域 内 の 各 重点 モ ニ タ リン グ地 域 に お い て、 昨 年 度 に 引続 き

重 点 モ ニ タ リン グ調 査 を 行 う。

陸 点 モ ニ タ リ ング調 査1

(1)人 為 イ ンパ ク ト調 査

土 地 利 用 に 関 す る調 査 を行 い 、1/5,000程 度 の 土 地 利 用 の 状 況 に つ い て の 図 面 を

作 成 す る。

(2)植 生 調 査

① 現 存 植 生 図 の作 成

重 点 モ ニ タ リン グ 地 域 全 域 に つ い て 、 優 占型 に も とつ く1/5,000程 度 の 現 存植

生 図 を別 添1「 現 存 植 生 図作 成 要 領 」 に基 づ き作 成 す る。

また 、 典 型 的 な 群 落 ご とに植 生 の相 観 を 写 真 に よ り記 録 す る。

② 詳 細 調 査

重 点 モ ニ タ リ ン グ 地 域 にお い て 典 型 的 な 植 生 の 部 分(平 成3年 度 に 土 壌 動 物 調

査 を お こ な っ た 林 分 で 直 接 撹 乱 を与 え て い な い 部 分 が 望 ま しい)に つ い て 一 箇 所

以 上選 び 、 詳 細 な植 生 に係 る調 査 を実 施 す る。

ア.森 林 の場 合

重 点 モ ニ タ リン グ地 域 の 中の 主要 な森 林 優 先型 に つ いて 代 表 的 な林 分 を選 び 、

そ の 中で 林 縁 の 影 響 、 局 所 的 な 人為 影 響 な どの 見 られ な い 場 所 を 選 ん で 方 形 区

を設 置 す る。方 形 区 の 大 きさ に つ い て は 、樹 高以 上 の 長 さ を 一辺 とす る 方形(標

準10m×10m)と す る 。 傾 斜 地 で は ベ ル ト トラ ン セ ク トと して も よい(た だ し

幅5m以 上 と す る)。

調 査 項 目 は 、 次 表 の とお りと し、 調 査 結 果 は 調 査 票[様 式1-1]、[様 式1

-2]に 取 りま とめ る 。

調 査 時 期 は 、 夏 か ら秋 とす る 。
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木 本 種(高 木 、 低 木)

木 本 種(実 生)

草本種

位 置 図 、樹 冠 投 影 図、 群 落 断 面 図 を作 成 す る 。

種 名 、胸 高 直 径(㎝)、 樹 高(m)、 葉 群 下 高(m)、

健康 度 を 測 定 す る。 健 康 度 の 判 定 に 際 して は 付

表1を 参 考 とす る。

方 形 区 を5m×5mな い し2.5m×2.5mの メ ッシ

ュ に 区 画 し、出 現 す る 個 体 ご と に 樹 種 、高 さ(㎝)、

樹 齢(年)(節 で 確 認 で き る も の)を 記 録 す る 。

方 形 区 を5m×5mな い し2.5mx2.5mの メ ッ シ

ュ に 区 画 し、 メ ッ シ ュ ご と に 植 被 率(%)、 種 ご

と の 被 度(%)と 自然 高(cm)を 測 定 す る 。

イ.草 原 ・湿 原 ・雑 草 群 落 な ど草 本 を主 と す る群 落 の場 合

1m×3mな い し1mX5mを 標 準 的 な 大 き さ と し、

わ せ る。 調 査 は 、 森林 の場 合 の林 床 の調 査 法 に 準 ず る。

時 期 は、 夏 か ら秋 とす る。

1㎡ の 方 形 区 を組 み 合

な お 、 調 査 対 象 とな っ た そ れ ぞ れ の 方 形 区 の植 生 の 状 況 に つ い て 、 写 真 に よ り

記 録 を行 う と と も に、 方形 区 の位 置、 範 囲 を 示 す詳 細 な 図 面 を作 成 す る。

(3)土 壌 調 査

(2)植 生調 査 の② 詳 細 調 査 を行 っ た箇 所 の 周辺 の1箇 所 に つ い て 土 壌 調 査 を 実施 す

る。 た だ し、 同'一植 生 内 に お い て も 、 地 形 な どの 違 い に よ り異 な っ た 土 壌 型 が 出 現

す る と 予 想 され る場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 土 壌 型 の 各1箇 所 に つ い て 調 査 を 実施 す る 。

土壌 調 査 に お い て は 、 土 壌 の 撹 乱 や 盛 土 も重 要 な 調 査 対 象 で あ る の で 、 そ れ らも含

め て代 表 的 で あ る と思 わ れ る地 点 を選 定 す る こ とが 望 ま しい 。

① 土 壌 断 面 調 査

文 献1)ま た は2)の 方 法 に 従 い 、堆 積腐 植 層 も含 め た 土 壌 断 面 の 形 態 を観 察 し、

調 査 票[様 式2]に 取 りま と め る。 調 査 時 期 は 、,落葉 期 前 と す る 。 表 層 及 び 次 表

層 の サ ン プル 採 集 し、②お よ び ③ の実 験 に用 い る。

② 飽 和 透 水 係 数 に係 わ る調査

土 壌 の飽 和 透 水 係 数 を文 献1)ま た は3)の 方 法 に従 い測 定 す る。

③pH、 置 換 酸 度 、 電 導度 、 交 換 性 陽 イ オ ン、 陽 イオ ン交換 容 量 の 分 析

土 壌 のpH(H20)、(KC1)、 置 換 酸 度(y1)、 電 導 度(EC)、 交 換 性 陽 イ オ ン(Ca,Mg)、

陽 イ オ ン交換 容 量(CEC)を 文 献1)、3)ま た は4)の 方 法 に従 い 測 定 す る。
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土壌の分析項 目と分析方法

分析項 目

pH(H20)及 びpH(KC1)

置 換 酸 度(y1)

電 導 度(EC)

交 換 性Ca、 交 換 性Mg

陽 イ オ ン 交 換 容 量(CEC)

分析方法

ガ ラ ス 電 極 法 、 土 壌:液 比 二1:2.5

1N-KC1・1回 浸 出 、0.1N-NaOHで 滴 定

土 壌:水 比=1:5

シ ョ ー レ ン ベ ル ガ ー 法 、 原 子 吸 光 法

シ ョ ー レ ン ベ ル ガ ー 法

文 献

1)土 壌 環 境 基 礎 調 査 にお け る 土 壌 、 水 質 及 び 作 物 体 分 析 法

(昭 和54年 、 農 林水 産 省農 蚕 園 芸 局 農 産 課 編)

2)土 壌 調 査 ハ ン ドブ ック

(昭 和59年 、 ペ ドロジ ス ト懇 談 会 編 、 博 友 社)

3)土 壌 標 準 分 析 ・測 定 法 『

(昭 和61年 、 土壌標 準 分析 ・測 定 法 委 員会 編 、 博 友 社)

4)土 壌 養 分 分 析 法

(昭 和45年 、 土壌養 分 測定 法 委 員 会 編 、 養 賢堂)

(4)土 壌 動 物 調 査

平 成3年 度 に お い て 調査 を実 施 して い な い 積 雪 地 域 に お い て、 大 型 土壌 動 物 相 の

調 査 を行 う。

調 査 は 、 別 添2「 土 壌 動 物 調 査 実 施 要 領 」 に よ り実 施 し、 結 果 は 、 調 査 票[様 式

3]に 取 りま と め る。

(5)地 形 調 査

空 中写 真 、 現 地 調 査 に よ り1/5,000程 度 の 微地 形 分 類 図 を作 成 す る。 凡 例 は 、 付

表2を 参 考 に 地 域 の 特 性 を 考慮 し作 成 す る も の と し、 分類 図 に 添 付 す る。

(6)動 物 相 調 査

重 点 モ ニ タ リ ン グ 地 域 に お い て 動 物 の 生 息 調 査 を実 施 し、動 物 相 の リス トを[様

式4]に よ り作 成 す る 。調 査 対 象 の 分 類 群 は 、 哺 乳 類 、 爬 虫類 、 両 生 類 及 び 昆 虫 類

とす る が 、 適 宜 、 他 の 分類 群 を加 え る こ と は妨 げ な い 。

調 査 方 法 に つ い て は 、 地 域 の 動 物 相 を把 握 す る た め に 適 切 な 方 法 を選 択 す る もの

とす る 。

(7)鳥 類 調 査

鳥類 調 査 は 、 以 下 の2項 目に つ い て 行 う。

① 鳥類 群 集 の種 構 成 に関 す る調 査

・1/5 ,000程 度 の 地 図 を用 意 し重 点 モ ニ タ リン グ地 域 内 を 自然 の境 界(川 ・尾 根 ・

谷 な ど)、 地 図 上 の 利 用 区 分(広 葉 樹 林 ・針 葉 樹 林 ・草 地 ・畑 地 ・宅 地 な ど)、

道路 等 を参 考 に して区 画 に 分 け る。(目 安 と して20～50区 画)こ の時 同 じ区 画
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に な るべ く複 数 の植 生 が入 らな い よ う に す る。

・調 査 地 内 を無 作 意 に 歩 き 回 って 鳥 を 観 察 し、確 認 した 種 と鳥 の い た(声 の した)

区 画 の 番 号 等 を調 査 票[様 式5-1]に 記 録 す る。 また 、 そ の 結 果 を[様 式5

-2]総 括 表 に 取 りま とめ る 。

・直 接 各 区 画 内 に入 らず、 離 れ た 位 置 か ら 目視 ま たは 廟 りや地 鳴 き等 で 確 認 した

記 録 も含 め て よ い こ と と す る。 囲 い の あ る立 入 禁 止 区域(私 有 地)、 立 ち入 れ

な い地 形 な どの理 由 か ら、 生 息 種 を 十 分 に 確 認 で き なか った と思 わ れ る 区画 に

つ い て は 、 総括 表 の備 考欄 に そ の 理 由 を 明 示 す る。

・種 の 確 認 だ け で な く、 行 動 の特 性(例 え ば 混 群 で の採 食 、 噌)、 特 に 繁 殖 の 有

無 の指 標 と な る 巣 の発 見 ・巣 立 ち ヒナ や 家 族 群 の 確 認、 巣材 運 搬 な ど も で き る

だ け 記録 す る。

・観 察 は 、 繁 殖 期 に2回 以 上 、冬 期 に2回 以 上 で き るだ け 頻 度高 く行 う こ とを原

則 と す る 。(観 察 者 は、 この 地 域 の 普 通 種(迷 鳥 以 外)を 識 別 で き る者 で あ れ

ば 、 同 一 者 で な くて よ い 。 また 、 毎 回 同 じル ー ト、 一定 の 時 間 を か け て 行 う必

要 は な く、1回 が 短 い 時 間 で もで きる だ け 頻 度 高 く行 うこ とが 望 ま しい 。)

② 巣 箱 に よ る シジ ュ ウカ ラ の個 体 群 動 態 調 査

・平 成3年 度 に設 置 した巣 箱 に つ い て、 繁 殖 期 に お い て3回 以 上 、 繁 殖 期 後1回

観 察 を 行 い 、 繁 殖 の 状 況 に つ い て 記 録 す る。

・記 録 項 目は 、利 用形 態(営 巣 、嚇 、 巣 立 ち後 、 未 使 用 等)、 利 用 さ れ た 場 合 は 、

そ の 種(シ ジ ュ ウ カ ラ、 ヤ マ ガ ラ 等)、 営 巣 等 の状 況(卵 数 、 ふ 化 ヒナ 数 、 巣

立 ち ヒナ 数 の 確 認)、 利 用 さ れ た 巣 材 、 そ の 他 観 察 さ れ た 事項 と し、調 査 票[様

式5-3]に 記 録 す る。 ま た、 そ の 結 果 を[様 式5-4]総 括 表 に 取 り ま とめ

る 。

(8)海 域 生 物 調 査

・海 域 に 設 定 さ れ た 重 点 モ ニ タ リン グ地 域 にお い て 、 別 添3「 海 域 生 物 調 査 実施 要

領 」 に基 づ き調 査 を実施 す る。

3.そ の他

本 要 領 に定 め る 事項 の ほ か、 重 点 モ ニ タ リ ン グ調 査 の実 施 に 当 た って は 、 適 宜 学 識経

験 者 か ら成 る検 討会 を設 置 す るな ど、 専 門 家 の 意 見 を聞 きつ つ実 施 す る も の と す る。

別 紙2

別 紙3

別 添1

〃2

〃3

報告書作成要領(略)

生態 系総合 モニタ リング調 査図帳作成要領(略)

現存 植 生図作成要領(略)

土壌 動物調査 実施要領(略)

海域 生物調査実施要領(略)
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[様 式1-1]木 本 種(高 木 、 低 木)調 査 票一
樹番号

位 置(距 離)

X Y

樹 種 胸 高

直 径

樹高 葉群

下高

健康

度

備 考
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[様 式1-2〕 木 本 類(実 生)、 草 本 種 調 査 票一
小区画

番号

木本種(実 生)

樹 種 樹 高 樹 齢

草 本 種

草本種

植被率

植被率

被 度 自然高
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1

恕
む

1

[様式2〕 土壇断面調査票一
調査地点番号

断 面 スケ ッチ 層

界

層

厚

(cm)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

地 形

層

位

傾 斜 標 高

試

料

土

性

土

色

腐

植

泥

炭

黒

泥

斑

紋

結

核

礫 構

造

ち

密

度

可

塑

性

母 材

粘

着

性

湿

り

根

の

状

態

ジ

ビ

リ

ジ反

ル 応

そ

の

他



[様式3〕 大型土壌動物現地調壷票一
動 物 群 名

1.ザ トウムシ

2.オ オムおテσ

3.陸 員

4.ヤ スデ

5.シ σムr21テ.

6.γ リヅ カムシ

7.コ 劫 デ

8.ヨ コエゼ

9.イ シノミ

10.と メフナムシ

11.力 ニムシ

12.ミ ミズ

13。 ナ219コ ムシ

14.ア99ミ ウマ

15.イ シムカテo

15.シ07り

17.ハ サミムシ

18.ガ(幼 虫)

19.ワ ラヲのムシ

20.ゴ ミムシ

21.ヅ ウムシ

22.甲 虫(幼 虫)

23.力 邦 シ

24.甲 虫

25.ト ヒ.ム シ

26.ダ ニ

27.ク モ

28.夕.ン コ9ム シ

29.ハ エ・7プ 《幼)

30.ヒ メミミスo

31.7り

32●A壽Lカ クシ

33.

34.

35.

36.

合計

調査枠(A～ ε)ごとに確認 された個体数

A B C D E

出 現

頻 度

平 均

密 度

個体数/

m
備考

注)出 現頻度=当 該動物群が出現した調査枠の数/調 査した調査枠の数

平均密度=当 該動物辞の総個体数/調 査した調査枠の数

個体数/㎡=当 該動物群の総個体数/調 査した調査枠の合計面積(㎡)
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[様 式4]動 物 リ ス ト

匝
目 科 属 ・種 ・亜 種 備 考
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1

謹
の

1

〔様式5-1]鳥 類調査票

調査年月日

天候

(風 の強弱)

調査時間 ～

調査者

注)確 認 方 法欄 に は、巣 、 さえず り、姿 、 飛 翔 、 上 空 通 過等

を 記載 す る。

備考 欄 に は 、 っ が い、 混群 、家族 群 れ 、縄 張 り争 い、 ね

ぐら、 とま って い た場 所 の特 徴等 を 記載 す る。

記 録 時 間 観察者のいた

区間番号

鳥を確認した

区間番号

種 名 確 認 方 法 備 考



[様 式5-2〕 鳥類調査結果総括表

区画番号

調査年月日

総 種 数

確 認 さ れ た 種 備 考
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1

罐
ゆ

1

〔様式5-3]巣 箱調査票

巣 箱No.

調 査 年 月 日

調 査 時 間

天 候
調 査 者

未 使 用

営 巣

利用種

卵数

ふ化 ヒナ数

巣立 ち ヒナ数

巣材

その他の観察事項

年 月 日 年 月 日
～

年 月 日
....

年 月 日



1

謹
ゆ

1

[様 式5-4]巣 箱調査結 果総 括表

巣 箱No.

未使用

営巣

利用種

卵数

r

ふ化 ヒナ数

し

巣立 ち ヒナ数

巣材

破損等で

使用不可能

1 2 3 4 5 6 7 8 総巣箱数

未使用数

営巣数

平均卵数

平均 ふ化 ヒナ数

平均巣立 ち ヒナ数

使用不能
の巣箱数
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